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初めに

中国では飛躍的な経済発展にともない，高

等教育も最近 年間で奇跡的に発展してきた。

その発展は高等教育における構造的な調整以

上に，規模の拡大がより人々を驚かせている。

歳から 歳までの大学進学率は 年の

％未満から， 年の ％に上昇し，中国

の高等教育はこの 年足らずの間に，エリー

ト型教育からマス型教育へと凄まじいスピー

ドで変化を遂げた。

中国における高等教育のこのような構造的

変化と進学率の急上昇，つまり教育の規模的

な急激な拡大は，急激に発展し続ける中国の

経済や変化する社会における旺盛な人材需要

を満たし，中国の経済発展と社会進歩に大き

く貢献したと言えよう。しかし 方，高等教

育のこのような常識はずれ的な発展は，様々

な問題も引き起こし，直ちに解決しなければ

ならない課題が明らかになってきた。このよ

うな背景の下，高等教育に関する研究は，国

と教育管理行政機関にますます重要視され，

引いては各高等教育機関，つまり各大学に認

められ，俄然，脚光を浴びることになってき

た。言い換えると，中国の高等教育の飛躍的

な発展により，今まで存在すら殆ど知られて

ない高等教育研究は，突然人気研究領域へと

のし上がった。中国の高等教育は 世紀に

おいて社会の周辺から社会の中心になったの

と同じく，高等教育研究も長期にわたるマイ

ナーな研究からメジャーな研究になり，そし

て学問としての地位を確立するところまでき

ている。しかし言わずもがな，突然注目され，

突然わいてきたこの高等教育研究熱は，それ

自身様々な問題と課題が存在し，真剣に検討

して，対処しなければならない。潮流に任せ，

時的な熱に甘えたら，高等教育研究のさら

なる発展と，学問としての断固たる地域の確

立に問題を来たすだけではなく，中国の高等

教育の健全たる発展にも影響を与えてしまう。

中国における高等教育研究の現状と課題

劉 志 業
何 暁 毅

要旨
中国における近代的な高等教育体制創りは日本の高等教育体制などが大きく影響した。その後，

計画経済のもと，旧ソ連モデルの大学改革が大がかりに行われ，今日までの中国高等教育の基本

構造ができあがった。この数年規模拡大をひたすら追求した結果，中国の高等教育は凄まじい発

展を遂げた。その結果，様々な問題を生じてきた。これはいままで中国では殆ど存在していなかっ

た高等教育研究を重視されはじめるきっかけになった。本稿では中国における高等教育研究の歴

史・現状及び課題・将来への展望について論じてみた。
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本稿では近年の中国高等教育の発展情勢を紹

介し，中国における高等教育研究の現状と発

展趨勢，今後の課題について論じたい。

．中国における高等教育研究の歴史

． 新中国建国までの高等教育は日本の

影響を大きく受けた

西洋の数百年に上る高等教育の歴史から見

れば，中国の高等教育の歴史はそれほど長い

ものではない。北京大学前身の京師大学堂を

始まりと考えても，近代的な高等教育体制の

確立には中国ではせいぜい百年くらいの歴史

しかない。この高等教育の歴史の前期では，

殆ど真似型の教育体制であった。最初に中国

の高等教育に大きな影響を与えたのは，日本

の高等教育であった。日本は明治維新以後，

脱亜入欧の政策のもと，社会体制の急速な転

化を成し遂げた。地理的に近いこともあって，

日本の経済や社会的な発展は中国社会に大き

な影響を与えた。西洋の教育体制は日本で成

功をおさめ，そしてそれは日本を通じて中国

に伝わった。中国の近代高等教育体制は当初，

殆ど日本の高等教育システムのコピーであっ

た。

年に蔡元培氏が北京大学学長就任して

以降，ヨーロッパの大学モデルが中国の高等

教育に直接影響を与え始めた。この影響は後

に設立された 部の大学の建学精神にまで及

んだ。しかし総じて言えば， 年新中国建

国までの中国の高等教育システムは，日本モ

デル，ヨーロッパモデル，そしてアメリカモ

デルの混合物であった。そのそれぞれのモデ

ルは，教育内容から，学科設置や，学校管理

に影響を与えただけではなく，建学理念，大

学文化など大学としての根幹部分まで及んだ。

このように，中国の高等教育の最初の 年

間，高等教育に関する研究は殆ど存在してい

なかった。西洋の先進的な高等教育モデルを

学習し，導入することが主であったからだ。

この時期の高等教育や大学システムに関する

研究や検討は，当時の大学管理者，つまり限

られたごく 部の人の間でなされた。その当

時の 部の優秀な大学管理者，例えば蔡元培，

梅貽埼，胡適，張伯苓，竺可 などは，高等

教育に関してとても先見的な意見を述べた。

それらの意見は後の中国の大学建設，高等教

育に重要な影響を与えた。彼らのような西洋

の大学で正規の高等教育を受けてきたいわば

エリート教育家たちは，西洋の先進的な教育

理念を持って中国の近代高等教育システムを

創建する重任を背負い，西洋の近代的な高等

教育理念や体制を中国の本来の文化や伝統と

の融合に大きく貢献した。

． 計画経済時代はソ連モデルをコピー

年新中国建国後，中国は西洋諸国を追

いつき，追い越しを目的とする国創りを突き

進み始めた。この時期の特徴は，経済の先導

役としての重工業に重点的に投資する。そし

てイデオロギーや建国の精神と国際情勢など

の関係で，ソ連モデルが中国社会・経済の発

展モデルとして模倣された。このモデルの

番大きな特徴は，計画経済であった。高等教

育もこの発展モデルに貢献しなければならな

いから，工業化のために迅速，そして大量に，

標準規格な人材を創り出すことが大学の至上

使命であった。そのため，ソ連の高等教育シ

ステムを参考にして中国では大規模な大学学

部学科の分離・合併などを全面的に行った。

その結果，総合大学の文系，理系，工学系な

どの学科は分割され，専科大学として大量に

独立し，特に工学系の専科大学は多く創設さ

れた。

いま，客観的に見れば，この大規模な学科

調整は，当時中国の工業化建設に迅速，かつ

大量に人材を供給するという使命を果たした

と考えられ，その功績も 定の評価に値する。

しかしこのかつてない行政命令式で，人為的

な学科調整は，教育の法則を無視し，学科と
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学科の間の繋がりを切断したため，学問の創

新と，技術の進歩，研究の活性化に大きな支

障をもたらしたことも，明らかである。

年代のこの大規模な学部学科調整は，

後の中国の高等教育に深刻なマイナス影響を

与えた。この調整はその後の中国の高等教育

システムと大学管理の基礎を築き，大学の縦

割り管理，権力の極端集中という構造を作り

上げた。しかもこの構造は 年代まで維持

された。この期間は，文化大革命という非常

期もあって，大学は殆ど停学に追い込まれた

時期でもあった。もちろん，高等教育研究な

どはないに等しかった。大学に独立性がなく，

学校の教育方針，教育内容，カリキュラムな

ど，すべて上級行政機関の集中管理と指揮の

もとで定められた。大学は自立での発展が不

可能で，各大学は殆ど同じ方法で学校を運営

し，独自の特色を出すことは皆無であった。

この時期の高等教育研究については， 部の

限られた大学でのみ高等教育研究の施設を

応残したが，計画経済の中央集権的な管理の

下，高等教育について研究することはあり得

ないことであった。また，その需要性もな

かった。そのため，成果らしい成果も殆どな

かった。

． 高等教育と高等教育研究の転機

中国の高等教育研究が転機を迎えたのは

年代初め頃であった。福建省の厦門大学

は 年代の大規模が学部学科調整運動中で

も，他の大学のように教育学科を分離させ独

立専科の師範大学を設立するのではなく，教

育学科をそのまま大学の中に残した。その教

育学科で長年教育問題を研究してきた著名な

教育学者の藩懋元教授は， 年代頃から高

等教育問題を注目し，研究し始めた。その成

果は，後に『高等教育学講座』（ 年・人

民出版社）という中国初めての高等教育研究

専門著書としてまとめられた。これは中国に

おける高等教育研究という学問の確立と，高

等教育研究の専門研究領域としての確立に関

する象徴的な出来事になった。

高等教育研究の学科としての地位確立と学

問体系の構築とが相まって，多くの大学で高

等教育，特に大学としての運営方法等につい

て検討し始めた。当時の華中工学院（現華中

科技大学

）は，近代的な大学をいかに創設

し，運営するかについて，理論及び実践の両

面において，他大学よりかなり先鞭を切って

研究し，実践した。その甲斐があって，当時

工学科のみの単科大学でしかなかったこの大

学は，いまや中国屈指の総合大学にまで成長

した。特に強調しなければならないのは，こ

の大学の歴代学長は，高等教育研究，特に大

学の特性，運営等についての研究をとても重

視してきた。この大学の高等教育研究機関は，

目下中国における高等教育研究の最も重要な

機関の つにまで成長した。

しかし，総じて言えば，中国における高等

教育研究は， 年代中期まで，基本的に沈

黙のままであった。この状態からの脱却には，

年代中期以降の中国の高等教育のさらな

る大規模な構造改革と，急激な規模拡大を待

たなければならなかった。その以降，中国の

大学における高等教育研究は，徐々に活気を

浴びてきた。

．中国の高等教育の高速な発展とその

発展がもたらした問題

． 近年の高等教育の超速な発展現状

アメリカの教育学者マーチン トロウ

（ ）の理論によれば，高等教育

の進学率が ％以下のときは，限られた少数

者しか教育受けられない，エリート型教育の

段階であるとされている。 ％から ％の進

学率ならマス（ ）型段階である。この

段階になると，教育における様々な変化が生

じ，例えば教育理念，教育機能，学科の基準，

中国における高等教育研究の現状と課題



カリキュラム設計など，エリート教育段階と

違う新たな特徴が現れる 。

この理論から見れば， 年中国が大学入

試制度を回復させてから，今世紀の初め頃ま

で，中国の高等教育は 貫してエリート型教

育であった。なぜなら 世紀の末頃まで，

進学率は ％足らずであったからである。し

かもその増長はとても緩慢であった。

（ユネスコ）の『世界教育レポート

』 （ ）の

統計によると，中国の適齢若者大学進学率は，

年は ％， 年でやっと ％になり，

年間で ％しか増えなかった。そして

桁になったのはまたその 年後の 年であ

り，ようやく ％になった。この数字から

見れば，中国の高等教育は， 世紀の末頃

まで，規模的な拡大において，とても緩慢で

あったと言える。

規模拡大の緩慢と相まって，高等教育の構

造改革も殆ど進まなかった。それまでは計画

経済であったため，大学の管理体制は国の省

庁間による縦割り状態になっていた。そのた

め，教育主管省庁である教育部（日本の文科

省相当）所管の大学が存在する 方で，中央

政府の各省庁も大学を設立し，それぞれ管轄

していた。大学はそれぞれの省庁に管理され

ているため，学科の設置は省庁の利益に優先

され，非常に細かく分けられた。その上，設

置基準，教育目標，評価基準もそれぞれ違う

から，卒業基準までバラバラであった。また，

学生募集，就職支援，教育予算や投資など，

各方面に渡り，それぞれの所管省庁によって

行われていたため， 口に同じ大学と言って

も，似ても似つかずの教育施設になっていた。

そのため， 年代中期から始めた中国の

高等教育改革はまず構造改革から始められた。

その改革は主に つの方面から行われた。

つ目は大学管轄体制， つ目は大学の管理体

制， つ目は大学の予算体制， つ目は学生

募集と就職支援体制であった。 つ目の改革

により各省庁所管の多くの大学と専科大学は

すべて国家の教育部或いは地方政府の教育部

門に移された。 つ目の改革により 部の大

学は合併され，さらに大学には管理運営の自
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図 中国適齢者大学進学率の推移

出典：中華人民共和国教育部（ ）

図 中国大学在校生総数の推移

出典：『中国統計年鑑 』



主権が与えられ，大学自身が自由・自主に管

理運営できるようになった。 つ目の改革に

より大学に独立採算制が導入され，国・地

方・大学独自・社会など多元的な投資体制が

確立し，大学に潤沢な資金を投入できるよう

になった。 つ目の改革により学生募集と就

職支援のシステムは，それまでの国による

元化管理と配属，いわば「強制結婚」のシス

テムから，国・企業，そして学生の双方によ

る選択，いわば「お見合い結婚」システムと

いう体制へと変化した。

この時期の構造改革は， 年代末からの

中国の高等教育の大規模な発展の基礎を築い

た。 年から，中国の高等教育は新たな発

展の段階に入った。 年，中国の大学学部

在校生は 万人であったが， 年には

万人にも上った。つまり中国の大学は

年間で 千万人以上の学生を拡大募集した

ことになる。そして， 年には 万人

以上へと拡張した。 歳から 歳の大学入学

適齢者の進学率も， 年は ％に達し，

年は ％に達した。これは中国の高等教

育が大衆化の段階に達したことも意味してい

る。その後，中国の高等教育はひたすら規模

の拡大に走り， 年において，進学率は

％にも達し，在校生総数という高等教育の

規模だけ見ればついに世界 になった（図 ，

図 を参照）。

この 年ほどで，中国の高等教育は飛躍的

な発展を遂げた。その発展スピードは世界高

等教育史上まれに見ることで，常識をはるか

に超えたものと言えよう。

． 超速の発展がもたらした問題

このような飛躍的，ある意味では非常識的

な発展には，その必要性があったのかもしれ

ない。なぜならばこの時期は，中国の経済の

飛躍的な発展と同じ時期であった。大学の規

模拡大は，国民の教育熱と若者の大学進学熱

を満足させ，急激な経済発展を遂げる社会に

大量の人材を送ることができた。しかし 方，

この超速な発展の主な推進力は政府によるも

のであったため，非常識な拡大は， 部の大

学においては，その受け入れ限度をはるかに

超えた。しかもあまりにも速いスピードで拡

大したため，さまざまな潜在的かつ構造的な

問題を引き起こした。

その最も顕著な問題点は，教育水準の大幅

な低下であった。

高等教育による人材の創出において，社会

や経済の進歩と需要との間に， 定期間の遅

れが生じるのは仕方のないことであり，もと

もと社会に人材をストックする役目を果たし

ているからでもある。しかし卒業生を大量に

輩出することによって引き起こされる就職問

題は，大きな社会問題であることは間違いな

い。大学卒業生の就職難は，大量の卒業生が

仕事を見つけることができないだけではなく，

多くの企業がほしい適切な人材を見つけるこ

とができないということも意味している。こ

れは高等教育が社会のニーズに対応できでい

ない，すなわち学科設置やカリキュラム設定

などが社会の求めと離脱していることも要因

としてあげられる。

社会のニーズの多様化は，人材に対する要

求も多様化している。しかし長年の計画経済

の影響で，中国の大学は上級機関の指導に慣

れ，大学の理念や教育方向性に関しては殆ど

独立性を持たず，千篇 律な教育しかできな

かった。大学間の違いはあまりなく，各大学

は特色を打ち出せなかった。そのため，規模

の急激な拡大は，教育理念や教育システム改

革の相対的な停滞を浮き彫りにした。

中国の高等教育は飛躍的な発展と同時に，

上述のような様々な問題を潜在してきた。こ

れらの問題点は，中国の高等教育のさらなる

発展の障害になりかねない。このような情勢

に対応する方策などをタイムリーに研究する

必要がある。この背景のもと，中国の高等教

育研究は，ついに社会の注目を浴び始めた。

中国における高等教育研究の現状と課題



．中国の高等教育研究の新たな展開

． 高等教育研究は重視されはじめた

高等教育研究がついに社会の注目を浴び始

めた。そして広く重視された背景には主に社

会からの要請と，大学自身の需要という つ

の要素があった。つまり世界規模の技術革新

と経済成長の潮流に対して，高等教育はそれ

なりの反応を示さなければならないから，教

育制度や教育理念の刷新が必要に迫られた。

そのため，各教育管理行政機関では，理論と

実践の両面において，高等教育について専門

的に研究し，問題解決案と，新しい思考を提

供してくれる機関や専門家集団が必要になっ

た。 方，大学自身も， 年代末からの管

理体制の改革等によって，大学の独立性が

定程度に保障された。独立性の拡大は，責任

の増加と表裏 体である。そのため，各大学

の責任者には大きなプレッシャがのしかかっ

た。これからの大学理念，大学発展方向，大

学の特性など，すべてにおいて，専門的に研

究し，提案してもらう機関が大学には必要に

なった。そういうわけで，大学規模拡大と同

時に，高等教育研究者と機関も増え始めた。

多くの大学は専門の研究機関を設立した。実

力のある大学は，高等教育研究の修士課程及

び博士課程も創設し，高等教育研究の専門人

材を育て始めた。例えば山口大学の姉妹校で

ある山東大学は 年に高等教育研究セン

ターを設立し， 年から修士課程を始めた。

現在は研究者 人，修士課程在学生 人にま

で成長した。

． 高等教育研究の現状

上述したように，この時期，中国の高等教

育研究も大きな発展を遂げた。前後 年間で，

研究者は増え続け，研究機関も大幅に増えた。

修士課程と博士課程の学生募集数も大規模に

増加した。修士課程の研究科設置数は，最初

の数カ所からいまの百近くにのぼった。何よ

り，高等教育研究の 部の成果は，その後の

中国の高等教育の発展に大きく貢献した。例

えば高等教育の大衆化問題についての研究は，

国民の大学教育に対する認識をある程度助け，

国の大衆化段階における大学教育政策を推進

し，常識はずれな大学規模拡大に理論的な根

拠を提示した。同時に，研究するテーマも絶

え間なく深化し続けた。初期段階は高等教育

のマクロ的な問題研究が中心であった。例え

ば諸外国の高等教育とのマクロ比較研究，中

国と諸外国の高等教育の歴史研究，中国高等

教育の構造と規模パフォーマンスの研究，投

資体制と管理体制の研究，私立高等教育問題

の研究などであった。高等教育の規模拡大と

教育改革の深化にともない，高等教育研究の

レベルも上がったので，研究範囲も広くなり，

テーマも深化してきた。マクロ的な研究は引

き続き最重要課題の つであるが，ミクロ的

な研究も重視され始めた。例えば大学自身の

管理運営問題，授業設置やカリキュラム編成

問題，問題解決能力を有する人材の育成問題，

大学の発展方向，それぞれの大学の伝統と文

化問題，及び共通教育問題などの研究により

重点を移してきた。

近年，中国の高等教育研究において，ミク

ロ的な研究と大学レベルの研究とが合流する

傾向が強まり，大学の改革や発展に関する研

究が盛んになりつつある。各大学の高等教育

研究機関は，大学の改革プラン策定のブレー

ンとなり，大学のさらなる発展のためにコン

サルティング的な役割を求められるように

なってきた。もちろん管理体制や，高等教育

研究自身の研究水準の制約もあって，所属の

大学の改革に対するコンサルティング的な役

割は限定的であり，しかも不安定な面がある

のも否めない。しかし大学の 研究機関とし

て，各大学の高等教育研究機構は，殆ど大学

院教育，理論研究，そして大学改革コンサル

ティングという 位 体の方向へ進み始めた。
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．中国の高等教育研究における限界及

び課題

中国の高等教育研究は，大学院教育への参

加と大学の教育改革に対する参与の深化，そ

して研究者の増加及び研究領域の拡大と大き

く発展する 方，高等教育研究自身の限界及

び課題も顕著に表れ始めた。

まず，中国における高等教育研究は歴史が

浅く，起点は低く，研究者の構成も複雑なた

め，いますぐ大学の改革に決定的な貢献をす

るにはまだ力不足である。その研究成果も，

既成の他の学問と比べると，それなりの格差

があるのも否定出来ない事実である。このよ

うな状況は，これから多くの修士および博士

修了者の参入で， 定程度改善出来るであろ

う。しかし研究レベルのアップは， 日の功

ではない。それは絶え間なく大変な努力をし

なければならないのだ。

次に，高等教育というのはとても特殊性の

ある領域であり，その主体となる大学におい

て，管理者の殆どが大学出の学者である。そ

のため，多くの管理者は程度の差こそあれ，

「できるというプライド」を持っている。こ

の根拠のないプライド意識が，管轄下の高等

教育研究機関の研究成果や意見などを聞き入

れる障害となっている。彼らは自らの経験則

に従って大学を運営し，それで満足して，客

観的な分析や研究の上での管理運営を行おう

としない。この現象は，中国の大学に対して，

ちまたに「大学はすべてのことを研究するが，

ただ自身のことは研究しない」と皮肉される

ゆえんである。高等教育研究の重要性におい

て，その研究は高等教育，つまり大学教育に

対する実際の貢献にのみ意味がある。もしそ

の研究結果が実際の大学教育に何の貢献もで

きなければ，高等教育研究の存在意義が失わ

れかねない。

つ目に，高等教育自身はとても複雑なシ

ステムである。社会とは様々な繋がりが存在

する 方，独特な発展の規則もある。高等教

育研究が研究しようとする対象は，実は途轍

もないほど複雑な怪物であり，多種多様な知

識と多くの学際の協力が必要とされる。その

ため，西洋諸国では往々にして他の専門の研

究者が高等教育研究に大きな貢献をしている。

しかし中国の現有の高等教育研究者集団には，

学際的に多くのことに通ずる研究者はとても

少ない。その結果，多くの研究はただ概念の

演繹と語義の繰り返しに陥る。そして研究者

は問題発見能力が欠如し，研究方法も確立さ

れてない。従って，高等教育研究は果たして

学問であるか， 独立の学科として成り立つ

のか，などについて，多くの人は依然として

疑問を感じている。

言うまでもなく，高等教育研究は教育学の

範疇に入っている。しかし中国における高等

教育の研究は相対的に歴史が浅い。そのため

この領域の発展と学科体制の確立にはやはり

それなりの時間と努力が必要である。中国の

高等教育の大発展は，高等教育研究に千載

遇の機会を提供してくれた。日々顕在化され

る無数の問題や広範囲な研究空間は，高等教

育研究の追い風となるはずである。研究の拡

大と深化は，必ずや高等教育研究の学科とし

て，また学問としての確立につながることで

あろう。

．終わりに

発展途上の中国において，その高等教育は

西洋諸国の高等教育と比べ，歴史は浅く，経

験の累積はほとんどない。急激に発展してき

た世界 規模の高等教育は，その規模の大き

さゆえに，高等教育研究としては無限の研究

空間と課題が存在している。しかし，この

ニーズに対応するために，次のことを早急に

解決しなければならない。

第 ，研究者の研究水準の強化。研究者の

素質と論理水準を高め，知識構造をしっかり

中国における高等教育研究の現状と課題



構築しなければならない。

第 ，早急に研究体制の確立。科学的な研

究方法を取り入れ，学科体制や学問としての

地位を早急に確立し，広く社会に認めてもら

わなければならない。

第 ，問題発見意識の強化。現実の問題を

発見し，解決することを研究の主な方向とし

なければならない。

第 ，大学におけるコンサルティング機能

の強化。大学の管理運営や，発展計画策定な

どにできるだけ参与し，研究は教育と学校管

理運営の実践から離脱してはいけない。

問題や課題は多いが，しかし確実に言える

のは，高等教育研究は中国において，発展す

るチャンスに満ち溢れている。

（山東大学高等教育研究センター 副教授）

（山口大学大学教育センター 准教授）

付記：中国山東大学高等教育研究センター副

センター長，劉志業副教授が 山口大学と山

東大学学術交流協定 に基づいて平成 年

月から平成 年 月まで本学に滞在し，研究

交流を行った。本稿は受け入れ教員である本

学大学教育センター准教授何暁毅との共同研

究の 環としてまとめたものである。

中国山 学高等教育研究中心副主任， 志

副教授利用“山 大学 日本山口大学学

交流 定”于 年 月至 年 月在日本

山口大学，同山口大学大学教育中心何 毅准

教授 行学 研究与交流。此文 共同研究的

部分。
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．この研究のきっかけ

様々な原因で，ここ数年，筆者は中国の教

育問題を 貫して注目してきた。

中国の教育問題を考えるとき，避けて通れ

ないのはその格差問題である。その格差は，

外国のみならず，中国の国内の研究者から

般市民まで，程度の差こそあれ，誰も認めざ

るを得ない。その格差を創り出した根本的な

原因は国の政策である。差別的で，硬直な戸

籍制度，少ない教育予算，都市優先的な予算

配分，学校を普通と重点に分けるという差別

化政策，猛烈な教育産業化施策等。

しかし，これらはとても漠然的で，いわば

マクロ的な面でしかわからない。ミクロ的に，

もっと具体的にみれば，いったいどのくらい

の格差があり，どのような問題があるのだろ

うか。

筆者は本学の「日中学術交流基金」の援助

をうけ，中国で現地フィールド調査をする機

会に恵まれた。そこでこれらの疑問に対して

調査を実施した。本稿はその調査結果に基づ

く分析である。

．学校の選定過程

中国でフィールド調査を実施する場合，

般的に現地の研究者や研究期間の協力は不可

欠である。中国では，外国からのアンケート

調査や，フィールド調査を原則認めないこと

になっている。マクロ的な研究なら，公式発

表や，統計資料等を使い，ある程度できるか

もしれない。しかしミクロ的な研究なら，具

体的に学校を調べなければならない。協力校

を見つけることはこの研究にとって先決条件

となった。

． 調査校の選定基準

さて，どの基準で学校を選定し，そして協

力していただくか。

中国の義務教育における格差についての実例研究

何 暁 毅

要旨
中国の教育を語るとき，格差問題は避けて通れない。その格差は小学校から大学まで広がって

いる。特に都市部と農村の教育格差について，その現状や原因の追及などは様々な研究論文やマ

スコミ報道等で明らかにされている。しかし，具体的に都市部の学校は農村部の学校とはどのよ

うな格差があるかについて，調査して実証的に研究することはあまり見かけない。本稿は中国の

義務教育段階の普通中学校 校を比較し，都市部の学校と農村の学校との格差の内実を実証的に

解明したものである。

キーワード
義務教育 格差 中国教育 機会均等 教員収入 教員学歴



中国の教育における格差は，基本的に都市

部と農村部の格差であり，沿海地区と内陸地

区の格差でもある。北京や上海など豊かな地

区の，そしてとても恵まれた学校と，山奥の

机もろくにない学校とを比較しても，驚愕的

な結果になったとしても，あまりにも特殊で，

逆に説得力が欠けると思われても仕方がない。

そこでなるべく，都市部と農村部との間に差

があまりない，ごく平均的な学校を選んだ方

がいいと，考えた。

都市部でも，中国では 般的に県・鎮（日

本の町・郡相当）政府所在地のマチを農村部

と区別している。なぜならこの地域の市民は

いわゆる都会戸籍で，基本的に大都会の市民

と同じレベルに見なされ，同じレベルの教育

や社会保障などを受けられる。もちろん実際

は地方によってはかなりの格差がある。特に

北京や上海などの大都会と辺鄙地域のマチの

人は，同じ都会戸籍といっても，様々な面で

大きな差がある。ゆえんに，中国政府の統計

でも，基本的にすべてのデーターは，都市部，

県・鎮非農業，農村部という つの部分に分

けられている。教育の面でも同じである。本

稿はあくまで都市部の中学校と，農村部の中

学校を中心に調査し，比較することにした。

調査の時間や，後に述べる協力校選定の困難

から，地方マチ部の中学校を対象から外した。

もちろん 般的な論述では比較の対象にして

いる。

． 学校の選定過程

以上の理由から，都市部の 般的な中学校

と，農村部の 般的な中学校を的に絞り，協

力校を探し始めた。

幸いに，筆者の調査に協力している山東大

学高等教育研究センターの研究者の奥様はあ

る大学の附属中学校に勤めており，奥様を通

じて，そこの校長先生を紹介してくれた。校

長先生と会ってみたら，とても先端的な教育

思想の持ち主で，他の学校では門前払いにな

る（実際，筆者は数カ所に門前払いされた）

このような敏感な調査の申し出に対しても，

全く隠すことなく，こころよく協力してくれ

た。

そしてこの学校の規模や教育レベルに相当

する農村部の中学校を探さなければならな

かった。これも幸いに，筆者の親友が校長と

して務めている，ある農村の中学校に聞いて

みたら，生徒規模や教育レベル，生徒の構成

等がとても近いと分かり，早速協力の要請を

した。こうしてようやく調査対象が確定した

のである。

．調査方法

調査は質問票と面談，現場視察の方法で実

施した。それぞれの学校に調査票を送り，記

入してもらった。それから校長先生と面談の

時間を設け，それぞれの校長と昼食を挟んで

長い時間で話し，情報収集を行った。時には

話は日中両国の教育現状，教育方針，教育問

題等にまで及び，議論を熱に帯びることも少

なくなかった。その議論もまたとても刺激に

富んだものであり，とても有意義であった。

．調査項目分析
調査項目は多面にわたったが，多くの事実

がわかった。

． 学校の規模

どこの国でも 般的には都市では土地が貴

重で殆どの学校は狭く， 方農村では土地が

広いことから，学校も幾分ゆとりのある作り

になる。中国も例外ではない，といいたいが，

そう単純ではない。表 に示したように，国

の統計数字を見ると，全国中学校平均土地面

積は 校あたり ，狭いはずの都市部

の中学校 校あたりは で，全国平均

よりわずかに少ない。 方，土地にゆとりが

あるから，広く作れるはずの農村部の中学校
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は， 校あたり で，全国平均より逆

に少ない。数字から見れば， 番広く作って

いるのは，県・鎮非農業の中学校である。

校あたり もあり，全国平均よりはる

かに広い。

校舎の建築面積を見てみると，その差は歴

然である。全国平均は 校あたり の建

物あるが，都市部の中学校は 校あたり

で，県・鎮非農業の中学校は 校あ

たり である。 方，農村中学校 校

あたりはわずか ，都市部の半分近く

しかなく，県・鎮非農業のよりもはるかに狭

い。もちろん全国平均よりも狭い（表 参

照）。

これらの格差の理由は，都市部では土地が

狭いから学校の建設はコンパクトにならざる

を得ない 方，農村では学校の規模は小さい

と，資金の関係で授業用の教室と小さい運動

場を作るだけであって，面積は小さいものと

なったと考えられる。県・鎮非農業では土地

もあるし，資金もあるから，広く作ることが

可能となっていると考えられる。

中国の義務教育における格差についての実例研究

調査対象校の状況を見てみよう。

附属中学校は創立の歴史は浅く，はじめは

大学が教職員の子供のために設立した中学校

であった。大学の近くに建設したため，土地

などはかなり無理した部分があり，たったの

しかない。実際， 棟の建物が小さ

い中庭を囲んだだけであった。この面積は全

国都市部中学校平均 の 分の 程度

で，全国平均と比べると約 分の しかない。

如何に無理をして建てた学校であるか，想像

することができる。

方，留村中学校は完全な田舎の小さな村

に位置している。その土地面積は，

で，さすがに附属中学校より広い。しかしそ

れでも全国農村部平均 の半分以下し

かない。留村中学校はもともと村が設立した

いわば村立中学校で，規模が小さかった。そ

の後，発展し，正式の中学校になったが，土

地面積は殆ど変わらなかった。

表 中国中学校総数と規模（ ）

中学校数 学校総面積 校平均 学校建築面積 校平均

合計 校

都市 校

県 鎮 校

農村 校

全国データー出典：中華人民共和国教育部公式発表統計資料（ ）と『中国統計年鑑』 。

小数点下 捨 入。下同。

建物の面積では，附属中学校はトータルで

棟の建物があり，全部で ある。 方，

留村中学校は 棟の建物で，建築面積は

しかない。単純に比較するだけでも，

つの学校の差は歴然である。

しかし，付属中学校の建物は広くと言って

も，全国都市部中学校平均 よりかな

り少ない。そして留村中学校も，全国農村部

平均 よりかなり少ない。この点でも

この つの学校はそれぞれの属する部ではほ

ぼ同じ地位にあると言えよう。

クラスの規模については，付属中は平均

人，留村中学校は平均 人程度である。それ

ぞれ規定の 人より大きく上回っている。実

際，見学した印象では，基準の 人収容とし

て設計されている教室には， 列から 列の

机を余分に入れるため，生徒は身動きもとれ

ないほどぎゅうぎゅう詰めになっている（次

頁の表 参照）。



． 学校の施設等教育環境

学校間の格差は，施設等ハード面の違いが

最もわかりやすい。この両校も例外ではない。

表 に示したように，学校の生徒数等規模は

それほど差がないにもかかわらず，付属中学

校の校舎面積は留村中学校の倍以上ある。し

かも付属中のクラス人数はむしろ少し多い。

体その差がどこにあるのだろうか。

まず運動場について見てみよう。統計上，

附属中学校の運動場面積は しかない。

実際これは中庭にすぎない。つまりこれは生

徒が休み時間の遊び場にしかならない。体育

授業等は実は隣にある大学の広大な運動場を

利用している。

方，留村中学校の運動場は 面あるが，

その面積は しかない。附属中学校よ

り広く見えるが，直線距離は百メートルにも

満たない。つまり運動会での百メートル走

コースもつくれないのだ。それも球技（バス

ケットボールのみ）との兼用で，在校生

人の学校としては，かなり狭いと言えよう。

ちなみに，運動場について，全国平均は

校あたり であり，都市部では 校あ

たり で，県・鎮非農業では 校あた

り にものぼり，農村の中学校でも

校あたり 程度である。調査対象の附

属中学校は大学のスタンダードグランドを使

えるから別として，留村中学校は，全国平均

の半分程度しかない。同じ農村の中学校と比

較しても，半分程度しかない。しかも在校生

の人数は，他の農村の中学校よりはるかに多

い。体育授業はぎゅうぎゅう詰めであること

は，想像できよう（表 参照）。

次にパソコンに関して見てみよう。今の中

国では殆どの中学校は備えられている。 昔

前では考えられないが，調査対象の留村中学

校はインターネット環境も整備されている。

しかしパソコンの数，グレートは大きな開き

がある。附属中学校は学生用パソコンは 教

室（ 台ずつ）と，ネット完備の電子閲覧

室 台，全部で 台もある。その上，すべ

ての教員にノートパソコンを支給され，事務

室も事務員も全部パソコンを使っている。

方，留村中学校はパソコン教室 室分， 台

のみである。それでも，留村中学校は全国平

均の 台より多いし，全国農村の中学校の平

均 台よりはるかに多い。同じく附属中学校

は全国平均の 倍近く，都市部平均の 台

の 倍以上である。この両校のパソコン設置

は，それぞれ所属の地域の他の中学校よりか

なり充実したものになっている。

実験室は理数科教育上欠かせない施設であ

る。評判のいい学校は例外なく立派な実験室

を有している。学校紹介のパンフレット等も

殆どの学校は実験室の写真を使う。そのため，

多くの学校は実験室に大金をつぎ込む。附属

中学校は物理 教室，化学 教室，生物学

教室，全部で 教室のとても立派な実験室を

もっている。この 教室はそれぞれ最先端の

実験設備が備えられている。 部の地方大学

の実験室とくらべても遜色がない（図 ）。

方，田舎の留村中学校は，この数年実験

室の整備に努力し，やっと物理 教室，化学

教室，生物学 教室という， 教室の実験

室を整備することができた。しかしそれぞれ

の収容人数は 人しかない。 クラスは平均

人もいるから，実験によっては交代でやら

なければならない。もちろん，実験設備は必

要最小限しかない。

教員研究室に関して，教員住まいのあり方
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学校総面積 学校建築面積 生徒数 クラス規模

付属中学校 約 人 人

留村中学校 約 人 人

表 附属中学校と留村中学校の校舎等



の違いから，それぞれ全く違う形になってい

る。都会にある附属中学校では教員は他に家

があるので，学校では日本の中学校の職員室

とほぼ同様，大部屋での共同研究室の形に

なっている。 方，留村中学校の教員たちは，

殆ど学校に住んでいるので，学校は 人あた

り 数平米程度の部屋を与え，それを生活と

授業準備兼用の部屋として使っている。農村

の学校の教員たちは簡素な生活をしているか

ら，その小さい部屋は，ベッド，洋服タンス，

机 つ，本棚 つで，殆どみんな同じスタイ

ルである。

般授業用の教室に関してはこの両校は大

きな差がある。附属中学校のすべての教室に

はテレビ，ビデオ， ，プロジェクト，

インターネット等マルチメディア設備が完備

されている。 方，留村中学校には全くない。

黒板でさえ，コンクリート壁に黒いペンキで

塗っただけの代物である（図 ）。

その上，附属中学校には立派な音楽教室，

書道教室，美術教育室，ダンス教室，閲覧室

完備の図書室等の付属施設が備えられている。

これに対して，留村中学校のような農村の学

校には当然，このような施設は殆どない。実

はこれこそが中国の 部の教育評論家が都市

部の生徒の素質が農村の生徒より高いと主張

している根拠の つとなっている。つまり都

市部の生徒は文化知識以外に，多くの教養を

身につけているからだと，彼らは主張してい

るのだ。

中国の義務教育における格差についての実例研究

． 生徒数・教員数等

中国国家教育部 年の統計資料によると，

中国の 般中学校の生徒数は平均千人程度，

教員数は平均 人ほどである。そして教員

人あたり負担する生徒数は平均 人程度であ

る。これは都市部に絞ってみると，平均

人ほどで，教員数は平均 人，教員 人あた

り負担する生徒数は 人になっている。そ

して農村部平均は生徒 人程度で，教員は

人，教員 人あたり負担する生徒数は 人ほ

どである。農村教員の負担はやや大きい割合

になっている。ちなみに，地方の県・鎮非農

業中学校は，平均 校生徒数は 人あま

りで，教員は 人，教員 人あたり負担する

表 教育環境等

運動場 パソコン 教室 実験室 食堂 教員室

付属中学校 台 不明 室 無 専門別共同研究室

留村中学校 台 室 室 室

全国平均 台

都市平均 台

県・非農業平均 台

農業平均 台

生徒数は 人ほどで，都市部の教員より負担

は大きい。

考察対象の附属中学校は 年の在校生は

人あまり，同教員は 人で，教員 人

あたり負担する生徒数は約 人。同じ都市部

の他の中学校より，生徒数は多く，そして教

員負担する生徒数ははるかに多い。

方，留村中学校は生徒数は ほどで，

教員はたったの 人，そして教員 人あたり

負担する生徒数はなんと 人にも上る。これ

も同じ全国農村の平均より，生徒数も，教員

の負担も，はるかに大きい。

附属中学校も，留村中学校もそれぞれの所

属する地域の中学校のなかで，生徒数が多く，



教員の負担も重い方である。

同地域と他校と比べ教員負担の大きさにつ

いて両校とも同じだが，実は調べているうち

に，隠れたもっと大きな格差があることが分

かった。教員 人あたり負担する生徒数だけ

を見ても，留村中学校の教員の負担は付属中

学校の教員よりかなり大きい。その上，附属

中学校は実験補助員や事務職員等教育補助者

は 人もいるのに，留村中学校は 人もいな

い。同様，警備員や清掃員等臨時職員は附属

中学校には 人もいるのに，留村中学校には

たったの 人，それも警備員のみである。つ

まり生徒数 人程度の中学校のすべての

事務や実験準備などの教育補助の仕事は，全

部教員たちでやらなければならないのが現状

である。実際，校長自身もかなりの授業を担

当している。学校の清掃等になると，生徒に

やらせざるを得ない。つまり，教員も，生徒
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図 附属中学校の教室の教卓

図 附属中学校の図書館閲覧室

図 附属中学校のホール

図 附属中学校の実験室

図 留村中学校の露天卓球台

図 留村中学校の教室



も都会の学校より，負担はとても大きいと言

えよう。

全国的にみれば，この隠れた格差はもっと

目瞭然である。事務や実験助手等教育補助

者は都市部の中学校では 校あたり 人もあ

るのに，農村の中学校ではたったの 人ほど，

県・鎮の非農業中学校でも 人程度，都市部

の半分以下である。警備員や清掃員等では，

都市の 人ほどに対して，農村では 人し

かない。実際の教育現場では事務作業や，実

験の準備等では，教員にとっては 人あたり

負担する生徒数より，負担感は大きい。この

部分の負担は都市部の教員はあまりないのに

対して，農村の中学校の教員は大変な負担を

強いられている。留村中学校がそうであるよ

うに，全国の農村の中学校も殆どそうである

（表 ）。

中国の義務教育における格差についての実例研究

． 生徒の出身校及び範囲

出身校等生徒の構成を見ると，両校は驚く

ほど似ている。

附属中学校は大学が教職員の子供のために

設立した学校として，受け入れする学生はも

ともと大学教職員の子女だけであった。この

大学は規模が大きいが，それでも毎年中学校

に進学する子女はだいたい 人程度である。

年間受け入れする生徒数はだいたい 人前

後だから， 人は実は ％過ぎないのだ。

言い換えれば ％の生徒は受け入れ範囲以外

（校区外）の生徒である。

留村中学校も殆ど同じである。村の公設中

学校だから，もともと受け入れするのは周囲

の村の子供である。その数，毎年これもだい

表 生徒数・教員数等（ 校あたり 単位：人）

生徒数 専任教員数 教員 人あたり生徒数 教育補助者 警備員，清掃員等

山東大学付属中学校 約

長安区留村中学校 約

全国平均 約 約

都市部平均 約 約

県・鎮非農業平均 約 約

農村平均 約 約

たい 人程度である。実際，学校はその

倍以上の校区外の子供を受け入れているのだ。

その数は，実に全体の ％を超えている（表

参照）。

ではなぜこの両校はこうなっているのだろ

うか。

その原因の つは，両校ともその地域の中

では教育レベルはとても高く，高校進学率が

ずば抜けで高いからである。そのため入学希

望者はとても多い。

もう つは経済的な原因である。両校とも

に教育経費不足という先天的なハンディを背

負っているから，こうせざるを得なかった面

がある。この点は教育経費に関する部分で詳

しく述べる。

表 生徒源

在校生徒数 正常進学 比率 その他 比率

付属中学校 約 約 ％ 約 ％

留村中学校 約 約 ％ 約 ％



． 教員学歴構成

般的にいえば，教員の知識レベル，つま

り学歴はその学校の教育レベルにとって決定

的な意味を持っている。そういうわけで，国

が教員免許制度を設けたり，学校は高学歴の

教員を採用したりする。そして 学校の教員

学歴も，殆どの場合，その学校の教育レベル

と比例すると， 般的には信じられている。

そういう意味では，附属中学校はとても恵

まれている。教員全員大卒以上の高学歴を

持っている。特にすごいのは，修学中の 人

を含め，大学院修了レベルの教員が 人もい

ることである。全国平均では 人しかいな

いのに対して，異常に高い割合である。しか

も教員中， 数人が出国の経験を持っている。

これはもちろん附属中学校が優秀な教員確保

に懸命に努力していたと，様々な面で恵まれ

た有名な中学校だから，学歴の高い優秀な人

材も進んでここの教員になりたがる結果であ

る。

留村中学校の場合，大学と専科大学卒をあ

わせて， 人で，残りの 人は高等師範学校

卒である。もちろん大学院修了の教員は 人

もいない。これでも付属中にはとてもかなわ

ないが，全国平均より良い方である。全国平

均では教員 人中，大卒は 人しかなく，大

部分は高等師範学校卒で，高校卒者も 人く

らいいる（表 ）。

しかし，当然かもしれないが，教員の学歴

は直ちに学校の教育レベルをそのまま反映す

るとは言えない。学歴は教員の知識水準のパ

ラメートにしかすぎず，学校教育は教員の知

識水準以上に，教員の教育に対する熱意，教

育方法，教育環境，生徒の勉強意欲等多くの

要素が重要な意味を持っている。このことに

関しては後に述べるこの両校の教育効果のと

ころで詳しく分析する。
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． 教育経費

格差といえば，経済的な格差を指す場合が

多い。特に中国の場合，政府の政策で都会と

農村を分断社会にしてしまったために，その

経済的な格差は歴然としていた。学校の教育

経費の場合も，実は大変な格差に直面してい

る。

その格差の実態はこの両校のことを詳しく

分析すればはっきり浮かび上がる。附属中学

校は大学の付属校という位置付けだから，実

は行政府からの予算がない。大学からは平常

経費を支給されるはずだが，実際毎年 万元

程度しか支給されない。それは殆ど教員の標

準給与分である。つまり標準教員給与以外の

表 教員学歴

教員数 大学院修了（修学中含む） 大学卒 専門学校卒 高校卒 高卒以下

附属中学校

留村中学校

全国平均 約

日常経費や，学校の建設，設備更新，教員福

祉，各種手当てなどは，全部附属中学校自身

の努力にゆだねられている。

方，留村中学校の場合，公立校であるた

め，国と地方政府から教育経費を支給されて

いる。 年までは教育経費は地方政府中心に

支給されたため，とても不安定だった。 年

以降，基本的に国が面倒を見ることに政策を

変えた。現在では全教育経費では，国が ％，

省政府が ％をそれぞれ支払われている。そ

の上，市や区からもテキスト代と経済的に困

難な生徒の授業料への補助金が支払われてい

る。基準は生徒 人あたり年間 元，

の生徒がいるから，年間 万元近くの教育経
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費を確保することができる。

この両校は設立形態が違うから単純比較す

るのは無理があるが，あえて基礎教育経費を

単純に見てみると，殆ど同じか，生徒数や教

員数を鑑みると，むしろ留村中学校の方が多

い。

しかし，信じられないほどの格差は別のと

ころに存在している。留村中学校は国からの

教育経費以外に，自前の収入はほとんどない。

唯 の収入は校区外からの入学生による「択

校費」（学校選択費）収入である。実際，こ

の学校は大きく発展したのも，この収入のお

かげであった。数年間は潤沢な「択校費」収

入があったから，設備投資や，教員の福祉な

ど使われ，よい教員を確保できた面もあった。

しかし最近の国の政策では義務教育段階では

原則，生徒は校区内のみで，校区外からの入

学は許されない。そして何より「学費」（授

業料）の徴収は許されなくなった。このため

留村中学校のこれまでの発展モデルが完全に

否定され，収入源が絶たされた。いま校区か

らの入学生には授業料がないから，校区外か

らの生徒に 人入学するときに 元の「択

校費」を徴収するのみになっている。年間

人前後の校区外からの生徒が入学しているか

ら，その収入はざっと 万元程度。後は毎

年市町村から何らかの名目の 時補助金数万

元が入る。全部で約 万元程度。これが留村

中学校の年間全部収入である。この資金で

人の教員の給料，手当， 人の生徒の教育，

学校の日常経費等を全部まかなわなければな

らない。しかも目下唯 の自前収入源である

「択校費」も，校区外からの入学者は原則認

めなくなるので，この収入もやがてなくなる。

方，附属中学校は大学からの平常予算こ

そ多くないが，自身の有利条件を最大限に利

用し，巨額の自前収入を稼いでいる。そのや

り方は主に協力企業を募ることである。

中国では教育熱は家庭はもちろん，企業や

地方政府まで巻き込まれている。例えば，従

業員の子女をいい学校に入学させることがで

きるなら，この企業はいい企業として社会的

に評判になり，従業員にも人気がある。逆な

ら批判される。そこで多くの企業は評判のよ

い学校と手を結び，従業員の子供を受け入れ

てもらうことを引き替えに，学校に毎年教育

支援金という名目で多額の寄付金を支払う。

附属中学校はまさにこのモデルを多く利用し

ているのである。現に毎年 万元の自前収

入の殆どは協力企業からの支援金である。義

務教育段階で授業料の徴収を認めなくなった

今，これは評判の良い学校の最も効果的で，

かつ最も安定的な収入源となっているのであ

る。これだけではない，附属中学校の の実

験室は，実は全部関係企業からの寄付によっ

て整備されていた。例えば物理実験室は地元

の電力会社からのプレゼントであり，化学実

験室は地元の繊維会社からのプレゼントであ

る。学校と企業はお互いにある種の

関係を築き上げたと言えよう。こうい

う収入モデルは，農村の学校ではとてもまね

することはできない。結局これはこの両校の

番大きな分岐点であり，格差の原点でもあ

ると言えよう（表 ）。

しかも，この収入は校舎建設費が含まれて

ない。付属中学校では最近 年間建物等の建

設費が 万元ほどもかかった。その殆ど

は様々なルートで自前調達した。大学からは

不足分の 万元を補助してもらっただけで

あった。これらの資金も学校の毎年の収入と

に計算したら，農村公立校の留村中学校との

格差は， 倍ほどではなく，数 倍にもなる

のである。

． 教員の収入

教員の収入は，両校には大きな開きがある。

国の基準は同じくらいかもしれない。だから

基本給は殆ど千元前後である。しかし中国で

は収入のよいところは，殆ど例外なく基本給

はあまり意味がなく，充実された各種の手当
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てが基本給の数倍にもなる。実際，この両校

は社会の現状をそのまま反映している。附属

中学校は教員の就職年限等の違いで，基本給

は 元から 元であるが，授業担当手

当は， 人平均年間 元もある。これは

なんと留村中学校の授業担当手当平均

元程度と比べると 倍以上である。そして住

宅手当も留村中学校の基本給の ％，つまり

年間 元程度であるのに対して，付属中学

校では 元にも上る。ざっと 倍の格差

がある。平均月収トータルでは附属中学校の

元に対して，留村中学校は 元程度

しかない。

ちなみに，ボーナスは両校ともない。留村

中学校には以前年間 ヶ月分あったが，いま

は自前収入が殆どないから，支給されていな

い（表 ）。

表 学校の収入（単位：中国元）

政府等平常予算（年） 自前収入 学費 雑費 寄付 年間合計 生徒 人平均

付属中学校 万 万 無 無 万 万

留村中学校 万 無 万 数万 無 約 万

附属中学校の寄付： 教員の日 に 部の関係機関から。 留村中学校の雑費：地元政府からの補助金。

表 教員収入（単位：中国元）

基本給 授業担当手当 住宅手当 ボーナス 合計標準月収

付属中学校 元 元／年 元／年 無 元

留村中学校 元 元／年 元／年 無 約 元

． 授業時間等

授業時間等はさほど差がない。

規定では毎日の授業時間は平均 時間であ

る。附属中学校も，留村中学校もこの 時間

授業を守っている。部活について，附属中学

校の平均 時間に対して，留村中学校は平

均 時間で，やや多い。これは生徒による掃

除時間等も計算した結果であり，実質あまり

差がない。部活の内容は，殆どスポーツ，文

化等だが，留村中学校は社団活動がやや多い。

両校の 番の違いは，正規授業以外にある。

附属中学校は正規授業以外には殆ど授業がな

いに対して，留村中学校は平均毎日 時間

ほどの自習・補習がある。これは中国の学校

教育の現状を如実に反映している。都市部の

子供に対して，農村戸籍の子供は進学はほぼ

唯 の進路だから，必死に勉強しなければな

らない。学校もそのニーズを答えなければな

らない。言い換えれば，そのニーズにうまく

答えて，子供たちを進学させることができる

学校はよい学校で，それ以外は何もない。逆

に，都市戸籍の子供たちは様々な面で優遇さ

れているから，それほど必死に勉強しなくて

も，或いは学校以外に勉強の機会もあるから，

学校は国の規定に従えればそれでよかった。

中国の進学熱は並ではない。数年前までど

の学校も正規授業以外に補習クラス等を作っ

た。それは生徒に勉強の時間をより多く確保

させ，学校の進学率を上げる 方，補習謝金

の収入が学校にとってもとても魅力があった

からである。しかし，近年社会的に批判が多

く，国が学校自前の補習授業の禁止に動き始

めた。それでも，進学圧力の強い農村部では，

自習等の名目で引き続きやっているのが現状

である。もちろんこれは子供たちにも，教員

にも大きな負担になっている。しかも費用の

徴収ができない分，教員の負担がとても大き

くなってしまう（表 ）。
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． 教育効果

この両校は多くの相似点がある。学校面積

狭い，受け入れする生徒は校区外のほうが多

い，生徒数が多い，教員の負担も重いなどな

ど，多くの点が似ている。

そして多くの格差も歴然としている。学校

の資金収入，校舎面積，実験施設，実験設備，

コンピューターの数，そして教員の学歴，教

員の収入，教育補助員の有無など。留村中学

校は同じ農村の他の中学校より少し良いかも

しれないが，都会の附属中学校と比べると，

信じられないほどの格差がある。

しかし，教育効果を調べれば，留村中学校

は附属中学校にそれほど遜色がない。附属中

学校の高校進学率はほぼ ％だが，留村中

学校も ％以上である。しかも留村中学校の

進学できなかった ％未満の生徒は，家庭の

原因で進学を放棄した人や，経済的な原因で

進学できなかった人も含めている。それらを

除いたら，進学率はもっと高いと考えられる。

中国の初等教育でも地域統 試験がある。

小学校卒業するとき，中学校卒業するとき，

毎年の学期末など，それらを 統 試験 と

呼び，学校の教育レベルを測る上，最も重視

されるデーターである。附属中学校は行政区

の統 試験の第 位を誇っている。そして，

留村中学校も行政区統 試験の第 位である。

実はこの両校はともに地域有数の進学校と教

育水準の高い学校として名を馳せている。結

局このことは両校がなぜ校区外からの入学者

が ％以上占めているのかの理由である。

少し前まで，学校は意識的に生徒の各週の

コンクール参加を奨励し，レベルの差こそあ

れ，両校とも各種の受賞者がとても多かった。

しかし最近義務教育を強調されるようになり，

生徒の各コンクール参加をあまり奨励できな

くなってきた。それでも毎年両校とも多くの

受賞者を出している（表 ）。

この教育効果を見れば，経済的なハンディ

や，教育資源の格差は，教育に影響ないわけ

ではないが，決定的な原因ではない。学校が

努力し，教員たちが熱意を持って教育に取り

込み，生徒のやる気を引き出せば，恵まれだ

処より，遜色ないほどの教育効果を上げるこ

とができるのである。

表 授業時間

正規授業時間 実質授業時間 補習・自習時間 部活時間

付属中学校 時間 時間 無 時間

留村中学校 時間 時間半 時間半 時間

表 教育効果

進学率 統 試験成績 生徒の各種受賞

付属中学校 ％ 全区第 位 国，省，市レベル受賞者年 人程度

留村中学校 ％ 全区第 位 区レベルコンテスト受賞学生多数

．終わりに

遠く離れた都会と農村，大学付属と農村公

立という つの中学校を実際に見て，聞いて，

分析してみて，感慨深い点が多くある。

まず，性質は全然違うが，両校ともそれぞ

れの悩みを持っている。

留村中学校は農村の急激な過疎化で，校区

入学者急激に減少し， ％割れ目前になり，

廃校の危機に直面している。義務教育段階で

は，国の方針では原則校区入学であり，留村

中学校のような ％以上校区外からの入学生
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で維持している学校では廃校も視野に入れて

検討されているといわれる。急激な経済発展

による都市化の急激な進展で，農村では若者

の流出は歯止めがかからない。若者の流失は

少子化をもたらしている。加えて， 人っ子

政策のもとではもともと出生率は低い。統

試験で常に全区上位の名門校でも，廃校され

るかもしれないという厳しい現実は，これか

らの中国が直面するであろう何かの大きな問

題を感じずにいられない。

逆に附属中学校は別の悩みを持っている。

附属中学校の発展モデルは大型企業の従業員

の子供を受け入れる代わりに巨額の援助金を

得ている。しかし校舎が大学隣の狭い土地に

建てられているから，これ以上建物を建てら

れない。ゆえんに，これ以上新規受け入れが

できない。このような先天的な制約があるゆ

えんに，うれしい悲鳴をあげているのである。

もう つ，接点の全くない両校だが，学校

の規模や教育効果から見れば，それほど差が

ない。しかも教員の数，教員の学歴，教員の

収入，天と地ほどある経済的な格差などの格

差があるにもかかわらず，なぜこうなってい

るのだろう。結局経済的な豊かさはそのまま

教育効果に結びつくだろうか，教員の学歴は

そのまま生徒の知識水準に結びつくだろうか

…答えは簡単に見つけられない。しかし確実

に言えるのは，教育効果は経済的な違いだけ

では計れないし，教員の学歴の格差だけでは

説明つかない。教育効果は学校の教育環境は

もちろんのこと，教員の質，教員のやる気，

生徒の勉強意欲，家庭環境など，総合的な要

素が働いているであろう。

学校間の様々な格差の改善は国の当然の義

務であると思うが，条件の劣っている学校で

も，経済的に恵まれてない生徒でも実は怯む

ことが必要ない。留村中学校はこの良い例で

あろう。もちろんできれば附属中学校のよう

な条件は誰でもほしいと思うのだが。

（大学教育センター 准教授）
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はじめに

社会の世界化が進むにつれて，国境を越え，

日本語教育も異なる文化の理解と世界平和の

ための言語学習への転換を迫られている。

よって，国際交流の促進につながる日本語教

育にとって，学習者のニーズの多様化を考慮

しつつ，文化理解，コミュニケーション能力

の養成が特に注目されるようになっている。

西華大学でも従来の言語教育理論と言語教授

法では，コミュニケーション能力養成など学

習者のニーズに応えられなくなってきている。

現カリキュラムの改訂，副教材開発，・スト

ラテジーの応用，文化指導など効果的かつ特

色ある指導方法などの課題に直面している。

本稿では西華大学の日本語教育改善のため，

カリキュラム，使用教科書，日本語能力試験，

課外活動などについて調査し，今後の課題に

ついて検討を行った。

西華大学の変革

西華大学（以下西華大）は中国 川省成都

市にあり，前身は 年に創立された 川工

業学院であった。 年に成都師範専門学校

（ 年創立）と統合し， 川省政府所属

年制総合大学となった。 年に渡る歴史の中

で，工学，理学，経済，文学，教育などの

学部， の専門教育コースが設置されてきた。

西華大の理念である 求是・明徳・卓越 を

踏まえ，「科学精神」と 人文精神 の観点か

ら人材養成，研究に取り組み，創造的人材育

成を目指している。 ヶ国 大学と学術交流

協定を締結しており，また，アメリカの 州

立大学とは「 」 というツィニン

グプログラムを締結し，学生の教育の充実を

図っている。

現在教職員数は約 名で，そのうち，

教授，助教授は 名程度である。中国全土

から学生募集を行っており，学生数は約 万

中国 川省・西華大学日本語教育事情

劉 玉 茹

要旨
現在，ユネスコは，異なる文化の理解と世界平和のための言語学習を提唱している。グローバ

ル化する世界情勢の下，学習者の多様化したニーズを考慮しつつ，コミュニケーション能力の養

成が注目されるようになってきた。西華大学の日本語教育の教育理念，教授法などもこのような

言語教育に呼応していく必要がある。このため，筆者は西華大学の日本語教育についてのカリキュ

ラム，教科書，日本語能力試験，課外活動について調査し，日本語教育の改善を目指し，現状に

おける問題点の分析，今後の課題についての検討を行なった。

キーワード
中国西華大学 日本語教育 コミュニケーション運用能力 学習者のニーズ



人である。外国人留学生受け入れ資格を有し

ているが，現在留学生の受け入れは行われて

いない。

川工業学院が創立された当時，外国語は

ロシア語のみであった。その後中国の経済発

展につれ，英語と日本語が導入された。当時，

外国語教師は社会科学学科に属していた。

年，外国語学部が設置され， 年制の英

語学科が始まった。 年， 年制となり，

年，英語修士課程と日本語学科が設置さ

れ，英語専攻の大学院生と日本語専攻の学生

を募集し始めた。

外国語学部は外国の言語，文化，社会につ

いて教育，研究し，高い言語能力を有する人

材を養成することを目的とする。現在，英語，

日本語，ロシア語の 言語があり，教職員数

は 名である。英語専攻，英語専攻大学院，

日本語専攻がある。 年制専攻に加えて，

年制の英語教育専攻も継続されている。現在，

学生数は 名で，そのうち，英語専攻

名（大学院生 名），日本語専攻 名， 年

制英語専攻 名が在籍している。

日本語学科設立

西華大では 年代から第 外国語として

の日本語教育を始めた。 年，中国が

に加入以降，中日間において，経済，文化，

貿易，科学技術などの多分野にわたる交流が

拡大し，トヨタ，イトーヨーカー堂をはじめ

とする の日系企業が 川省に合弁会社及

び事務所を設立している。中国の内陸部にお

いて， 川省は日本と経済交流が最も盛んな

省となりつつある。このような経済情勢の変

化に伴い，高い言語能力を備えた人材のニー

ズが高まりつつあるが，このような社会の

ニーズに呼応し， 年には，日本語学科が

設置され，毎年 名の学生募集を行い，専攻

としての日本語教育が行われるようになった。

日本語学科の教育目標は，日本語能力養成

および高い言語運用能力を有し，日本文化，

社会を理解する人材を育成することである。

現在，日本語教師 名（日本人教師 名）が

指導に当たっている。日本語教師は，日本語

専攻以外の日本語すなわち学部生の第 外国

語，英語専攻向の第 外国語としての日本語

教育も担当している。現在，第 ，第 外国

語の日本語履修者数は，毎年約 名いる。

しかし， 年 月以降，教師と学生数の割

合および大学の教育重点などが配慮され，

年制専攻募集は取りやめ，英語専攻募集定員

数も毎年 名（専攻 名，大学院生 名）

に削減することが決まっている。その結果日

本語の学習者も減少することになる。

学生のレベルも年々上がってきている。日

本語を専攻する学生は国家統 試験に合格し，

なおかつ英語も大学が設定するレベルに到達

しなければならないという卒業要件があるが，

日本語科設置当初は，英語レベルは英語専攻

の学生よりやや低い程度であった。しかし，

近年，社会における日本語人材需要が高まる

に連れ， 年以後，英語専攻の学生とほぼ

同レベルの学生が入学するようになってきて

いる。

日本語教育の現状

中国の大学の学事暦は，毎年 月から 月

である。 年生以上は 月初旬，新入生は中

旬から授業を開始する。 月末から 月末ま

でが夏休み， 月末から 月末までが冬休み

である。

西華大では，上（前期），下（後期）の

学期制で， 学期の授業時間は 週間である。

日 時限（朝 時限，午後 時限，夜間

時限）行う。学生数の増加に伴い教室数が不

足しているため夜間も授業を行っている。今

学期，筆者の 精読 授業（表 ） コマ全

てが夜間だが，次学期には夜間には開講しな

い。授業は コマ（ コマ 分）行うが，
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分間の休憩を挟む。外国語学院の専攻学生の

授業はマルチメディア教室で行っている。外

国語学院の建物にはマルチメディア教室が

教室あり，ひとつの教室には 席ある。

クラスあたりの受講者数は 名 名であ

る。

中国 川省・西華大学日本語教育事情

日本語専攻教育カリキュラム（資料

表 ）

専門日本語教育は基礎（ ・ 学年）と上

級（ ・ 学年）の 段階に分かれ，「聞く・

話す・読む・書く」の 技能養成と「翻訳・

通訳」の専門日本語教育が主な指導内容と

なっている。そのうち，「精読」は入門から

の基幹科目にあたり，教科書は，「新編日本

語」を使用している。これは「専攻日本語教

学大綱」（以下「大綱」）に従って編纂された

教科書で，日本語力の養成，向上を図る目的

で， 年生から 年生までの 年間で，全

巻を終了する。「大綱」とは中国国家教育委

員会に設けられた日本語教育指導委員会に

よって作成された日本語指導要領のことであ

る。

学年 名の学生は クラスに分かれ授業

を行っている。 ・ 学年の 精読 は語彙，

文法，内容，読解から成り，語彙，文法は中

国語で説明する。 コマごとに 課ずつ進み，

語彙，文法，内容の説明，練習問題，読解を

表 時間割 例（筆者担当科目）

時間 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜

午

前

： ： 文法

： ：

： ： 精読 精読 精読

： ：

午

後

： ：

： ：

： ：

： ：

夜

： ： 精読 精読

： ：

： ：

注：夜間時限は 時限から 時限で，科目によって異なる。

行い，基礎的な言語力を養う。「精読」で学

んだ語彙，文法などを反復練習できるように，

「読解」「会話」「閲読」が基礎科目としてあ

る。学生が自然な日本語で考え，話せるよう

にするため，「会話」の授業は日本人教師が

担当し，中国語版「みんなの日本語（ ・ ）」

（スリーエーネットワーク，中国外語教研出

版社）を使用している。日本語関連課目以外

では，学生は ， 年の 学期間，第 外国

語として英語を勉強する。

・ 学年の「精読」は，日本の文化，政

治，経済，思想などが盛り込まれた小説，エッ

セー，記事，科学分野の文章などを教材とし

て，さらに日本語力の向上を図る。「精読」「会

話」も継続され，高度な聴解に加え日本近代

文化鑑賞などの専攻型の科目や翻訳・通訳な

どの実用訓練型の科目がある。また，卒業後，

学生が日系企業で働くことを想定し，日本の

ビジネスに適応できるように「国際貿易実務」

「ビジネス日本語」「日本企業文化」も設置

されている。しかし現在，教員不足のため，「国



際貿易実務」は経済学部の教師が担当してい

る。

筆者は 年 年貴州大学で日本語を

専攻したが，その当時は「ビジネス日本語」

など経済・貿易に関わるコースは設置されて

おらず，近年加えられてきた新たな科目であ

る。

外国語としての日本語教育（資料

表 ）

西華大では，学部生は，英語，日本語，ロ

シア語の外国語の中から つを選択し，第

外国語として 年間勉強する。英語を選択す

る学生数に比べ，ロシア語と日本語を選択す

る学生数は少ない。ロシア語を選択する学生

は，中学校から勉強しており，毎年 名

名程度いる。日本語を選択する学生は英語を

苦手とする学生が多いが，日本語であれば初

修外国語として学びやすいというのがその選

択理由であることがほとんどである。漢字は

中国人にとって馴染みがあり，学習のプレッ

シャーがそれほど大きくないことも理由とし

てある。現在中国の大学では外国語が必須科

目であるが，英語を選択した場合，大学英語

級の試験に合格しなければ卒業できないと

いう中国政府の方針がある。それに対して日

本語を履修する場合，大学内で実施する毎学

期の日本語試験に合格すれば，卒業できると

いうのが学生とっての最大の利点である。

英語専攻の学生は第 外国語を履修する必

要がある。中日交流も盛んになりつつあると

伴に，英語ばかりではなく，日本語で簡単な

コミュニケーションもできる人材を求める企

業が出てきたため， 年制英語専攻の学生の

大半は，日本語を第 外国語として選択する。

また，英語専攻の大学院生も，第 外国語と

して日本語を 年間学ぶ。

第 ，第 外国語の日本語教育では，基礎

日本語力を養成することを目的に， 中日交

流標準日本語 を使用している。 コマ毎に

課ずつ進み，語彙，文法，内容の説明，聴

解，練習問題を行う。学部生と英語専攻 年

制学生は， 年間で初級上・下 冊を，大学

院生は 年間で中級上・下 冊を終了する。

「中日交流標準日本語」は，中国全域で 般

的に使用されている教科書で，現在，改訂版

が出版され，会話が盛り込まれているが，西

華大では，未だ旧版を使用している。

現在，マルチメディア教室が不足している

ため，外国語としての日本語教育は普通教室

で行われている。 クラス当たりの学生数は，

約 名である。

日本語能力試験

現在，中国国内で実施されている主な日本

語試験は 種類（表 ）ある。中国国内の日

本語試験 種類と日本の試験である。日本の

試験は，世界規模で実施されている日本国際

交流基金主催日本語能力試験（以下日能試）

で，中国国内の試験は在学日本語専攻対象の

ための日本語専攻 級と 級試験（大学外国

語教育指導委員会主催），学部生対象のため

の大学日本語 級試験（同指導委員会主催）

である。日能試は，毎年 月に申し込みを行

い， 月に試験を受ける。 川省では， 川

大学と 川外国語大学（重慶市）の ヶ所で

実施されている。

日本語専攻 級と 級は，それぞれ 年

と 年に始まった。 級の目的は， ・

学年で学習した基礎知識と基本技能が「大

綱」に示された基礎段階に達成しているかど

うか，また 級は， 年間の学習を通して，

総合的な言語技能とコニュニケーション能力

が 大綱 の上級段階に達成しているかどう

かをテストするものである。専攻学生は 年

生の下学期に 級を， 年生の上学期に 級

を受験する。 級のレベルは，日能試 級と

ほぼ同じ程度で， 級は日能試 級より高い

と評価されている。 級， 級受験は 回の

みという決まりがあるので， 回の試験に不
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合格となると，受験資格がなくなる。日本語

学科の学生は，専攻日本語 級と全国大学生

英語 級試験に合格することが卒業要件と

なっている。 級は卒業用件とはなっていな

いが，専攻の学生のほとんどが受験する。現

在 級以上の日本語能力は日本系企業に就職

する場合の最低条件となっており，学生全員，

日能試 級の合格を目指している。

大学日本語 級試験は 年に始まった。

非日本語専攻の学生は， 年生の下学期に受

験する。レベルは日能試 級と同程度である。

しかし，「大学日本語」（高等教育出版社）と

いう教材をもとにして試験問題が作成されて

いる上，作文も含まれているため，「中日交

流標準日本語」で学んでいる学生にとっては，

この試験は難し過ぎ，受験者は少なく，毎年

約 名の学生が受験しているのみである。

中国 川省・西華大学日本語教育事情

表 日本語試験

日本語専攻 級 日本語専攻 級 大学日本語 級

毎年 月に西華大学で実施 毎年 月に西華大学で実施 毎年 月に西華大学で実施

試験構成 点数（点）試験時間（分） 試験構成 点数（点）試験時間（分） 試験構成 点数（点）試験時間（分）

聴解 聴解 聴解

文字 文字 文字 語彙

語彙 語彙 文法

文法 文法 読解

文学 読解 作文

読解 句を作る

翻訳 作文

作文

合計

課外活動

西華大の日本語専攻学生が日本語に興味を

持ち，学習意欲を高めると同時に日本文化へ

の理解を深めるために定期的に以下のような

課外活動を実施している。

・文化祭

毎学期，日本映画の放映，カラオケコンテ

スト，日本文化についてのグラフィックや写

真展示，ホテルから日本料理調理師を招き，

日本料理を作って日本文化を体験するなどの

活動を通じて，日本文化を体験させる。

・日本語スピーチコンテスト

毎年，日本語専攻学生の中から優秀な学生

を選んで，駐重慶日本大使館主催日本語ス

ピーチコンテストに参加させている。

・「日本語コーナー」毎週 回，日本人教師，

日本語教師が学生と会話練習を行う。

・日本語集中コース 会話能力，聴解能力の

養成を目指し，毎学期実施している。

学生の就職状況

年，日本語学科設立時入学した学生

名が第 期生として卒業した。その中 名は

大学院（西安外国語学院，広州外国語大学，

川大学）に進学した。その他の学生は，就

職を希望し，内定者は約 ％である。成都は

中国の内陸地方に当たり，日本との貿易関係

は中国沿海地方と比べものにならないほど少

ないので，沿海地方の就職率がずっと高い。

就職先は広東省，福建省，山東省，浙江省な

どの日本と貿易関係にある中資あるいは合資

会社に集中した。トヨタなどの日系地元企業



に入社した卒業生は 名程度にとどまった。

英語専攻の卒業生が小・中・高学校の教師

をはじめとして広い分野で活躍することがで

きるのに対し，日本語が設置されている小・

中・高学校数が極めて少ない。 方，大学で

は修士・博士号の資格が必要であるため，日

本語専攻の学生の就職の門戸は狭い。また，

理工系などの学生と比較した場合，専門性に

薄く就職にマイナスとなっている。

日本語を第 外国語とする学生も，就職先

では英語のニーズが高く，日本語を勉強して

も役立たないと考える学生もいる。このよう

な就職状況は，今後の日本語教育に影響して

いくのではないかと考える。

日本語教員

年代前の中国においては，日本語分野で

の大学院設置は極めて少なかった。しかし，

年代後半以降，大学院が増加しつつある。

現在，西華大学では， 名の中国人教師のう

ち修士号取得者は 名で， 歳以上は 名の

みである。研究分野は日本語教育（ 名・早

稲田大学大学院），日本語学（ 名・ 川大

学）と翻訳（ 名・ 川大学）である。博士

号取得者はいない。教員の職称，年齢層分布

と学位取得の具体的状況は以下の表 ・ に

示した。

日本語教員は大学の日本語学科で養成され

ているが，大学の採用試験に合格しなければ

ならない。 年以降，修士号以上取得者が

必須条件の つとして定着してきている。採

用後，毎年 月 月， 川省では新任教員

対象の教員研修を実施し，教育法，教育心理

学，教学法などの試験に合格した後，教師の

資格を持つことができることになっている。

西華大では，青年教師を育成し，教育の質の

向上を図るために，新任教員は最初の 年間，

先輩教師の指導の下に，研修を受けながら授

業をするという「青年教師指導制度」を実施

している。

日本語科主任のコーディネートの下，日本

語教員 名中，教員 名は 年生から 年生

までの「精読」という授業を担当し，専門授

業は教員の研究分野によって決められる。筆

者は今学期 年生の「精読」と 年生の「文

法」の授業を担当している。「精読」は，週

コマ（ 時間）で，「文法」は，週 コマ

（ 時間）の合計 コマ（ 時間）を担当

している。

英語教員は，毎年アメリカ，イギリスなど

の国への派遣制度を実施し，教員研修を行っ

ているが，日本語教師は 時間程度の授業を

担当しており，研修に出かける時間的な余裕

がなく，教員研修は実施されていない。西華

大の中日間の研修制度は未だ始まったばかり

で，国内外での日本語研修を受けることは難

しく，自己研修が 般的となっている。前述

したように学生募集定員数の削減や学制の改

定に伴い，日本語履修学生数の減少により日

本語教師の負担が軽減されることが見込まれ，

今後日本語教師が研修の機会を得ることも可

能であると予測される。また，現在，若い教

員は修士，博士号の資格取得に積極的に取り

組んでいる。

課題

言語教育の焦点は教師から学習者へと移っ

ており，言語学習はコミュニケーション能力

の養成を目指している。言語教育のこのよう

な変化は日本語教育にも大きく影響を与えて

きた。従来の言語教育理論，言語教授法では，

コミュニケーション能力の養成など学習者の

ニーズに応えられなくなってきている。コ

ミュニケーション能力の養成，文化理解に焦

点をおいた教材開発，指導法を学ぶことので

きる教員研修が必要である。
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教科書における諸問題

初修・第 外国語としての日本語授業で使

用している「中日交流標準日本語（旧版）」

は大学 年間の時間数で消化できる内容と

なっており，基礎日本語力を養成する目的と

して中国全土で広く使用されている。また，

大学院生第 ，第 外国語と日能試をはじめ

とする多くのテストはこの教材をもとに作成

されているため，西華大でも使用している。

しかし，この教科書は内容的に古く，現在の

日本の生活，文化，経済などが適切に反映さ

れていないのが欠点である。また，文型，文

法中心に構成されているため聴解能力や会話

能力の養成を図ることは難しい。さらに，理

工系，経済専門分野の内容に乏しく学生の関

心が薄く，学習意欲を引き出し，知識の活性

化させる指導法に結びつかない。

日本語専攻向「聴解」「会話」「閲読」の教

材は，初級あるいは中級レベルの教科書しか

なく，初中級レベルの教材が非常に不足して

表 日本語専攻教員数・職称・年齢層分布（名）

歳以下 歳 歳 歳 合計

教授

助教授

講師

助手

日本人教師

合計

いる。日系企業での即戦力としての人材とい

う社会的ニーズに呼応していくためには，「ビ

ジネス日本語」などの専門科目の教材開発が

急がれる。

また，教科書の文化的要素も不足している

が多くの研究者によって指摘されている。ユ

ネスコの「持続可能な開発のための教育

（ ）」は，ユネスコは，第 回国連総会（

年）「持続可能な開発のための教育（ ）」

の発表において，「相違と多様性の尊重」「文

化の多様性と異文化理解」を提唱した。この

ような背景の下で，日本語学習者は日本語を

学ぶだけでは 分ではなく，現在の日本の社

会，経済，日本人の思考，生活などにも理解

を深める必要がある。しかし，授業時間数の

関係で，学部生向けの日本語授業には「日本

事情」は設けられていない。したがって，文

法中心の学習の中で，日本文化を簡単に紹介

するだけにとどまっている。これに対し，日

本語専攻では日本理解を図るために「日本事

表 各種学位取得者数（名）

歳以下 歳 歳 歳 合計

博士

修士

学士

表 教員研修参加者数（名）

国外研修 年 年 国内研修 新任教員研修

年以上

在日本研修中



情」を設置しており，日本の政治，文化，経

済，社会，地理，歴史などを紹介している。

しかし，この科目の学習時間は， 学期（週

コマ）のみで， 般的な内容に少し触れる

程度である。このような現状を改善するため，

他の授業にも文化的要素を導入し，文化指導

の工夫をしているが，教員自身の文化的知識

の不足， などデジタル化した効率的な

教科書や教材が不足している。

また，言語教育法に関する図書文献の不足

や教育予算等の事情から生教材の不足などの

問題があり，学習を困難なものにしている。

日本語指導における諸問題

授業形態

現在，西華大では 名の日本語専攻学生を

クラスに分け授業を行っているが，外国語

としての日本語教育は クラスあたり 名程

度である。教師の人数と比べると，学習者の

人数が多いことが問題である。したがって，

教室内では教師の指導が中心となり，クラス

が 斉に復誦する練習形式が 般的な指導法

である。「現代の言語教育の焦点は教師から

学習者へと移っている。学習者に多様な気づ

き，発見及び学習の楽しさを体験する機会を

提供し，学習者が積極的，効果的に学習する

ように目指す。」という言語教育の変革に応

えられない現状である。学生自らが発見し，

自主的に学習・練習し，学習過程を体験して

いく機会は極めて少なく，グループやペアで

の活動もなかなかできない。よって，学習が

大幅に制限されているといわざるを得ない。

また，教室外での日本語学習への支援活動が

ほとんどできないのもまた実情である。日本

語教育の「量」と「質」のバランスを測って

いくことが課題である。

学習スタイル

日本語専攻の学生は，入学後初習日本語を

学び始めるのが 般的である。中・高校時代

に英語学習で形成された学習スタイルやスト

ラテジーは日本語学習に役立つものもあるが，

マイナスの影響を与えるものある。受験体制

の中国の中・高校でも試験の評価が最も重要

である。学校では文法規則を学び，練習部分

は全て宿題となり，学生はその文法規則を暗

記するという伝統的な学習スタイルが用いら

れている。したがって，コミュニケーション

能力の養成は重視されていない。また，どの

ようにすればコミュニケーション能力を養成

できるのかということも理解されていない。

学習ストラテジーを適切に使うことで，言

語学習能力が向上し，自律学習が促進され，

同時にコミュニケーション能力を伸ばすこと

ができると考えられている。しかし，学習者

が 度身に付けた学習スタイルを「異なる別

のシステムに移行するには，発想の転換，心

理的な準備，形式の上での慣れなどの問題が

存在する」と岡崎は指摘している。教室活動

の中で，どのように新しいスタイルを形成で

きるのか，ストラテジーをどのように学生に

獲得させていくのか，それらを総合して新し

い能力の養成がどのようにすれば確実にでき

るか，ストラテジーはどのようにすれば学生

の積極的で自発的な学習の手法となり得るの

かなどの課題は今後検討していく必要がある

と考える。

指導法

現在西華大学の日本語教育における指導方

法は伝統的な教師主導型で，文法解説，語彙

説明，練習という文法能力の養成を中心に置

いている。教室内では文法説明・解析から導

入し，学生は教師によって説明された内容を

写す。また，ドリル，会話の暗誦を通して，

文型・文法の学習を促す。したがって，場面

や関係性による適切さを理解し適切な非言語

行動を踏まえ話すことができる社会言語能力，

コニュニケーション方略能力の向上などに関
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する指導は 分ではない。したがって，実際

のコミュニケーションがうまく取れなくなっ

たりすることも少なくない。今後，日本語教

育の観点から，学習者の学習スタイルを伸ば

し，多様な場面でのコミュニケーション能力

の養成を目的としたコミュニカティブ・アプ

ローチの指導法について日本語教員は学んで

いく必要があると考える。

文化指導

日本語学習者は，母語文化，中・高校で学

んだ英語文化の知識を持って日本語の授業に

臨んでくるが，異なる文法体系，文化習慣な

どの相異はさまざまなカルチャー・ショック

を起こす。しかし，教員の文化的知識不足，

教科書，生教材，副教材，教育方法に関する

文献不足などから，日本文化指導が 分とは

言えない。学習者が言語運用力の向上を図る

上で，日本固有の文化とその背景，中日文化

の共通性と相違について考えることによって，

文化理解を促していくことが重要である。今

後の文化指導に対して，「相対的文化理解を

促し，他の文化に対する関心や理解を図る肯

定的な態度の養成と母語文化と日本文化を対

照的に扱い，自国文化の姿もはっきり認識す

る」（水町）という指導を行っていくことが

課題である。

教員研修の必要性

日本語教師には「文化的な知識や学習者へ

指導方法を初めとする実践力を身につけるこ

とのほか，現代社会の動向に目を配り，絶え

ず，自らの資質・能力を，より良い教師を目

指して努力する」（水町）ということが求め

られている。教師は単に正しい知識を授ける

という役目を負っているだけではなく，教師

は「情報の収集者でもあり，意志の決定者で

もあり，教室活動と多文化の推進者」（菅原）

でもある。言い換えれば，日本語教師の実践

的知識，能力及び教育理念は「態度の変更」（岡

崎）にほかならないのである。このような教

師の役割は，日本語教育が成功するかしない

かに直接に関わっている。

西華大は， 年，日本語科大学院の設立

を目指している。これを受け，教育，言語，

文化などに精通した大学院教育を担うことの

できる日本語教員を育成することが求められ

ている。したがって，日本語教師の研修，ワー

クショップなど学術交流を通して，日本語教

員の質はもとより日本語教育の質及び学術研

究のレベルを 層高め，日本語教育の教授力

の向上を図り，教材開発等に従事できる人材

が必要となっている。

終わりに

言語教育は学習者の伝達能力の養成を目指

し，教授法，教材，教育活動等の領域の変革

が求められている。今後，西華大の学生のニー

ズを考慮した文化や社会などを紹介するデジ

タル教材開発などの副教材開発を行い，会話，

聴解，文化紹介など現状の課題を解決してい

きたい。また，教員研修を通して，教員の意

識の変化，日本語力の向上，教授力の改善な

どに著しい成果があがることを体験したが，

このような教員研修を西華大で実施していき

たいと考える。

注 ）「 」とは，中国の大学で 年次と

年次，アメリカの大学では 年次と 年次

の教育を行い，両大学から学位を授与するこ

とのできるという制度である。

（中国・西華大学外国語学院 講師）

（山口大学国際センター受託研究員）

（平成 年 月 年 月）
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資料 表 専門日本語教育

第 学年

科目名称
上 下

教 材 必／選 時間数（時間） 教 材 必／選 時間数（時間）

精読 新編日本語

周平等編

上海外語教育出版社

必 新編日本語

周平等編

上海外語教育出版社

必

聴解 日語听力初級教程

天津南開大学出版社

必 日語听力初級教程

天津南開大学出版社

必

会話 軽松日語会話

華東師範大学出版社

必

第 学年

科目名称
上 下

教 材 必／選 時間数（時間） 教 材 必／選 時間数（時間）

精読 新編日本語

周平等編

上海外語教育出版社

必 新編日本語

周平等編

上海外語教育出版社

必

閲読 日語听力

華東師範大学出版社

必 日語听力

華東師範大学出版社

必

会話 みんなの日本語

（日） 公司

外語教研出版社

必 みんなの日本語

（日） 公司

外語教研出版社

必

閲読 日語閲読

外語教育研究出版社

必 日語閲読

外語教育研究出版社

必

日本語文
法

新編日語語法教程

皮細庚編

上海外語教育出版社

必 新編日語語法教程

皮細庚編

上海外語教育出版社

必

作文指導 大学日語写作

陳俊森編

華中理工大学出版

大学日語写作教程

蛯原正子，苑崇利編

外語教学与研究出版社

必 大学日語写作

陳俊森編

華中理工大学出版

大学日語写作教程

蛯原正子，苑崇利編

外語教学与研究出版社

必

日本事情 日本国家概况

劉笑明編著

天津南開大学出版社

必

英語 大学英語総合教程

上海外語教育出版社

必 大学英語総合教程

上海外語教育出版社

必
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第 学年

科目名称
上 下

教 材 必／選 時間数（時間） 教 材 必／選 時間数（時間）

精読 新編日本語

陳生保等編著

上海外語教育出版社

必 新編日本語

陳生保等編著

上海外語教育出版社

必

聴解 日本語听力

華東師範大学出版社

必 日本語听力

華東師範大学出版社

必

会話 現代日語中級会話

張基温編著

外語教学与研究出版社

必 現代日語中級会話

張基温編著

外語教学与研究出版社

必

翻訳・通
訳

日漢互訳教程

高 主編

南開大学出版社

日漢翻訳技巧

朱蒲清編著

武漢大学出版社

必

英語 大学英語総合教程

上海外語教育出版社

必

国際貿易
実務

国際貿易理論与実務

王明明主編

機械工業出版社

注：経済学部の教師が担

当する。

必

ビジネス
日本語

新編商務日語総合教程

羅萃萃 阿部成主編

東南大学出版社

必

日本近代
文学鑑賞

日本近代文学選読

北京第 外国語学院日語

教研室編

上海訳文出版社

必

第 学年

科目名称
上 下

教 材 必／選 時間数（時間） 教 材 必／選 時間数（時間）

精読 新編日本語

陳生保等編著

上海外語教育出版社

必 新編日本語

陳生保等編著

上海外語教育出版社

必
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論文指導 新編日語写作

王軍彦編著

上海外語教育出版社

必

翻訳・通
訳

日漢互訳教程

高 主編

南開大学出版社

日漢翻訳技巧

朱蒲清編著

武漢大学出版社

必 日漢互訳教程

高 主編

南開大学出版社

日漢翻訳技巧

朱蒲清編著

武漢大学出版社

必

日本近代
文学鑑賞

日本近代文学選読

北京第 外国語学院日語

教研室編

上海訳文出版社

必

ビジネス
日本語

新商務日語総合教程

羅萃萃．阿部成主編

東南大学出版社

必 新編商務日語総合教程

羅萃萃．阿部成主編

東南大学出版

必

日本文化 日本文化 王勇編著

北京高等教育出版社

選

日本文学
史

日本文学史 浜川勝彦編

日本奈良女子大学出版社

日本文学 劉利国編

北京大学出版社

選

日本企業
文化

自主教材 必

表 外国語としての日本語教育の教材

類 別 教 材

学部生向第 外国語 中日交流標準日本語（初級上下）

人民教育出版社，日本光村図書出版株式会社合作編写

北京人民教育出版社

英語専攻向第 外国語 学部生 中日交流標準日本語（初級上下）

人民教育出版社，日本光村図書出版株式会社合作編写

北京人民教育出版社

大学院生 北中日交流標準日本語（中級上下）

人民教育出版社，日本光村図書出版株式会社合作編写

北京人民教育出版社
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表 外国語としての日本語教育の教材

類 別

時間数（時間）

合計時間数 備 考第 学年 第 学年 第 学年 第 学年

上 下 上 下 上 下 上 下

学部生向第 外国語 週 回（ コマ）
分 コマ

英語専攻
向第 外
国語

学部生

大学院生

注：空欄は未開講。

【参考文献】

岡崎敏雄・岡崎眸「日本語教育におけるコミュ

ニケーション・アプローチ」凡人社，

菅原永 訳「第 言語習得の理論と実践」松

柏社，

友紀子訳「言語学習ストラテジー」凡人社

縫部義憲監修・水町伊佐男編集「講座・日本

語教育学第 巻 言語学習の支援」スリーエー

ネットワーク 前書き

縫部義憲監修・水町伊佐男編集「講座・日本

語教育学第 巻 文化の理解と言語教育」スリー

エーネットワーク

第 回国連総会（ 年）

高校日語専業 級考試制定小組編「高校日語

専業 級考試大綱 修訂版」上海外語教育出版

社

高校日語専業 級考試制定小組編「高校日語

専業 級考試大綱」上海外語教育出版

「大学日語 級大綱及様題」上海外語教育出

版社





はじめに

山口大学産学公連携・創業支援機構は，本

学の知的資産を媒介として産業界や各種公的

機関と広範に連携し，本学の研究成果への社

会への還元，実用化を促進し，もって社会へ

貢献すると共に本学自身の研究の活性化と研

究力の向上を図るべく平成 年に設置された。

ベンチャービジネス育成施設は，産学公連

携・創業支援機構の 部門の つ 研究成果

実用化支援部 を受け持つ施設であり，本学

では平成 年に設置認可された大学院ベン

チャー・ビジネス・ラボラトリー教育研究施

設（通称： ）と，同平成 年に設置さ

れたビジネスインキュベーション施設（通称

： ）を統合し，両者の持つ支援機能

を 本化して研究成果実用化のステージにお

ける川上から川下までを 貫して支援すべく

平成 年に設置された。平成 年，ベン

チャービジネス育成施設は初めての試みとし

て大学に入学して半年を経過した 年次学生

を主な対象とする共通教育科目「学ぶ技術・

アクティブラーニング」を開設した。本稿で

は，まず，なぜ我々が本科目の実施に至った

のかの経緯の説明から始め，内容の設計と実

施状況を説明することで，我々の狙いを言語

化する。次いで，最終回に実施した記述式ア

ンケートの回答内容分析を行い，この講義が

学生に与えることになった変革が講義の特に

どの側面に起因するものだったかについての

因果関係の検証を通じて，社会人基礎力を有

する人材の育成に関して大学講義の中で盛り

込みうる要素について検討を行う。

受講生の目的意識喚起と起業家精神育成を狙う

授業科目の企画と実施

藤 井 文 武
山 本 節 夫

要旨
本稿では，受講生に対し大学生活を含む日常の広範な局面において目的意識を持って自発的に

思考することの重要性を認識させると共に，個々人それぞれに具体的な行動として発現させるこ

とを最大の目的として開設した講義課目 学ぶ技術・アクティブラーニング について，本講義

開設に至った経緯と初年度の実施報告をまとめた。受講生の主観ではあるが，全ての受講生が本

講義を通じた自らの成長を感じている。そこで本稿では，講義最終回に実施した記述式アンケー

トの結果を分析の素材とし，講義のどのような側面が受講生に斯様な成長を促したのかについて

分析することで，大学講義が受講生が個として確立するきっかけを与え，社会人基礎力を有する

人材に成長する起点として機能する上での必要条件とは何なのかについて考察を行う。

キーワード
自己成長の技法，目的意識，アントレプレナーシップ，社会人基礎力，大学発ベンチャー



ベンチャービジネス育成施設におけ

るアントレプレナーシップ教育活動

． 設立当初の取り組み

ベンチャービジネス育成施設の前身である

は，各大学が独自に掲げる研究開発

テーマの下での「ベンチャービジネスの萌芽

となるべき独創的な研究開発の推進」を活動

の最大の目的として設置された施設であり，

現在では全国 の国立大学に もしくは

の流れを汲む施設が存在している。本

学の はその研究開発テーマとして「次

世代電子材料と高度センシング技術の研究」

を掲げ，テーマに則した個別の研究開発の推

進に加えて，上記テーマに関する学術交流の

環としての セミナーの開催や研究助

成プログラムによる研究の促進などの取り組

みを実施してきた。

方，全国の には共通に「創造性，

実践性豊かな若手人材を育成する」という教

育上のミッションも与えられていた。育成す

る人材に期待する能力の具体例としては，高

度先端技術を理解し運用する能力，その知識

を展開・応用し新しい価値を創造する能力等

の技術者・研究者としての能力に加え，チャ

レンジ精神，決断力，判断力，協調性，表現

力，コミュニケーション力，問題解決能力と

いった，実プロジェクトの遂行に当たって発

生する障害や困難を克服しプロジェクトを前

進させる力，組織業務遂行能力などの実社会

において必要とされる力等が挙げられる。近

年これらの素養は社会人基礎力 として分類

されているが，これらの素養の多くは大学発

ベンチャーの起業家（アントレプレナー）が

備えているべきマインドと能力（アントレプ

レナーシップ）でもあることは明らかである。

ベンチャービジネス育成施設はかつて上述

の能力を育てるための教育研究事業としてヤ

ングスカラープロジェクト（通称： ）

を実施していた。 は公募型の研究プロ

ジェクトで，大学院生以上の研究者を対象と

して研究計画の提案を公募し，審査を経て採

択，採択案件には助成金を交付して研究の実

施を支援するものであった。本事業は前述の

能力群のうち主として提案力，研究力および

自発的行動力の育成を期待して実施されてい

たものであるが，効果を挙げた面もある 方

で必ずしも期待どおり機能していない面があ

ることも明らかになってきたことから，平成

年に制度を 新させた。それが「起業体験

プロジェクト」である。

． 起業体験プロジェクト

はそもそも政府予算「大学院を中心

とした独創的研究開発推進経費」の中で設置

された教育研究施設であり，教育の対象とし

て想定するのは大学院生以上であったのだが，

アントレプレナーシップについては大学院生

のみならずより低年次でも育成することが望

ましいことは言うまでもない。現在では，全

国各地で大学学部レベルに留まらず，高校，

中学，小学校においてもアントレプレナー

シップ教育プログラムの導入が進んでいる 。

そのような観点から，本学 では平成

年度より「起業体験プロジェクト」と銘

打った活動を行った。本プロジェクトは，起

業を志向する者であれば必ず作り上げなけれ

ばならないビジネスプランの作成を目標とし，

その達成の過程で発生する様々な問題や困難

など，参加者にとって負荷のかかる状況を自

らの力で乗り越える起業前プロセスの 部分

を実体験することで，結果としてアントレプ

レナーシップを獲得する， 型教育プロ

グラムである。

平成 年当時は起業を目指す者がビジネス

プランのサマリーを投資家の前で語り投資の

有無をその場で決める内容で人気を博してい

たテレビ番組の記憶も新しく，また若くして

成功した 部の起業家がマスメディアでもて

はやされた時代背景もあって，比較的多数の
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学生が「ビジネス」という言葉に肯定的に反

応を示し， 地区合わせて 件近いビジネス

アイディアの応募があった。初年度は，その

中から優れたもの 名を選抜し，アメリカボ

ストンへの視察研修旅行を実施した。

ビジネスプラン作成の実働は平成 年度に

入ってから開始された。プロジェクト参加者

に目標として提示したのが，キャンパスベン

チャーグランプリ（ ）中国 への参加で

ある。 中国は，中国地方の大学・高専

の学生を対象とするビジネスプランコンテス

トで，プラン募集期間が 月 月に設定さ

れており， 月に活動を開始したグループが

目標とするには都合が良かった。学生がビジ

ネスプランを練り上げていく過程では，当時

に常駐されていた発明協会派遣の大

学発ベンチャー経営支援専門家である前田禎

彦氏にご協力を頂き，単なる思い付きでしか

なかったアイディア提案をビジネスプランと

呼べるものにする作りこみ作業を行った。こ

の過程では当然参加者にもある程度の負荷が

掛かり，途中であきらめプロジェクトを離れ

る学生も出る中，最終的に チームがプロ

ジェクト提案に漕ぎ着けた。この年は幸いに

もうち 件が部門賞を獲得し， 応の成果を

挙げることができた。この 件の提案者のう

ち平成 年にも大学に残った 名が提案プラ

ンをブラッシュアップさせ，翌年の中国地区

大会でグランプリを受賞した事実も報告して

おく。

起業体験プロジェクトから得られた

知見

． 当代学生の意思形成過程

起業体験プロジェクトは，その結果だけ見

ればまずまずの成功を収めたように見えるが，

残念ながら「アントレプレナーシップの

型教育プログラムたることを目指す」という

当初の目的を達するには至らなかった。とい

うのも，前述のテレビ番組が作り出した流行

の終焉に，時代の寵児的な扱いを受けていた

起業家の不祥事発覚などが重なってベン

チャーブームが 段落した翌平成 年度には，

前年同様に行った募集に対する応募者が激減

し，プロジェクトという形態を維持すること

が不可能となったからである。このことは，

前年の学生の行動が，ビジネスプランの作成

という行為を自らのキャリア構築における現

実的選択肢の つとして位置づけたものでは

なく，どちらかといえばブームに流された結

果であったことを示したものであると考えら

れる。

プロジェクトで目指した「アントレプレ

ナーシップ」とは，そのような 時の隆盛な

どに流されることなく確固たる己の信念に基

づいて自ら掲げる目標の実現に向けてひたむ

きに努力することのできる者が有するものだ

が，平成 年度の状況は，学生の多くはそこ

までの確立された「自己」と「思い」および

「自らのキャリア像」を形成できていないこ

とも示唆しているものと考えられる。

． 友人グループの形成する「安心空間」

平成 年度のプロジェクト実施で，現在の

学生には「自分にとって安心できるコミュニ

ティー」に安住しようとする強い傾向もある

ことが明らかになった。 年度の初頭， 名

以上と比較的多数の学生が毎回のミーティン

グに集まっていた時期，我々は面識のない学

生の間にコミュニケーションを発生させよう

と繰り返し誘導を試みた。しかしながら，友

人である，同じ研究室であるなど，もともと

面識のある者で構成される小グループの中で

は学生同士の会話が成り立っても，面識のな

いもの同士の会話が起こることはなかった。

教員が間に入っている間は，間接的にでは

あっても未知なる者との会話を行うことがで

きても，教員が外れればもとのの「安心でき

る集団」に閉じこもる傾向があり， 名の

受講生の目的意識喚起と起業家精神育成を狙う授業科目の企画と実施



自己が確立した学生を除けば，ほぼ全ての参

加者に未知との接近を避け少人数で固まろう

とする極めて強い傾向があった。

我々運営側は，当初より 貫して未知なる

者がコミュニケーションを行う中で自然発生

的にグループを形成させることを意図して誘

導を続けたが，このままではビジネスプラン

の作成が間に合わなくなるという判断もあり，

最終的には「知人同士のグループでも良い」

と方向転換せざるを得なかった。

この状況は，学生の中に確立した「己」が

未だ形成されていないことを強く表している

ものだと考えられる。友人同士の集団では日

常の他愛もない会話において「社会性を伴っ

た『己』」をさらす必要などないため，この

ようなことは通常意識にすら上らないであろ

うが，背景を共有していない未知なる者との

接触と意思疎通を強いられる場面では，自ら

も相手も「己」を意識したやり取りが必要に

なる。通常このような意識は，背景・属性の

異なる他者との交わりを重ねる中で確立され

ていくものであろうから，プロジェクトに参

加した学生諸君も非難される必要は全くない

のだが，以上の考察を人間力育成の教材とし

て捉えるならば，『「己」を意識させるような

場や機会を多数設けることが対象者の「己」

の確立に有効である』ということが言えるの

ではないだろうか？

． アントレプレナーシップ育成の素材

現在の日本の社会においては，起業家は成

功すれば社会から賞賛されるが，失敗すれば

自らのキャリアに傷が付くだけでなく財も含

め多くのものを失うリスクと向き合いつつ，

目的達成のために日々努力している。アメリ

カのように失敗が個人の糧となり，再チャレ

ンジに向け立ち上がることを許容する文化と

制度が日本にも形成されていくことを望むば

かりであるが，現実には再チャレンジはきわ

めてハードルの高い行為である。

起業という選択には，そのようなリスクが

付きまとっているのであるから，起業はリス

クを客観的に見つめ回避する術を 分検討し

た上で行われるべきものであることは言うま

でもない。しかしながら，それでもリスクを

完全に取り去ることはできない以上，起業と

いう選択肢を行使するに当たっては，起業家

はそれを自らの意思により自らの手で選び取

らなければならない。選択の理由が「他者か

ら薦められたから」「先生がやれと言ったか

ら」であってはならないのである。

起業体験プロジェクトにおいては，アント

レプレナーという言葉のために直接的にビジ

ネスに関係するビジネスプランの作成を素材

として活動内容を構成したが，既に述べたよ

うに起業家精神は起業家だけのものではなく，

社会に出て活動をしようとする者であれば身

につけていて損はない能力なのであるから，

素材が起業という行為に関連するものである

必要はどこにもないことになる。理工系学部

に進む学生のうち「将来会社を興したい」と

思って入学してくる者がどれだけいるかを考

えてみても，起業家精神育成に際して直接的

に起業・ビジネスに関係するものにとらわれ

る必要は必ずしもないことがわかる。もちろ

ん杉並区立和田中学校の藤原校長による「よ

のな科」 の成功でもわかるように，ビジネ

スは多くのことを学ぶための格好の素材では

あるのだが，学生が自発的に興味を持たない

ことを無理強いしても行動力の育成にはつな

がりにくいこともまた真実である。

もちろん本学の入学者の中にもベンチャー

に興味を持つものが存在する。我々ベン

チャービジネス育成施設はその学生だけを育

てるという方針も採れないことはないが，あ

る程度の時間と手間を掛けてプログラムを準

備する以上，できる限り多くの学生が何かを

学び取れる機会を提供することができるのな

ら，より望ましいのではないかと考えた。そ

れを行う最も自然な方法は，アントレプレ
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ナーシップを育成するプログラムを「講義」

として開設することである。しかも，それは

出来る限り早い年次において開設することが

望ましいのは明らかである。平成 年度の初

期の段階で，施設内部における以上のような

議論を経て，「受講生にアントレプレナー

シップを獲得してもらう講義を開設する」こ

とを決定した。

アントレプレナーシップを教授する

講義の設計

． 常識リバース アクティブラーニング

社の手法

アントレプレナーシップ教育とは，表現を

変えるなら「 人 人が自ら考え，行動し，

成し遂げることができるようにする教育」と

いうこともできる。従って，教育プログラム

を設計するに当たって，「教員が受講生 人

人に光を当てやすく，また密に接すること

もできるように，できる限り少人数でクラス

を構成したい」と考えるのは極めて自然なこ

とであるし，また現実にそうすることによる

効果も存在する。

方で，大学の講義の基本形態である 対

多の講義は，知識を多くの受講者に与えると

いう意味では効率的なフォーマットであるが，

受講生は基本的には受身となるため，アント

レプレナーシップ教育のクラスにはなじまな

いのではないかと考えがちである。 対多の

空間に 対 を盛り込むには，教員が受講生

名を指名し対話する行為を繰り返せば良い

が，あまりそのことに囚われては本来教授す

べき事項に割くべき時間が失われていくし，

対 を行っている間指名された以外の者は

「その他大勢」に安住することになってしま

う。また， 対 の繰り返しは 名弱程度の

クラスなら現実的選択肢であっても，それ以

上の人数になると難しい。

では，やはり少人数教育しかありえないの

かといえばそうではない。受講生が多人数で

あることは講義目的からすれば欠点のように

見えるが，見方を変えれば利点にもなり得る。

つまり，せっかく多人数が つの場に会して

いるのであるから，これをうまく使い，全員

が能動的にならざるを得ない環境を作り出せ

ばよいのである。同世代の学生同士であって

も，面識もなく背景や嗜好を共有していない

者が作る集団であれば，その集団で発生する

が受講生の中に「己」という意識

を沸き起すと期待されることは， ． 節で

述べた事実関係の対偶として導き出される。

従って，講義を準備する側としては，初期段

階においては集団の中で が自然

に発生する仕掛けを設けることに留意してお

けば，受講生が社会的能力を育む場として

分に機能すると期待できることになる。

この仕掛けの有効な実施例の つとして，

我々は人材育成を事業とするベンチャー企業

の アクティブラーニング （以下 社）

が提案する手法に着目した。 社はハー

バード大学での日本語教授で優秀指導証を受

けられた経歴をお持ちの羽根拓也氏が立ち上

げられた人材育成のベンチャー企業である。

社は人の成長に有益な数多くの技法をオ

リジナルコンテンツとして開発しており，ク

ライアントのリクエストに応じて最適なコン

テンツを選んで提供されることを中心事業と

している。

我々が着目したのは，受講者の中に自然に

を誘発させるために が採用し

ているワークショップの手法である。彼らが

「グループワーク／ペアワーク」と呼ぶその

方法は，受講生に 名を単位とするペア

もしくはグループを構成させ，羽根氏が投げ

かける質問や課題についてアウトプット（発

話）とフィードバックを，時に評価を交えな

がら繰り返させるというものである。冒頭自

己紹介程度の軽い話題でのワークから始まり，
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次第にワークショップの本題に関する課題に

関してグループワークを行わせることで，全

て の 参 加 者 が 他 者 へ の 自 己 の 投 影

（ ）を自然に行うことになり，結果

として「自己」に対する意識が芽生え育って

いくことになる。

少人数教育における教員との間の 対 と

の決定的な違いは，受講者にとって相手が

「先生」でない点にある。教員相手では言葉

になりにくい内容であってもアウトプットす

る先が自分と同年代の学生であるなら言葉と

して出せることもあるであろうし，何よりも

教員が介在しないコミュニケーションのため

のグループを構成することで，受講生の全員

が講義の目的から外れ「ただそこに座ってい

るだけの人」になることを防いでいる。この

名は講義ごとに，場合によっては 回の講

義の中においても組換えされ，学生が蛸壺に

入り込むことを抑止する配慮もきちんとなさ

れている。

方で，受講する集団が多人数であろうと

も，細やかな配慮を怠らない点も注目すべき

であろう。単に理想とする状態を学生に伝え，

後は学生に任せるというのでは機能しないこ

とは先に述べたとおりであるが，これを回避

するために必要なちょっとした 言・誘導を

羽根氏は細かく行う。我々が 社のワーク

ショップを知ったのは，（独）雇用能力開発

機構が平成 年度まで行っていた衛星回線に

よる配信を利用した創業・改革セミナー「ア

ントレプレナー 」に参加してであるが，

そこに講師として招かれた羽根氏は，講師

人対受講者数千人という状況の中でも全国各

地の受講者が臨場感を持ったままセミナーに

入っていけるよう細かい配慮を行いつつ指導

を実施されていた。

社は，ワークショップの手法だけでな

く，自己成長の技法についても数多くの魅力

的なコンテンツを有していた。そのため我々

は羽根氏を訪ね，経緯を説明した上で講義へ

の協力を依頼した。羽根氏は我々の申し入れ

をご快諾頂き，平成 年 月に開催したセミ

ナーを成功裏に終えた後，本年の講義開設へ

と準備を進めていった。なお，本節のタイト

ル「常識リバース」とは，「弱みだと思いこ

んでいることでも見方を逆転させることで強

みになりうる」ことを説いた の造語であ

るが，アントレプレナーシップ教育と講義と

いうフォーマットを結び付けるには結果とし

て正にこの「常識リバース」が必要であり，

有効であった。

． 講義の内容と開設時期

講義の内容に関しては，初めての試みであ

ることから「自己」「成長」と「学び」を

キーワードにするということを定めておき，

開設目的等シラバスを通じて学生に伝えたい

内容については我々が作成し，具体的な素材

とコンテンツのピックアップは 社にお任

せする形を取った。シラバスは本学ホーム

ページから閲覧可能であるのでここでは割愛

する。シラバスに記載していない具体的な講

義内容は以下のとおりである。

）自己成長の技術：

）成長に必要な視点：

）定着の技法： × 理論

）伝える技術：焦点・相手視点・見た目

）就職で必要となる力：社会人基礎力・ジ

コピー

）学ぶ技術 （教師つき学習）：

）学ぶ技術 （正解探求型学習）：フォー

カスアウト

）自己実現の技術：マニフェスト

これらの内容はいずれもアントレプレナー

シップ育成を図る上での土台となり，大学生

生活においても有益と考えられる事項である。

講義の開設年次についても議論となったが，

教授したい内容を鑑みた時，できる限り早い

段階で実施をすることが望ましいとの結論に

至り，共通教育科目として開設することに
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なった。この実現にあたっては大学教育セン

ターの岩部センター長をはじめとする多くの

方にご尽力を頂いた。

．講義の実施について

． 開設形態

社との協議の中で，本講義科目は 年

程度の時限プロジェクトとして開設すること

で合意していた。そのため，開設初年度と

なった平成 年度については，可能な限り

社が通常実施されるワークショップと同

のフォーマットにて講義を実施することを

お願いし， 社にはそれを受けて羽根社長

が多忙のため講義に赴くことが出来ない場合

には同社のビデオコンテンツを熟知するス

タッフの方を派遣して頂く体制を整えて頂い

た。今年度の実施結果を踏まえ，次年度以降

の内容と体制については改めて協議すること

とした。

スケジュール面では，講師の都合に鑑み，

通常の時間割どおり実施する回と土曜日を利

用して集中実施する回の とおりの開設形態

を併用する形で実施を行った。通常の時間割

どおりの回については，羽根社長に実際にお

越し頂いて実施する回と， 社が保有する

ビデオコンテンツを用い 社スタッフの方

に進行をお願いする回，東京田町にある山口

大学東京リエゾンオフィスと山口大学の講義

室を結ぶことの出来る遠隔講義システムを利

用した遠隔講義の回の つの態様にて実施し

た。

遠隔講義システムを利用した講義について

は，実際の運用は本講義が初めてであったと

のことであるので，結果を報告しておく。実

際に講師が東京から画面を通じて話しかけて

いる様子を図 に示す。現実に講義を実施す

るまではそれがどの程度実用に耐えられるも

のなのか若干の不安を抱えていたのだが，実

際に行ってみてそれは杞憂であることが明ら

かになった。メディア基盤センターが用意さ

れたリエゾンオフィスと講義室を結ぶ回線の

帯域は 分なもので，体感されるような通信

の遅延も 切なく，映像・音声の通信に実際

上の問題はなく双方向講義を行うことが可能

であった。また，講師側のリエゾンオフィス

へ送られる講義室風景の映像についても講義

室の様子を把握するに 分であったようであ

る。

講義スケジュールに土曜日開講を併用する

ことについて，受講生の中からは不満もあっ

たがそのほとんどは既に動かしがたい予定が

入ってしまっていたか，大学の行事，課外活

動の大会への参加などの不可抗力によるもの

であった。計 回の土曜開講の初期には個人

的な都合による不満がある程度上がったが，

回が進み内容に対する学生の評価・満足度が

上昇するに伴いそのような意見が影を潜めて

いったのは興味深いことであった。

． ワークショップ

先に述べたとおり，学生は講義のたびに異

なるグループ（ 名）もしくはペア（ 名）

に属して講師から提示される課題を実施して

いくことになる。講師による課題提示の様子

を図 に，グループワークを実施している最

中の受講生の様子を図 に示す。

受講生は，提示されたグループワークもし

くはペアワークを実施する中で，自己を他者

受講生の目的意識喚起と起業家精神育成を狙う授業科目の企画と実施

図 ：東京リエゾンオフィスと吉田キャン
パス 講義室を結んでの遠隔講義の様子



に投影し，また他者が自己に投影される体験

を繰り返すことになるが，このプロセスを通

じてコミュニティーの中で自己をポジショニ

ングする術を体得していくことになる。加え

て，時として講師から自らの意見を受講生全

体に向けて発することも求められるが，これ

もグループワークとは異なる経験を受講生に

与える効果がある（図 ）。このとき，講師

は指名された学生が多少的外れな回答をした

としても 言の下にそれを否定することはせ

ず，うまくフォローをして本筋へつなげてい

く配慮をしていた。発言者が自信を失うこと

なく，かつ萎縮せずに講義に参加できる状態

を維持する上でこれは非常に効果的に映った。

． 背景の異なる他者との交わりの効果

本年度の講義においては， 社が支援す

る学生の自己成長セミナー「ジコピー」に参

加する関東地区の学生諸君を数回ゲストとし

て招き，履修生にとっての「非日常」である

まったく異なる環境と文化的背景を有する他

者との交流の機会を設けて頂いた。受講生諸

君にとって，既に自己成長トレーニングを多

く積んだジコピーの学生は「自分と同じ

フィールドには居るが自分よりも上のステー

ジにいる者」として認識されていたようで，

終了後のアンケートでは「自分も彼らに追い

つきたい」と結んでいるものが相当数あった。

今期の講義の中では， 社のご協力によ

りジコピー経験者のサプライズゲストお 人

もお招きすることができた。自転車で全国を

旅している男性の話は，特に目的意識も持た

ずなんとなく日常を過ごしている，低ポテン

シャルの方向へ流されていると感じていた学

生諸君に大きなインパクトを与えていたよう

であるし，新聞社の山口支局で記者として働

く女性の話は，特に同性の女子学生諸君に共

感を持って迎えられ，自らの特技と夢を仕事

という形にした憧れの存在として認識される

とともに，「自分もそうなりたい」という実

現可能な理想像としても位置づけられていた。

．受講生の感想 最終回に実施したア

ンケートから

講義の最終回には，共通教育科目のアン

ケートに加え，本科目独自のアンケートも実

施した。質問は記述式と選択式の併用である。

毎回 名前後の出席者があった講義だが，
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図 ：グループワークの課題を提示する講師

図 ：グループワークに取り組む受講生

図 ：参加者へ自分の意見を述べる
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最終回を土曜日に設定した関係で 名分の回

答しか得られなかったのが残念である。しか

し，「皆さんの本音を綴って欲しい」という

実施時の呼び掛けに受講生諸君が応じてくれ

た結果，受講生の素直な意見を知ることがで

きた。記述式の質問で問いかけたのは，「こ

の講義は自分にとってためになるものだった

か？」「このような講義を今後も継続すべき

だと思うか？」の つで，それぞれ根拠とな

る事実を附すことを求めた。これに対する回

答で注目すべきものを紹介する。

【第 の質問に対して】

人見知りだった（知らない人との会話が苦

痛だった）が，改善された。

対人の技術が学べた（人との会話で相手の

目を見て話せるようになる等々）。

自分を客観的に見つめなおすことができた。

自分の可能性，能力を知ることができた。

自分を分析できた。

自分の考えや意見を持つことが日常化した。

自分の成長のために 番役に立つ相手から

の意見が得られたのが良かった。

「夢の実現に向けて小さな 歩を踏み出せ」

と習ったのが良かった。

有言実行の大事さが良くわかった。

自分の能動性が上がった。

曖昧模糊とした自らの気持ちを整理し，行

動開始のために具体化させることができた。

将来についての思考を強いられた。目標に

ついて真剣に考えた。なんとなく日常を

送っていたが，それを改める意識が強く

なった。

【第 の質問に対して】

単位のためではなく受講すべき。

年生全員が受講すべき。大学が活性化さ

れるだろう。

相手に対して理論的に，具体的に話すト

レーニングが良かった。

特殊な講義スタイルだし，誰でも最低 つ

は得られるものがあるはず。

他人と（人前で）話すのが苦手な，消極的

な学生が多いはず。それを克服する場とし

て継続して欲しい。

地方大学と都市圏の大学の学生の熱の差を

感じたが，それを埋めなければいけないと

思った。

多くの刺激を受けたので，それを後輩にも

味わって欲しい。

目標がない人，目標を見失っている人が多

いはず。この講義を受けて発見して欲しい。

以上のアンケート結果を感想発現の原因と

なっている事項ごとに分類すると，「 の

技術」「他者との の場」「刺激的

経験と出会い」「経験の自己へのフィードバッ

クと思考の具体化・高度化」の つの要因が

抽出できる。講義の独特なスタイルが第 の

刺激，講義が強いる場が第 の刺激となって

学生が開脳状態となったところに「訴求力の

ある手法や刺激的経験」が与えられる訳であ

るから，定着度も高くなるし自省的思考が促

されたことも理解できる。

通常の講義ではこれら つ全ての要素を盛

り込むことは難しいと考えられるが，完全な

再現は出来なくとも似た要素を盛り込むこと

は可能なのではないかと考えられる。例えば

教員自体も受講生のキャリア意識からすれば

特殊なものであろうから，何かしらの刺激を

与えることは可能であると思われるし，受講

生に講義の中で他者との を体験

させることも可能であろう。ただし，教員に

出来ることは受講生の能動モードへの切り替

えスイッチを刺激するそれらの取り組みを継

続することのみで，スイッチを切り替えるの

は最後はやはり受講生自身の問題であるし，

逆にそうでなければならないと考えられる。

なお，学生のアンケートで「他の学生も受

講すべき」という意見が多数寄せられたのは

注目に値する。学生は他の学生の様子を良く

知っているはずであり，そのような学生から

このような意見が挙がってきたということは，
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それだけこの講義で提供された内容が学生に

とっての核心を突くものであったということ

ができるのではないだろうか？

．まとめ

「学ぶ技術・アクティブラーニング」は，

自己成長の場を提供する・自己成長の技術を

習得させることのみに目的を絞り，人材育成

の分野において官公庁や 流企業から極めて

高い評価を得ている方を講師としてお迎えし

実施したもので，その内容や手法は大学の講

義としては極めて異質なものであった。開設

前までは，個性的で確立されたそのスタイル

が本学の学生諸君とマッチするだろうかとい

う不安が多少ならず存在したが，いざ蓋を開

けてみるとそれはまったくの杞憂であったこ

とが次第に明らかになっていった。

この講義は文系理系を問わず広範な学部学

科から 名以上の受講生を集めて実施され

たが，特に工学部の履修者数が多かった点は

注目に値する。開講初期のころは授業後アン

ケートに「好き嫌い」にも近い感情的な内容

のものも散見されたが回を追うごとに理性的

な分析も混じるようになり，受講生の講義取

り組みへの集中度も増していったように感じ

られた。これは，「自分が今のままで良いと

は思えないが，何をどうすれば良いのか見当

がつかない」「現状には満足していないが，

どうすれば変えられるのかわからない」とい

う状態にあった相当数の学生のニーズと，光

と影が入り混じる現代の時代背景に，この講

義が与えたものが合致していたことの現われ

でもあり，講義を企画した者としては労が報

われる思いであった。

この講義で直接語られることはなかったが，

連の内容を通じて我々が学生に発信した

メッセージは「各人が各人の足で地に立ち，

自分の足で人生を歩んでいくことの大事さ」

である。もし仮に現状に対してある種の諦観

や否定的な感情があるのだとしても，それを

自分自身が作り上げてしまっていないかと自

問自答し，自らの手により改善できる部分が

あるのであれば，自らが能動的な行為によっ

てそれを改善しようとする態度を習慣付ける

ことができるなら，今後の人生の多くの局面

において有益であろう。このような能力と態

度を，起業という行為に照らして形式化すれ

ば「起業家精神」，社会の中の個という観点

を中心に据えて形式化すれば「社会人基礎力」

と呼ぶだけの話であり，分類や名称自体に意

味があるのではなく，あくまで自分のあり様

が問われているのだということに気づいてく

れる学生が例え少数でも出るなら，この講義

は成功であったと評価して良いであろう。

時限プロジェクトの 年目が終了し，我々

は次年度に向けて検討を開始している。大半

の受講生はこれから専門課程へ進むことにな

るが，教授される知の内容も高度化し，教授

された内容を咀嚼し理解するのにかなり多く

の時間を費やさなければならない場面も発生

しうる。今後は難解な形で目の前に現れた事

実を粘り強く読み解く態度も時に必要となろ

う。また，人生というタイムスパンで言えば，

めぐり合う数々の事柄は時に自分にとって都

合の良い形では発生しないこともあるが，そ

れらに粘り強く対処することも大事な素養と

なる。しかし 方で，今年度の本講義で教授

された内容は極めて良く作りこまれており，

理解も容易なように配置されていた。ゆえに，

今回満足度の高かった受講生も，今後例えて

いうなら「聞くは易し，行うは難し」のよう

な状態を経験する可能性が高いと想像される

が，ここに存在するギャップに関して，この

講義の中でその体験を導入できないかと考え

ている。講義の限られた時間の中ではあるが，

「生みの苦しみ」を実体験できる課題を提示

することで，成長の実プロセスを経験できる

場を設定することが，この科目の意義をより

高めることになると考えている。
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なお，本科目の詳細について興味をお持ち

か，本稿で紹介した内容・科目の趣旨にご賛

同頂ける先生方が複数いらっしゃるのなら，

の羽根社長も交え学内研究会を組織し活

動することも考えたいので，是非著者までご

連絡を頂きたい。
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．はじめに

山口大学 入試による入学者（ 学

生）は，これまで 期生までが卒業した。

学生 期生に対し， 年度は卒業時点に

おいて社会が求める資質・能力がどの程度身

についているのか，学生自身の自己評価と指

導教員の評価で試みた。新しい選抜方法に

よって入学した学生がどのように成長したの

かを検証することは容易ではない。そのため，

その調査結果だけで 入試の選抜の有効性

を論じることはできないが，少なくともある

程度の社会性を身につけ，他者との関係も極

めて良好で，自主・自立性の高い学生集団と

して 学生を位置づけることができる 方

で，英語のコミュニケーション能力について

は 学生のアキレス腱のようになっている

ことが明らかになった。

年度の調査結果は 学生のみを対象と

して行ったものである。したがって，他の選

抜方法との比較において 学生の特異性を

明らかにし，彼らの優位な資質・能力が選抜

時点で発掘できたのかどうかを検証する必要

がある。そこで， 期生が卒業する 年度は

全卒業生を対象として自己評価による調査を

試みた。また，全入学者の特性を明らかにす

るために， 年度から入学時調査を行ってい

る。こうして，山口大学の入学者追跡調査は，

従来の在学成績等で行うものから社会が求め

る資質・能力がどの程度身についているのか

を学生自身が自己評価する入学時調査と卒業

時調査への体制に変えた。この観点からの他

大学における入学者追跡調査の研究事例はな

く，新たな試みである。

卒業時に保有する資質・能力と満足度にみる

学生と他選抜学生の差異

林 寛 子
富 永 倫 彦

要旨
本稿は，山口大学の学生が入学時，卒業時にどのような資質・能力を保有し，卒業時に保有す

る能力は大学で養われたものなのかどうか，また，大学に対する満足度は大学時代のどのような

要因が関連しているのかを入学区分別に分析することにより，特に 学生の特異性を明らかに

しようとするものである。調査結果から，保有する資質・能力に関して， 学生は入学時には

他の入学区分と比べ特異な層の学生であるが卒業時には入学時ほどの特異性が見られなくなるこ

と，満足度に関しては入学区分別の差はなく，満足度が高い学生は資質・能力が大学で養われ，

卒業時に保有する資質・能力が高く，大学時代にさまざまな活動に取り組んだ学生であること，

そして 学生が他の入学区分と比べ，大学時代にさまざまな活動に取り組んだ傾向にあること

が明らかになった。

キーワード
入学者追跡調査， 入試，資質・能力，満足度，学生生活



現在，山口大学の入学区分は前期日程，後

期日程，推薦入学， 入試，帰国生徒特別

選抜などがある。入学者選抜は複数実施され，

多様な学生を求めているが，大学で行われる

教育は 律である。

本稿では，こうした大学の教育システムの

中で，多様化入試の 環として導入された

入試による入学者が大学教育においてど

のように成長したのか，保有する資質・能力

に着目することにより，他の入学区分との比

較においてその特異性を明らかにし， 学

生の優位な資質・能力が選抜時点で発掘でき

たのかどうかを検証する。卒業時点で保有す

る資質・能力が在学中に養われたものであれ

ば，それは大学教育の成果であり，なおかつ，

その素質・能力を入学者選抜において見抜い

たことになると考える。

また，大学に対する満足度は何からもたら

されるのかを検証する。つまり，入学区分に

よっては，第 志望入学者が多い区分もあれ

ば，不本意入学者が多い入学区分もある中で，

学生が大学教育において保有する資質・能力

をいかに高め，大学への満足はいかなるもの

なのかを検証する。そして，多様な入学区分

の意義を検討する。

以上のことを検証するため， 年度・ 年

度入学時調査， 年度卒業時調査のデータを

用いる。

．調査の概要

入学時調査，卒業時調査の分析について，

入学区分は前期日程，後期日程，推薦入学，

入試を用い，帰国生徒などその他の入学

区分は省略する。

． 入学時調査対象者

入学時調査の対象者は平成 年度入学者

名， 年度入学者 名である。調査

は，学部オリエンテーションや，学科・コー

スごとに全員がそろう授業等で同 日に配

付・回答・回収する形式で実施した。

調査項目は，資質・能力の自己評価のほか

に，進学動機について，受験校決定について，

大学説明会等の参加状況について設けている

が，本稿では資質・能力の自己評価と受験校

決定における山口大学を第 志望校に決めた

時期についてのデータのみを用い，他は割愛

する。回収率，入学区分と入学区分別の性別

の割合は表 表 のとおりである。
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年度 年度

入学者数

有効票数

回収率

表 回収率

年度 年度

前期日程

後期日程

推薦入学

入試

その他

表 入学区分

年度 年度

男性 女性 男性 女性

全体

前期日程

後期日程

推薦入学

入試

表 入学区分別性別

． 卒業時調査対象者

卒業時調査の対象者は，調査時点における

平成 年度卒業予定者 名である。 月

月にかけて学部事務に依頼し個別に配

付・回収した。学部によっては指定日に集め

て実施したところもある。調査項目は，資質・



能力の自己評価のほかに，所属する専門分野，

大学の履修科目と高校の教科科目との関連，

大学での諸活動，大学に対する満足度がある。

本稿では，資質・能力の自己評価，大学での

諸活動，大学に対する満足度を分析に用い，

他は割愛する。回収率は卒業予定者 名

に対し有効票 票で， ％であった。

入学区分，入学区分別の性別は表 ，表 の

とおりである。

．保有する資質・能力と大学で養われ

た資質・能力

． 入学時と卒業時の保有する資質・能力

入学時調査では，資質・能力を表す 項目

について，「自分自身があてはまっていると

強く思うもの」を つ以内で回答を求めた。

結果は図 である。 ヵ年とも上位の項目は，

「社会性」「持続力」「探究心」「協調性」「積

極性・バイタリティー」である。 ヵ年の

データには多少の変化が見られるが，大きな

変化とはいえない。このことから上位 項目

が山口大学の学生の入学時に保有する資質・

能力の特徴といえるであろう。

卒業時に保有する資質・能力と満足度にみる 学生と他選抜学生の差異

全体

前期日程

後期日程

推薦入学

入試

その他

合計

表 入学区分

男 女 合計

前期日程

後期日程

推薦入学

入試

表 入学区分別性別

※ 年度の値のみを示す

図 全体 入学時に保有する資質・能力（複数回答）

（ 年度・ 年度入学時調査結果）



それでは，入学時に保有する資質・能力に

ついて，入学区分別にどのような特徴がある

のだろうか。全体の割合が高かった順に ヵ

年の入学区分別入学時に保有する資質・能力

について図 ，図 に示した。これを見ると，

入試は全体の傾向から大きく外れている

項目が複数あることがわかる。他の入学区分

は，多少のぶれはあるものの 入試ほどの

大きなぶれは見られない。 ヵ年を比較する

と傾向に違いが見られるが， ヵ年ともに

「積極性・バイタリティー」「リーダーシッ

プ」「プレゼンテーション能力」は他の入学

区分よりも優位な資質・能力として表れてい

る。これらは 学生の特異性といえる。

以上のことから， 学生は他の入学区分

とは違う層の学生であること，つまり，多様
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図 入学区分別 入学時に保有する資質・能力（複数回答）

（ 年度入学時調査結果）

図 入学区分別 入学時に保有する資質・能力（複数回答）

（ 年度入学時調査結果）



な学生を求めた 入試の目的は果たされて

いると見ることができるだろう。また，優位

な資質・能力として表れた「積極性・バイタ

リティー」「リーダーシップ」「プレゼンテー

ション能力」は，山口大学 入試において

全学および学部学科のアドミッションポリ

シーで強く求めている内容であり，入試の特

徴ともいえる。このことから，アドミッショ

ンポリシーに沿った選抜が行われたと考える

こともできるであろう。

． 卒業時に保有する資質・能力と大学で
養われた資質・能力

． ． 卒業時に保有する資質・能力

次に，卒業時に保有する資質・能力につい

て，入学時調査と同様の 項目について 段

階評価「かなりあてはまる」「少しあてはま

る」「あまりあてはまらない」「全くあてはま

らない」で回答を求めた。結果は図 ，図

のとおりで，「かなりあてはまる」「少しあて

はまる」を合算した値を示した。

全体（図 ）では，「社会性」「協調性」

「倫理観」の順で割合が高かった。これに対

して，「英語コミュニケーション能力」は

％と最も低い。「英語コミュニケーショ

ン能力」以外の 項目は学生本人の主観的評

価となるが，「英語コミュニケーション能

力」だけは山口大学が 教育を導入し

ていることにより，各々が自分のスコアを

知っていることから他の学生との比較も可能

で，客観的な評価に基づいているものと考え

られる。

入学区分別（図 ）では， 学生の卒業

時に保有する資質・能力が多くの項目で自己

評価が高いことがわかる。入学区分別で有意

差がみられた項目は，「倫理観」 ，「探究

心」 ，「積極性・バイタリティー」 ，「論理

的思考力」 ，「集中力」 ，「リーダーシッ

プ」 ，「プレゼンテーション能力」 ，

「英語コミュニケーション能力」 である。

（ 検定 ）

これら 項目のうち「英語コミュニケーショ

ン能力」以外は， 学生が卒業時に保有す

る資質・能力が高く，「積極性・バイタリ

ティー」「リーダーシップ」「プレゼンテー

ション能力」は，入学時に優位な資質・能力

であった。

本稿の分析で用いている入学時調査と卒業

卒業時に保有する資質・能力と満足度にみる 学生と他選抜学生の差異

図 全体 卒業時に保有する資質・能力

（ 年度卒業時調査結果）



時調査のデータは，当該入学年度の学生が卒

業する年に実施した卒業時調査データではな

いこと，学生の自己評価であることなどから，

学生がどれだけ成長したのか検証することは

難しい。

しかし，入学時調査において 学生が保

有する資質・能力が他の入学区分に比べ突出

して優位を示しているものもあれば，劣位を

示しているものもあるように，他の入学区分

と比べ特異といえる学生層が，卒業時には他

の入学区分と同程度に資質・能力を保有して

いると自己評価していること，さらに，他の

入学区分よりも 学生が保有すると高く自

己評価している項目が複数あること，中でも，

入学時に他の入学区分よりも優位であった

「積極性・バイタリティー」「リーダーシッ

プ」「プレゼンテーション能力」以外に「倫

理観」「探究心」「論理的思考力」「集中力」

も優位になっていることから， 学生が大

学教育をとおして成長したと考えることがで

きるであろう。なおかつ，成長が期待できる

資質・能力を入学者選抜において見抜いたと

いえるであろう。その意味では， 入試が

相応の機能を果たしていることになる。

． ． 大学で養われた資質・能力

そこで，卒業時に保有している資質・能力

が大学で養われたのかどうかを検証するため

に，大学で養われた資質・能力を確認してお

く。

大学において養われた資質・能力について

も，入学時，卒業時に保有する資質・能力と

同様の 項目について， 段階評価「大学で

は全く養われなかった」「大学ではあまり養

われなかった」「大学で少し養われた」「大学

でかなり養われた」で回答を求めた。結果は，

図 ，図 のとおりで，数値は「大学でかな

り養われた」「大学で少し養われた」を合算

した値を示した。

全体（図 ）では，「英語コミュニケー

ション能力」のみが 割を下回っているだけ

で，他の 項目は「大学で養われた」という

評価が高かった。大学で養われた資質・能力

の上位 項目は，「社会性」「教養」「理解力」

「協調性」「論理的思考力」であり，全て

割を超えている。

入学区分別の大学において養われた資質・

能力（図 ）で 検定における有意差がみ

られたのは，「問題解決能力」 ，「文章自己
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図 入学区分別 卒業時に保有する資質・能力

（ 年度卒業時調査結果）



表現力」 ，「探究心」 ，「情報収集・処理

能力」 ，「情報機器操作技術」 ，「倫理観」

，「リーダーシップ」 ，「英語コミュニ

ケーション能力」 であった。（

）

細かく見ると，入学区分別の差が生じてい

る項目があるが，それほど目立った差を読み

取ることはできない。このことから，入学区

分に関係なく大学教育はほぼ 律に行われて

おり，全ての学生に教育効果が表れていると

評価できるであろう。

本稿で用いている入学時調査と卒業時調査

の保有する資質・能力については質問方式に

違いがあるため， 概に比較することは難し

い。しかし， 律の大学教育システムの中で，

入学時には他の入学区分の学生よりも劣位な

資質・能力が見られた 学生が，卒業時に

は他の入学区分とほぼ同様，またはそれ以上

の資質・能力評価に引き上げられているとみ

ることもでき， 学生には成長する潜在的

な能力があったと考えることもできるであろ

う。

これらの結果に基づいて，入学時調査と卒

業時調査の保有する資質・能力を同様の尺度

で検討できるよう， 年度入学時調査を改善

した。

卒業時に保有する資質・能力と満足度にみる 学生と他選抜学生の差異

図 全体 大学で養われた資質・能力

（ 年度卒業時調査結果）

． 入学区分と満足度

それでは，学生の卒業時の満足度はどのよ

うな要因によってもたらされるのであろうか。

山口大学の学生は，入学区分の違いによっ

て，入学時に山口大学が第 志望であったか

どうかに大きな差がある。図 は，入学区分

別にみた第 志望に決めた時期（ 年度入学

時調査結果）である。

入試・推薦入学は，合格した場合，山

口大学への入学が確約できる者を求めている

こともあり，それぞれの入試が行われる直前

までには山口大学が第 志望である。しかし，

前期日程はセンター試験の結果で山口大学を

第 志望校にした者が ％であり，不本意

であったと考えられる「該当なし」が ％

である。後期日程においては，不本意であっ

たと考えられる「該当なし」が ％である。

明らかに，後期日程で入学してきた学生に第



志望として入学してきた学生は少ない。

このような背景をもって大学生活を送った

卒業時の満足度は図 のとおりである。入学

区分別では， 入試による入学者の満足度

が高く，「大変満足している」「どちらかとい

えば満足している」を合算して ％であっ

た。これに対し，後期日程による入学者は

％で，他の入学区分と比較して満足度が

低い。しかし，入学区分別の 検定におけ

る有意差は見られなかった。

入学時，志望どおりであったか，不本意入

学であったかの影響は考えられそうだが，卒

業時調査において，入学時に志望どおりの入

学であったか，不本意入学であったかは聞い

ていないことからこの影響を明らかにするこ

とはできない。

そこで，満足度と大学教育の成果としての

卒業時に保有する資質・能力，大学で養われ

た資質・能力，大学への満足度，入学区分と

の関連を分析する。

卒業時に保有する資質・能力，大学で養わ

れた資質・能力と満足度の関係では，英語コ

ミュニケーション能力以外の 項目で 検

定における有意差が表れた（表 ）。それぞ

れの項目について，卒業時に保有していると

自己評価した学生，そして大学で養われたと

自己評価する学生の満足度が高いことが明ら

かになった。

卒業時に保有する資質・能力，大学で養わ
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図 入学区分別 大学で養われた資質・能力

（ 年度卒業時調査結果）

図 入学区分別 第 志望に決めた時期

（ 年度入学時調査結果）

図 入学区分別 卒業時の満足度

（ 年度卒業時調査結果）



卒業時に保有する資質・能力と満足度にみる 学生と他選抜学生の差異

れた資質・能力と入学区分との関係では，有

意差は見られず，入学区分が大学教育の成果

の有無に影響しているとはいえない。

次に，卒業時に保有する資質・能力につい

て，「かなりあてはまる」「少しあてはまる」

と回答した項目数を算出した（表 ）。卒業

時に保有する資質・能力数の平均値は 項

目で，大学で養われた資質・能力数の平均値

は 項目であった。

卒業時に保有する資質・能力数，大学で養

われた資質・能力数と満足度の関連は，図 ，

図 のとおりで，保有する資質・能力数が多

い人ほど満足度が高く，大学で養われた資

質・能力数が多い人ほど満足度が高い結果と

なった。

入学区分との関連では，卒業時に保有する

資質・能力数，大学で養われた資質・能力数

はそれぞれの項目ごとの関連と同様に 検

定における有意差はみられなかった。資質・

能力の保有数，大学で養われた資質・能力数

からも入学区分が大学教育の成果に影響して

いるとはいえない。

卒業時保有
する資質・
能力と満足
度の有意差

大学で養わ
れた資質・
能力と満足
度の有意差

社会性

教養

口頭自己表現力

文章自己表現力

プレゼンテーション能力

理解力

論理的思考力

判断力

持続力

集中力

問題解決能力

探究心

企画力

積極性・バイタリティー

謙虚さ・まじめさ

協調性

倫理観

人脈

自主性

情報機器操作技術

情報収集・処理能力

英語コミュニケーション能力

批判力

推察力

リーダーシップ

表 資質・能力と満足度
（ 年度卒業時調査結果）

（ 検定 ）

表 卒業時保有する資質・能力数と
大学で養われた資質・能力数

（ 年度卒業時調査結果）

数
卒業時保有 大学で養われた

％ ％

合計

平均値
標準偏差
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以上の結果から， 卒業時に保有する資

質・能力の自己評価は入学区分によることな

く，大学において同様に得られた教育の成果

であること， 満足度は，入学区分によるこ

となく，大学における教育の成果が高かった

学生ほど満足度が高いことが，明らかになっ

たといえるであろう。

． 大学での諸活動と入学区分

入学区分は，資質・能力を高めるといった

観点からは，あまり影響しないことが明らか

になったが，入学区分は学生生活に全く反映

されないのだろうか。そこで，大学での諸活

動と入学区分の関連を分析してみる。

大学においてどのような活動に取り組んだ

のか の選択肢を設け，複数回答で回答を求

めた。全体（図 ）では，「アルバイト」が

最も多く，次いで，「クラブ・サークル活動」

である。

入学区分別（図 ）では，「アルバイト」「ク

ラブ・サークル活動」「国内旅行」「学会・シ

ンポジウムなどへの参加」「おもしろプロジェ

クト」「起業」は，どの入学区分もほぼ同様

の傾向を示している。しかし，これ以外の項

目の「 以外の資格取得のための学習」

「ボランティア活動」「インターンシップ」「地

域自治活動・地域団体での活動」「留学生

チューター等受け入れにかかわる活動」等で

図 卒業時に保有する資質・能力数と満足度
（ 検定 ）

（ 年度卒業時調査結果）

図 大学で養われた資質・能力数と満足度
（ 検定 ）

（ 年度卒業時調査結果）

図 全体 大学で活動したもの（ 年度卒業時調査結果）



卒業時に保有する資質・能力と満足度にみる 学生と他選抜学生の差異

は， 学生が相対的に高いことがわかる。

「地域自治活動・地域団体での活動」「留学

生チューター等受け入れにかかわる活動」で

は 検定における有意差が見られた。

それでは，大学における活動と満足度がど

のように関連しているのだろうか。大学での

諸活動 項目について，個人の活動数を算出

した。その活動数と満足度の関連（図 ）で

は，活動数が多い人ほど満足度が高い傾向に

あり， 検定における有意差があった。そ

して，活動数と入学区分の関連を見たところ

（図 ）， 検定における有意差が見られ，

学生が活動数が多い傾向にある。

つまり， 学生は他の入学区分と比較し

図 入学区分別 大学で活動したもの（ 検定 ）
（ 年度卒業時調査結果）

図 大学での活動数と満足度
（ 検定 ）

（ 年度卒業時調査結果）

図 入学区分と大学での活動数
（ 検定 ）

（ 年度卒業時調査結果）

て，さまざまな活動を行い，活動範囲が広く，

より積極的な大学生活を送ったと考えられる。

だからこそ，図 のように 学生の卒業時

の満足度が高いといえる。

．まとめ

以上の結果から，まず，入学区分は，入学

時に保有する資質・能力に関連はしているも

のの，卒業時に保有する資質・能力，大学で

養われた資質・能力には影響しないことが明

らかになった。入学時の 学生は，他の入

学区分の学生が保有する資質・能力とは異な

る傾向が見られ，「積極性・バイタリティー」
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「リーダーシップ」「プレゼンテーション能力」

が彼らに優位な資質・能力として表れた。こ

のことは，多様な学生を求めた 入試の目

的を果たしているといえるだろう。しかし，

卒業時に保有する資質・能力では他の入学区

分と同様の傾向を示した。 学生が大学教

育をとおして成長したと考えられる。なおか

つ，成長を期待できる資質・能力を入学者選

抜において見抜いたとも考えられる。

また，卒業時の大学に対する満足度は，大

学でどれだけ資質・能力を養ったか，大学で

どれだけ積極的に様々な活動をしたかが影響

していること，満足度は入学区分には関連し

ていないが，学生時代の諸活動には関連が見

られることが明らかになった。

この入学区分と学生生活における活動と卒

業時の満足度の関連こそが多様な入試の意義

だと考える。 学生に対する教員の評価と

して，さまざまな個人的感覚の意見を耳にす

る。 入試がもつ選抜の性格上，学力を問

われず入学してきたというイメージから，資

質・能力が劣る学生層といったマイナス評価

が強い。しかし，本稿の分析結果から，卒業

時に 学生の資質・能力が他の入学区分に

劣るという結果は 切読み取れない。 学

生は，教育の効果が高く，積極的にさまざま

な活動に取り組み，満足度が高い傾向にある。

卒業生の満足度は，大学の教育機関としての

評価として，重要な指標であると考える。卒

業生の満足感は，大学の教育環境に大きく反

映されているはずである。大学にとって，

学生の存在は，大学の教育機能のよりよ

い循環をもたらしているといえるであろう。

（アドミッションセンター 講師）

（アドミッションセンター 教授）
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はじめに

最近，大学などの高等教育機関では様々な

教育の場面で ラーニングの導入が推進され

種のブームとなっている。 ラーニングの

大学への導入状況について，メディア教育開

発センターが 年度に発表した報告書 に

よると， ラーニングを導入している大学は

全国で 大学となっており，国公私立大学

全体の ％にも達していることを明らかに

している。 年度当時 ラーニングが導入

されていた大学が 大学であったことを考

えると，この 年間で ラーニングの導入が

約 倍以上に拡大したことになる。現実に，

ラーニングを大学教育に積極的に取り入れ

られた事例としては 年 月に福岡市に開

校した「サイバー大学 」や北海道情報大学

通信教育部の事例をあげることができる。

サイバー大学では講義を録画した動画をい

つでも閲覧できる方式で配信するなど，全て

の講義がインターネット経由で閲覧でき，質

問も電子掲示板を通して行われるなどの遠隔

教育を中心とした「ヴァーチャル・ユニバー

シティ」が学士課程教育において実施されて

いる。

また，北海道情報大学では通信教育部の正

科生や科目等履修生など年間約 名を対

象に，インターネットメディア授業「無限大

キャンパス」が実施されている。「無限大

キャンパス」では文字，音声，動画，静止画

など多彩な表現方法を統合したマルチメディ

ア教材を使用している。単元ごとに確認問題

の解答・解説や質疑応答の指導が行われ，

や メールなどによる質問，意見交換

なども可能となっている。また， 上で

学習スケジュールを提示し，個人の予定や

ペースに合わせた学習の支援も行っている。

平成 年度時点では 科目の教材が開発され，

授業として開講されている。

このように，大学教育の中で ラーニング

を有効に活用している大学がある 方で，メ

ディア教育開発センターの調査によると，

ラーニングにより単位認定を行う授業は高等

教育機関全体で ％（ 機関）に過ぎず，

大学教育と ラーニング

「日本型 ラーニング」とその行方

小 川 勤

要旨
本稿では，大学における ラーニングの活用について，アナログ的な教育である対面教育を中

心とした大学教育を変容させることができるのかについて，その可能性を考察したものである。

また，日本の高等教育機関の教育環境に導入しやすい「日本型 ラーニング」を筆者が定義し，

その教育効果と導入をめぐっての課題を明らかにする。

キーワード
ラーニング，大学教育，教育改善，高等教育，教育効果，対面教育



大学の学部・研究科に限って言えば，大学全

体の ％しか ラーニングによる授業の単

位認定が行われていない事実が明らかになっ

ている。さらに， ラーニングによる授業の

単位認定の今後の方針を各高等教育機関に質

問したところ，「現状以上の取り組みを特に

検討していない」といった回答が多く見られ，

ラーニングによる単位認定の拡大にはかな

り慎重な姿勢が伺える。

このような ラーニングをめぐる状況の下

で，本稿では ラーニング（デジタル的な教

育）は，「アナログ的な教育」である対面教

育を中心とした大学教育を変容させることが

できるのかについて，改めて考え直してみた

い。

また，仮に変容させることができると考え

た場合には，日本の大学教育の中ではその方

法はどのような導入形態となり，その教育効

果は対面教育と比べた場合にどのように変化

するのかについても明らかにしてみたい。

． ラーニングとは

． ラーニングの種類と定義

まず，最初に ラーニングとはそもそもど

んなものであり，どのように使われ，導入す

るメリットはどこにあるのかについて考えて

みる。

般的に， ラーニングはテレビなどの従

来からのメディアによるものと， を利用

したネットワークによるものとがあり，「時

間的な自由度」と「双方向性の有無」という

つの要因によって図表 のように整理する

ことができる。

ラーニングの代表的なシステムである

は，時間，場所の制約がないだけで

なく，個人の理解度や学習履歴を把握するこ

とも可能である。（図表 参照）

以外のネットワークによる遠隔学習

としては，携帯端末，書籍を電子データ化し

た電子ブック（ ），テレビ会議システ

ム，衛星通信，衛星放送などがある。テレビ

会議システムは，リアルタイムで質疑応答を

行うことが可能であるため，対面授業とほぼ

同じ効果が得られる。衛星通信は， 地点か

ら多地点へ講義などを配信する形態や 対

または多地点間で双方向通信を行う形態など

広域を 度にカバーすることができるなどの

特徴がある。

このように， ラーニングは を利用し

大学教育 第 号（ ）

図表 ラーニングの分類



た教育の幅広い概念として捉えることができ

るのである。

方， ラーニングの定義は様々である。

ラーニング白書によれば，「 ラーニング

とは，情報技術によるコミュニケーション・

ネットワーク等を利用した主体的な学習であ

る。コンテンツが学習目的にしたがって編集

されており，学習者とコンテンツ提供者の間

にインターラクティブ性が提供されてい

る 。」ここで言う「インターラクティブ

性」とは，学習者が自らの意志で参加する機

会が与えられ，人またはコンピュータから学

習を進めていく上での適切なインストラク

ションが適時与えられることを示している。

方，メディア教育開発センターでは，

ラーニングを「コンピュータやインターネッ

ト，モバイル端末等の を用いて，学習者

が主体的に学習できる環境による学習形態」

と定義している。そこで，本稿では ラーニ

ングを大学教育にどのように導入していくの

かという視点に立って，メディア教育開発セ

ンターが定義した考え方に従った形で解釈し

ていくことにする。

． ラーニングの つの形態

ラーニングは，その配信形態の違いに

よって「講義型」と「教材型」の つのタイ

プに分けることができる。

講義型は教室で行われている授業をその場

で録画して，それをストリーミング・ビデオ

として配信するというものである。コン

ピュータの画面上の 部に講師が話をする映

像が配され，さらにそこで使ったプレゼン

テーション・ツールの資料が同期している。

すなわち話の内容が次に進むと，自動的に資

料の内容も次ページになるという形態で作ら

れている。これはまさに教室の講義と黒板に

相当するものである。それに質疑応答やテス

ト，あるいは課題提出といった機能を付加さ

れることによって双方向性が確保されている。

方，教材型は授業のシラバス，教科書，

参考文献，レポート課題などの教材がウェブ

に載ったものである。そこから各種のリンク

が貼ってあり，参考文献を入手したり，使用

されたデータの出典に辿り着くことができる

ようなシステム構成になっている。これに質

疑応答やディスカッション，テストや課題提

出の機能が付加されていれば，双方向性が確

保されているとみなすことができるのである。

いずれの方式の ラーニングを導入するに

しても，学習の目的や学習者の分散度などを

考慮して，最適な方式を採用することが重要

となる。

． ラーニング導入のメリット

次に， ラーニングの導入のメリットにつ

いて考えてみよう。 ラーニングの特性を表

すキーワードとして，「いつでも」，「どこで

も」，「だれでも」（“ ”，“ ”，

“ ”）という言葉がよく用いられる。

ラーニングには前項で見たように様々な

タイプがあるが，インターネットを使った

ベースの学習のメリットには，以下の

ようなものがあげられる。

時間と場所の制約がない。

大学教育と ラーニング

メール，掲示板，学習管理機能，教材作成機能などを活用する。

以外の ラーニング テレビ電話，テレビ会議，放送，衛星通信によって配信する。

ブレンディング 従来型の教室授業と ラーニングとを組み合わせた授業形態

図表 ラーニングの代表的な形態

出典： ラーニング白書 年版 先進学習基盤協議会（ ）オーム社



教室（空間の制約）や講義スケジュール

（時間の制約）を意識しなくても，情報機

器を利用して好きな時間に好きな場所で学

習ができる。

個別学習に適する。

個々人のニーズに合った専用コースを選択

でき，個々の学習ペースや理解度に応じた

学習ができる。

教材の選択範囲が大きい。

ネットワーク上の様々な関連情報をすぐに

参照，検索できる。

コンテンツの更新が容易で最新情報が学べ

る。

学習履歴が保存できる。

学習者の学習履歴が管理サーバーに蓄積さ

れていくので，指導者はそれを見て適切な

指導を行うことが可能である。また，学習

者は自分自身の進度を確認することができ

る。

双方向性を有する。

メールなどを使って，学習者と学習管理者，

学習者間でのやりとりができる。

これらのメリット以外にも，導入する現場

にとってはコスト面からもメリットがある。

例えば「シスコ技術者認定」等の認定資格を

取るための研修では，従来の教室方式では

人当たりの費用に加え，教室，インストラク

ターなどの費用がかかるが， ラーニングで

あればこれらのコストを削減することができ

る。

また，学習者にとっても通学費用など学習

に伴って発生する間接費用の負担が軽減され

るため，学習に必要な費用の総額を抑えるこ

とができる。

このように ラーニングは導入側にも学習

者側にも双方にメリットがあると考えられて

いる。

．日本の大学における 化と ラー

ニングの現状と課題

次に，大学の 化の現状や ラーニング

の導入をめぐって，大学の中でどのようなこ

とが起こっているのかについて，いくつかの

段階（次元）に沿って，様々な観点から分析

を行うことにする。

．大学教育の 化と ラーニング：

「進む 化」と「進まぬ ラーニン

グ」

冒頭でも紹介した通り，各種の調査結果か

ら高等教育機関においては ラーニングの導

入が進行していることは確かである。

吉田（ ） らは，大学における の

浸透度合いを分析するために 化の段階を

以下の つの次元に分けている。

を利用して大学の教育活動全般を効率

化する次元

教育活動を部分的に，あるいは，教育に必

要とする教材を によって配信する次元

教室の授業内容を で配信する次元

そこで，本稿でもこの つの次元に沿って，

現在の大学の 化や ラーニングの導入状

況をみていこう。

まず， の大学の教育活動全般を効率化す

る 化の次元については，電子メールや電

子掲示板を利用して事務連絡や学生からのレ

ポート提出，さらに授業への質問受付など，

大学ではすでに日常的に行われている。また，

「パソコンを使ったプレゼンテーション」や

「授業内容のウェブへの掲載」などについて

も大学教育の中では 般的に実施されている。

しかし，これらは，いずれも授業そのもので

はなく，授業周辺でそれを補完・強化する機

能を持った利用形態である。このような効率

化につながる 利用は，授業内容の特性と
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は直接の関係がないため，大学組織全体とし

て有効に利用されていると考えることができ

る。

方， の次元の による教育内容の配

信については，衛星通信や地上系通信を用い

た教育においては最近減少傾向にある。逆に

インターネットを利用した教育は，冒頭でも

述べたように増加する傾向にある。この傾向

は「同期双方向」から「非同期双方向」への

移行が進行していると考えることができる。

大学では同期双方向の衛星通信や地上系通信

は教員や学生の研究会，教職員の会議などに

利用されるケースが多い。他方，非同期のイ

ンターネットは，語学学習や補習教育に多く

利用されるという棲み分けが生じている。こ

れは相手の顔の表情を見て議論を重ねること

が重要な意味を持つ研究会や会議にはテレビ

会議システムが有効であるのに対して，個人

の状況に合わせて学習が進められる語学教育

や補習教育には，予め作成された教材をオン

デマンドで学習できるインターネットが向い

ているためである。

次に， の による授業配信については，

メディア教育開発センターの報告書（ 年

度）によれば，大学の学部・研究科単位では

大学全体の ％が現在実施している。また，

ラーニング実施学部・研究科の全学部・研

究科に対する割合を 年前と比較すると，

％から ％へと 倍にも増加している。

さらに， ラーニングにより単位認定を行う

授業がある大学の学部・研究科の割合は

％であった。 年前の同様な調査（

年度は ％）から比べると約 倍近く増加

している。 方，現在 ラーニングを実施し

ているが単位認定を行っていない機関に対し

て，単位認定の可能性について聞いたところ，

「 ラーニングによる授業の単位認定を予定

している」と「単位認定を検討している」を

合わせても，学部・研究科全体の ％とい

う低い割合であった。さらに， ラーニング

を導入している分野をみると，「外国語学」

（ 件），「コンピュータ（情報リテラ

シー）」（ 件），「情報学」（ 件）の特定

の 分野だけが突出していることがわかった。

この 分野の「単位認定実施率」（ ラーニ

ングを導入している機関数に対する ラーニ

ングによる単位認定を行っている機関数の割

合）をみると，「外国語学」が ％，「コン

ピュータ（情報リテラシー）」が ％，「情

報学」が ％となっていて， ラーニング

の導入が進んでいると言われる 分野の授業

でさえも，単位認定が行われる授業は少ない

ことがわかった。このことから， ラーニン

グは対面授業に対して「補完的機能」を果た

していると考えることができる。

以上の分析結果から，インターネットによ

る大学の 化の つの次元は，それぞれの

次元の間に大きなギャップがあることがわ

かった。第 の次元である大学教育全般に関

わる 化は現在かなり進展しているが，教

育内容や授業を配信するといった大学教育に

直接的に関わる第 ，第 の次元に関しては，

必ずしも ラーニングの導入が進行している

とは言いがたい状況である。したがって，大

学教育における ラーニングの導入状況は，

まさに「進む 化」と「進まぬ ラーニン

グ」という現象が大学の中で起こっていると

言えるのである。

．大学の教育現場からみた「進まぬ

ラーニング」の原因

では，なぜ「進まぬ ラーニング」現象が

起きるのであろうか。その原因について以下

探ってみたい。

原因を考察する際には様々な観点からの分

析を行うことができるが，ここでは「教員意

識」，「コンテンツ」，「大学組織」の つの観

点に絞って考察を行う。

第 には，教員の無理解や協力体制の欠如

といった教員の意識の問題が挙げられる 。
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大学教員は自分の講義がビデオ録画され，不

特定多数の人間に視聴されるという事態に慣

れていない。さらに資料作成などの余分な労

力がかかることになれば， ラーニングを

使った授業配信に対して拒否反応を示す教員

が多いのは当然かもしれない。このため，

ラーニング先進校では，できるだけ教員の負

担をかけないように講義資料の作成を必ずし

も要求せず，黒板に書いた文字を直接撮影す

るなどの工夫を行っている。

第 に，コンテンツの作成支援に関する問

題が挙げられる。コンテンツの質を保証して

いくためには，専門的な知識とスキルを持っ

たインストラクション・デザイナーの存在は

欠かせない。

これまで大学教員は，当たり前のように学

習課程の全てを担っていた。しかし， ラー

ニングの導入によって，教員が 人で行って

いた仕事を分化することが必要になってきた。

具体的には「教材内容の構成」，「知識の提

供」，「教材の ラーニング化」，「評価」の

点の作業に分化することが可能である。まず

何を教えるべきか，それをどのように構成し

ていくかという知識分野は教員が決めざるを

得ない。次に，その知識を ラーニングとし

て構築する人が必要である。これを担うのが

インストラクション・デザイナーである。欧

米では教材開発をチームで行うという思想は

既に浸透しており，教材の ラーニング化を

担うインストラクション・デザイナーという

職種に対しては，確固とした地位が与えられ

ている。日本でも今後は ラーニングの導入

拡大に伴って，インストラクション・デザイ

ナーを養成する学校も設置されるかもしれな

い。しかし，現在の大学運営の中でこれらの

人材を確保することは容易なことではない。

日本の大学では現在第 世代のパイオニアが

先導して ラーニングを推進しているが，こ

のような属人的な手法は早晩行き詰まる可能

性が高い。なぜなら ラーニングは教員，イ

ンストラクション・デザイナー，さらにはそ

の間を繋ぐ多くの支援者たちの連携・協力に

よって初めて安定的かつ継続的に運営される

ものである。したがって ラーニングが着実

に大学教育に根付いていくためには，大学全

体としての組織的な取り組みが求められるの

である。

第 に，大学全体の 化やそのための学

内体制の構築という観点が弱いといった問題

点が挙げられる。実践としての ラーニング

が定着していくためには，組織の人的構成や

意思決定過程などを再考する必要がある。こ

れは大学の経営戦略と深く結びつく問題であ

る。経営戦略の 環として ラーニング教育

の推進を学内ポリシーとして位置付けている

大学は比較的にスムーズに ラーニングの導

入を図ることができる。このことは先進校の

事例からも明らかである。例えば，米国のメ

ロー（ ）というコンソーシアムは，

高等教育機関の授業で利用された教材をデー

タベース化する試みを行っている。誰でも公

開申請すれば，自分の授業を ラーニング化

することができる。また，マサチューセッツ

工科大学では，講義で利用された教材が無償

でネット上に公開されており現在では ほ

どの講義がネット上で公開され，視聴するこ

とができる。さらに今後は全ての講義に拡大

していく計画を立てている。

日本の大学教育では，これまで学生との対

面授業を中心とした教育がメインであったが，

米国の大学のように蓄積した知識は学外の人

たちとも共有することが可能である。授業の

質を上げるためにも， を利用した情報共

有や公開研究に取り組むと伴に，それを必要

とする教育環境を整えていくことが日本の大

学教育にも必要であると考えられる。

このように ラーニングの導入を推進する

ことは， ラーニングシステムの構築といっ

た問題だけでなく，大学における教育や経営

をどのように改善していくのかといった根本
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的な問題を抱えているのである。

以上のように，本格的に ラーニングを大

学教育に導入する際には解決しなければなら

ない課題が多く存在するのである。

．海外の大学における ラーニング事

情

ここではまず， ラーニングがどのように

発展してきたのかを見るととともに，米国を

中心とした ラーニング先進国の大学で

ラーニングがどのように導入されてきたのか

を概観する。また， ラーニング開発をめぐ

る各種関連企業の動向も紹介する。さらに，

ラーニング先進国である米国がなぜ ラー

ニングの導入が進んだのかについても改めて

考えてみたい。

． ラーニング発展史

ラーニングの歴史は， （

）から発展してきたと言わ

れている。 年代から始まった は，

何度かのブームを経て，企業における

（ ），さらにネット

の時代の （ ）へと

発展してきた。現在はより概念を発展させ，

ラーニングとなっている。

米国から普及した ラーニングは，まず

が米国国内の企業ユーザー向け，すな

わち 企業内での情報技術者の教育・訓練

のために利用され，普及していった。そして，

ラーニングは瞬く間にグローバル企業の競

争基盤強化の有力な武器となっていった。

また，米国の ラーニングは多数の有力ベ

ンチャー企業の間で，激しい競争が展開され

ながら発展してきた。しかし，ネットバブル

崩壊後は吸収合併や経営者の交代も激しくな

り，有力企業間の再編が目まぐるしい状況に

なっている。

日本においては，グローバル企業から

ラーニングの導入が始まった。米国のグロー

バル企業経営者が ラーニングを知的競争力

の基盤強化のための決定的な武器として活用

したことを，日本のグローバル企業経営者は

熟知していたからである。経営トップからの

強い指示で，早くから ラーニング導入に動

いた企業も少なくない。

．海外の大学における ラーニングの状

況

では以下， ラーニングを活用した高等教

育を行っている欧米先進国の代表的な大学を

紹介する。

．オープン大学

オープン大学は英国の中部に位置し，

年設立の英国最大の大学である。また，イギ

リス国内で唯 ，通信教育に最も力を入れて

きた大学で 年以上の実績を持っている。

オープン大学の抱える総学生は 万人弱とか

なり大規模で，全学生の約 ％がフルタイム

で働いている社会人である。 才以上であれ

ば誰でも入れることや，多くの障害を持つ学

生を受け入れていることに見られるように，

オープン大学はその名の通り，学びたいと思

う全ての人に大学教育の機会を与えるオープ

ンな大学であり，平等に高等教育を提供する

ことで，彼らの潜在能力を引き出すという使

命を持っている。

同校では英国 放送で放送教育プログ

ラムを提供している。放送教育プログラムを

サポートするウェブサイトも開設されており，

番組表や科目の紹介や放映したプログラムの

ビデオも販売している。日本の放送大学と同

様な取り組みを行っている。また，登校が義

務付けられているフルタイムのコースもある。

創立以来同校で学士の学位を取得した者は総

数 万人に及ぶ。 年現在，約 万人がオ

ンラインネットラーニングを受講している。

英国内や欧州域内に多数の地域施設や提携施
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設を持ち，それらの施設近くの受講生をス

クーリングさせるコースも提供している。

．アサバスカ大学

カナダのアサバスカ大学はカナダのアル

バータ州にあり，アサバスカ政府の法令に

よって完全に認可された大学である。

カナダでは最大の ラーニングの大学で，

以外の学士や修士の学位も ラーニン

グで取得することができる。 年から世界

最初のネットラーニングコースを約 ，

名の学生に対して提供している。

講義も様々なラーニングメソッド，すなわ

ちプリントやメール，インターネット，ビデ

オ，テレビ会議，掲示板などのアプリケー

ションを使用して，講義やディスカッション

を実施している。このように ラーニングの

メソッドを多く準備しているので，自分に

あった形を選ぶことができるようになってい

る。

学生に対しては，教授やチューター，アド

バイザー，サービス機関からのメール配信な

どでサポートを行っている。

アサバスカ大学では， や

は特に必要ない。授業料は カナダドル

で，日本円に換算すると，約 万円（ カ

ナダドル 円）である。

同校は ラーニングの利点を生かし，アル

ゼンチン・オーストラリア・カンボジア・フ

ランス・香港・ポルトガル・ロシア・サウジ

アラビア・米国など世界中から受講生を集め

ている。

通常は 年半から 年の間に単位を取得し

て学位を取ることができる。週末 回と，夏

に 週間のスクーリングが要求されている。

夏のスクーリングはカナダ・米国・メキシコ

で行われる。受講生の多くは， 週間に

時間勉強することが想定されている。 科

目は 週間で完結する。 ラーニングを用い

ることで，専任のスタッフを多数そろえる必

要はなく，代わりに多数の非常勤講師を活用

している。 ラーニングコースでは 人の専

任教員に対し，約 名の非常勤講師がいる。

このコースは， （ビジネス教育の国

際的評価機関）が実施するパートタイム修士

学生を対象とする学生の満足度ベンチマーク

テストで，北米 大学のトップになったこと

がある。

．ジョーンズ国際大学

米国コロラド州デンバーにあるジョーンズ

国際大学は「ウェブ大学」とも呼ばれている。

同校は 年に地域認定機関（ ）に

より，正式に大学として認可された最初の完

全オンラインの大学である。

アクレディテーション（認可）は

から取っている。

はアメリカ

の認可機関 の

メンバーとなっている。オンラインのみの大

学なので，インターネットやストリーミング

などで講義を配信して，ディスカッションや

グループワークはメールか電子掲示板で行う

ようになっている。また，「

」という電子図書館もある。この電

子図書館は 時間いつでも利用することがで

きるようになっている。この大学に入学する

ためには，英語が母国語でない場合は

点以上か コースの修了証など

の英語力が必要とされている。

同校では，教員を科目専門家と指導教員の

つの階層に分業している。科目専門家はそ

の分野で権威ある他大学の教授（博士）など

で構成される非常勤のチームである。彼らは

カリキュラムや科目シラバス（授業のねら

い・講義予定・参考文献などの詳細を授業科

目ごとに体系的に編集した授業計画）を作成

し，教育内容や教育方法を設計する。指導教

員は科目専門家の設計したシラバスや教育内

容・方法の設計に基づいて，実際に受講生の
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指導に当たる。指導教員のほとんどは若い非

常勤の教員で修士学位の保持者である。彼ら

の多くは別に仕事があり，受講生の多くが仕

事の合間に勉強しているのと同様に，仕事の

合間に指導している。

．スタンフォード大学

米国のスタンフォード大学は工学やコン

ピュータ科学分野で 年以上も通信教育を提

供してきた実績を持つ の認定大学で

ある。スタンフォード大学工学部は 年に

月にスタンフォード職業開発センター

（ ）

を開設し， ラーニングの提供を始めた。

基本構成は オンデマンドの講義ビデオの

視聴， 電子掲示板によるフリーディスカッ

ションから成る。なお，電子掲示板は全ての

講義ではなく，全授業の ％となっている。

また， の授業割合も 年

度の ％から 年度には ％に上がってい

る。現在は，毎学期 の授業を対象に年間

万時間の講議が配信されている。 の受

講者は年間 名に達する。

受講生は職場や家庭から電話回線や光回線

でネットにアクセスする。マイクロソフト社

の （ビデオファイルをダウンロー

ドしながら再生が可能なストリーミング技

術）を使用してリアルタイムあるいは

時間遅れで により講義を受講する。

．米国における ラーニング関連企業

米国では ラーニング関連企業の設立が盛

んである。これを設立するのは教育サービス

ベンチャー企業や大学である。 ラーニング

関連企業には，「 ラーニングプログラムを

提供する企業」，「 ラーニング関連のコンサ

ルティングをする企業」，「 ラーニング用コ

ンテンツを作成する企業」が含まれている。

これらはいずれも社会人教育市場と高等教育

を中心とした 般教育市場をターゲットとし

て活動している。これらのうち ラーニング

プログラム提供企業は各種有名大学と提携し，

教材や教育プログラムの提供を受けて，顧客

企業に社内教育用プログラムとして ラーニ

ングサービスを提供している。

また，企業は ラーニングを創設して

ラーニング事業に参入する。彼らは既存の学

問体系や学術研究のニーズにとらわれない実

務的な知識の提供を強みとしている。

方，既存大学は今までの社会人教育や通

信教育の実績や教育カリキュラムが揃ってい

ることを武器に，学内で開発した教育プログ

ラムや教材を 般企業に販売する窓口として

ラーニングサービス提供会社を設立してい

る。ここを通じて，教育サービスベンチャー

企業に教育プログラムや教材を提供するだけ

でなく，顧客企業に対して直接，提供するこ

とも行っている。

以下，米国において有名な ラーニング関

連企業を紹介する。

． 社

米国には ラーニングをビジネスとして推

進している企業が多数ある。 社はイ

ンターネット教育企業の つである。この会

社の目的は教育機会を世界中の人々に提供す

ることである。急速に進歩する社会が必要と

する人的資本（知識や技能）を継続的に育成

するサービスを，インターネットを通じ，世

界中の人々に提供している。主たる顧客は

般企業の人事・教育部門である。企業の社員

研修コースを主に，受講者あたり ドルか

らの費用で提供している。

同社はコロンビア大学・スタンフォード大

学・シカゴ大学・カーネギーメロン大学・ロ

ンドン大学経済学部と提携して問題解決型学

習コンテンツを開発し，「カーディーン大学」

という名前で， 年夏からサービスを開始

している。例えばコロンビア大学は教材開発

協力を見返りに， 社から利益の ％
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を取得している。これによって，コロンビア

大学はこの事業から 万ドルの収入を得

ることができる。

上記の 流大学経営学部で 学期 科

目を履修すると， ドル程度の授業料が

必要であるが，カーディーン大学はその 割

の授業料で受講生を募集している。

カーディーン大学の事例は，企業が自前で

教育内容を用意しなくても，大学を設立する

ことができることを教えてくれる。

同校は実は単位そのものも発行しない。大

学という名前を冠していても，その大学独自

の教育が行われているわけでなく，他の教育

機関で行われている教育を，自機関を通じて

提供するといったブローカー的な機能を持つ

大学なのである。しかし，企業と契約を結ん

で社員の教育・訓練に有名なビジネス・ス

クールの講義が利用されることを考えると，

それで 分なのかもしれない。

カーディーン大学では， ラーニングで不

足しがちな社会的・人的交流を補う技術も提

供している。受講生のパソコンにデジタルビ

デオカメラを付け，高速ビデオ回線でリアル

タイム会議ができるようになっている。また，

受講生の情報交換の様子を追跡するソフトを

開発し，個々の受講生をきめ細かく支援する

と共に，疎外感を持たせないように工夫して

いる。 社ではコンテンツ開発のため

に 人の教育・情報技術専門家を擁してい

る。

．ユニバーシティ・アクセス

ユニバーシティ・アクセス社は経営学部・

大学院をオンラインで提供するベンチャー企

業である。 年に創立され， 年 月か

ら学生を募集し， の大学・大学院・企業

に属する 名以上の受講生に教育サービ

スを提供している（ 年現在）。

同社は と連携してオンライン

ニュースを刊行している。また，米国の大手

出版社であるマクグロウヒル社とも提携し，

教材開発を行っている。

．オンラインラーニングネット社

オンラインラーニングネット社（ ）は

米国のカリフォルニア州立大学ロサンゼルス

校（ ）が設立した ラーニングサービ

ス企業である。元来は同校の社会人教育用ビ

デオ教材を販売していた家庭教育ネットワー

ク社を改組したものである。

同社は 年にサービスを開始した。当初

は 人の受講生であったが， 年の時点で

カ国から 人が ラーニングに参加し

ている。スクーリングはなく，すべてオンラ

インでどこからでも参加可能である。

受講生は教員が指定する教材をオンライン

あるいは指定教科書で読み，メーリングリス

トで同級生と議論してコミュニケーションを

図りながら，共同プロジェクトを実施して勉

強する。同社が提供する教育プログラムの内

容は の社会人コースのものと同様で

あり，同じシラバスに基づいて提供されてい

る。

同社は多数の民間企業にもコースを提供し

ている。同社は のネットラーニング

プログラムを民間に提供する窓口として機能

していると言える。例えば 社の学

習ネットワークであるヴァーチャルアカデ

ミーにも提供しているのである。

． オンライン社

オンライン社はニューヨーク大学が

万ドルを出資して設立したネットラーニ

ングサービス提供企業である。同社は同大学

の生涯教育学部の経験を元に， ラーニング

サービスを提供している。同社の目的の つ

は，企業の社内教育向け ラーニングサービ

スを提供することである。顧客企業に対して

コンサルティングを行い，不足するカリキュ
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ラムやコンテンツを提供することで企業内大

学の開設を支援する。

．デジタルシンク社

米国サンフランシスコにあるデジタルシン

ク社は ラーニングを設計・開発・配給する

企業である。同社は情報技術者向けコースを

多数提供している。費用は ドルを中心に，

ドルから ドル程度まである。フェニッ

クス大学と提携し，同大学と単位互換になる

コースも用意している。

．米国で ラーニングが普及した理由

ここでは少し視点を変えて，なぜ，米国の

大学において， ラーニング教育の導入が盛

んであるのかについて，今 度その背景を

探ってみたい。

米国では，平日の日中は働き，夜と週末は

勉強するという働きながら高等教育を受ける

パートタイムの学生が，特に経営修士課程や

博士課程において多く在籍している。勤務地

から離れることができないこのような学生に

とっては， ラーニングはまたとない機会で

あり，自宅に居ながらにして勉強の大部分が

できるため，家庭と勉強の両立も容易である。

ラーニング先進国の米国では，博士課程の

教育においても ラーニングの利用が行なわ

れている。

このように米国の ラーニングは，「遠隔

教育」の延長上で実施されてきたと言える。

実は米国の大学生の約 割が 歳以上の学生

で占められ，さらに遠隔教育で学習している

学生のかなりの割合が社会人である。彼らは

仕事や家庭を持ちながら，パートタイム学生

として大学に通って学位を取り直すのである

が，通学が困難であれば遠隔教育を利用する

しかない。このように米国の大学生は， 歳

から 歳のフルタイム学生がほとんどである

日本の大学とはかなり異なった教育環境に置

かれているのである。社会人学生が多いとい

う事情から米国の高等教育機関の約 割が遠

隔教育を実施している。また，遠隔教育のコー

スに在籍している学生は の調査では

年時点で約 万人にも達しているので

ある。

また， ラーニングの配信形態としては教

材型が利用されるケースが多い。これは非同

期でいつでも，どこでも学習することができ

るという教材型の特徴が社会人学生の学習形

態に適しているからである。

． ラーニングは大学における対面教

育を変化させ得るか

前項までは日本の大学における 化の状

況や ラーニング導入をめぐる様々な課題を

考察してきた。また，米国を中心とした海外

の大学における ラーニング導入状況や

ラーニング関連企業の動向，さらには米国の

大学で ラーニングが積極的に導入されてい

る背景についても併せて検討してきた。これ

らの分析結果を踏まえて，日本の大学教育に

適した ラーニング，すなわち「日本型 ラー

ニング」とはどんな形態であるのかについて，

ここでは考えてみたい。

．大学における「日本型 ラーニング」

とその特徴

はじめに，日本の大学で多く採用されてい

る ラーニングの特徴とその背景について今

度考えてみよう。

日本の大学に導入されている ラーニング

の特徴の つは，教室の講義をビデオ・スト

リーミングで配信する講義型の ラーニング

が主流となっている。

では，なぜ，講義型が多いのであろうか。

その理由を考えてみる。

第 の理由として考えられることは，それ

が最も簡便でコストをかけない方法だからで

ある。録画した講義をインターネットにアッ
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プロードするシステムさえ構築できれば，あ

とは講義を録画すれば ラーニング授業を作

成することが可能である。

開発コストに関わる問題について， ラー

ニング先進国の米国の大学がどのようにこれ

までに対処してきたかをここで少し紹介する。

前述したニューヨーク大学では ラーニン

グ・コースの開発コストが掛かり過ぎ，それ

を授業料だけで回収することは容易ではない

と判断して， 年秋に前述した「 オ

ンライン」という企業組織を大学の子会社と

いう形で設立した。会計学，情報技術，マー

ケッティング，看護学などの領域の ラーニ

ング・コースを開発し，ビジネスマンの職業

訓練用に配信している。実は，これらの ラー

ニング・コースの開発にかかる費用は大学が

自前で調達したのではなく， ラーニング・

コースを制作する「クリック ラーン」とい

う企業との提携によって開発費用の負担分散

を図っている。クリック ラーンはソフト

ウェアと技術援助を提供し，ニューヨーク大

学の教員はコースの内容を担当するという役

割分担の上に， オンラインという会社

は設立されたのである。ニューヨーク大学は

知的資源をスムーズに ラーニング化すると

ともに，開発コストを軽減する上で，こうし

た企業との連携を図ることは欠くことができ

なかったのである。また，クリック ラーン

社側にとってもニューヨーク大学というブラ

ンドがあることで，企業イメージが上昇し，

自社製品に対する信頼度も高くなるという互

恵関係が，大学がベンチャー企業と共同で

ラーニング会社を設立することを支えていた

のである。

このように ラーニング開発に掛かる費用

を軽減することは ラーニング導入を推進す

るためには欠かせない要素である。

第 の理由としては，キャンパスを持つ大

学がフルタイムの学生を対象に ラーニング

を実施するという状況の下では，教室とは異

なった教材を利用した自学自習方式，いわゆ

る教材型による遠隔教育を実施するという発

想はあまりなかったものと考えられる。また，

これに関連して教員に代わって教員の持つ教

育内容をウェブに効果的に再現する専門家で

あるインストラクション・デザイナーなどの

スペシャリストが大学にあまり存在していな

かったことも原因となっている。

さらに，第 の理由としてはブロードバン

ド環境が整備され，音声や映像を取り入れる

ことが容易になったことが挙げられる。

年代後半から ラーニングの導入が始まった

米国では回線の関係（電話回線が主な通信手

段）で，テキストを中心とした教材型を構築

せざるを得なかった。しかし，日本は ラー

ニングの開始時期が遅れたため，かえってそ

うした過程を経ることなくビデオ・ストリー

ミングによる講義型 ラーニングでの配信が

可能となったのである。

日本の大学における ラーニングの特徴の

つ目は，全ての授業をオンラインで実施す

るのではなく，対面授業との組み合わせによ

る，いわゆる「ブレンデッド・ラーニング

（ ）」が ラーニングの授業

形態として多く採用されていることである。

また，この授業形態では ラーニングは対面

授業の補完的な役割，すなわち学生の授業の

予習や復習，レポート提出など自学自習を支

援するシステムとして利用されているケース

が多い。メディア教育開発センターの調査

（ 年度）でも ラーニングを導入してい

ると回答した大学のうち，「対面授業と ラー

ニングのブレンド型の授業を行っている」と

回答した大学は ％にも上っている。この

ように，日本の大学では ラーニングによる

授業形態としてはブレンデッド・ラーニング

が主流となっているのである。 ラーニング

は対面教育と比べても，その教育効果には差

がないという研究成果もあり ，ブレンデッ

ド・ラーニングを ラーニングの つの運用
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形態として位置付けてもよいのではないかと

思われる。

そこで，上記のような日本における ラー

ニングの特徴や背景を踏まえて，「日本型

ラーニング」を次のように定義してみたい。

すなわち，日本型 ラーニングとは，対面授

業と講義型 ラーニングとの組み合わせによ

るブレンデッド・ラーニングを主な授業形態

とする。教室での対面授業と ラーニングに

よる教室外の受講を併用することによって，

対面授業を補完し，単位認定を行っていくと

いう授業形態である。

次に，この日本型 ラーニングの主流と

なっているブレンデッド・ラーニングの教育

効果について検討してみよう。

．ブレンデッド・ラーニングの教育効果

アメリカにおける研究では対面授業と

ラーニングとでは教育効果に差がないという

報告が複数ある 。しかし， ラーニングの

教育効果に対しては疑問視する意見も未だに

多くあるのも事実である。そこで ラーニン

グの教育効果について最近の研究成果をここ

で紹介する。

北川ら （ ）は，スタジオで教員の授

業を撮影したオンデマンド化した授業 （以

下 ）と対面授業の両方を用意し，講義

ごとに各回学生にどちらの授業を受講するか

を自由に選択させた。そして，学生の受講動

向や期末テスト等の成績との関係について，

受講形態ごとに分析した。その結果，以下の

ような現象が明らかになった。

．アクセスログからの分析

のアクセスログの分析結果から図表

のように， 回目以降 受講者が増え，

回目では 以上になるが，最終回に近づ

くにつれて，少しずつ減少していく傾向が明

らかになった。この原因について北川らは，

回目は大学の公式な授業評価アンケートを

実施することや定期試験への情報を得ようと，

最終回は対面授業に出てきた学生が多かった

のではないかと分析している。このように，

普段の授業時は対面授業と のどちらか

の授業形態を自分の都合に合わせて選択する

が，試験の範囲や傾向などを直接教員から聞

きたいことがあれば対面授業で受講するので

はないかと考えられる。したがって学生は

受講の使い方を自分の都合に合わせて

受講を選択しているものと考えられる。

図表 対面授業と との出席の割合の変化
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図表 刻み対面率ごとの平均点

また，アクセルログの分析から課題提出期

限間際の での受講が多くなることも明

らかになった。これは での講義は受講

できる時間が自由という安心感を与えている

反面，制約がないことが制限時間間際での

での受講が多くなる原因であると分析

している。

．成績との関係

次に，成績と受講形態との関係をみてみよ

う。図表 の横軸は対面率（対面出席回数／

全出席回数），縦軸は平均点を表している。

そして，棒グラフは ごとにグループ化し

たそれぞれのグループ内の得点の平均点を表

している。

このグラフから得点は両端と中央が高いこ

とがわかる。すなわち，対面授業と 受

講のいずれも多くの回数を受講した学生とほ

ぼ半々受講した学生が，成績が良い傾向にあ

ることを示している。つまり， で受講

したからといって成績が悪い結果にならない

ことや，ブレンデッド・ラーニングは対面授

業と比べて，成績に関しては差がないことを

明らかにしているのである。

以上のように対面授業と ラーニングとを

併用するブレンデッド・ラーニングは受講者

にとっては，それぞれの教育方法の特長を活

かした受講形態を選択できるため，従来の教

室での 斉授業による受動的な学習より，学

生が自分から自主的に学ぼうとする能動的な

学習機会を増やす結果になった。また，学業

成績との関係をみても，ブレンデッド・ラー

ニングによる教育効果は，対面授業と比べて

も大きな差がないことがわかった。さらに，

ブレンデッド・ラーニングは対面授業の予習，

復習，課題学習などに役立ち，対面授業の補

完的役割を果たしていることが北川らの研究

から明らかになったのである。

．日本型 ラーニングは大学教育を変容

し得るのか

ここでは，本論文のテーマの つになって

いる日本型 ラーニングが大学教育を変容し

うるのかどうかについて検討してみたい。

今までみてきたように，大学の現場では

ラーニング導入に障害となる要因がまだ多く

存在する。しかし， ラーニングの導入は語

学教育や情報教育といった知識やスキルの修

得を主な教育目的とする分野では，今まで以

上に ラーニングによる学習が進むものと考

えられる。山口大学でも， 年度から

対策用の授業において，対面授業と

ともに，課題学習やヒアリング演習で ラー

ニングが利用されている。このような特定分
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野ではますます対面授業と ラーニングを併

用したブレンデッド・ラーニングが導入され

ていくものと考えられる。

方，それ以外の分野においては，日本型

ラーニングの導入によって，学問内容その

ものを変容させるというよりは，むしろ教育

方法に変化をもたらすのではないかと考えて

いる。大学教育では教員の 斉授業による受

動的な授業形態から，学生参加による能動的

な授業への変換を大学教育では強く求められ

ているが，実際には大学教員は知識伝達型の

斉授業を志向する傾向が強い。しかし，ブ

レンデッド・ラーニングを主体とする日本型

ラーニングの導入によって，学生が教室外

で授業を視聴し，授業の予習，復習，課題研

究等に活用することによって，学生自らが主

体的に学ぼうとする能動的な学習が促進され

る可能性が高い。その結果，学生の対面授業

に対する学習意欲や関心が高まり，教育内容

に対する理解度や定着度が促進される可能性

が高い。

このように，日本型 ラーニングの導入に

よって大学での「学び」の方法が，知識コピー

型の受動的学習から知識探究型の能動的学習

へと変容していく可能性を持っているのであ

る。

．日本型 ラーニングの行方

では将来，日本型 ラーニングはどうなっ

ていくのであろうか。

この問題を考えるには，まず教育需要の動

向について考えていかなければならないであ

ろう。すなわち，今まで日本の高等教育では

フルタイムの学生を対象にしてきたが，今後

は「いつでも，どこでも」という学習形態に

メリットを感じる「社会人大学生（有職成人）」

の動向が重要になってくるだろう。 歳人口

の急激な減少や雇用形態の終身雇用から能力

主義への移行，さらに生涯学習社会の到来な

ど大学を取り巻く社会環境は大きく変化して

いる。このような状況の中で高等教育レベル

の教育を求める層がいったい今後どれだけ増

加するのかということが ラーニングの拡

大・発展にとって重要な要素になると考えら

れる。

また， ラーニングのコストについての問

題がある。これは大学の経営上避けて通れな

い問題である。コストにはシステム購入のた

めの初期投資だけでなく，メンテナンス費用

や更新費用も含まれる。さらに，そのために

配置する人員の人件費なども含まれる。米国

の大学では 年代後半より ラーニングにか

かる費用が教育費を圧迫し始めた。このため，

前述したように大学自らが営利企業を小会社

として設立したり， ラーニング制作会社や

グローバルな出版会社などと提携するなどの

様々な方法を講じて ラーニング運営に関わ

るコストの軽減に取り組んで来ている。日本

でも現在の大学の厳しい財政状況を考えると，

コスト面の制約が ラーニングの導入や拡大

を規定する つの要素になるであろうと考え

られる。したがって，米国の大学のように日

本の大学も持っている知的資源をビジネスマ

ンや 般社会人に対して， ラーニングを通

じて魅力のある教育コースや教材を提供する

ことができるかどうかが ラーニングの発展

のキーになるであろう。

最後に教育効果についての問題がある。教

育効果に関しては，コストに対する効果と対

面授業と比較しての効果の両方の意味を持っ

ている。 ラーニングに掛けた様々なコスト

に対する見返りとして，教育上の効果として

表われることを教育では強く求められる。米

国の場合には ラーニングは遠隔授業の延長

上で始まったことは前に述べた。遠隔教育は

今まで教室での教育機会を享受できなかった

層（社会人等）を対象にしているため， ラー

ニングによってさらに教育機会が拡大したと

なれば，それだけで 定の効果が上げられた

とみなされる。しかし，日本の大学のように
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歳から 歳のフルタイム学生を対象に対面

授業を行うことが基本となっている大学教育

においては， ラーニングは対面授業と同等

の教育効果を求められ，その基準は厳しいも

のにならざるを得ない。

以上のように，「有職成人」，「費用（開発

コスト等）」，「教育効果」等の課題を つず

つクリアした先に， ラーニング導入の成功

や発展が待っているのかもしれない。

．おわりに

大学教育は現在，大きな転換点を迎えてい

る。少子化や学力低下など先進国に共通して

みられる現象に対して，大学がどのように対

応していくのかは，個々の大学の問題という

よりも，世界的なレベルの問題である。特に

インターネットなどの 化の進展に伴って，

国際レベルでの大学間競争が進展しつつあり，

各大学の差別化により特徴を明確にする必要

に迫られていると言ってよい。

しかし， 環境の整備が進む中で，従来

のネットワーク環境の整備等のハード面の差

異は大学間で見られなくなりつつあり，問題

はむしろ大学が持つ知的資産や教育コンテン

ツなどのソフト面での問題に焦点が移りつつ

ある。

教育コンテンツの中の つである教材は，

学生個々の知識レベルがこれまでの教育環境

や主体性によってかなり異なる上に，最近で

は社会人教育や生涯学習教育が普及するにつ

れて，学習者の年齢層や主体性の度合いがよ

り拡大するとともに，教育に対するニーズも

幅広く，かつ多様化している。こうした学生

の能力格差の拡大やニーズの多様性に対応す

るためには，教育形態そのものも変化せざる

を得ない状況にある。これらの課題に対する

解決策の つの可能性として，今回研究テー

マに取り上げた ラーニングに対する期待も

大きくなっている。本稿中でも述べたように，

ラーニングは，従来の教員の講義を中心と

した「知識コピー型」，すなわち，「教える」

教育から，学生自身の能力に対応した「知識

創造型」，すなわち「学ぶ」教育への転換を

促す可能性を秘めた学習形態である。

しかし現在，日本の大学教育における

ラーニングは，これまでみてきたように，テ

イクオフが始まった段階であるといえるかも

しれない。

国の施策においても， 戦略本部により

策定された「 新改革戦略」（ 年 月）

や「重点計画 」（ 年 月）では，「イ

ンターネット等を用いた遠隔教育を行う学

部・研究科の割合を 倍以上にすることを目

指し，大学等におけるインターネットを用い

た遠隔教育等の推進により，国内外の大学や

企業との連携，社会人の受け入れを促進する」

ことが提言されている。しかし，本稿中でも

分析したように，大学では各種の教育活動に

を利用するという意味での 化は確実に

進展しているのに対して， ラーニングの導

入はあまり進んでいない。

米国で ラーニングが普及した背景には教

育需要をもつ社会人の存在が大きかったと言

われている。パートタイム学生として，ある

いは遠隔教育を受けていた社会人学生たちが，

インターネットによる ラーニングに大きな

メリットを見出し，大学側もそのチャンスを

見逃がさなかったところで ラーニングが普

及したと言われている。日本の大学も学生の

確保のために従来のフルタイム学生ばかりで

なく，社会人や外国人学生の取り込みが つ

の重要なテーマになってきている。このため

には，多様な学生の獲得に努力する 方で，

入学してきた学生の能力格差の拡大やニーズ

の多様性に対応した教材や教育形態を準備し

ておく必要がある。このために，米国の大学

と同様に ラーニングを活用した 戦略を

大学全体として考えてみることも，これから

は重要になってくるのではないだろうか。そ
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の際には，日本の教育風土にマッチした日本

型 ラーニングの手法を積極的に導入し，大

学の経営ポリシーの つに掲げてみることを

提案したいのである。

日本型 ラーニングは現在，確かに 分普

及する段階に至っていない。しかし，大学を

取り巻くグローバルな競争や大学教育の国際

化を考えれば，大学の生き残り戦力の つと

して， ラーニング教育の積極的な導入・拡

大を図ることが，大学の生き残り戦略の 環

として今後重要になってくるのではないかと

考えられるのである。

（大学教育センター 教授）

）経済産業省商務情報政策局情報処理振興課編，

，『 ラーニング白書 年版』， 東

京電機大学出版局

）経済産業省商務情報政策局情報処理振興課編，

，『 ラーニング白書 年版』， 東

京電機大学出版局

）メディア教育開発センター， ，『 ラーニ

ング等の を活用した教育に関する調査報告

書（ 年度）』メディア教育開発センター

）日本イーラーニングコンソーシム， 『 ラー

ニング活用ガイド』， 東京電機大学出版局

）中原淳，西森年寿，坂元昴， ，『 ラーニ

ング・マネジメント 大学の挑戦』，オーム社

）浅間正通編， ，『国際理解の座標軸』日本

図書センター

）浅間正通編， ，『異文化理解の座標軸』日

本図書センター

）浅間正通編， ，『人間理解の座標軸』学術

出版会

【注】

メディア教育開発センター『 ラーニング等

の を活用した教育に関する調査報告書（

年度）』， 年

年 月に福岡県福岡市東区（アイランド

地区）に開学した私立大学。初代学長は考古学

者の吉村作治が就任している。

コンピュータを教育に応用する「 ラーニン

グ」のうち，特に ブラウザやインターネッ

ト上の情報やシステムを利用するものを

と呼んでいる。学習者は場所を選ばず自分のペー

スに合わせて学習を進めることができる。また，

多くのシステムでは，学習の進捗状況はネット

ワークを通し随時データベースへと登録される

ので，受講者に対してきめ細かい管理・指導を

行なうことができる。

「 ラーニング白書 年版」，

引用，オーム社， 年引用

吉田文，田口真奈，中原淳編著者『大学 ラー

ニングの経営戦略』東京電気大学出版局，

年

年度のメディア教育開発センターの調査

報告によると， ラーニングを導入しない理由

を尋ねたところ，「学内で ラーニングに対する

関心が薄いから」との理由が最も回答率が高く

％であった。次いで「 ラーニング導入の

【参考文献】

）吉田文， ，『アメリカ高等教育における

ラーニング 日本への教訓 』東京電気大学出

版局

）吉田文，田口真奈，中原淳， ，『大学 ラー

ニングの経営戦略 成功の条件 』東京電機大

学出版局

）大嶋淳俊， ，『図解わかる ラーニング

グローバル競争社会に生き残る処方箋』ダイヤ

モンド社

）森田正康， ，『 ラーニングの常識 誰で

もどこでもチャンスをつかめる新しい教育のか

たち』朝日選書，朝日新聞社

）ジョシュ・バーシン，赤堀侃司他（訳）， ，

『ブレンディッドラーニングの戦略 ラーニ

ングを活用した人材育成』，東京電機大学出版局

）小川勤， ，『 ラーニングは果たして大学

教育における対面教育を変化し得るか』「デジタ

ル時代のアナログ力」学術出版会

）杉山信也， ，『ブレンデッド・ラーニン

グ：対面授業と の融合』私立大学情

報教育協会：平成 年度全国大会共通テーマ

「 の実施と効果」

）先進学習基盤協議会（ ）編， ，『 ラー

ニング白書 年版』，オーム社

）経済産業省商務情報政策局情報処理振興課編，

，『 ラーニング白書 年版〉』，オー

ム社
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ノウハウを知らないから」が（ ％），「導入

する予算が不足しているから」（ ％）となっ

ている。

全米教育統計センター（

）のこと。教育統計デー

タの収集・分析・有効活用を目的に設置された

機関。

吉田文， ，『アメリカ高等教育における

ラーニング─日本への教訓─』東京電気大学出版。

北川文夫，大西荘 「対面講義と ラーニン

グ（ ＋ ）とを併用した講義形式の実

践と分析」教育情報研究 ，日本教

育情報学会， 年，

北川らが実施した による授業は，

の視聴期間を 週間と制限し，課題や出席カー

ドの提出を義務付ける方式で実施された。

出所：北川文夫，大西荘 ，前掲書， 。

出所：北川文夫，大西荘 「対面講義と ラー

ニング（ ＋ ）とを併用した講義形式

の実践と分析」教育情報研究 ，日

本教育情報学会， 年，



はじめに
山口大学では平成 年度より高等学校で，

教科情報が導入されたことに伴い，ここ数年

間にわたって，共通教育（ ・ 年次）でど

のような情報教育を，今後展開していくべき

であるかについて検討を行ってきた。この背

景には，以前より教育・国際担当副学長に対

して， 教育に対する方針を答申するよう

に執行部より要請があったことや，本学の中

期計画に「現在の情報処理演習を発展させ，

高度情報社会における 活用能力を育成す

る。」ことが明記されていたからである。ま

た，年度計画にも「 活用能力育成を目指

し，教養教育の中核となる科目群と実施計画

を策定する。」ことが求められていた。

平成 年度からは高等学校段階で，情報 ，

， といった情報科目を履修した新入生が

大学に入学してきている。現在では，高等学

校で教科情報を履修してきた学生が，大学に

入学して，すでに 年目を迎えている。した

がって，共通教育における情報教育のカリ

キュラム改訂を早急に見直すことが求められ

ていたのである。

本学では，従来共通教育で「情報処理演

習」という科目名で共通教育における情報教

育を実施してきた。しかし，その演習内容は，

高校で現在実施されているような情報スキル

や，情報に対する知識・理解を修得すること

を目的とする授業が多く開設されていた。ま

た，情報関係学科においては， 年次または

年次からの専門教育の導入的な内容を，

年次の共通教育の段階から履修させる学科も

あった。このように，共通教育の段階で，ど

のような内容の情報教育を実施すべきである

共通教育における情報教育カリキュラム改訂についての研究

情報セキュリティ・モラルを重視した教育カリキュラム構想

小 川 勤
糸 長 雅 弘
古 賀 和 利

要旨
本稿では，平成 年度から約 年間にわたって，情報処理分科会所属の教員を中心に，検討

を行ってきた共通教育における情報教育カリキュラム改訂のための研究内容と，そのカリキュラ

ムの概要を明らかにする。まず平成 年度までに，各学部で実施されてきた情報処理演習におけ

る教育内容の問題点や指導体制の課題について明らかにする。これらの問題点を解決するために，

指導体制をどのように再編成したのかについて，そのねらいと経緯を解説する。さらに，情報教

育の改善の 貫として，最近，社会的なニーズとして重要視されている情報セキュリティ，情報

モラルに対する教育を，どのように取り込もうと考えているのかを，策定された新シラバスの内

容の紹介を交えながら解説する。

キーワード
共通教育，教養教育，情報セキュリティ教育，情報モラル教育，情報リテラシー，

教育カリキュラム，シラバス，大学教育，高等教育



かについては，教員間で大きな意見の相違が

あった。

さらに，高校の教育現場では 年次に，教

科情報のいずれかの科目を履修する場合が多

く，教える内容やレベルも学校によって，か

なりの格差があるのが現実である。そのため，

もう 度，大学入学段階で基礎的な情報リテ

ラシー教育を，実施すべきであるという考え

もあった。その 方で，高校である程度，

しっかりと情報教育を受講してきた学生たち

にとっては，大学教育で高校と同様な教育内

容を扱うことは，彼らの学習意欲を削ぐこと

にならないのかといった意見もある。このた

め，教育方針をめぐって教員間での議論は，

なかなか収束せず，意見がまとまらない状態

が続いていた。このため，高校で教科情報を

履修してきた学生たちが，すでに入学してき

ているにも関わらず，担当する教員によって

教育内容が異なる従来通りの情報リテラシー

教育が，現在まで実施されてきたのである。

このような状況が続く中で， 部の教員か

らは，もう少し，新入生の情報に対する習熟

度の様子を把握した後に，今後の教育方針を

決めてもよいのではないかと言った意見も聞

かれるようになってきた。

方，実社会では会社や官公庁の重要な情

報が，職員の情報セキュリティや情報モラル

に対する意識の欠如から，漏洩されたり，

ネット上から盗まれるといった問題が多発し

ている。このため，企業経営者は，多くの教

育資金を投入して，情報セキュリティや情報

モラルに関する教育・訓練を従業員に対して

実施しているのが現状である。

山口大学でも，学生が社会人になる前に，

学生全員に対して情報セキュリティや情報モ

ラルに関する教育を行う必要が高まっている

と認識している。これらの教育を徹底させる

ことは，卒業時点での学生の資質向上（グラ

ジュエーション・ポリシーの達成）のために

も必要なことであると考えられる。

そこで，大学教育センターと情報処理分科

会とが協力して，共通教育の情報教育を見直

し，社会的なニーズに合致した教育内容に改

善するとともに，指導体制の再編を行うこと

になった。

．共通教育における情報教育実施上の

問題

．指導体制の問題

山口大学では，共通教育における情報教育

を担当する教員の指導体制に対して，以前か

ら問題が存在していた。

本学には，共通教育における情報教育に対

して責任を持って担当する教員組織として，

「情報処理分科会」という学部横断的な共通

教育実施組織が存在する。しかし，「情報処

理分科会」は英語分科会等のような他の分科

会と異なり，単独の分科会ではなく，今まで

他の分科会との 重登録が可能となっていた。

このため，情報処理分科会に所属している教

員は，情報処理分科会に所属しているという

帰属意識が薄かった。この結果，今回のよう

に，共通教育における情報教育の内容を組織

的に見直し，統 的なカリキュラムを策定し

ようと考えても，情報処理分科会が責任部局

として，教員間の意見調整を率先して実施し，

指導力を発揮するといった組織的な統制力を

持っていなかったのである。

．教育内容の改善に向けての弊害

前項でみてきたように，情報処理分科会は

他の分科会のように，共通教育の情報教育に

対して，実施組織として責任を負うような組

織的な統率力を実質上，持っていなかった。

このため，これまでは教育カリキュラムの決

定から教材開発，授業の実施，改善といった

連の教育活動の全てが，各学部・学科所属

の授業担当教員の責任の下に，実施されてき

た。さらに，情報処理分科会に所属していな

大学教育 第 号（ ）



い教員が，授業を担当するケースも多く見ら

れた。

このため，同じ共通教育の情報教育と言っ

ても，学部・学科・課程によって，その教育

内容は，かなり格差が大きく，ある学科にお

いては事実上，専門教育の導入教育が実施さ

れている 方で，別の学科では高校の教科情

報と同等な内容を復習として，再び大学で教

えているといった状況が生じていた。言い換

えれば，教育内容については統 シラバスに

基づいて，情報教育を行うといったことは行

われず，授業を担当する教員の興味・関心や

専門分野に基づいて，教育内容が決定され，

授業が実施されていたのである。このような

指導体制の弊害としては，情報教育に対する

学生からのニーズを汲み取ったり，学生の情

報スキルに対するレベルによって習熟度別ク

ラス編成を行うなどの組織的な対応が難しい。

さらに重要な点は，社会から大学に対して

求められている情報セキュリティや情報モラ

ルに対する教育を充実してほしいといった社

会的ニーズに対して，授業担当教員が個々に

シラバスを策定している関係で，大学として

組織的な統 性を持った対応ができないと

いった弊害を生み出していたのである。この

ため，授業担当者がこの分野の知識やスキル

が不足している場合には，例えシラバスで実

施されることが明記されているにもかかわら

ず，授業の中で 分触れずに終わってしまう

ケースも今までに多かったと考えられる。こ

の結果，情報セキュリティやモラルに対する

心構えや態度・知識を 分に身に付けないま

まに，学生を実社会に送り出してしまう結果

になりがちであった。

このように，社会で必要とされる知識やス

キルを，全学生が受講する共通教育の場で，

確実に教えていくため，従来の指導体制では，

分に徹底されない可能性が高いと考えた。

このためには，今までの情報処理分科会を解

体し，新たな発想に基づいた指導体制を再編

成し，新らたな指導体制の下で，カリキュラ

ムの見直しやシラバスの策定が行われる必要

があった。

次の項では，組織の再編成の過程と，新ら

たな分科会の下に新設された作業部会（ワー

キング・グループ）が実施した新シラバスの

策定の経緯と検討内容について解説する。

．共通教育における情報教育の改善に

向けての取組

．指導体制の再編

上記のような弊害や問題点を解決するため

に，平成 年度後半に各学部の代表者からな

るワーキンググループ（以下 ）を設置し，

指導体制の見直しを行った。

第 回目の会議は，平成 年 月 日に開

催された。この は副学長を委員長とす

る会議でまず最初に，委員長より のあ

り方について説明が行われた。そして，今後

の進行役として大学教育センター長が指名さ

れ，承認された。大学教育センター長からは，

資料に基づき前項で示したような共通教育に

おける情報教育の抱える問題点や課題につい

て説明が行われた後に，委員の間で，情報処

理分科会の再編に対して，活発な意見交換が

行われた。その結果，第 回の 会議で

は，情報教育の分科会は，他の分科会との

重登録制を改め，基本的に専属の教員からな

る組織とすることで合意された。分科会に専

属する教員を募集するためには，まず，共通

教育の情報教育の中で，どのような教育を行

うのかを明らかにする必要があるという意見

が出された。そこで，教育内容を予め決める

ために， の委員の中から 名の委員を

指名し，次回の の会議までに，教育内

容を検討してもらうことになった。

第 回目の 会議は，平成 年 月

日に開催された。前回の 会議で指名さ

れた 名の委員から，策定された共通教育に

共通教育における情報教育カリキュラム改訂についての研究



おける情報教育の指導内容の案が示され，説

明が行われた。その後，委員間でこの内容に

ついて，意見交換が行われた。結局， 部修

正が行われ，次回の 会議までに，最終

案を作成することになった。また，授業を担

当する教員の 活動については，メディア

基盤センター，大学教育センターと協力して

実施していくことが確認された。

さらに，次回の 会議までに，情報処

理分科会に専属で教員に登録してもらうため

に，「呼びかけ文章」を作成することになっ

た。

第 回目の 会議は，平成 年 月

日に開催された。前回の会議で検討課題に

なっていた情報処理分科会に専属で登録して

もらうための「呼びかけ文章」の原案が示さ

れ，これに基づいて検討が行われた。 部修

正が施された後に，図表 のような「呼びか

け文章」が決定された。後日，この文書は

メーリング・リストを使って，関係する教員

に配信された。また，分科会に専属で登録す

る教員からなる新たな情報処理分科会は，

月までに設置されることになった。

さらに，前回の修正案を受けて， 名の委

員から，共通教育における情報教育の教育内

容についての最終案が示された。情報リテラ

シーに関しては，学生のレベルに合わせた

「発展編」と「標準編」の つのシラバス案

が示された。また，他の委員より，情報処理

分科会に専属してもらいたい人数の目標値が

示された。所属させる目標値については，

様々な意見が出されたが，募集のあり方につ

いては，再度検討することになった。

以上のように， の 回にわたる討議

を経て，情報処理分科会は他の分科会との

重登録を止め，単独所属の教員からなる分科

会に新たに再編成されることになった。これ

によって共通教育における情報教育に対して，

責任を持って取り組むことができる教員集団

からなる新たな情報処理分科会が設置される

ことになった。

平成 年度に入って募集が開始され，結局

新たに約 名の教員からなる情報処理分科会

が，スタートすることになった。これにより

学部の垣根を越えて，他学部の授業も担当す

ることが可能となった。さらに，統 的なシ

ラバスの策定や教材の開発が，全学的規模で

実施されることが可能となった。

．新カリキュラム開発と概要

前項で見てきたように，平成 年度に入っ

て，新たに専属教員からなる情報処理分科会

が再編成された。しかし，分科会再編時に示

された教育カリキュラム案は暫定的なもので

あった。そこで， 年度からの共通教育全体

の大幅なカリキュラム改訂に併せる形で，共

通教育における情報教育のカリキュラム案を

改めて検討することになった。そのため，前

項で示した を 度解体し，新たに情報

処理分科会に専属する教員の中から選ばれた

委員から成る を設置し，共通教育にお

ける情報教育のカリキュラムを検討すること

になった。

は，さらに情報リテラシー部門と情報

セキュリティ・モラル部門の つの部門に分

け，それぞれの部門ごとに，シラバス開発や

教材開発， 活動について検討を行うこと

になった。

情報リテラシー部門は，各学部から 名の

委員を原則選出し，上記の業務以外に， 年

度の授業担当者配置の調整も担当することに

なった。

また，情報セキュリティ・モラルを担当す

る部門には，日頃からこの分野の業務や研究

を担当しているメディア基盤センター所属の

教員が委員として委嘱されることになった。

の検討の結果，図表 のように従来は

セメスター（半年： 回）で実施していた

「情報処理演習」科目を「情報リテラシー演

習」と「情報セキュリティ・モラル」という
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つの科目に分割し，それぞれをクォーター

制（ ヶ月： 回）で実施することになった。

ただし，平成 年度から新カリキュラムに完

全に移行するためには，各学部・学科ではカ

リキュラム全体の見直し作業を行うための準

備期間が必要であるために，従来型の「情報

処理演習」も残すことになった。

新カリキュラムの概要は以下の通りである。

・ の「情報リテラシー演習」は，高校で

教科情報が導入された関係で，従来の情

報処理演習で実施していた情報リテラ

シー部分の内容を改訂し， と

などのソフトウェアの活用方法の演

習と情報セキュリティに関する導入演習

をクォーター（延べ 授業時間）で実施

することになった。

・ の「情報セキュリティ・モラル」は，

情報の捕らえ方やデジタル化について講

義を行う部分と情報セキュリティや情報

モラルについて，その概要説明や総合演

習を含んだ内容をクォーター（延べ 時

間）で実施することになった。

・ は従来のように，セメスター（延べ

授業時間）で，情報リテラシーと情報セ

キュリティ・モラルを併せて実施する。

・共通教育における情報処理基礎科目は，

と の科目を共に履修する形態を原則

とすることになった。また，教員免許状

取得希望者は，両科目を履修することが

必須となった。

・ の情報セキュリティ・モラルの授業は

名程度の大規模授業で開講し，授業

担当者は，平成 年度については，メ

ディア基盤センターや大学教育センター

に所属する教員が中心となって授業を担

当することになった。また，情報処理分

科会所属の他の教員も，平成 年度中に

開催される 研修会に参加して，平成

年度以降， の授業を担当できるよう

に資質の向上に努めることになった。

・ の従来型の情報処理演習を実施する

ケースは，その学科・コース等の専門教

育（情報系の学科・コース）への導入の

観点から原則的な履修形態の 及び で

実施することによって，その教育目標が

達成することが困難であると考えられる

場合に限られる。ただし， の授業形態

の場合にも，情報セキュリティ・情報モ

ラルに関する内容をシラバスの中に確実

に位置づけ，授業の中で実施することと

なった。

・情報処理分科会に専属する教員や，授業

を担当する教員は， 研修会に参加し，

情報セキュリティや情報モラルの教え方

について研修を受けることになった。

．統 シラバスの策定

前項で述べたように，シラバスの統 や教

材の開発については，新たに編成された情報

処理分科会から委員を委嘱し，ワーキンググ

ループを設置した。

ワーキンググループは情報リテラシーの教

育内容を検討する部門と情報セキュリティ・

モラルの教育内容を検討する部門に分けた。

特に，情報セキュリティ・モラル部門は，

本学で初めて，本格的に取組む分野であるの

で，この分野の業務を担当し，この分野の知

識やスキルが豊富にあり，平成 年度からの

情報セキュリティ・モラルの授業を担当する

共通教育における情報教育カリキュラム改訂についての研究

図表 カリキュラム改訂案

（旧： 年度まで）情報処理演習（ 単位）

↓ ↓ ↓

（新： 年度から）

情報リテラシー演習（ 単位）

情報セキュリティ・モラル（ 単位）

情報処理演習（ 単位）

※ と はクォーター制（延べ 回）

はセメスター制（延べ 回）



予定になっているメディア基盤センターの教

員を中心に編成することになった。

検討を進めた結果，図表 及び図表 のよ

うな「情報リテラシー演習」と，「情報セ

キュリティ・モラル」の統 シラバス案が策

定された。現在，このシラバス案は情報処理

分科会所属の教員全員に公表し，平成 年度

からは正式の統 シラバスとして運用さてい

る。
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図表 情報処理分科会に専属で教員に登録してもらうための「呼びかけ文章」

情報処理分科会の所属されている先生方へ
情報処理分科会会長 古賀 和利（教育学部）
大学教育センター長 岩部 浩

前略。分科会の皆様おかれましては，日頃情報処理分科会の活動に積極的に参加していただい
て大変感謝しております。
さて，平成 年度から教養教育のカリキュラムが大幅に変更になります。それに伴って当分科

会が教養教育において現在担当しています「情報処理演習」の教育内容や指導体制，分科会への
所属方法が以下のように変更される予定です。
ついては，現在「情報処理分科会」に所属されている先生方には，引き続き情報処理分科会に

所属していただきたいと考えていますが，教育内容や指導体制が変更なることに伴って，今 度
先生方の分科会への所属の意向をお伺いしたくメールを差し上げました。
変更内容をよく検討の上，情報処理分科会への所属の有無について，以下の回答欄にご記入の

上，以下のメールアドレスに 月 日 までに返信していただきたいと考えています。学期末や
入試でお忙しいところ恐縮ですがご協力ください。

記
．教養教育における 教育の変更の趣旨
現在， 教育は本学の教養教育の の中に位置付けられ重要視されている。高校では現在

教科「情報」が必履修化されていますが，情報機器やソフトウェアの操作方法の修得が主で，情
報セキュリティや情報モラルの教育が 分なされていません。そこで本学の平成 年度からカリ
キュラムの改訂では情報リテラシーのスキルアップと上記の学習内容を全学共通で教養教育の中
で実施する。
． 年度からの 教育カリキュラムの変更点
現在，セメスター（ 年生の前期で 回）で実施している「情報処理演習」を，前半のクォー

ター（ 回）で「情報リテラシー」，後半のクォーター（ 回）で「情報モラル・情報セキュリティ」
を主な教育内容とする講座に分割する。さらに前半クォーターの情報リテラシー部分を学生のコ
ンピュータに対する習熟度に応じて「標準コース」と「発展コース」に分けて実施する。 教育
内容の詳細は添付ファイルを参照のこと。
．指導体制の変更
従来，学部が責任を持って実施していた「情報処理演習」の授業を，情報処理分科会と大
学教育センターが中心になって，全学的で共通化した教育内容で実施する。
情報処理分科会に所属する方は，教養教育の「情報処理演習」の授業を担当するだけでな
く，各学部・学科において情報セキュリティ，情報モラルの意識を定着させるために，各学
部・学科における 活動で中心的な役割を担う。そのために，大学教育センターを中心に
全学 研修の実施（平成 年度中）を予定している。
情報処理分科会所属教員は従来と異なり，分科会に専属となる。



．各科目の概要

ここでは，ワーキンググループが策定した

つの科目のシラバスの内容について解説を

行う。

．「情報リテラシー演習」の教育内容

情報技術の発展により社会の情報化が急速

に進展する今日，情報リテラシーをできるだ

け早い時期に身に付けておくが重要である。

また，情報リテラシーは，山口大学の教養

教育から専門教育に至る授業・演習を学生が

受講していく際に，情報の収集・作成・加

工・伝達手段として，コンピュータを道具と

して利活用していく上で欠くことのできない

能力である。

本講義では 上で，電子メー

ルの送受信，インターネットを利用した情報

検索，情報倫理，文書作成，表計算，プレゼ

ンテーションなどの演習を行う。

また，特に第 ・ 週では，学内 へ

の接続方法などの サービスの利用方法，

さらに，スパムメール対策やウィルス対策な

ど自己所有パソコンの管理方法などを学ばせ

るようにしている。特に，第 週で行われる

内容は，後半のクォーターで実施される情報

セキュリティ・モラルへの導入演習を兼ねた

授業内容になっている。

本講義では，受講者が大学入学以前のパソ

コンやアプリケーションの知識やレベルを仮

定せずに，初めてパソコンを使うものとして

授業を行う。学生の情報リテラシーや情報モ

ラル等の知識・技能レベルを 定水準以上に

維持するとともに，本学における適切なパソ

コン利用方法を入学生全員に周知徹底させる

ことが重要であると考えるからである。

．「情報セキュリティ・モラル」の教

育内容

この授業の目標は，社会生活の中で情報や

情報技術が果たしている役割とそれらが及ぼ

している影響を理解し，情報モラルの必要性

や情報セキュリティに対する責任を認識する

とともに，望ましいユビキタスネットワーク

社会の創造に参画しようとする態度を身に付

けることをねらいとする。

ユビキタスネットワーク社会が到来しつつ

今日において，情報システムやネットワーク

を利用し，情報のやりとりを行うに当たり，

すべての参加者は，情報セキュリティに関す

る自らの責任を果たすため，個々の立場に相

応しい思考と行動の様式（情報モラル）を身

に付け，真の情報活用能力を培う必要がある。

単なる情報機器の操作やソフトウェアの利

用に長けているだけでは，真の情報活用能力

があるとは言えない。なぜなら，「真の情報

活用能力」とは情報の本質を理解するととも

に，情報モラルを身に付け，情報を適切かつ

効果的に活用することができる能力のことを

指すからである。この授業では，真の情報活

用能力の前提となる考え方や態度を身に付け

ることを目的としている。ユビキタスネット

ワーク社会の参加者として適切な行動がとれ

るよう，その基盤となる考え方や態度を常に

持ち続けることを学生たちに要求する。

ここで，「情報セキュリティ」とは情報の

機密性，完全性及び可用性を維持することで

あり，「情報モラル」とは情報を適正に取り

扱うための考え方や態度のことであり，「真

の情報活用能力」とは情報の本質を理解する

とともに，情報モラルを身に付け，情報を適

切かつ効果的に活用することができる能力の

ことである。

本授業では，参加者として自己の立場に相

応しい思考と行動の様式を身に付けることが

できるよう，情報の本質，情報セキュリティ

と自己責任，倫理（情報モラル）と民主主義，

リスクアセスメントとリスク対応等について

解説する。

授業の進め方は， で作成した

全学統 教材を利用して授業を行う。毎回

共通教育における情報教育カリキュラム改訂についての研究



ワークシートを活用して，知識と理解の定着

を図るとともに，毎回授業の最後に小テスト

を課して，授業内容の理解と出欠の確認を行

う。また，クォーターの最後に，授業外の課

題として， ラーニング教材を使用したレ

ポート提出を課す予定である。

．まとめ

本学では今までみてきたように，平成 年

度のカリキュラム改訂に合わせて，共通教育

における情報教育の在り方について，全学的

な議論を行ってきた。その結果，今まで説明

したような共通教育における情報教育に対し

て責任を持つ部局として専属教員からなる新

たな指導体制（情報処理分科会）が確立され

た。また，従来の情報処理演習科目を教育内

容に応じて， つの科目に分割するという大

胆なカリキュラム改訂を実施した。特に，社

会のニーズに合致した情報セキュリティ・モ

ラルの知識・理解を重点に置いた科目を独立

した科目として設置したことは意義があると

考えられる。実社会では，職員の情報セキュ

リティや情報モラルに対する意識の欠如の結

果，会社や官公庁の重要な情報が漏洩された

り，ネット上から盗まれるといった問題が多

発している。このため，企業経営者は多くの

教育資金を投入して，情報セキュリティや情

報モラルに関する教育・訓練を従業員に対し

て実施しているのが現状である。

山口大学では，教養教育において，グラ

ジュエーション・ポリシー（ ）を設定し

ている。この中で， の情報科学におい

て，「 ．情報及び情報手段を主体的に選択

し，安全に正しく活用するための基礎的な知

識・技能を持つ。」ことが，教養（共通）教

育段階で，学生が卒業までに身に付けるべき

資質の つとして挙げられている。したがっ

て，本学の学生は社会人になる前に，全員が

情報セキュリティや情報モラルに関する知識

やスキルを学ぶことによって，「安全に，正

しく活用する」能力を身に付けることによっ

て，社会のニーズに合った人材を育成するこ

とになるものと考えられる。

情報セキュリティ・モラル教育の導入に

伴って，新たに統 シラバスの策定や教材の

開発が求められ，ワーキンググループを中心

に取組み，統 シラバス及び教材が完成し，

授業担当者に現在配布されている。

また，この分野の授業を担当する教員の育

成も重要である。平成 年度については，メ

ディア基盤センターの教員を中心に，この分

野の授業を担当することになっているが，今

後はそれ以外の分科会所属の先生方にも，随

時 研修会に参加してもらって，この分野

の指導ができる教員を増やしていかなければ

ならないと考えている。

さらに，今後は，教員の授業配置とシラバ

スの内容の更なる見直しが随時実施されてい

かなければならないと考えられる。

いずれにしても，山口大学の情報教育は

年度から大きく変わる。この新たな教育改革

への取り組みが成功するかどうかは，指導す

る教員集団の熱意と努力に掛かっている。幸

いにして，今回のカリキュラムの改訂につい

て分科会で，大変熱心な議論が行われた。こ

のような様子を見ると，本学の情報教育は

徐々にではあるが，改善が進んでいくものと

思われる。

来年度末には，今回のカリキュラム改訂を

実施した結果を，教員や学生の双方の意見を

アンケート調査を通じて情報を収集し，その

成果を分析していきたいと考えている。

（大学教育センター 教授）

（教 育 学 部 教授）

（教 育 学 部 教授）

大学教育 第 号（ ）
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図表 「情報リテラシー演習」シラバス

項 目 内 容 指導上の留意点

第 週 学内 サービ
スの利用方法

最初に授業の目標と進め方，シラバス，成績
評価の方法などの説明を行う。
．情報コンセントへの接続
．メールの利用
．ネットワ クドライブの利用
．学内 サービスの紹介用
．守るべきルール（法律，ネチケット）
．キー入力演習

学内 利用のた
めの最低限の知識を
与え，自分でネット
ワーク接続とメール
操作が行えるように
する

第 週 自己所有パソコ
ンの管理方法

．最小限のセキュリティ対策
．作成データファイルの管理
．学内プリンタの利用法
．パソコン利用の際の注意点
．エクスプローラ活用演習

最低限のセキュリ
ティの知識を与え，
パソコンを自己管理
できるようにする

第 週 の使い方
その

．文書入力・編集の基礎
．箇条書き
．罫線と表
．数式入力
．ページ設定
．文書作成演習

文字列，罫線，数式
からなる文書作成の
基本を簡潔に触れる

第 週 の使い方
その

．ワードアート（飾り文字）
．図形の描画
．テキストボックス
．文書作成演習

文章・図形・テキス
トボックスを含んだ
文書を作成し，描画
順序の概念を与える

第 週 の使い方
その

．セル入力の基本操作
．数式の記述法
．よく利用される関数
．範囲指定とグラフの描画
．表とグラフの作成演習

による処理の
基本概念を与える

第 週 の使い方
その

． 関数を用いた判定と表示
．その他の関数
．判定表の作成演習
．ヒストグラムの作成演習

論理的判断を行う関
数を利用しデータ処
理を行う感覚を養う

第 週 の使い方
その

．並び替えとオートフィルタ
．グラフ表示の編集
．クロス集計
．上記機能の演習

が持つ機能を
利用したデータ処理
法を示す

第 週 の
使い方

． によるスライドとスライド
ショーの作成方法を解説し，演習を行う

基本的な使い方・各
自の課題制作

※ ．教科書：山口大学「情報処理テキスト 版」等を利用する。

※ ．受講者のパソコンに対する知識は仮定せず，初めて使うものとして授業を行う。
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図表 「情報セキュリティ・モラル」シラバス

各週 項 目 内 容 指導上の留意点

第 週 情報の本質

・情報とは
・情報の流通と共有
・情報の表現
・アナログ情報とデジタル情報
・デジタル情報とコンピュータ

・情報は伝達され，利用されることが
その本質であることを理解させる。

・情報の表現に着目させ，情報がアナ
ログ情報とデジタル情報の つに大
別されること，両者の取扱いには本
質的な違いがあること等を気づかせ
る。

第 週
暗号化と認
証

・符号と暗号
・共通鍵暗号と公開鍵暗号
・暗号通信
・デジタル署名
・暗号化の実際

・デジタル情報では，暗号化と認証が
本質的に重要であることを理解させ
る。

・現代暗号を代表する共通鍵暗号と公
開鍵暗号の原理を解説し，暗号通信
とデジタル署名の仕組みを理解させ
る。

・ノート を持参させ，簡単な暗号
化の方法を指導する。

第 週
情報セキュ
リティ

・情報セキュリティとは
・情報セキュリティに対する責
任

・情報セキュリティ基本方針
・情報セキュリティ対策基準

・情報セキュリティの必要性とその強
化のために自分たちにできることを
認識させ，自己の立場に相応しいや
り方で情報セキュリティに対する責
任を負うべきことを理解させる。

・山口大学の情報セキュリティ基本方
針と対策基準を紹介し，構成員とし
て果たすべき義務があることを認識
させる。

第 週 情報モラル

・情報モラル
・迷惑メールと掲示板荒らし
・ネットワークマナー
・安全にネットワークを利用す
るために

・情報セキュリティの基盤は情報モラ
ルであることを認識させる。

・迷惑メールや掲示板荒らしの事例を
通して，ネットワークの向こうには
人がいることを認識させ，ネット
ワークの世界にも 定のルール（マ
ナー）が必要であることを理解させ
る。

・ノート を持参させ，具体的に
ネットワークマナーを指導する。

第 週
コンプライ
アンス

・表現の自由
・通信の秘密
・プライバシーの尊重
・個人情報の保護
・著作権の保護

・企業や大学等の組織には，その社会
的な責任を果たすため，法令等の遵
守（コンプライアンス）が求められ
ていることを認識させる。

・ユビキタスネットワーク社会におけ
る参加者の行動は，民主主義の原則
と合致していなければならないこと
を理解させる。
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第 週
リスクアセ
スメント

・リスクとは
・情報資産の価値
・脅威と脆弱性
・リスクアセスメントの手法
・リスク対応

・ユビキタスネットワーク社会には，
情報漏えい，不正アクセス，ウイル
ス感染等のさまざまなリスクがある
ことを認識させる。

・情報セキュリティ対策を行うには，
リスクを識別し，情報資産の価値や
脅威と脆弱性のレベルを評価する必
要があることを理解させる。

・ベースラインアプローチと詳細リス
ク分析を組み合わせたリスクアセス
メントの手法を解説し，実例を用い
てその手法を理解させる。

第 週 総合演習

・リスクアセスメントの実践 ・第 週の最後に，課題として，自分
を取り巻く環境下で想定されるリス
クをリストアップするよう指示して
おく。

・受講者各自に，事前にリストアップ
しておいたリスクについて，そのア
セスメントを実践させる。

・リスクアセスメントの結果を発表さ
せ，受講者に，どのようなリスク対
応が考えられるか討論させる。

【参考文献】

）情報教育学研究会（ ）編，「インターネッ

ト社会を生きるための情報倫理」，実教出版，

年

）宮田仁監修・編著，「情報モラル ユビキタス

社会のマナー ネチケット 」， 橋出版，

年

）平成 年度情報教育研究集会，「資料：高等学

校普通教科「情報」の実施状況」，資料 ，

平成 年度情報教育研究集会講演論文集，

年

）情報処理推進機構，「情報セキュリティ読本

時代の危機管理入門」，実教出版，改訂版版，
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．まえがき

国による学校に対する管理体制を強化する

教育関連 法案は 年 月 日に成立した。

学校の教員組織を「ピラミッド型」に転換し，

教員免許法改正案では，教員に 年ごとに講

習を義務づけ，不適格教員を排除することに

なる。改正教育法の理念に沿った学校教育法

改正案では，小中学校の目標に「わが国と郷

土を愛する態度を養う」が盛り込まれている。

さらに，授業時間数等，学習指導要領の改正

も必然だと著者は思う。ゆとり教育に厳しい

批判の眼が向けられており，その改善が希求

されるであろう。著者は先の論文 ）におい

て教育に関わる書籍・定刊雑誌等から得た教

育論を紹介するとともに，それに対する意見

を述べた。本文はその後に読んだ主に教育に

関する書籍から著者の特に言及したい点を引

用し，それについて筆者の意思や考えを述べ

ている。引用部は“”を用いて表示した。

なお，著者の敬称は省略させていただいた。

．国語のできる子どもを育てる ）

本書の構成は第 章書くこと，第 章読む

こと，第 章読解力とは何かー学童期におけ

る読解能力と能力判定の問題となっている。

大学教育では，多くの学生が書くこと，読む

ことを煩わしく思っている。 例として，学

生掲示板の掲示文をメモするのではなく，携

帯電話を使い写真として収めている。講義も

板書書きが減り，視覚に訴える講義が良いか

のような錯覚に陥り，パワーポイントを使っ

た講義が横行している。

著者は「書くことの意味」について，“す

でに知っている知識や情報の断片を新しく組

み合わせて，つまりいったん空間に定着して

さらに「考えること」で，まったく新しい知

教育について学ぶ

その

山 本 哲 朗

要旨
周知のように，国家百年の計と言われるぐらい教育改革は難しい。安倍政権下で教育基本法の

改革は行われたが，児童や生徒に対する教育法は確立されているとは思えない。そのため教育法・

教育学に関する書籍・定刊物は夥しい数が発行されている。前論文 ）で記述したように，教育

学を専攻した教員は別として，大学の教員の多くは教育学について学ぶ機会は少なかったはずで

あり，教育や授業に関する知識や知恵を学ぶことが大切であると考え，教育に関する書籍を紹介

した。本論文でも引き続き，最近読んだ教育，授業，勉強に関する書籍を紹介するとともに，執

筆者の意見に自分の考えを若干述べた。

キーワード
大学全入，教育改革，学力低下，教員意識，読書



識や情報を生み出すことができるということ

です。…以上をまとめてみると，書くことに

は「考える」ことを可能にするという働きが

あります ）。”「学校での読みの現状─薄い

教科書と退屈な授業」について記述された以

下の著者の考えに筆者はもろ手を挙げて賛同

する。“そもそも文章を読んでいく時，なぜ

いちいち分かったかどうか確認されねばなら

ないのでしょうか。その文章が分かり，興味

深い内容ならば，少々飛ばし読みであれ，分

からない部分があれ，どんどん読んでいくの

が当たり前であり，それが私たち大人の通常

の読書活動，言語活動になっているはずで

す ）。”

読解力については，“本は読めるが読解問

題はできない，とその逆のケース，読解力は

あるが本が読めない場合を引用して，成長や

発達の途上にある子どもの場合，「好き」か

らメタレベルの認識にいたる発達のプロセス

を考慮した指導という教育の観点がどうして

も必要ではないかということ，そして，読解

力を測るというが，はたして測定装置として

の読解問題には何も問題はないということの

つです。現行の指導とテストは，言語処理

を言語処理そのもので指導し，計るというよ

うなことをやっていて，あまりにも工夫が足

りません。…つまり，本が読めるし，読解問

題もできるという国語の指導は，いかにすれ

ばできるだろうかということです ）。“筆者

は本が読めれば大学生の講義の読解力が醸成

されると常々思っており，読書することを大

学生に勧めてきたが，この著者の考え方から

改めて読書と読解力を身につけて教科書の内

容をより深く理解させねばならないと痛感す

る。

．教育不信と教育依存の時代 ）

著者は東京大学大学院教育学研究科の広田

照幸教授である。専攻は，教育社会学・社会

史である。青少年の学校離れについて次のよ

うに記している。“子供たちの学校離れは確

実に進行しています。勉強する意欲がどんど

ん低下している。家庭での学習時間というの

は世界的に見てもどんどん下の方になりつつ

あります。非常に低いレベルで。 昔前と

違って学校の外に楽しいことがいっぱいあり

ますから，子供たちは家庭と学校の往復では

なく，もっと違う所で自分探しをしている。

かつてのような，「ともかく 生懸命勉強し

ないと今の生活から抜け出せない」というハ

ングリーな動機は消えて，「むしろ，今の生

活から抜け出したくない」と思うようにすら

なってきています。「いろんなことを楽しめ

るのは今しかない」と勉強よりも別のことに

熱心になっている。…私は今の日本の学校の

先生がたを，全体としてけっこう評価してい

ます。質は高い。…子供たちの「学校離れ」

は，現代の教育における重要な問題です。た

だし，それは，教育基本法をつついて，理念

や目的を別のものに変えれば改善される，と

いった性質の問題ではありません。ましてや，

学校でいろんな徳目を教えれば何とかなると

いった問題ではありません。教育政策として

できることは，先生の数を増やすとか，カリ

キュラムを組み替えて理解度を高める工夫を

するとか，そういったレベルの問題だと思い

ます ）。”このような子供たちがどんどん大

学に入学する以前に，真に生徒自らが学習す

る意識を高めるような教育政策がぜひとも必

要であると筆者は言いたい。

「時間」コストに配慮した大学改革におい

て，著者は言う。“もし，教育研究に関して

知の生産性を高めようと真剣に考えるならば，

どんな改革案も，時間コストへの配慮と抱き

合わせで提案される必要がある。アウトソー

シングには限界があるにせよ，たとえば，

「自己点検・自己評価をやれ」というのであ

れば，恒常的に情報を収集したり，取りまと

めたりするような，専門のスタッフやセク
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ションを作って欲しい ）。”本当にわれわれ

教員の毎日は教育・研究以外に割かれる時間

が目だって増えてきており，落ち着いて文献

や書物を読む時間がない状況にある，と感じ

ているのは筆者だけではあるまい。物品の購

入や出張に関わる資料作成等に要する労は教

育・研究面で何らかの付加価値とはなり得な

い。

．教育力 ）

本著者からは教育はもちろん，読書，コ

ミュニケーション等，教えられることが多々

ある。序章の「教えること，学ぶこと」にお

いて，“「子どもの個性を伸ばす」というス

ローガンはもっともらしく聞こえる。しかし，

教師自身が何か高みを目指して飛ぶ矢のよう

な勢いを持っていなければ，学ぶ側に「あこ

がれ」は生まれない。教えるという行為にば

かり気をとられて，教師自身が学ぶことを忘

れている場合が少なくない。学ぶ側はそれな

りに進歩しているにもかかわらず，教師の側

が 年 日の如くであるとするならば，年々

若さが失われる分，教師の魅力は減っていく。

学び続けていると，人は若くいられる。…私

は大学の教職課程で，教員志願者に授業をし

ている。教師になりたいという学生たちが集

うわけだが，そのうちの半数以上は大学入試

時に読書の習慣がない。少なくとも人に何か

を教える職業に就きたいと思っているのなら

ば，読書の習慣は最低限必要だ。自分自身が

本を読まず学んでいないのに，教えたがると

すれば，それは本末転倒だ。学ぶことのプロ

フェッショナルであるからこそ，教える側に

立つことができるのだ ）。“筆者もこの点は

首肯し，限られた授業時間ではあるが，自然

科学分野での新しい発見や伝承すべき科学者

を学生に伝授することは彼らに新鮮な感動を

与える上で極めて大切であると信じている。

そのために，日頃から関連する書物や雑誌に

目をよく通し，その内容を学生に教えるよう

に心がけている。

「発問力」に関して，“教育の基本はテキ

スト（教材）と問いである。内容の濃いテキ

ストを生徒に出会わせ，そこに問いを投げか

けテキストから吸収を良くさせる。物事を考

えるためには，考える切り口が必要だ。…教

師の実力が問われる勝負どころは，発問力で

ある。問いがぼんやりした凡庸なものである

ならば，生徒たちは深く考えることができな

い。問いを発するという行為は，実に教育者

らしい行為なのである ）。”しかしながら，

現状では筆者の担当する選択必須講義で指定

したテキストを購入しない学生が約 ％もお

り，非常に憂慮している。すなわち，内容の

濃いテキストと学生との出会いの場が閉ざさ

れている。この点は大学教育上の問題として，

対応策を早急に模索すべきだ。

「教育力の基本とは」で，“「教育という仕

事ははかない」と斎藤喜博はよく言っていた。

斎藤喜博というのは，昭和を代表する小学校

の校長で，情熱にあふれた実践者だ。いろい

ろな教育方法を工夫して，教育学研究の潮流

をつくった人である。その人が「教育とは，

はかない仕事だ」と言ったのだ。はかないと

いうのは，ものとして残らない，相手に感謝

されるとは限らない，むしろ嫌われたりする，

意図が伝わらない，といった様々なさみしさ

を 言にした表現だ ）。“教師の指導力が声

高に言われている現在，「教育とは，ますま

す，はかない仕事だ」といっても過言ではな

い，と筆者は思うことがある。すなわち，筆

者の教育への思い熱意が学生諸君に伝わらな

いことに空しくなる。

最終章 章「ノートの本質，プリントの役

割」のなかで，“学校はなぜあるのかという

と，もちろん団体生活をするという社会的な

ルールを身につける場所でもあるが，本来，

知的好奇心を中心にして，勉強する仲間が集

まるところなのだ。それが象徴的に現れるの

教育について学ぶ その



が読書活動であって，読書を全くしないで学

校の成績向上だけの追求というと，やはり，

知的好奇心が育っていないと見ざるを得ない。

社会に出て 番大事なのは知的な好奇心や欲

求，向上心というものだが，そういうものの

種が読書によって播かれ，育っている。その

ことによって学校が嫌な場所でなくなるの

だ ）。”平成 年度の授業では，毎回，ある

本を ページコピーして，学生に読んで

もらうような工夫をしたが，その効果はどう

であったかは不確かではあるが，学生が社会

に出た際に読書の必要性を感じた際に私の授

業の事を思い起こしてくれればそれでよいと

思っている。

．授業はトキメキ ）

“ここ数年，高校 年生のクラスを担当し

ていますが，…以前扱った教科書の中に複雑

な英文がありました。生徒はこんがらがった

糸をほぐすようにしてやっと訳せたのですが，

訳した後で，「なあにこれ？こんなこと？」

と，複雑な英文のわりには余り意味のない内

容にきょとんとしている姿が忘れられません。

…昨年度は総合コース 年生英語 時間のう

ち 時間は教科書を指定されていなかったの

で，映画をもとにした

のテキスト（ 友社出版）を使うことにしま

した。…私たちはこのテキストを記号づけの

プリントにして行うことにしました。…プリ

ントには辞書を引かなくてもよいくらいの

「ヒント」が書いてありますが，それ以外の

特にわかりにくい所は黒板に説明を書いてお

きます。…ところで提出されたプリントはど

うするかということですが， 枚 枚全部目

を通して間違いを直し，テスト前に 括して

返しました。…さてこうした授業を生徒はど

のように受け止め，やりきったでしょうか。

生徒には感想文「私と英語」を書いてもらい，

授業アンケート（資料）もおこないました。

次に生徒の感想文を幾つか紹介します。…

このような小説を読解してゆくのは楽しかっ

たです。自分でも書店で英語の小説というか

簡単な物語を買って 人で読んでみました。

おおまかなストーリーだけどわかった気がし

ました。こうやって，徐々に英語に親しんで

いきたいと思います。（椎名） ）”

高校生の英語の授業の工夫とその効果の

例を紹介したが，教師側に教育に対する熱

意・工夫がいかに大切であるかを学ぶことが

できた。しかし，このような授業アンケート

（資料）に見られるような実践的文章を筆者

が行った授業評価アンケートで見たことはな

い，大学生自身はもっと真剣に授業評価アン

ケートに答え，よりよい授業のための指針と

なるべきであろう。

．科学者という仕事 ）

「訓練と自由」の中で，“それでは，高等

教育はどうだろうか。特に理工系の分野では，

実験や実習を通して技術的な訓練が必要だ。

しかし，高等教育のすべてが「訓練」であっ

てはならないと考える。大学で学ぶことが訓

練の延長であり義務的なものだと見なされれ

ば，学問の自由が間違いなく損なわれる。そ

れは，教育が受け身的になって，主体的な研

究の芽まで摘んでしまうからである。プリン

ストン大学の新入生に向けて，アインシュタ

インは次のように述べている（ 年）。

大学での勉学を決して義務だと見なさない

ように，そうではなくて君達自身にとって喜

ばしく，そして君達の今後の仕事が奉げられ

る社会にとって望ましいことには，精神面で

の解放された美に接するという，うらやむべ

き機会なのだと思ってください。

現在の高等教育では，…残念なことに，講

義選択の自由を増やすと，楽な（出席があま

り必要とされず，試験の採点が甘い，要する

に履修科目の「単位」が取りやすい）講義に
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学生が集中しています ）。“筆者はアイン

シュタインの言に教育の重みを感じる。最後

に引用した講義選択の弊害は により

改善の方向に向かっていると言いたい。ただ，

遂行に当たっては，学生のレポート，

試験問題，出席簿等の厳格な保管が義務付け

られ，われわれ教員の負担増となっている。

．教育科学／国語教育 ）

総合題目は「読み書き関連で思考力を鍛え

る」であり，ここでは青山学院大学文学部の

小林茂教授の「重層的な言語能力の育成─総

花的な関連指導の脱却─」から思考力を重視

した国語科授業について考えよう。当然では

あるが，思考力は大学のいかなる授業でも重

要視されなければならないと筆者は思ってい

る。小林教授は“ 「思考力」重視の国語教

育とは…この「思考力」について，」「読解力

向上に関する指導資科─ 調査（読解

力）の結果分析と改善の方向」（文部科学省，

平成 年 月）に拠れば 次の つが指摘さ

れている。ア テキストを理解・評価しなが

ら読む力を高めること イ テキストに基づ

いて自分の考えを書く力を高めること ウ

様々な文章や資料を読む機会や 自分の意見

を述べたり書いたりする機会を充実すること

（ 頁）つまり 「思考力」重視の授業

とは 言語能力としての「テキストを理解・

評価しながら読む力」と「テキストに基づい

て自分の考えを書く力」を育成することであ

り 指導方法として 「様々な文章や資料を読

む機会や 自分の意見を述べたり書いたりす

る機会」を充実することである。…

型読解力と国語科授業の改善 「思考力」重

視の国語科授業は 型読解力を視野に入

れながら 上述の「読み書き関連」を学習指

導過程や「本時の学習指導案」等として捉え

直すことである。その推進は つは 従来の

言語能力観の見直しである。…話す・聞く能

力 単層的に話すこと・聞くことの学習活動

だけでは意図的・計画的に育成できない。話

す・聞く能力は 話したい言語情報として的

確に読み取る能力や聞きたい内容を言語情報

として的確に書き取ったりする能力と密接・

不離である。つまり 話す・聞く能力をこの

者の重層的な能力として育成する。次に

書く能力も 単層的に書くことの学習活動だ

けでは意図的・計画的に育成できない。書く

能力は 書きたい内容を言語情報として的確

に読み取る能力や 相手や目的に応じて 書き

まとめた文章を音声言語で説明したりする能

力と密接・不離である。…このように 読む

能力も 書く能力も 話す・聞く能力も これ

ら 者は それぞれが密接不離な関係であり

重層的な「構造」である ）。”小森教授は文

学部に所属されていて 筆者が授業前に 分

間学生に新聞を読ませ 感動したこと等を

用紙に記述させている行為 ）を的確に表

現されていることに感服する。ただ 新聞を

読ませるのに終止して 学生間で議論する場

が欠落していることを認識し何らかの方法で

改善せねばと思う。さらに 多くの本を学生

に読ませることの重要性を再確認した。

．特集─教育改革の現場 ）

本書において著者森田伸子は題目「学力と

リテラシー 教育学的 項図式に決別するた

めに」で「学力」とは何をさしているのか，

さらに言えば，これらの議論に共通して欠落

している視点は何かを問うている。

学び論の陥穽では，“以上見てきたように，

リテラシーをどのように受け止めるか

という点に関して 私は佐藤氏と大きく立場

を異にしている。それはリテラシー観の違い

であるあると同時に 氏の持論である「学び」

論に対して，私が感じずにいられない違和感

とも結びついている。この点を少し述べてお

きたい。氏は現代を「勉強」の時代から「学

教育について学ぶ その



び」の」時代への転換期として位置づけている。

もう 度と「勉強」の世界へと子供たちが立

ち戻ることはないでしょう。「勉強」の文化を

支えてきた東アジア型の「圧縮された近代化」

も，「勉強」の文化と対応してきた効率 辺

倒の産業主義の社会も，子供たちの足元から

消え去っています（佐藤 ）。

それでは，かくも決定的に失効を宣言され

た「勉強」と，氏が推奨する「学び」との間には

どのような違いが考えられているのだろうか。

氏は次のように述べている。私自身は「勉

強」と「学び」との違いは， 出会いと対話〉

の有無にあると考えています。「勉強」が何

ものとも出会わずに何ものとも対話しないで

遂行されるのに対して，「学び」はモノや人

や事柄と出会い対話する営みであり，他者の

思考や感情と出会い対話する営みであり，自

分自身と出会い対話する営みであると思いま

す（同上書 ） ）。

森田伸子は教育思想史が専門であり，筆者

の安直な教育に対する意見とは格段の差があ

り，今後参考としたい。

．限界への挑戦 ）

エサキダイオードで 年にノーベル物理

学賞を受賞した江崎玲於奈氏の書籍である。

氏の家族が渡米した際に子供たちは公立の

ホーレス・グリーリー高校に通った。本校は

ニューユークの北，約 キロ，人口 万

千人のチャバカという町である。“さまざま

な能力の生徒に対し，学校はどのように学力

達成目標を立てるか，ということが話題に

なった。わたしがつかんだ議論の結果を図を

使って説明してみよう。まず，簡素化して，

学力あるいは能力（縦軸）に差のある生徒が

人いるとしよう。そして，トップ 位から

ボトム 位まで能力順（横軸）に並べる。さ

て，これらの生徒に対し， 種類の学力達成

目標を考えてみよう。 すべてに平等に必要

最低レベルの目標設定 すべてに平等に高

度な，例えば日本の学習指導要領レベルの目

標設定 各人の能力に比例した目標設定

トップグループに対して比例を越えた英才

教育的達成目標の設定

このチャバカの高校では，できるだけ，ボ

トムグループには ，中間グループには ，

そしてトップグループには の学習目標を設

定し，特にトップグループは競争させて学力

をつけさせようとしているという。もっとも，

このように，個別的な目標設定は多数の教員

を抱えているからこそできるのである。

わが国では の目標設定をしているのでボ

トムグループに大きな努力を求めることにな

る。しかし，文部省「学校教育に関する意識

調査」による高校授業の生徒の理解度は決し

て高くない。「よくわかる」「だいたいわか

る」と答えた生徒の合計は僅か ％なの

である。また，この日本方式の決定的欠陥は

英才の芽を摘みかねないということであ

る ）。”筆者も講義のレベルをどの程度の学

力の生徒に合わすべきかで悩んできている。

筆者は，現在，上述の の学習達成目標に

よって講義を行っているが，その弊害として

講義の進み方が遅くなり，よくできる（理解

力の早い）生徒に対しては不満が残る。今後，

これらできる学生に対してレベルの高い講義

をしなければならない意識は常に持っている

が実現していない。

．コトの本質 ）

著者松井孝典は東京大学大学院教授であり，

地球物理学が専門で著書に 水惑星はなぜ生

まれたのか ， 地球進化論 等がある。本書

の帯には「考えるとは何か」考えてみる，と

ある。私は毎回の講義のときに学生に読んで

欲しい本の 冊として平成 年度後期の“土

木振動学”講義のときに紹介した。さらに，

部をコピーして学生に配布した。現在の大
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学生は，ある事柄についてじっくりと考える

習慣が身についていない，と常々思っている。

その意味でも教育の現場でぜひ学生に紹介し

て欲しい 冊である。

本書は 章から構成され， の小見出しが

付けられている。 解くべき問題の姿をはっ

きり認識して霧と混沌の中を歩き続けるで，

考えを持続する生きかたについてこう述べら

れている。“考えていなければ，ひらめくこ

とはありません。それも 時中，考えに考

えていなければ，突破できないのです。寝て

いる時だって，考えているといえば考えてい

ます。絶えずそのことを思っているのです。

知りたい，なんとかそれを知りたいと。そう

して，あっちへ行き，だめ，こっちへ行き，

だめ，ということをくりかえしているのです．

…

考えるというそのことが，私の仕事です。

時中，考えに考えているその状態。それ

は，まさに自分の望んでいた人生そのものだ

ということです。こういう状態を，何 年と

続けているわけですが，ある瞬間，そこから

逃れてみたら楽になるのにと思うときはあり

ません。そのくらい考え続けているのです。

私にとって，考えるというのはそういうこと

なのです ）。”

助手ほど素敵な職業はないでは，“竹内研

究室の助手になった当時はまだ講座制です。

それぞれの研究室には，教授 人いて，助教

授が 人いて，助手が 人います。当時の講

座制では多くの研究室で，研究費の使い方の

あれこれから，学生の指導から，講座の雑用

すべてを，助手が仕切っていました。教授，

助教授の指導の下に，なんでも助手が仕切る

という講座が多かったのですが，竹内研究室

は違いました。

竹内さんは，多額の研究費を取ってくるだ

とか，やれ政府の審議会の委員をやるとかを，

切やらない人です。したがって逆に，助手

は雑用がほとんどありませんでした。もちろ

ん学生の指導はありますが，それはある意味

自分の研究をするだけのことですから，むし

ろ歓迎です。研究 昧の生活でいいので，

しょっちゅう海外の学会へ出かけて，その後

各地の大学を回りセミナーをしたり，自由気

ままな生活をしていました ）。”

筆者は竹内先生の研究姿勢に共感するが，

現代の大学では通用しないことは自明である。

また松井氏の研究活動には刺激を受ける。教

育と両輪の関係にある研究も地道に続けてゆ

かねばならない。

．魂を養う教育 私の体験的教育論

の提言 悪から学ぶ教育 ）

私の好きな作家の 人である，曽野綾子氏

の教育提言集である。彼女は 年，ローマ

法王よりヴァチカン法王庁よりヴァチカン有

功 字勲章受賞， 年，日本芸術院賞・恩

賜賞受賞をはじめ多くの権威ある受賞をされ

ている。

教育は強制から始まるでは，“戦後の教育

は個性の形成，自由を行使する権利だけを教

えた。教育は自発的にしたいことだけしかさ

せてはならない，と今でも信じて疑わない人

がいる。しかし人生は複合的だ。したくない

ことを強制的にさせられる場面も当然あるが，

その間に自然にしたいことが見えてきて，親

も教師もそれをいいことにして励ましている

のが，普通の光景だと思う。

しなければならないことは強制的にさせ，

したいこともさせる，その両面をカバーする

のが，人間を創ることだ，とは思わなかった

のである ）。”

教育の基本ルールでは，日本の教育は，安

全第 ，予防優先，被害者心理の保護，自発

的意思だけを尊重する。それらはすべて悪

い」ものではない。しかしそれらが，整えら

れるよくできた環境というものは世界中で非

常に少ないし，整えられなければ不幸に思う

教育について学ぶ その



といった感じが 般化することはまた，大き

な不幸である。

生きるということは，基本的に安全でな

いことなのだ。 予防ということは，どんな

に考えても落とし穴があるということなのだ。

被害者を労るということは，改めて言わ

なくても昔から皆がやって来たことだ。しか

し時には「労られることに甘えるな。自分で

立ち上がれ」と突き放されることの方が，奮

い立って楽な場合がある。 自発的意思だけ

をまっていては，教育も訓練も決してできな

い。幼いうちは強制的に，子供が長じるに

従って次第に自発性を尊重するというのが，

教育の順序である。

しかし日本の大人は，近年，こうした若い

世代に対する教育の基本ルールを全く教えな

くなった。つまりしつけは強制で悪いものだ

と考えるようになったのだ。だからよく言わ

れていることだが，小学校や中学の時代をま

ともに終えて来たとも思われない原始人が，

そのまま大学に入ってくるようになったので

ある。

その理由は，幾つか考えられる。 親や教

師が，自分がいささかでもものわかりの悪い，

口煩い大人だと思われたくないため，評判を

恐れて相手が苦く思うことを言わない。後で

先輩の言葉の厳しさに意味を発見してくれる

ということを全く信じない，という形で，実

は若い世代をバカ扱いするか，徹底してお追

従教育をしてきたのである。 いささか辛い

思いをすることの意味や楽しさを，ほとんど

認めさせられない。自分自身が既にエアコン，

マイカー，テレビなどを当然とする生活の中

で育ったからだ。だからスポーツ選手は金メ

ダルを取るとすぐ「自分を褒めて上げたい」

などと薄気味悪いことを言う。まずこれは日

本語の間違いを含む。敢えて自分を褒めたい

なら，「自分をほめてやりたいです」と言う

べきなのだ ）。”曽野氏の，この教育基本

ルールには首肯する。大学生と接していて，

まず挨拶さえできない学生の多く，われわれ

教員の方から声をかける状況だ。講義中に筆

者は先人のすぐれた研究業績や人生論を話す

と，かならず“授業評価”で曽野氏の言うよ

うに，口煩いと苦言がはね返ってくる。これ

も教育の基本ルールを学ぶ機会のなかった大

学生の無知と思うしかあるまい。

本を読まないのは人間じゃないはわれわれ

にはとても言えないが，曽野氏はここで，

“私たちは本を読まなければならない。テレ

ビだけではダメなのだぞ，テレビとコン

ピューターだけで生きていたら，その人は決

して指導者にも専門家にもなれないのだぞ，

と親も教師も言わなかった責任は大きい。言

わなくてもいいのだ。規範を示す，というや

り方がある。しかし今の教師は教師自身が本

を読んでいない。忙し過ぎるからだろうと同

情はしているが，教師が毎日 言でも，自分

が読んだおもしろい本の話をしてやれば，生

徒たちは読書の魅力を察するだろう ）。”筆

者は自分の読んだ本の 部をコピーして授業

中に学生に渡しているが，多くの学生が読書

の魅力や必要性を感じているとはとても思え

ないのが現状だ。今後も，学生には読書の必

要性を教え込む心づもりである。

最後の教育の基本─日本人へでは，“近年，

日本の教育の荒廃は，見過ごせないものがあ

る。子どもはひ弱で欲望を抑えきれず，子ど

もを育てるべき大人自身が，しっかりと地に

足を着けて人生を見ることなく，功利的な価

値観や単純な正義感，時には虚構（バーチャ

ル・リアリティ）で人生を知っていると，勘

違いするようになった。その背景には，物質

的豊かさと，半世紀以上も続いた平和があっ

た。…戦後教育は，人間が希求するものと，

現実の姿とを混同した。私たちは自由を求め

るが，しかし人間が完全な自由を得るという

ことは至難な技である。私たちは平等を願う

が，人間は生まれた瞬間から，平等でない。

運命においても才能においても生まれた土地

大学教育 第 号（ ）
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においても，私たちは決して平等たり得ない。

…

教育という川の流れの，最初の水源は清冽

な 滴となり得るのは，家庭教育である。…

また子どもは，父と母を尊敬したいものであ

る。

個性は，学校で受け入れられる場合と拒否

され理解されない場合とがあるが，それは人

生の如何なる時点にもあり得る矛盾である。

それゆえ理解されない苦難にいかに耐えるか，

ということも， つの学習である。もちろん

それには，別の角度から，家庭や友人などの

支持が大きな助けになるのは言うまでもない。

人格のできていない人間は，本来高等教育

を受ける資格がない。善悪をわきまえる感覚

が，学問に優先して存在すべきものであろう。

そのために，私たちの先人は実に豊かな財産

を残している。日本語を駆使して，複雑な心

情の表現を可能にする，読み，書き，話す技

術はもっと大切にしたい。

教師は，改めて徳と知識の双方を保有して

欲しい。そのため，教師自身が絶えず勉強を

続けることが望まれる。生徒と保護者は，そ

の結果として，教師に人格的権威を自然に感

じるようになるのが理想である。

今までの教育は，要求することに主力をお

いたものであった。しかしこれからは，与え

られ，与えることの双方が個人と社会の中で

暖かい潮流を作ることを望みたい。個人の発

見と自立は，自然に自分の周囲にいる他者へ

の献身や奉仕を可能にし，さらにはまだ会っ

たことのないもっと大勢の人々の幸福を願う

公的な視野にまで広がる方向性持つ ）。”筆

者は改めて大学生に講義をするのだけでなく，

道徳心に問題のないような学生を育て上げる

ことの大切さを学んだ。さらに，当然のこと

ではあるが，われわれ自身が絶えず研究・教

育活動に邁進せねばならない。

．新・学問のすすめ ）

著者の和田秀樹氏は 年生まれ，精神科

医である。著書には，『学力崩壊』，『大人の

ための勉強法』，『頭のいい大学 年間の生き

方』，『勉強のできる人，できない人』，など

勉強に関するものが多い。

本書では著者からのメッセージとして，“勉

学は，自分を信じる者を救う。人の平等が保

障されない世の中になった以上，自分を信じ

て，よりよいやり方で勉め，学ぶしか，人生

を切り開く方法はない ）。”と断言している。

本書の構成は次のとおりである，【第 章】

なぜ学ぶのか，その根拠をつかむ，【第 章】

日本に「頭脳敗戦」が迫っている，【第 章】

国のために学問する意味を説く，【第 章】

学問するには方法がある。

第 章において，『学ぶ意欲がなぜ衰えた

のか』で“「勉学をやらないこと」への主な

理由は つあると思う。 つ目の理由─「勉

強して何の役に立つのか」という理屈。たと

えば，世界史の年号を覚えて何の役に立つん

だと考える人が多い。数学の問題が解けるよ

うになって社会生活に何の役に立つのか。こ

うした疑問が頭をよぎる人は少なくないと思

う。

もちろん，教養として習っておいてもいい

という考えもあるが……。仮に，この両者を

比べた場合，役に立たないから習わなくても

いいと考える人のほうが多いのではないだろ

うか。社会に出て世界史の知識を試される機

会はほとんどないと思うかもしれない。しか

し，私は，その知識以上に世界史の年号を覚

えることによって，記憶力が高まるというこ

とに価値があると考えている。…このように

習った内容は役に立たなくても，勉強するこ

とで身につく能力は 生役立つものだし，こ

れからさらにその傾向が強まるであろう。

■ つ目の理由─「つらいからやらない」。

■これは，先に述べたように勉学は「苦しい
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からやらない」ことだ。これについては妙な

理屈がまかり通っている。いま，ありとあら

ゆるつらいことがストレスと呼ばれている。

例えば，子どもにストレスやプレッシャーを

かけてはいけない，子どもはつらいことをや

らなくてもいいという変な価値観が蔓延して

いるようだ。実際は，ある程度までのつらさ

は人間の能力を高め（これを善玉ストレスと

呼ぶ），それが 定よりつらさがひどいときに，

人間の能力を落としていく（これが悪玉スト

レスと呼ばれるものだ）。だから，つらさと

いうのは程度の問題ということになる。

しかし，私は，あえて「勉学はつらいぐら

いでちょうどいい」と考えている。つらくて

もやるという経験は大事な経験だと思う。こ

れは勉強にかぎらず，スポーツをやる場合も

同様だ。「つらいことが何で悪いのだ。つら

いことこそ意味があるのではないか」といい

たい。…

つ目の理由─希望にも格差が生まれた。

繰返しになるが，要するに，戦後は，家柄や

世襲もない状態が生じた。たとえば財閥は，

世襲のトップクラスから番頭クラスの高学歴

の人間が後を継いだ。官僚も家柄より学歴が

重視された。すなわち，これからの時代は学

問をつけていけば，チャンスが手に入る平等

な社会になった。いわばだれにでも希望が生

まれた。そういう時代に格差はなかった。し

かし，ここにきて戦後培われた希望にかげ

りが生まれた。

つには，団塊の世代の厳しい受験競争で，

勝てなかった人が大量に生まれたという背景

がある。あんなに勉強したのに，希望の学校

に行けなかったという人は，頭のよさは親譲

りだ，要するに才能の問題だと考えるように

なった。そういった後ろ向きな諦めの感覚が

蔓延し，その人達が親になることで，多くの

若者の希望や意欲を殺いでいる。

あるいは，そういう親たちは，自分がした

ような苦労を子どもにさせたくないという考

えも強い。結果的に，子どもたちに「無理は

しなくていい」と伝え，「勉学はつらいから

いやだ」というムードを容認していく。その

うえ，バブル期や，その後の不景気で多少の

努力で這い上がれないことが現実化し，また

就職も難しくなると，さらに諦めが蔓延する。

これが現代の「希望の格差」のもとになって

いるのではないだろうか ）”。

以上，著者の『学ぶ意欲がなぜ衰えたのか』

の考え方を少し長く引用したが，これに対す

る筆者の意見を述べる。 つ目の理由は初

等・高等教育の生徒たちが考えることであり，

種々の学問分野での知識が相乗作用により，

自分自身の教養や教育に対する意欲につなが

ることは社会に出ないと分からないことだと

考える。 つ目の理由については精神科医の

著者であるから「勉学はつらいぐらいでちょ

うどいい」という厳しい指摘をされるが，今

の時代ストレスで学校に行けなく辛い思いを

している生徒たちにとっては，この指摘は厳

しすぎよう。 つ目の理由は必ずしも的を射

ているとは思わない。私も団塊の世代である

が，自分たちが勉強で苦労したから，子ども

たちに「無理はしなくていい」とは言わない。

世の中にソフトゲーム，パソコンや携帯電話

の普及により勉強に打ち込む時間が大幅に減

少していることが根幹にあると反駁したい。

．最高学府はバカだらけ 全入時代の

大学「崖っぷち」事情 ）

著者の石渡嶺司氏はあとがきで，部分に

よっては乱暴な書き方になっているが，どう

かお許しいただきたい，と書いている位，本

書は荒っぽい言語が目立つ。

第 章は，バカ学生を生む犯人は誰か？に

ついてであるが，自省せねばならない点もあ

り興味深い。“「ウチはまったく悪くない」に

ついて，バカ学生が生まれる原因を探すと，

大学教職員は大学外に犯人を探そうとする。
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実のところ，バカ学生の発生は歴史的なもの

もあるし，ガンと同じで つの原因をもって

すべて解決する，という問題ではない。そし

て，舞台が大学である以上は大学にも原因が

あるに決まっている。ならば，それを認めた

うえで大学にできることは何かを考えればい

い。この簡単な道理を認めない大学教職員の

なんと多いことか！私の知る少数の良心的な

教職員を除けば，ほぼ例外なく校門の外にい

る他者を原因だと決めつける。…大学教職員

の多くが真っ先にあげるのが，この「高校教

育劣化」説である。たしかに，大学教職員は

バカ学生を見るたびに「こいつら高校でどん

な教育を受けたんだ？」とイライラするに違

いない。高校教職員にとっては不快だろうが，

槍玉に挙がるのも当然だ。大学にとって高校

は「お客様」という部分もある。生徒を大学

に送り込んでくれるかくれないかで営業成績

が大きく変わるからだ。そんな「お客様」の

ことを悪く言うのは他でもない，高校教職員

の態度があまりに悪いからだ ）。”

「文科省理念先行」説では，“文部科学省

のどこがまずいかというと，「理念が正しく」

「それでいて現実に即していない」という

点に集約される。…「両親ヘリコプター化」

説は…親が過保護なのか，しつけが不 分な

のか，あるいは両方なのか。はっきりしてい

るのは，これまで考えられなかったような「変

な親」による問題が教育現場で噴出している

ことだ。これは大学も例外でない ）。”

第 章では，大学そのものに問題はないか

が検証されている。「入試激化」，「推薦・

入試激増」，「大学乱立」説の他に，“「大

学教職員不能」説では，個人個人の事務能力

を大幅に超えた仕事量を大学の教職員が抱え

ていることも身逃せない。そこで，「機能不全」

の意味も込めて「不能説」とした。…大学教

職員が機能不全に陥っていると，そのしわ寄

せは学生に来る。本来は受けられるはずだっ

た学生への支援やサービスも不 分なものと

なる。結果論としてバカ学生増加に寄与して

しまう。この「大学教職員不能」説は大学教

職員が原因でない。原因は，人員を 分に確

保しないまま大学を運営しようとした大学幹

部にある。大阪府立大の事件は氷山の 角で

あり，どの大学でも起こり得ることであるこ

とを指摘したい ）。”現在、山口大学でも教

職員数が削減されているが，学生に 分な教

育を提供することができる大学運営体制を維

持せねばならないと強く感じた。さらに，入

学者数の確保にも力を注がねばならない。

．いま日本の教育を考える ）

本書で議論される教育は初等教育であるも

のの、高等教育にも相通じるものがあり、こ

こで取り上げた。本書の構成は第 章いま子

どもは？親は？学校は？，第 章ではどうす

ればいいのか，第 章戦後教育のもたらした

ものとなっている。第 章の 教え育てると

いうことに筆者は心を打たれた。それを若干

長くなるが，引用しよう。“わたしたちおと

な（教師）は，子ども（学生）は，当然こん

なことは，（こんなことぐらいは）知ってい

ると，と思って（決めこんで教えることをし

ていない。そして相手にそのことができない

となると，それを自分の指導力は棚にあげ，

非は全て子ども（学生）にあり，としてなす

くりつける。「いまどきの子ども（学生）は

こんなこともできない，教わってきていない」

と。あげく，家庭教育がなっていない，とま

で…。ができなければ教える，それが教育で

しょう。教わってきていんじゃければ，改め

て教え直す，これが教育する，ということで

しょう。それを殆どといっていいほどの教師

が怠っている。無自覚，不見識に。このこと

に気づいただけでも，教育は格段の進歩をす

ることになります。…「教育」とは，読んで

字の如く，教え育てること。教えないところ

からは何も始まっていかないのです ）。”著
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者の言っていることは当たり前だといえば，

それまでだが，筆者は教育について改めて教

えられた気がする。すなわち，大学の授業で

学生が理解できないと，「これ位のことは高

校で習っているはずだ。」という気持ちが頭

をもたげ，腹立たしく思うことが多い。この

ような考えに立脚すると，授業のレベルを下

げねばならないと思うが，逆に彼らが社会に

出たときに，「大学でこれくらいのことは教

わっていないのか。」と言われかねない。こ

の著者からは，理解のできない学生に対して

見下げる発言や態度は良くないことを教えら

れた。

． 年後を展望する中規模大学 マ

ネッジメント｜が学習支援｜連携 ）

著者市川太 は現在，広島修道大学法学部

教授であり， 年 月 年 月まで学

長にあった。現在、教育ネットワーク中国代

表幹事，全国大学コンソーシアム協議会幹事

などをつとめている。

“日本私立大学振興・共済事業団は，

年度の大学の入学志願動向を分析した

データを基にして，上表（割愛）のように，

入学定員 人未満の私立大学を小規模，

人以上 人未満の大学を中規模，

人以上を大規模大学と区分している

（ 月報私学 年 月号）。…大規

模大学，そして東京と近畿圏へ志願者は集中

しつつある。大学の規模と地域について，大

学を取り巻く環境が違うことが理解していた

だけたと思う ）。”私大と国立大学法人の差

異に囚われないのであれば，平成 年度の山

口大学の入学定員は 人で，中規模大

学の範疇に分類される。なお，日本の大学の

％以上が中規模大学である。

市川太 は本書で「 学習支援」，「

大学マネジメント」，「 教育機構連携」か

ら構成される。「学習支援」では参加型授業

を通じて基本的なスキルを養う中で次の つ

の教育の柱を要求している。“ 本を読み，

考え，意見を発表し，まとめる力を養う。…

文章を書くだけでなく，本を読む，考える，

意見を発表する，まとめる力を養う授業。人

数が多い講義でも少人数教育でも，教員が

方的に話すのではなく，学生同士が意見を交

換する授業… 思考のプロセスを段階的に

教えていく，… 中規模，大規模の授業で

新書を読む，… 小規模，中規模の授業で

テーマをめぐるグループ討議，… 教育改

革を支援する大学マネジメントを …教育改

革は授業方法の改革にとどまらない。施設や

設備も改善されなければならない。固定式の

机は，教員は話す人，学生は聞く人という

方向的な関係を前提にしている。…グループ

ワークができる教室環境の整備をはじめ，現

在の学生の状況にあった教育空間をどう創っ

ていくのかも課題である ）。”著者の言うよ

うに本を読み，考え，意見を発表し，まとめ

る力は教育の根幹に関わることである，と筆

者も同感である。しかし，現状の教育システ

ムでは，授業時間等が障害となり，これらを

実行することは難しい。

“ 大学連携から小中高大連携へでは，

○○ 年 月，広島県の矢野西小学校に

おいて小学校 年生の女児殺害事件が起きた。

…こういった事件の起きる原因はいくつかあ

るだろうが，根底には地域社会が変質し，地

域社会において人間同士のつながりが少なく

なり，子どもたちの目が行き届かなくなって

いることに起因している。…大学は地域社会

そのものとして，この社会との関係を考えて

いたけれども現在では地域社会は自然にある

ものではない。大学は小中高校や教育委員会

などと連携して，地域社会を創っていくとい

う視点と行動が求められている ）。“先の書

籍の引用 ） ）では，大学教員が高校教育の

あり方に批判的に言及していたが，本書の小

中高大連携構想は大学教育の質の向上に期待
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できるものと筆者は考える。

．大学のエスノグラフィティ ）

東京大学大学院総合文化研究科教授で文化

人類学者の船曳建夫の著書である。エスノグ

ラフィティとはある集団や社会の全体を記述

したものをいう。第 章 「ゼミの風景から」

の第 節「先生」 よい先生とは，先生とい

う方法の中で「全人教育」が目に留まった。

少々長くなるが，引用しよう。“…そうした，

先生が学生に正面から向き合う，やや気恥ず

かしい言葉ですが，全人教育というものがあ

ります。しかし，それはもうすでに無理になっ

てきている，という人がいます。先生の持っ

ている知識は，大学に行かなくても本になっ

て出ている。それも難易度を変えて様々なか

たちで。だから（大）昔なら学生が全人的な

存在を期待するような，「大学教授」として

のオーラはすでにない。要するに大学の先生

とは，ある専門家であって，「師」ではなく，

また「知識人」ですらない，と。また，複雑

な社会では，先生が先生らしく振る舞い続け，

学生の期待に応えるというのが難しくなって

いる。何よりも，先生の持っている知識はし

ばしば時代遅れになり，先生が先生らしくな

ればなるほど，時代錯誤の戯画化されやすい

存在となる。しかし大学院の専門教育とはべ

つに，大学の ○歳前後の若者たちにとって

は，その大学の先生がどんなに単なる「専門

バカ」であっても，ある種の信念を持った人

間に出会うことは，それがすぐ捨ててしまう

モデルであったとしても，重要であると思え

ます。…ですから，通り過ぎる過程として，

大学の先生がどこかで学生に全面的に向かい

合う，その知識が単に抽象的な中立な知識と

してではなく，その先生の人格と生活の中で

どんな意味を持っているかまでを伝えること

は必要である，と考えます。それが私が考え

る全人教育であり，… ）”

筆者は授業で個々の学生とできるだけ対話

できるようにつとめており，そのため授業の

進捗状況が芳しくないが，それはそれとして

割り切っている。著者の言われる「全人教育」

に近いものであると確信する。

第 章「大学人の 足のわらじ」の第 節

研究と教育 で教育はむなしいか、につい

て以下のように述べている。“研究は「内」

のことがらです。教育も活動としては「内」

なのです。しかし，それが外部から入ってく

る「学生」に対して行うこと，その成果が学

生が卒業し外に出て行って見せる活動で評価

されることの 点から，「外」の仕事なのです。

その意味で，大学の側（大学の当局者と大学

を指導する役所）が教育に，研究と同等の，

ときには研究以上の努力をせよとうながすの

は当然です。それが外部の 般社会に大学の

存在理由を示すことになるからです。では，

なぜ，大学教師が「研究と教育」を 足のわ

らじと感じ，教育を嫌って研究を重視する傾

向があるのかと言えば，こういうことです。

教育は学生の内側に残るだけで，その成果が

学生の業績や人格として現れるのは，彼らが

卒業して数 年経ってからです。… 方，研

究の成果は論文，書物という具体的なかたち

を取り，教育よりも比較的早く出来上がり，

そこには研究者の名前が刻印され，その努力

は個人的に評価されます。となれば，教育は

むなしく苦痛だ，「自分の」仕事は研究だ，

というのはむべなるかなです。この 足のわ

らじはどのように「解決」可能でしょうか。

まず第 に，いやなことはしない。教育の放

棄というみちがあります。これは話にならな

い，と見えますが，そうでもない。これを考

えるには，大学の「教育」には 種あること

に気付かなければなりません。 つは私の場

合でしたら，文化人類学者になる学生への文

化人類学の教育です。 つ目は，物理学者に

なるとか金融の世界で仕事をする学生への文

化人類学の教育です。前者の教育は放棄する
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ことが出来ない。こっそり自分だけさぼるこ

とは出来ますが，全ての文化人類学者がそれ

をしたら自分の仕事を評価してくれる文化人

類学の後進がいなくなり，自分の仕事の意味

の消滅となる。また，この専門家の卵への教

育も，学生が孵化し，その学問レベルが上が

るにつれ，次第に「研究」に近づきます。大

学院生への教育は教えつつ教えられるもので

す。理系の学問であれば，大学院生は教育の

対象であるだけでなく，自分の研究の協力者，

または下働きでもあることがある。ですから，

この後進への教育は研究としての意味はあり，

またその必要性から放棄できません ）。”著

者の、この考えを筆者に当てはめるならば，

つは放棄することが出来ないのが土木全般

に関する教育であり， つ目は筆者がよく引

用する「物理学者・随筆家の寺田寅彦の研究

心」である ）。山口大学工学部も大学院理

工学研究科となり，大学院教育に 層のエネ

ルギーを注がねばならないが，その教育には

学部と違って研究面に軸足を置かねばならな

いと筆者は考えている。

．教育をどう変えるのか ）

著者は元公立学校教員である。本書の帯に

はわが国の戦前・戦後教育を問い直し教育の

本来の役割とあるべき姿を探ると書かれてい

る。 章 あるべき教育理念づくりに著者

独自の教育論が読み取れるので，引用してお

こう。“さてあるべき教育理念とはどのよう

なものであればいいのかということになるが，

わたしはそれは個人のための教育をどんどん

進めていけば全体のためになり，全体のため

の教育は必ず個人のためになるそのようなも

のでなければならないと考える。つまり，個

人の教育の目的すなわち利益が，全体，国家

や社会のそれと矛盾なく合致するものという

ことになる。この矛盾なくというところがす

こぶる大切なところである。このことは，国

家主義教育も，個人主義教育もともに虚像教

育にならざるを得ず，結局どちらもわれわれ

の生存と共存を脅かすものとなること，すな

わち，戦前のお国のため，天皇のためという

忠君愛国の教育が個人をつぶし，国を滅ぼし

たこと，また，戦後の個人の自由，平等優先

の教育が人間をだめにし社会を混迷に陥れ，

国を滅ぼしかねない状況に立ち至らせている

状況から学んだものである。したがって，現

行の 次元教育，すなわち，主に全体のため

をめざす戦前を受け継ぐ垂直教育と戦後を代

表するひとりひとりのどこまでもの自由，平

等の実現をめざす水平化教育のどちらもまた

それらをたして で割ったごときなども，そ

の理念となることは決して許されないのであ

る。このような理由からわれわれはこれらと

は 線を画した，個人のための教育を進めて

いくと自然に社会全体のためにもなるという

個と全体の利害が調和する教育の理念を創造

しなければならないということになる。…わ

が国の戦後教育，すなわち，ひとに勝つこと，

他校に勝つこと，他国に勝つことに血眼とな

る教育は特異な光を放った。…そしてわが国

は世界で ， という大金持ち国家となり，

かつてのような神国意識を蘇らせた。…しか

し，これらのことよりもっと恐ろしい陰があ

る。それは教育の混迷による教育の荒廃，す

なわち，若者の不健全化と人格を崩壊に導く

すでに述べた教育病理現象である。”亢竜悔

いあり“とはまさにわが戦後を的確に表現す

る言葉ではなかろうか。…正しい競争のあり

方，それは節度を守ること優勝や 番をめざ

さないこと，歌の文句ではないがおのれに克

つことすなわち真面目に 生懸命にはたらく

ことの外はない。これが，今，教育が 番耳

を傾けなければならない生みの親，経済の声

である ）。”著者の言うように，個人の教育

が全体の教育に還元されることは，各教員が

切磋琢磨して学生の教育に当たれば，社会が

評価してくれるというようになるものと理解
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したい。さらに，筆者も学生も 生懸命に教

え、学ぶことの大切さを教えられた。

．教育を支えるもの ）

第 部第 章「円熟した教育者の基本的態

度」において，日頃われわれが教鞭をとって

いる中で忘れがちな精神面について記述して

おり，ぜひとも参考にしたい、と思う。少し

長くなるが，本質的な箇所を引用しておく。

“円熟した教育者の人間的な基本態度は，清

明と善意とユーモア，これら つの相互に分

かちがたく緊密に結び合っている顕著な特性

によって，もっともよく特徴づけられる。…

清明は，おそらく，至福にもっとも近いもの

である。少なくとも，カルスがかつてこの概

念を，魂の「かの最高の安らぎと真実と澄明，

存在のかの最高を，宿す」ものとして捉えた

例に，それがみられる。…それゆえに，この

ような静かな清明が，家庭や教育や，他のあ

らゆる教育的状況における，教育的雰囲気の

全体に，隈なく漲ることが，限りなく重要な

のである。したがって教育者は，子どもの学

校生活を重苦しくするようなさまざまの傾向，

例えば，責任感のあまりこれを義務とさえ思

いこみがちなくそ真面目さや，あるいは不機

嫌，さらにはともすれば教室全体に伝播して

子どもたちの喜ばしい構えを窒息させてしま

う無愛想な態度などを退けて，たえず，新た

に清明さをつらぬいてゆかなければいけない。

…教育的見地からすれば，ユーモアとは，子

どもの小さな悩みごとを，ある 定の高みか

ら余裕をもって眺め，軽ろやかに受けながす

能力である。…あらゆる教育的ユーモアは，

子どもがかなり成長しているか，すっかり成

長しているかのいずれにせよ，子どもを少し

ばかり子ども扱いにするものであり，そして

子ども自身が，このような彼の役割に，（少

なくとも 時的に）みずからすすんで同和し

てくるばあいにかぎり，教育的ユーモアはそ

の目的を達するのである。

…善意は，人生のあらゆる避けがたい苦悩

と混迷についての深い了知である。ゲーテの

言葉をかりていえば，「すでに人生の迷宮に

深く通じた人」の態度である。…しかし善意

は，それにとどまらず，特に，教育者をして

教育者たらしめる基本的特徴である善意は，

主として円熟した人間の態度である。…苦し

みの中から生まれた，このような年若い人間

の善意を，（ゲーテは） 親和力 の中で，苦

しみと負い目を潜りぬけ，すでにほとんど聖

者の境地に達し，新たな教育的課題へ向かっ

ていったオティーリエについて述べた個所で，

美しく描いている。ここで彼女は，「年歯も

ゆかぬわが若者たちの困惑に目を向け，彼ら

の子どもらしい苦しみに微笑みかけ，そして

やさしい手をさしのべて，若者たちをあらゆ

る混迷の中から救い出させるならば，私は，

どんなに晴れやかになることであろう」と

語っている。この言葉は，これまで取り上げ

てきた清明とユーモアと善意という つの本

質的特徴が合 した姿を，このうえなく適確

な表現によって，はっきりと示している。こ

のような教育者のもとでは，すべてが，あた

かもおのずからそうなるかのように，正しく

整えられるのである。教育者のすぐれた徳が，

他の人間に対しても徳を容易ならしめるのだ

といえよう ）。“上述したように，円熟した

教育者の人間としての態度には清明，ユーモ

アおよび善意が不可欠であることを筆者は教

えられた。

．教育の名言 すばらしい子どもたち ）

本書の「あとがき」に次のように述べてあ

る。“…古今東西の知恵を持ち寄って，子ど

もたちのゆたかな明日のために，息苦しい教

育現場に風穴をあけよう。そのためには日々

努力している人たちを励ますことばを拾い集

めてみよう。また，これから家庭で，さらに
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は社会全体のなかで子どもたちを育てていこ

うと思っている若い人々のために，すぐれた

先人たちのことばを味わってもらおう。そう

思って，本書は企画された ）。”前述した市

川太 の小中高大連携教育論 ）を首肯する

筆者にとっては，本書の子どもたちは児童か

ら大学生までの広範囲な生徒として考えたい。

本書には過去の大思想家や有名人のことば

だけでなく，地道に実践的成果を挙げられた

人のことばやまったく無名の子どものつぶや

き、都合 人のことばが収められている。

そのうちのいくつかを簡単に紹介しておく。

“われわれは，学校のためにではなくて，人

生のために学ばねばならぬ。（セネカ）この

ことばを読んだジョン・ロックは，そのこと

に共感しつつ，「われわれの現在の教育は，

われわれが世間へ出るための準備というより

はむしろ，大学へ入る準備をしているのです」

（ 教育に関する考察 ）となげいた。そして，

百年を経た東洋の島国においても，やはり

同じなげきが繰りかえされている。…命令さ

れたことを忠実に実行する人間をつくる目的

があるなら，日本ほど学校教育によって，見

事にその目的が達成されている国は少ないの

ではなかろうか。受験体制の悪を人ごとのよ

うに批判するのは簡単だ。しかし，大学も学

校も社会も，この体制に寄与している面があ

りはしないか。これに寄与していないと断言

できるのはただ 人，学習の主体であるべき

子どもだけだ。子どもに自由を与えよ。そう

すれば，受験体制はつぶれるであろう。■滝

内大 ■ ）”。前述した和田秀樹は“あえて

いう，エリート教育の有効性を考えるにおい

て，いま，地球上に日本と同じように勉学問

題で病み始めている国がかなりあるだろう。

日本では， 年代後半から，「子ども

をもっと自由にしなければいけない」「子ど

もの創造力を伸ばしたほうがよい」という考

えが強まった。たしかにアメリカやヨーロッ

パ諸国で自由教育を実施した時期があった。

…自由にさせたほうが子どもの学力が上がる

と信じられていただけだ。…すなわち，勉強

ができる人間が嫌われ，疎かにされる国は，

世界中でおそらく日本以外ないであろ

う ）。”大学で講義をしていて自由と拘束の

かねあいというか，バランスが必要であると

筆者は思う。拘束の つは当たり前であろう

が，宿題を必ず課すことだ。

“管理は教育の自殺行為である。（石井和彦）

石井和彦は私立高校の社会科教師である。…

石井は，こういう管理教育は，実は生徒にとっ

ても教師にとっても「もっとも甘い教育」な

のだと断言する。上から与えられた枠組みに

無批判にしたがう主体性のない人間をつくる

にすぎないからだ。主体的に，そして深く考

える態度と能力の育成こそが，生活指導の根

本でなければならない。管理主義教育は，教

師の意志や善意がどうであれ，ものいわぬお

となしいヒツジの群れを育てる。それは，と

うてい教育の名に値しない。…「管理によっ

て，若者はまず何よりも，創造と活力を奪わ

れる。若者の特権は，自分のやってみたいこ

とを思う存分，自由にやってみるところにあ

る。…」さらに，管理は，若者から主体性を

奪う。自分で考え，自分で判断する力と自信

とを根こそぎにするのである。…」■堀真

郎■ ）”筆者は石井氏のこの考え方を大学

生に当てはめてみたが，教育目標を設定する

ことが広義の管理主義教育の 環であると考

えるのであれば，石井氏の主張はあまりにも

偏見であるといわざるを得ない。現在の大学

教育でも 分に学生の自主性を重んじている。

しかし，残念ながら多くの学生がそのことに

呼応してくれていないのが現状である。

．教師は夢を語れなきゃ ）

著者の山本満敏はかつて日本の公立中学校

で正式採用の英語教諭であったが，

年に辞職。帰国後再び日本で教えることを胸
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に誓って渡米し，現地の学校で教える。安定

した職に就いたのに勿体ないという周囲の反

対を押し切って。本書の帯には，こう記され

ている。『流浪のサムライ教師』フィジー，

インド，タイ，エチオピア，日本…。世界の

学校を渡り，生きる意味と命に向き合う。そ

の裏には，譲れない捨て身の信念があった。

大学での教育では考えられない彼の経歴や帯

の言葉に感動し，本書を購入した。

本書では外国での生活や授業について詳述

されているが，第 章の教師の仕事って何な

のだろう…から引用しよう。“…教える・学

ぶというのはテストの点を競うだけのちっぽ

けなものであるはずがない。「生きる」とい

うこと。しかし，それには人生や生き方が関っ

てくるはずであるのに，実際はそんなことが

後回しにされ，教育というのが数字の評価に

振り回されてしまっている。教師が夢という

ものを口にするとしたら，多くの生徒は机に

向かわせるための餌として利用されているだ

けのような気もします。「夢を叶えるために

勉強しなさい」。それは正しいようでもあり

ますが，どこからか方法と目的がすり替えら

れ，夢さえも金や地位といった打算的なもの

に置き換えられてしまう。人としての夢，人

が輝くこと……。そんなことが目指すべき幸

せであるのは自明であるのに，何かが歪んで

しまっている。憲法や法律に定められている

からではなくて，大人や教師は人として内な

る魂に従って次世代を教え，そのためには自

らがそれに相応しい生き方をすべきではない

でしょうか。…よく「頑張れ」という言葉の

是非が問われます（この言葉は人を追い込む

だけという）。しかし，励ますことはもちろん，

頑張ること自体すばらしいことであって，そ

れが否定される道理はありません。頑張らな

い人間なんて怠け者。頑張っている人こそ輝

いている。でもそれなら，どうやったら人を

励まし，頑張らせることが出来るか？……そ

れはきっと，教える者が黙ってそういう生き

方をすることでしょ。その姿を見た者が「よ

し，自分も頑張ろう！」って思うように。言

葉というのは大切だけれど，どんな雄弁より

も無言のメッセージが本物であるし，そう出

来る人の放つ言葉こそ人を動かせるのでしょ

う。私の職業は冒険家でも旅行家でもありま

せん。あくまでも教師。スポーツ選手はスタ

ジアムで，ミュージシャンはコンサートホー

ルで自らが輝き，人々に勇気を与えます。同

じように，生徒に夢を与えられる教師。それ

が私の目指す姿。まず，教師（大人）がやら

なくちゃ！私は信じた通りに生きるだけで

す ）。”大学の使命はいうまでもなく，教育・

研究・地域貢献が 本柱であるが，新入生に

対して，教員の取り組んでいる研究・地域貢

献について講義する機会があれば，本著者の

求めている人生や生き方が学生諸君に伝わる

のでないかと考える。

むすび

主に著書を中心に総数 冊の教育に関する

文献から次のことが浮き彫りとなった。著者

には初等・中等・高等教育機関の先生をはじ

め、作家もいる。したがって，大学教育その

ものに関する著書を選択した形にはなってい

ないが，教育を考える際には当然，小・中・

高校の教育の実態も知っておくことが理想だ

と考えてその類の著書も参考にした。

授業の根幹になるのは読書あるいは国語力

であることが理解できた。換言すれば，授業

に出席しても書物を読んでも理解力が不足で

あれば勉強していることができないのは自然

な発想である。また教師は生徒たちに夢を語

ることができ、さらに熱意が必要であるとと

もに自分自身を教育することが良い授業につ

ながる。すなわち，切磋琢磨して授業に当た

ることが肝要であり，教師は授業の専門家に

ならねばならない。

生徒の学力低下の問題は深刻であるが，授
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業の達成目標等を設定し、さらに生徒が主動

的に学ぶという意識改革が求められる。その

ためには，学生を下げすさむことをやめ，高

校で習っていないことも大学の授業で学生に

理解させねばなるまい。教員と学生が同じよ

うに学ぶ意識を共有したい。

大学の使命は教育・研究・地域貢献である

ことは言うまでもないが，教育を社会に公開

することで教師の教育力の評価が可能になる

ので，学内者の授業参観だけではなく，学外

者の同様な参加が必要ではあるまいか。教師

と学生が同じように学ぶ意識を共有すること

により，共同体が形成できる。すなわち，大

学は社会に開かれた大学に変革すべきである。

卒業を見据えた教育も必要であり，専門教

育だけでなく，いろいろなことを勉強するこ

との大切さを生徒に知らしめることが必要で

ある。実際，企業人による高校・大学での授

業で実施されており，生徒の視野を広げると

ともに新しい知識の習得に大きく寄与してい

る。

学問の多様化にともない学習すべき事柄が

増えてきている中，従前の教養教育は必要で

あり， 年間の大学授業では学生は学習時間

が不足する。そのため，今後，修士課程への

進学により教育はもちろん，研究能力を養う

ことが社会的要請であると考える。

少子化による大学全入時代に入っても，大

学教育レベルを下げないという意識を大学当

局はもちろん教職員は持ち続けなければなら

ない。これに関連して，高大連携に留まらず，

小中高大連携教育の実現により，教育を含め

た学校での諸問題に知恵を出し合い解決し，

地域に密着した教育が進展することを期待し

て止まない。

（理工学研究科 教授）

機構，

）工藤順 ：国語のできる子どもを育てる，講

談社現代新書，

）同上，

）同上，

）同上，

）広田照幸：教育不信と教育依存の時代，

紀伊国屋書店，

）同上，

）同上，

）齊藤 孝：教育力，岩波新書，

）同上： ．

）同上：

）同上：

）同上：

）岩井志ず子：記号研「英語の授業」実践シリー

ズ 実践記録「授業はトキメキ」あすなろ社，

，

）同上：

）酒井邦嘉：科学者という仕事 独創性はどの

ように生まれるか，中公新書， ．

）同上： ．

）教育科学／国語教育 ，明治図書， ．

）同上：

）山本哲朗：講義前 分間，科学についての新

聞記事を読ませる，山口大学工学教育，

）池上善彦編集：現代思想， ，

）同上：森田伸子 学力論争とリテラシー 教

育学的 項図式に訣別するために，

）江崎玲於奈：限界への挑戦 私の履歴書，日

本経済新聞出版社，

）同上：

）松井孝典：コトの本質，講談社，

）同上：

）同上：

）曽野綾子：魂を養う教育 私の体験的教育論

の提言 悪から学ぶ教育，海竜社，

）同上：

）同上：

）同上：

）同上：

）同上：

）和田秀樹：新学問のすすめ，中経出版，

）同上：

）同上：
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）石渡嶺司：最高学府はバカだらけ 全入時代
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）同上：

）同上：

）畑島喜久生：いま日本の教育を考える， リ

トル・ガリヴァー社，

）同上：

）市川太 ： 年後を展望する中規模大学 マ

ネッジメント｜が学習支援｜連携，東信堂，

）同上：

）同上：

）同上：

）船曳建夫：大学のエスノグラフィティ，有斐閣，

）同上：

）同上：

）例えば，宇田道隆編著：科学者寺田寅彦，

ブックス，

）山口憲 郎：教育をどう変えるのか，創風社

出版，

）同上：

） ・ ・ボルノウ（森 昭・岡田渥美訳）：

教育を支えるもの，黎明書房，
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）堀真 郎・滝内大 ：教育の名言 すばらし

い子どもたち，黎明書房，
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）同上：

）文献 ）中，
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）山本満敏：教師は夢を語れなきゃ ，鳥影社，
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．外国人留学生の日本への適応パター

ン

稲村（ ）は，日本人の海外不適応の事

例を検討し，異文化不適応の 段階論を示し

ている。それは，移住期，不満期，諦観期，

適応期，望郷期という区分である。

林（ ）は，稲村（ ）の異文化適応

の 段階論を首都圏で生活する就学生の場合

に当てはめて検討している。その後，林は適

応の 段階論を第 段階目の「移住期」を

「入国期」，第 段階目の「諦観期」を「静

観期」と呼び変えて「入国期 不満期 静観

期 適応期 望郷期」として，異文化適応の

変化を示している。本稿では，大学における

留学生の場合に異文化適応のパターンが当て

はまるか否かを検討する。以下に，林の移住

期を入国期，諦観期を静観期と言い換える区

分法を採用して，異文化適応の段階論を概観

しながら検討する。

まず，最初に留学生の日本への不適応現象

を大ざっぱにとらえるのではなしに日本への

適応と滞在期間の関係を検討する必要がある

だろう。留学生が日本に到着してから，日本

社会へ適応して行くまでの間には，個人差や

出身文化によって差はあるにしても，ほぼ同

じような段階をたどるという傾向があると思

われる。

）入国期（留学生は移住するとは限らな

いので，入国期とした）

）不満期（何に対しても誰に対しても不

満を感じる時期）

）静観期（諦観というと程度がはなはだ

しいので，静観期とした）

）適応期（無理なく日本の生活に適応し

ている状態にある時期）

）望郷期（どうしても帰国したいと思い

居てもたってもいられない時期）

外国人留学生の日本社会への適応パターンと

日本語教育の課題

林 伸

要旨
外国人留学生の増加とともに日本社会への不適応現象が問題となり，受け入れの大学が苦慮し

ている例がみられる。本稿では，稲村（ ）の『日本人の海外不適応』を手掛かりに，外国人

留学生の日本への不適応現象に関して適用できないかという観点で考察した。稲村（ ）は精

神医学の立場から不適応問題を論じているが，本稿では大学のスタッフとしての立場から同氏の

適応の段階論について外国人留学生の場合にどの程度あてはまるかを考え，あわせて日本語教育

の課題を検討した。

キーワード
入国期，不満期，静観期，適応期，望郷期



入国期

留学生にとって最初に問題となるのは，入

国期である。文字通り日本へ入国したばかり

の時期で，日本に対して期待と不安を持ち，

見るもの聞くものがすべて新鮮に感じられ，

自国との急激な環境変化にできるだけ早く適

応しようと無我夢中になっている。目にする

ものが物珍しいだけでなく，次々にしなけれ

ばならないことがたくさんある。例えば次の

ようなことをしなければならない。

．入学予定の学校での諸手続き（入学

金・授業料納入，書類提出等）

．アパート探し・契約（「外国人お断

り」のところが多いので困難）

．本国からの荷物の整理（別送荷物の場

合はその受け取り）

．買い物（衣食住に必要な条件を整え，

教材・教具などを購入する）

．対人関係（在日身元保証人や先輩・知

人への挨拶・訪問）

．外国人登録・国民健康保険（市役所，

区役所などで手続，住所が必要）

．銀行口座開設（本国からの送金受取用

に本人名義の預金口座を開設する）

．携帯電話契約（外国人登録の仮証明，

銀行口座などが必要）

．アルバイト探し・面接（日本語ができ

ないと条件は不利になる）

以上のようなこと以外にもいろいろ細かい

ことを どきにしなければならないので非常

に忙しい。また，気候，風俗習慣，言語生活

の違いなどに慣れるのが大変である。例えば，

常夏の国から真冬の日本へ来てしまう学生も

いる。

入国期はこのような多忙さのために，とに

かく無我夢中で，緊張と興奮が続く状態にあ

る。おおかたの留学生は好奇心も強く，見る

もの聞くものすべてを珍しく感じるが，周り

の人々に対して配慮するだけのゆとりがない。

また，本人が不適応になっているゆとりもな

い。稲村（ ）も指摘しているように，こ

の時期の異文化に対する受容力と適応力は著

しく，目をみはるものがある。学習者自身が，

後で振り返ってみて「よくまああれだけのこ

とがやれたなあ」と思うほど張り切っている。

「まず異文化の人々と表面的に接触する初

期の段階では高揚した楽観的な気分が支配的

になりやすい」との指摘もある（岩男・萩原

： ）

とにかく，入国期の留学生は新しい環境に

早く慣れようとする。特に，アジア系の留学

生のバイタリティーあふれる生活力には舌を

巻くものがある。来日した次の週からアルバ

イト先を探し出してくる留学生が少なくない。

昼間は大学に通い，夜は居酒屋でアルバイト

をして月 数万円以上稼ぎ，学費と生活費を

捻出している場合もある。

この時期は，同時に入学時期にあたり，日

本語能力が不 分な状態で入国してきた留学

生にとっては，日本語による諸手続きをこな

すのに精 杯である。諸手続きが 段落した

あたりから次の［不満期］に入る学生もいる

ので，あらかじめ不適応による諸問題を想定

して入学時に学習と生活に関するオリエン

テーションをしっかり実施しておくことが望

ましい。留学生の母語で書かれた『外国人の

ための生活ガイドブック』や『学生便覧』等

を配布したい。できるだけ早期に外国人学生

のためのチューターを選任し，こまごまとし

た生活と学習面のサポート態勢を整えるよう

にしたい。チューターは世話好きで，留学経

験のある学生や異文化交流に関心のある学生

が望ましい。

不満期

不満期は，前述の入国期に続いて現れ，程

度差や個人差はあるものの誰にも必ず訪れる。

入国期の混乱と緊張が 応収まり，日本で生

活していくための衣食住の条件は何とか整い，
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学校やアルバイト先の対人関係にもやっと

通り慣れてきて，気分的にほっとした頃から

始まる。

とにかく最初の入国期に 番の問題が集中

すると考えられがちであるが，実は，この不

満期が精神的に最も問題で，不適応の発生し

やすい時期である。今まで無我夢中でよくわ

からなかった状態から，徐々に日本に関する

欠点が見え始め，不合理や不便さ，不自由さ

が次々と気になり始める。特に来日前に日本

を理想化していて，日本留学に対する期待が

強い留学生ほど，日本に関する欠点がよりク

ローズアップされて見えてくる。

「えっ，こんなはずじゃなかった」という

思いに始まり，何でも本国と日本とを比較し

てみるようになる。例えば，本国に比べ日本

は物価が高い，日本人は欧米からの留学生に

は親切なのにアジアの留学生に対しては不親

切で差別的だなど「 事が万事，不満でたま

らない。いらいらやあせり，易怒性などが出

てむしょうに腹立たしい」（稲村 ： ）。

易怒性とは，大した理由もなく，突然怒り出

すなど感情をコントロールする力が低下して

いる状態を言う。

毎日，紋切り型の「おはよう」「こんにち

は」だけの挨拶ですませ，なかなか個人的な

やりとりを含むコミュニケーションに発展し

ないといった日本人学生との交友関係に物足

りなさと不満を感じる中国人留学生や韓国人

留学生も多い。

日本での「社会生活に深く携わるようにな

ると文化の違いによる障害が表面化し始め，

緊張や混乱，疎外感が強まる」（岩男・萩原

： ）

森本（ ）は，スウェーデンでの体験で

「日本の社会はずいぶん騒がしい社会」と感

じ，「人々の関心の，意識の，心情の落差か

ら生み出される“異邦人”感覚」について述

べている。来日した多くの外国人が，この

「“異邦人”感覚」を感じている。

稲村（ ）によると，不満期には「心理

面だけでなく，身体にもよく障害を起こす。

原因不明の下痢や発熱をするとか，アレル

ギーを起こす，食欲がなくなる，眠れない，

むしょうに疲れる，ひどい風邪を引いてなか

なか治らないなど，さまざまである」と身体

症状に不具合が発生するとしている。

般的に言えば，人間の心理面（こころ）

と身体面（からだ）は密接不可分の関係にあ

り，特に初めての外国生活では，「両面の障

害や矛盾が並行して表れやすく，心身ともに

みじめな状態に陥ることが多い。身体を壊す

からよけい心理的に参るし，心理的に参ると

身体も障害を起こしやすくなる」（稲村

： ）という具合に，悪循環を招く結果と

なる。

問題とされる不適応現象は，この不満期に

最も現れやすく，自殺や精神障害をはじめ，

諸問題が発生するとされている。この不満期

の始まりは，たいていの場合，入国後数週目

頃からであるが「その長さには個人差があり，

あっという間にわけなくこの時期を終える人

から，最後までこの時期がだらだらと続いて

いる人まである。また，後の時期に至ってい

ても，何かのきっかけがあると逆戻りしてこ

の時期となり，再び長く苦しむような場合も

ある」（稲村 ： ）。

不適応の予防のためにとるべき対策として

は，留学生担当の教員あるいはカウンセラー

が，各個人の相談にのり，各自の不満をその

まま放置しておかないようにする必要がある。

留学生の不満が大学のシステムや運営方法に

向けられている場合には，改善すべき点は改

善し，不可能の場合には何故不可能なのか説

明する。特に大学のスタッフとしては，留学

生の日本語能力が不 分なために訴えが稚拙

に聞こえたとしても 個人の主張・訴えを尊

重する態度で接するようにしたい。

また，日本語能力が不 分な状態で入国し

てきた留学生にとっては， ヵ月ぐらい経過

外国人留学生の日本社会への適応パターンと日本語教育の課題



した時期から身の回りの様々な事柄に不満を

述べるようになる。日本語を教える側は，そ

ういった不満を権威や建前から抑えつけるの

ではなく，むしろ不平・不満を述べる日本語

能力が身についてきた表れとして歓迎すべき

であろう。もっとも留学生の中には，本当の

不満として感じていなくても 応不満の形で

大学側にぶつけてみて反応を見るという場合

もあるので，本当の不満か否か教員や職員の

側が見極める必要も出てくる。

また，この時期は「カルチャア・ショック

（ ）」の時期でもある。たとえ

日本語が話せても，初めて日本へ来た外国人

が，非常に戸惑うのは，文化という複雑なシ

ステムがあらゆる側面に現れて，拒絶反応を

示すからであるといわれる。たとえば個人宅

に招待されて，ご馳走になった場合など，そ

の場で礼を述べるのは当然としても，日本で

はその後に会った場合に，再度礼を言うこと

が隠されたルール（ ）として存在

する。それに従わないと「招待したのに礼も

言わない奴」とされ， 度と招待されないな

ど大いに戸惑うことがある。

木村（ ）は，接客場面を想定したロー

ルプレイによる談話分析を行ない，注文の有

無をめぐるトラブルにどう対処するかを調べ

ている。日本人は，とにかくまず店員が客に

謝り，「紛争回避型」で対処するのに対して，

中国人と韓国人の留学生は，客の側からは言

い訳に聞こえるような「弁明」で対処する傾

向が明らかにされた。「お客様は神様」と

いったような扱いで，理不尽な客のクレーム

にも，「弁明」せずに対処しなければならな

いという「見えざるルール」が存在するのが，

日本文化である。アルバイトを通して，こう

したカルチャア・ショックに遭遇する留学生

も少なくない。ある焼肉店チェーン店では，

「何が正しいかではなく，誰が正しいか」と

問題設定し，「正しいのは常にお客様」とい

う従業員教育をしている。アルバイト先で客

のクレームにも日本事情に精通していない留

学生が対応しなければならない事態が発生す

る。

特に，留学というはっきりした目的を持っ

て入国した場合，「この拒絶反応は大きな

ショックである」（中根 ： ）また，こ

の「カルチャア・ショックというものは，快

感よりもむしろ不快感をともなうものである。

それは自分たちのやり方がうまく機能しなく

なるからである」（中根 ： ）。

日本の進んだ科学技術や文明・文化にあこ

がれて，来日した人にとっても，日本の文明

や文化の発達が，皮肉にも「文明とは抑圧の

機構，文化とは抑圧の体系」（森本， ）

に見えてくるのが，不満期である。そもそも

異文化体験とは，異なる抑圧の体系（ルー

ル）の中に身をゆだねることである。車の通

行が 切ないにもかかわらず，じっと辛抱強

く信号が変わるのを待っている日本の厳格な

交通規則順守システムの中にあって，ストレ

スを感じている留学生もいる。

静観期（諦観期）

不満期を終えると次は静観期がやってくる。

不満に対する諦めのつく時期で，日本という

ところはこんなところなんだとか，日本人と

いうものはこの程度のものなんだとか，この

程度で仕方がないだろうと諦め，あるがまま

の日本の素顔を直視し，現状をそのまま受け

入れ，静観するようになる。留学生なりに

種の諦めと悟りの境地に至るというわけであ

る。滞日期間の長い留学生は，何らかの不満

期を経て，自文化の価値観と日本文化の価値

観の違いに，どこかで折り合いをつけている

静観期に至っている場合がある。

ある中国人男子学生は，来日 ヵ月後に始

めたアルバイトで，先輩から注意されて「お

前，バカか」とまで言われて不満を感じた時

期もあったが，来日 年半経った現時点で振

り返ってみると，「とてもいい経験だった」

大学教育 第 号（ ）



と述べており，静観期に至っている。この時

期は，前項のカルチャア・ショックを楽しむ

ぐらいのゆとりがでてくる。

来日 年 ヶ月の中国人女子学生も自分の

留学生生活を振り返って「入国期は新鮮なこ

とばかりで，不満を感じるゆとりがありませ

ん。だんだん食事が合わない，バイト先の人

が不親切などの不満があったが，今はもう慣

れた」と静観期に入っているようである。

日本語の学習が進むにつれて，不満に思っ

ていたのは言葉の行き違いからだけでなく，

自分にも不 分な点があると認識する余裕が

出てくる。それと並行して日本事情教育が行

なわれると，日本社会のシステムとしては，

こうなのだろうとか，文化の構造が違うのだ

からこう感じるのだろうとか，異文化理解が

深まることにより，自分なりに納得して気持

ちが落ち着くこともある。

ゴミの分別などしない国から来た留学生も，

資源の有効利用のしくみがわかるとわずらわ

しいと思いながらも，分別に協力するように

なる。日本語の学習だけでは，留学生の日本

への不適応現象を解消する決め手になるとは

限らない。日本語の学習と同等に日本事情教

育も重要であることを教える側がはっきり認

識しておく必要がある。大学の共通教育と専

門教育のカリキュラム上でも日本事情の学習

を組み入れることが望ましい。日本事情は，

生け花や書道，茶道など日本の伝統文化を教

えることだと決め付けている人もいるが，本

来は日本社会への適応教育としての役割が期

待されているという面が大きい。その観点か

らは，日本事情を初級・中級・上級と日本語

学習のように区分するのではなく，入国初期

の段階，不満期の段階，静観期の段階と入国

からの隔たりと適応の段階で区分するのが望

ましい。

留学生のためのチューターも日本語の不

分な点を補強さえすればいいと考えがちであ

るが，生活のサポートとともに日本人的な考

え方や留学生との発想の違いを押し付けるの

ではなく，解説できる人が望ましい。留学生

だけでなく日本人のチューターの側にとって

も，チューターとしての活動自体が異文化接

触そのもので，留学生とうまくやっていくた

めに適応の段階論について考えておく必要が

あるように思われる。チューターとしての経

験から，留学生にうまく説明できなかった日

本語の問題を卒業研究のテーマにした日本人

学生もいる。

留学生も日本のいいところも悪いところも，

あるがままに見て，いいところだけを自分の

中に取り込んでいけばいいというふうに割り

切って考えられるようになる。この静観期の

段階を経て間もなく次の適応期に至るのだが，

しかし，まだこの段階ではどこか諦めきれぬ

ものもあり，不満期の精神的なショックから

まだ完全には立ち直り切ってはいない。いわ

ば「途中半端な状態にあるといえる」（稲村

： ）。つまり静観期（諦観期）は，不

満期と適応期の狭間にある過渡期である。

大学のスタッフ側としては，教室内の学習

だけでなく社会見学，野外研修，ホームス

ティなどの行事を企画し，学習者の参加をう

ながすようにしたい。そうすることにより，

学習者がネガティブではなく，ポジティブな

意味での静観期（諦観期）を体験することに

なる。スタッフ側も学習者が日本への過度な

期待や固定観念を脱して，柔軟で融通の聞く

ものの見方ができるように指導してほしい。

そのように心掛けると次の適応期への早期の

移行が期待できる。

また，日本語学習者の面からは，ちょうど

中級レベルあたりで日本語力の進歩がピタリ

と止まってしまうように感じられる時期があ

る。不満期の後期から静観期にかけて 種の

スランプ状態に陥る場合がある。いくら勉強

しても成績が上がらず心理学でいうプラトー

（練習の高原）にあたる。本国でみっちり日

本語を学習してきたはずなのに，いざ留学し
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てみると日本語教科書には載っていない若者

言葉や短縮言葉，地域方言やら抜き言葉が周

りに飛び交い訳がわからず，自信を失うこと

がある。また，研究生が日本留学試験で基準

の点数が取れず，大学院の受験資格が得られ

ない場合など，スランプ状態と感じることも

ある。このようなプラトーは「習熟の階級制

説」からしても，次の段階への跳躍台と言え

るから，気をとり直して課題に挑戦してみる

ことを勧めたい。

留学生がこのような 種のスランプ状態に

陥っているときには，無理に目の前の難問に

取り組もうとせず，思い切って基本的なやさ

しいところを復習するなどして自信を回復す

るという方策をとるとよい。また，先輩とし

て後輩に，わからないところを教えてみると

優越感を持てたり，わかっていると思ってい

たことが本当は不確かであることがわかって，

本人の弱点を発見する機会となる場合がある。

そこから弱点を補強しようとする意欲につな

がることがある。

適応期

文字通り適応状態に達した時期であり，無

理なく日本での生活を楽しむことができる。

日本の長所も短所もよくわきまえ，日本で生

活し学習している自分自身の位置づけが客観

的にでき，その場その場の状況に合った適切

な対応が可能になる。

こうなると自分に与えられた条件下で日本

での生活を充分にエンジョイできるようにな

る。毎日が楽しく充実しており，日本での学

習目標がより明確になり，やり甲斐ができて，

それに向って生き生きとした生活が送れる。

たとえ，周囲の環境条件が客観的にはひどく

ても，本人はそれをものともせずに，むしろ

それをバネあるいは糧としていけるわけであ

る。

日本で，その適応期にスムーズに達してい

る留学生の比率はそれほど多くはないと思わ

れるが，とかくこの適応期に達している留学

生のことがマスコミで報道され，口コミで伝

わることが多い。そういった成功談は，尾鰭

がついて実像より誇張されて伝播する傾向が

ある。実際にどの国に行っても，どの地域に

行ってもまるで水を得た魚のように，活気あ

ふれた生活を送っている留学生は必ずいるも

のである。

また，適応期は不適応期とは対照的に満足

期と考えていいが，それは自己満足の状態と

いうよりは，周りとの関係で摩擦を解決する

ことができ，周りから支えられている状態が

適応期本来の姿であろう。

この適応期は，必ずしもいいことずくめと

いうわけではなく，日本社会に適応しすぎて

「過剰適応」となってしまう場合もある。あ

まりにも日本社会に溶け込みすぎてしまうあ

まり，自国の文化を軽視したり，蔑視したり，

日本人になりきろうと考えるようになるとア

イデンティティー（ ：自己同 性）

の面で問題が生じてくる。いわば「染まりす

ぎている自分」をある程度相対化してみる必

要があるだろう。

望郷期

最後の段階としては，望郷期が来る。いっ

たん適応期に達したら，後はその状態がいつ

までも続くかというと必ずしもそうではない。

そのあとに，本国へのノスタルジアが強まり，

それに支配される時期がくる。

もっとも，これは個人差が非常に大きく，

程度が著しい場合もあれば，軽い人もいる。

また，早くから出現する場合と遅い場合とが

ある。本人のおかれている情況や，本国との

関係，家族関係，あるいは年齢などに大きく

影響を受けると言われる。また， 年程度の

滞在では，適応期のままこの望郷期に至らず，

帰国する場合も多い。松村（ ）の調査で

も， 年間の交換留学生の場合，適応期のま

ま帰国している例がほとんどであった。そう
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いった場合には，むしろ本国に帰ってから，

自国に適応できない逆不適応現象がみられる

ケースもある。

稲村（ ： ）は，次のように指摘し

ている。「典型的なのは長期滞在者に見られ

るもので，それまでずっと適応してきたのが，

ふとしたきっかけで強い望郷の念に駆られ，

いてもたってもいられないようになる」。

就学生や留学生の場合，長期滞在といって

も在留資格と在留期限の関係で日本にいくら

長く滞在したいと希望しても限度がある。

家族の不幸・病気などを表向きの理由に

ホームシックにかかった学生が学業を放棄し

帰国してしまう例がある。望郷期が訪れ，ど

うにもならなくなり，「祖国の土を踏み，故

郷の水を飲まないとホームシックは治らな

い」と考えがちであるが，必ずしも学業を放

棄して本国へ引き揚げてしまう必要はない。

短期間本国へ 時帰国するだけで，また余

裕を持って適応期にもどり留学生活を続ける

ことができる場合もある。経済的理由から夏

休み中も連日アルバイトしなければならず，

時帰国する余裕がないというような場合に

は，本国から家族か友人に日本に観光などで

来てもらうという手もある。また，同国人同

士，あるいは同郷人同士で集まって，郷土料

理を食べながら母語で心ゆくまで話をするの

もよい。

カウンセリングの分野では，ピア・サポー

ト（ ），ピア・ヘルピング（

）と言われる仲間うちでの支えあう

人間関係づくりが効果を発揮すると言われて

いる。ちなみにピアとは，同僚，仲間，友達

などを意味する。留学生同士がピアの関係で

あるし，留学生とチューターもピアの関係で

ある。（日本教育カウンセラー協会 ，

参照）

以上見てきたように，来日した留学生は，

つの時期を体験する。［入国期 不満期

静観期 適応期 望郷期］の順で推移するの

が 般的であるが，途中で条件が変わると経

過が乱れ，逆もどりしたり， 足飛びに次の

段階に進んだり，様々な変化を見せる。また

「本人のおかれた情況や性格などによって，

各時期の長さには個人差が非常に大きい」

（稲村 ： ）。重要なのは，不満期をい

かに短く軽くして静観期，適応期へと至らせ

るかである。そのために大学のスタッフ側も

様々な工夫をしたり，予防的な対策を立てた

りする必要があるだろう。

以上，稲村（ ）が海外在留の日本人に

ついて論述した枠組が在日外国人留学生につ

いても適用できるところを見てきたが，同氏

も「同様のことは日本人のみならず，日本に

いる外国人もそうだし，他の国にいる外国人

についても同じようである」（ ）と述べ

ている。つまり，同氏の「人間の適応に関す

る法則性」は，留学生の場合にも適用できる

と言える。

文部省の指導で「日本語学校の標準的基準

に関する調査研究協力者会議」が「日本語学

校教育施設の運営に関する基準」を作成し，

年 月 日付で発表した。その中に「日

本語教育施設には，生活指導担当を置くもの

とする」という「生活指導」の項目がある。

「生活指導」の内容としては，困難なアパー

ト探し，賃貸契約の問題，大家との交渉，近

所とのトラブル解決などだけではなく，入国

期の不安，不満期の問題解決などカウンセリ

ング領域の仕事が含まれていると思われる。

特に入国期，不満期のカウンセリングは日本

語ではなかなか難しいという現実問題がある。

日本語を媒介言語として使用できない場合は，

カウンセリング対象者の母語を用いるなどの

方策をとる必要がある。留学生を対象とする

生活指導担当者は，学生の母語話者でカウン

セリングの訓練を受けた経験者が望ましい。

不適応現象を起こしている留学生には，同国

人のカウンセラーでないと適切な相談相手に

なれない場合もある。

外国人留学生の日本社会への適応パターンと日本語教育の課題



．外国人留学生の日本への適応パターン

と日本語教育の問題

心理学でいうプラトー（ または

：高原現象）が，不満期に

あたるのか，静観期にあたるのかは，議論の分

かれるところだろう。入国期，不満期と連続し

て学習効果があり，静観期でプラトーがくる場

合もある。その場合には，不満そのものが学習

のバネとなって，実力が伸びることもある。周

りの日本人に言いたいことを言ってやろう，反

論してやろうとする気持ちが，強く学習意欲を

刺激するのである。いわば，負のモチベーショ

ンと言える要素がある。

不満期の程度が激しい場合，勉強が手につか

なくなり，学習効果も停滞する。不満期の程度

が軽いと容易に適応期に至るであろうが，適応

期に入ってからの伸びは飛躍的というほどでは

ない。逆に，不満期の程度が激しい場合で，苦

労して適応期に入った場合は，多いに伸びが期

待できる場合もある。

日本語の入門・初級レベルの段階では，周り

の人々に気を配る余裕もなく，ただ用が足せれ

ばいいと考える時期で，コア（ ）となるサ

バイバルな内容の日本語教育教材が必要であろ

う。買い物，挨拶，道を聞く，電話など基本的

な生活日本語を身につけなければならない。

だからといって，野元菊雄氏（元国立国語研

究所所長）の提案した「簡約日本語」を教え

ればいいということにはならない。人工的な

簡約形を教えることは，後の適応期に入った

ときの妨げになる。林（ ）の主張するよ

うに，あくまで自然言語を目標に学習するよ

うにしたい。それも自然習得に任せるのでは

なく，組織的計画的学習が望ましい。

第 期の中級レベルでは，周りの人々に気

を配る余裕が出てくるので，もう少し突っ込

んだ形で，問題解決の学習内容が求められる。

また，前述したように日本事情学習のウェー

トも増やしたい。

具体的には，日本テレビ文化事業団製作の

ビデオ教材『こんなとき日本語で』が多くの

示唆を含んでいると思われる。教材作成の目

的は，「主人公がなんらかのトラブルに巻き

込まれ，それからいかに脱出するかを見るこ

とを通じて，会話のストラテジー，技術を学

ばせる」（ 「日本語教育を語り合う

会」ハンドアウトより）こととされている。

内容は，場面別に「駅」「喫茶店」「コンビ

ニエンスストア」「郵便局」などで構成され

ている。それも，同じ場面，同じ条件下で第

期の入門・初級レベルの段階に適した「そ
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以上見てきた異文化適応の段階論の典型的

なパターンをライフライン（人生曲線）の形

式で表すと以下の図 のようになる。

入国期 不満期 静観期 適応期 望郷期

図 ．異文化適応パターンとライフライン（人生曲線）
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の 」と第 期の中級レベルに適した「その

」に分かれている点が画期的であると思わ

れる。「その 」と「その 」の区別は，単

なる語学レベル上での発展形というわけでは

なく，学習者が周囲の人々に対して配慮する

心のゆとりがあるか否かで構成されている。

「その 」がトラブルに直面した主人公が，

限られた言語知識，背景知識を使って，なん

とか切り抜けるのに対して「その 」は，別

の主人公（「その 」よりも上級者）が同じ

トラブルにあうが，より適切なやり方で解決

する。（ 「日本語教育を語り合う会」）

第 期と第 期には，それぞれ適応期，望

郷期が対応すると思われるが，日本語学習と

しては，上級以上の域に達しており，日本語

教材としては，新聞，雑誌，文学作品，専門

書，テレビ番組など生の材料（

）が使用できる段階である。

ビデオ教材としては，国際交流基金企画の

『ヤンさんと日本の人々』（ ）と『続

ヤンさんと日本の人々』（ ）は，初級レ

ベルの学習者を対象に製作されたものである

が，外国人の日本社会への適応という観点か

ら見て興味深いものである。

また，『ヤンさんと日本の人々』は入国期

の見るもの聞くものすべてが新鮮に感じられ

るヤンさんが描かれており（第 話 第 話），

『続ヤンさんと日本の人々』（第 話 第 話）

の方は，不満期・適応期・望郷期を体験する

ヤンさんがストーリー性豊かに描かれている。

特に後半の『続ヤンさんと日本の人々』で強

調された点の つとして「いいことばかりで

はない在日外国人の生活を無視しない（ヤン

さんの病気，失恋，その「後遺症」）」ことが

挙げられている。（日本語教育学会・研究例

会・ 年 月 日ハンドアウトより）すで

に 年以上前の古いビデオ教材であるが，

年までは頒布されていた。いまは

『 で学ぶ日本語・エリンが挑戦！にほ

んごできます』のシリーズの発行により『ヤ

ンさんと日本の人々』の頒布は中止された。

しかし，いまなお海外では根強い人気がある。

ドイツの大学でも授業で使われていて「毎回

とてもおもしろくて，ドイツ人学生うけは最

高によくて，日本語学の学生は皆，ヤンさん

の恋が実るようにと心配していて，失恋した

という時は，『ヤンさんどうなったか知って

る 』と話題になっていました」とドイツに

留学した日本人学生が報告している。

日本事情関係のビデオ教材としては，

インターナショナル・国際交流基金制

作の『日本人のライフスタイル』（全 巻，

）や東京書籍の『ビデオ講座日本語・日

常生活に見る日本の文化』（全 巻， ）

がある。前者は英語版と日本語版があり，日

本語を学ぶというより日本事情を学ぶ教材で

ある。後者は，日本の生活習慣を学びながら，

日本語表現の学習にもなるように作られてい

る。また，ローカルには，石川県国際交流協

会制作の『日本語ビデオ教材 石川で学ぶ 』

がある。 つのモジュールに分かれており，

それぞれの場面での依頼や断りなど機能

（ ）や聞き返しの方策（ ）が

盛り込まれている。さらに平成 年度学術振

興会科学研究費補助事業として『ともに生き

ることばぐんま』（代表：庄司恵雄）が制作

されている。 つの話題からなり，夜の日本

語教室に通う国際結婚した嫁とその遅い帰り

を叱る舅との確執などが問題提起されている。

．今後の課題

今後の日本語教材の開発には，単に語学的

にやさしいものから難しいものへと配列する

だけでなく，学習者の日本社会への適応段階

に合わせた内容のものを作っていくという配

慮が必要であろう。外国人のための日本語教

材作成者および教育担当者としても，学習者

の心理的な側面も 分考慮することが課題と

なるであろう。椙村・林（ ）は，山口県
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で学ぶ学習者のための日本語テキスト『おい

でませ山口』 の問題点の洗い出し作業

を通して見えてきた課題を検討している。

従来の日本語教育がオーディオ・リンガル

方式（ ）に対する反

省からコミュニカティブ・アプローチ

（ ）が研究されて

いるが，前者が構造主義言語学に裏付けられ

ているのに対し，後者は明確な座標軸がつか

めないでいるのが現実ではないだろうか。こ

こでは日本語学習の新しい座標軸の つとし

て本稿で見てきたような留学生の適応パター

ンの考慮を提案しておきたい。

宮（ ）は，ベトナム人技術研修生の

日本語研修期間における事例をもとに，入国

期に見られる退行現象について述べている。

このように適応段階ごとのきめ細かい観察を

もとに今後さらに検討をすすめていく必要が

あるだろう。また，就学生と留学生の間での

差異や技術研修生や国際結婚の配偶者など，

おかれた条件や環境の違いによる適応状況の

差異なども調査・検討していく必要があるだ

ろう。

外国人留学生だけでなく日本人の児童・生

徒の海外不適応の問題もある。椙村（ ）

は，中国の蘇州日本人学校の中学生を対象に

「心のライフライン」による異文化適応分析

を実施している。河村（ ）の提唱してい

る「心のライフライン」は，自分史をグラフ

のように人生曲線で表現するもので，個別の

カウンセリングにも構成的グループ・エンカ

ウンター（ ）など

集団の活動にも用いることができる。今後，

学習者の適応パターンと「心のライフライン」

の関連をさらに調査し，検討している必要が

あるだろう。

（人文学部 教授）
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はじめに

中国成都市西華大学外国語学院日本語講師

劉玉茹氏（以下劉講師）が平成 年 月から

年 月までの 年間，山口大学国際セン

ターで受託研究員として教員研修を受けた。

本稿では， 年間の研修について報告すると

同時に，中国の日本語教育を踏まえた日本語

教員研修のあり方について検討する。

．受託研究員

国際センター受入れ受託研究員

平成 年山口大学における受託研究員の受

入れが開始したと同時に，日本語教員の受け

入れも始まった。平成 年から 年の 年間

で， 名が研修を受けている。そのうち 名

は ヶ月間であったが，劉玉茹氏は， 年間

滞在した。この他に貴州大学からの日本語教

員 名が外国人研究者として大学院に入学し，

修士課程を修了している。

平成 年度山口大学受入れ受託研究員

受託研究員のほとんどは理工系に集中して

おり，平成 年度の受託研究員も以下の表

に示すように，理工系教員が 名と圧倒的に

多い。その内 名が西華大学（以下西華大）

工学部教員であった。 ヶ月毎に 名ずつ教

員を派遣する計画に伴い，言語，生活支援の

できる日本語教員 名を派遣することになっ

たようである。工学部教員の研修には言語の

問題が大きく，日本語も英語もできない教員

がほとんどで，研究室でのコミュニケーショ

ンにも困ることが多いため，工学部教員と日

本語教員とを同時に派遣する形をとることと

なったようである。これは，島根大学の受託

研究員も同様の形をとっており，寧夏大学か

ら工学部教員と日本語教員が同時に派遣され，

日本語教員は工学部教員の通訳や生活支援を

行っている。すなわち，日本語教員来日の目

平成 年度受託研究員報告

日本語教員再研修

赤 木 弥 生

要旨
中国人材育成事業による受託研究員として中国西華大学外国語学院日本語講師劉玉茹氏が，平

成 年度，山口大学国際センターで 年間の教員研修を受けた。本稿では，日本語教員再研修プ

ログラムの報告および教員研修のあり方について検討した。教員研修では，コミュニカティブ・

アプローチとそれ以前の指導法とを比較対照させながら，日本語学習支援の指導方法について学

び，学習者に則した適切なアプローチを教師自身が編み出し，言語学習を効果的に手助けするこ

とのできる教師力を養うものである。

キーワード
日本語教育 教員再研修 コミュニカティブ・アプローチ 文化指導 認識



的のひとつは，工学部教員のサポートである

との認識が日本語教員自身にもあり，自己研

修や研究が主目的ではないケースもある。

以下は，国際課研究者交流係 渡辺早苗係

長の平成 年度受託研究員報告である。

法人化に伴う学内規則見直しの際，受託研

究員受入規則を整備し，海外の機関からの委

託に基づき，研究指導を目的とした現職技術

者及び研究者を受託研究員として受け入れる

ことが可能となった。平成 年度受け入れの

学部別詳細は下記のとおりで，国際協力銀行

の円借款事業のひとつである「中国人材育成

事業」により派遣される中国高等教育機関の

教職員を受け入れている。
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表 国際センター日本語教師・受託研究員受入れリスト（研究者交流係 渡辺早苗係長）

氏 名 期 間 出身大学 学部・指導教員

王 育虹 貴州民族学院 国際センター・渡辺

楊 清玉 遵義医学院 国際センター・今井

胡 啓敏 貴州民族学院 国際センター・杉原

劉 玉茹 西華大学 国際センター・赤木

胡 嘉明 貴州大学 人文学部（外国人研究者）

国際協力銀行（ ）の円借款による人材

育成事業

中国における市場経済化・格差是正に寄与

するために，内陸部の 省・市・自治区にて，

地域活性化・交流，市場ルール強化，環境保

全分野の大学を対象にハード面（校舎・設備

の整備）やソフト面（研修等の実施）への支

援を開始。

・現在は対象地域を拡大

陜西省，甘粛省， 川省，重慶市，雲南省，

湖南省，新彊ウィグル自治区，広西壮族自治

区，貴州省，吉林省，安徽省，河南省，青海

省，寧夏回族自治区，黒龍江省，江西省，湖

北省，山西省，内蒙古自治区，遼寧省，河北

省，海南省

表 平成 年度受託研究員受け入れ人数

受入部局 受入数 派 遣 元 大 学

農学部 江西師範大学

理工学研究科（工） 安徽理工大学、江西師範大学、広西師範大学

医学系研究科（医） 貴陽医学院、安徽大学

技術経営研究科 西華大学、江西師範大学

大学教育機構
（国際センター） 西華大学

受託研究員の研修目的

上記の受託研究員報告（渡辺）によると，

中国人材育成事業では，研修の内容，目的を

以下のように示している。

・研修内容

対象高等教育機関の教員が日本で教育施設

や専門分野の研修を行う。

対象高等教育機関の職員が日本で学校運営

関連の研修を行う。

・目的 高等教育の質の確保，強化

以上のように具体的な内容は示されていな

い。受け入れ機関，受け入れ指導教員に 任

されているのが現状である。これは，受託研

究員が，教員経験年数，研究歴などひとりひ



とり異なっているためと思われる。すでに博

士号を取得している教員もいれば，大学を卒

業したばかりの若い教員もいるなどアカデ

ミックな背景が大きく異なっているため，指

導教員が受託研究員ひとりひとりの経験を考

慮し，指導する必要がある。

劉講師の場合，来日前， 申請書

「

」様式に，以下のように研究

内容，研究計画について記述していた。非常

に簡単な内容であったため，来日後，研究内

容，研究計画について話し合ったが，教員経

験年数も 年と浅く，研究歴もないことから，

最初からテーマを決めて研究することは難し

いとの本人の主張を尊重し，研修を受ける中

で研究テーマを見出していくこことした。ま

た，西華大で担当している日本語初級レベル

の文法指導など授業に直接役立つこと，また

日本語の先行論文，専門書など中国では読む

機会の少ない書籍の読破を希望した。このた

め，日本語力および教師力の向上を目指し，

幅広い活動を通して，研究力を培うことにし

た。また，教師力，研究力の向上と同時に，

日本語力のアップ，日本文化理解を深めるた

め，ゼミ，授業補助，研究補助，学会参加を

通して，なるべく日本語でコミュニケーショ

ンを図ることを目指した。添付資料に示した

ように学内，地域で行われる交流事業への積

極的な参加を勧め，新留学生オリエンテー

ション，日本語スピーチコンテストなど多く

の国際センター行事に参加し，補助活動を行

う過程で，コミュニケーション能力を培った。

来日前記入の 様式から

．

，日本語の学習策略の研究

語彙の学習策略，文法の学習策略，ヒヤ

リングの策略，閲読の能力のトレーニング

，日本語の教え方の研究

，第 言語の学習過程の研究

．

年 月 年 月

外国語の教え方，心理学，言語学，教育学に

ついての書籍を読む。

年 月 年 月

日本語の教え方と学び策略について論文を書

く。

年 月 年 月

第 言語の学び方についての書籍を読む。

年 月 年 月

第 言語の学び方についての論文を書く。

教員研修

研修プログラム

言語教育は， 年代後半以降，第 言語

習得論や心理学分析などに裏づけされたコ

ミュニカティブ・アプローチによって劇的な

変化を遂げ，変革的な言語教育が世界中に流

布すると伴に，教員再研修が広く行われるよ

うになった。通常，教員研修では， 技能の

養成をはじめとする学習者中心の授業などコ

ミュニカティブ・アプローチの指導法につい

ての研修が行なわれる。

中国でも，改革開放が進められた 年代以

降，大学入試制度が導入され，経済特区の制

定などによって経済発展が急速に進められる

こととなり，英語教育が重視されるに伴い，

英語教員研修が，英語圏の大学やボランティ

ア組織などから派遣される講師らによって幅

広く行われるようになった。 方，日本語教

育では，国際交流基金による教員研修が中国，

日本で行われているが，英語教育とは異なり，

小中高の日本語教育が主流ではないことから，

平成 年度受託研究員報告



地方での教員研修会などはほとんど行われて

いない。このような状況において多くの日本

語教師は，最新の日本語教育法の情報や知識

に触れる機会がほとんどないといっても過言

ではない。したがって，日本語教師に対する

教員再研修は，日本語を効果的に指導し，日

本文化理解を深める上において重要であると

考える。

国際交流基金が行っている日本語指導者養

成プログラム修士コースでは，以下のような

科目が設定されており，これらの科目の中か

ら選択し，受講する。

言語領域：日本語表現法演習，日本語学 ・

，言語学概論，社会言語学，対照言語学，

認知言語学・心理言語学

言語教育領域：日本語教育概論，日本語教授

法 ・ ，第 言語習得研究，言語教育法，

教師教育論，日本語教育演習 ・ ，日本

語教育実習，日本語教育特定課題論文

社会・文化・地域領域：日本の歴史と文化，

現代日本の社会と教育，言語教育政策，日

本文化教育研究

劉講師は， 年間の教員研修であったため，

教授法，文法，文化，日本語の 分野に焦点

を置いて研修することにし，言語，言語教育，

社会・文化・地域領域の各領域から最重要科

目について毎週ゼミ形式で指導を行った。指

導内容は以下に示した。

さらに，日本語，日本文化学習として，学

内，地域で実施されている日本文化体験プロ

グラム（書道，華道，茶道）を受講し，ホー

ムステイでは，日本の日常生活ついて体験し

た。また，地域の国際交流プログラムに参加

し，多くの日本人と交流し，日本人，日本文

化に対する理解を深めた。

大学教育 第 号（ ）

表 指導科目概要

言語領域

科 目 名 授 業 概 要

日本語表現 ・国際センター日本語授業の履修
・日本語上級授業を受講し，リーディング，ライティング練習を
行い，感想文，レポート，論文を読んだり，書いたりする力を
培う。

・ゼミにおいてのレポート作成，発表，ディスカッションを通し
て表現力，コミュニケーション能力を伸ばす。

日本語学 ・日本語の特徴的な側面（音韻，文字，語彙，語法）について取
り上げる。

・日本語初級授業の補助を通して，文法指導法について学ぶ。
・研究室訪問を行い，日本語学について学ぶ。

言語教育領域

日本語教授法 ・言語教授法，アプローチを対照比較させ，「学ぶ」という視点
から「指導」について考える。

・言語習得理論について学び，母語干渉などによる学習上の困難
点について検討し，第 言語学習への方策を検討する。

・発音指導，文法指導，コミュニケーション運用能力養成に関す
る具体的な方策を検討する。



言語教授法

日本語教授法の中で，先ず言語教授法を取

り上げ，コミュニカティブ・アプローチ以後

生み出された多くのアプローチの特徴的な側

面を比較対照することによって言語はいかに

学ばれるかについて考え，学習上有効なテク

ニック，ストラテジーなどについて学んだ。

主として取り扱った内容を以下の表に示した。

平成 年度受託研究員報告

・社会言語学の領域「待遇表現」「言語行動様式」など日本語で
のコミュニケーションの特徴的な点を取り上げる。

・ユネスコ言語教育委員会「リンガパックス」の提唱する「平和
と理解に寄与する言語教育」について考える。

日本語教育演習 ・日本語初級授業を見学し，「学び」の観点から授業分析を行い，
レポート作成を行い，ゼミで話し合う。

・授業実習を行う。他の教員らに授業を見学してもらい，意見を
聞き，指導力を高める。

論文指導 ・毎回「学び」の視点から課題を決め，授業見学を行い，レポー
ト作成を行う。

・論文テーマを設定し，作成する。
・学会出席，他大学受託研究員交流を行い，研究方法についての
知識を深める。

社会・文化・地域領域

日本の歴史と文化 ・日本事情の授業を受講し，日本文化について理解を深め，文化
の背景を知り，文化を相対的に見る力を培う。

日本文化体験プログラム ・国際センターで実施している書道，華道，茶道を受講し，体験
を通して文化理解を深める。

・ホームステイを体験し，日本人の日常生活に触れ，日本への理
解を深める。

・地域で行われる「りんご狩り」，交流会などに参加し，日本人
との交流を深める。

表 言語教授法概要

題 内 容

学習の観点 ・「学ぶ」ことは，いかにして起こるのか。
・言語習得，第 言語習得理論

言語教育の変遷 ・構造言語学，翻訳法からコミュニカティブ・アプ
ローチへ

言語理論 構造的，機能的，相互交流の観点とは

言語学習理論 活発な学習に必要な条件

コミュニカティブ・アプローチ
（ ）の言語理論

・コミュニケーション運用能力の養成，コミュニ
ケーションと文化は結びついているなどについて。

・文法指導の観点

オーディオ・リンガル教授法と ・言語学習，教授法，コミュニケーションなどにつ
いての比較対照



日本語教育演習

）日本語授業見学

日本語教育演習として，日本語初級授業に

参加し，教師の補助を行い，具体的な指導法

について学んだ。劉講師は，西華大において

日本語専門と非専門の両方の学生に精読と文

法の授業を行っている。精読は，日本語カリ

キュラムの中では中心的な科目で，初級レベ

ルから上級レベルまであるが，劉講師は 年

生の初級レベルを担当している。このため，

初級文法の効果的な導入，指導法に特化し学

ぶこととした。後期，授業実践を行った。

国際センター初級授業（赤木担当）では，

日本語教科書「みんなの日本語 ・ 」（ス

リーエーネットワーク）を使用し，副教材と

して翻訳文法解説，ビデオ，絵教材などの周

辺副教材を用いた。また，文法導入，グルー

プ，ペア練習のための活動は以下の活動集を

利用した。

）「絵で導入 絵で練習」（足立章子ほか，

凡人社， ）

）「日本語コミュニケーションゲーム 」

（ の会編， ，

）

）「初級日本語ドリルとしてのゲーム教

材 」（栗山昌子ほか，アルク， ）

留学生の国は，中国，モンゴル，ベトナム，

バングラデッシュ，アメリカ，カナダなど複

数の国に及ぶため，共通言語を用いての文法

解説はほとんど行わず，文法導入は絵教材や

レアリアなどを利用し，意味を取らせる直説

法を用いることが多い。さらに，学習者中心

の授業を展開し，グループ，ペアワークを通

して学習者が 分オーラル練習のできる機会

を作る。ペアワークの間，教師は，導入項目

が理解できているかどうかを確認し，理解へ

の手助けを個別に行う。オーラルな練習を通

してコミュニケーション運用能力を培う機会

を多く作る。導入項目の意味が理解できない

場合や文法解説を求める学生がいるときは，

学生が理解できるように英語や中国語など

母語と比較対照させ理解を促す。また学生

が混乱してしまっている場合には，英語を

使って解説をすることもある。講義形式

（ ）で文法解説をすることは，コ

ミュニカティブ・アプローチ以前の教授法で

よく使われていた指導法である。しかし，コ

ミュニカティブ・アプローチでは，談話など

の文脈の中で意味を理解していくという演繹

的な手法が持ちられる。したがって，学習者

が間違った理解をし，混乱した場合も，教師

は，学習者が理解できるように導いていかな

ければならない。

このような指導法について，劉講師は，言

語教授法で理論的に学び，授業で実践的な指

導法を体験したが，当然，中国国内の日本語
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各アプローチの学習理論，言語理
論

・ 「動き」
・ 「観察」「インプット」
・カウンセル・ラーニング 「不安・恐怖心の除去」
・サジェストペディア 無意識，非理性的な力の利
用

・サイレントウエイ 「発見」「誤りの訂正」「記憶
と定着」

インダクティブ・ディダクティブ ・講義形式，演繹的指導法

ストラテジー ・リーディング・ストラテジー・ライティング・ス
トラテジー

体験学習サイクル インプット，体験，内在化



教育は，外国語としての日本語教育であり，

第 言語として日本語を学ぶ留学生の日本語

教育とは，時間数，学習環境，動機など多く

の点で異なる。したがって，中国の日本語教

育にすべてを応用することは不可能であるが，

基本的な指導テクニックを応用し，授業を行

うことは可能で，教師自身が，学習者のニー

ズ，学習環境などを考慮した上で，学習者の

ために最も適切なアプローチを作っていかな

ければならない。どのようなアプローチが学

習に役立つかを常に実験的に試し，効果的な

方法を見つけていくことが教師の役目である。

指導要領，試験制度など制約の多い中で授業

を強いられている教師にとって新たな指導法

を試していくことは，チャレンジではあるが，

学習効果という大局的な観点に根ざし，実践

していくことが必要である。

研修後，大学に戻った劉講師が研修成果を

授業にどのように生かしているかについて，

西華大を再訪問し，授業見学を行うなどし，

分析する予定である。

）授業実習

劉講師自身が授業実践を行った。授業計画

を作成し，授業を行ない，授業終了後は，授

業分析を行った。授業は，絵教材，レアリア

などを利用して，文法導入を行い，文法解説

は最小限に抑えられていた。また，ペアでの

オーラル練習などはよく準備されており，学

習者間のコミュニケーションも活発に行われ

た。

西華大の日本語教育では，教科書の翻訳，

文法解説が中心的な指導法となっている。新

任教師は先輩教師の指導によって，指導の方

法を学ぶが，自立後も先輩教師が授業見学な

どを行ない，指導の標準化を図っている。教

科書の本文を翻訳し，意味の解説などを行う

翻訳法，構造文法からの文法指導法がとられ

ている。劉講師自身も大学で日本語を専攻し

たが，このような方法で日本語を学習してき

た。このため，授業で取り上げた文法項目

「あげる・もらう・くれる」は，「授受」，

「 してあげる」は，「恩恵」など劉講師自

身が文法用語で理解しようとしていることか

ら，授業でもこれらの文法用語を使用してい

た。このような文法用語による解説だけでは，

学習者の理解には繋がらず，機能的，場面的

な文脈の中で，具体的な用法を練習すること

が学習にとって有効であることを認識するよ

うに促していった。

翻訳法も人的交流が進む以前は，ビジネス，

交流では翻訳作業が主流であったため，文面

を正確に訳す必要があり，有効な時代があっ

た。しかし，人物交流やインターネットでの

コミュニケーションが盛んになった今日では，

コミュニケーション能力が必要となり，言語

指導法が大きく変化を遂げてきた。このよう

な時代のニーズに応じて，大学でもビジネス

日本語が取り入れられつつあるが，教師不足

などから，西華大では実施されていない。

方，中国の学生の言語スキル養成に対す

るニーズは高く，コミュニケーション能力を

高める授業を望んでいる。ほとんどの大学で

は，日本人教師 名を採用し，「みんなの日

本語」を使い， 年生を対象に，言語スキル

の養成を行っているが， 分ではない。こう

いった学生のニーズを反映し，会話の授業や

スピーカーズ・コーナーなどオーラル練習の

できる機会が学内にある。また，英語専攻の

学生や他の学部の学生が日本語を学習してい

るが，翻訳法で指導しているため，教養的な

日本語にとどまっている。研修期間中の成果

を活かし，適切な指導法や教材を用いること

によって，非専攻学生の日本語教育も改善さ

れるものと期待する。

教師の役割

世界の言語教育の動向としてユネスコ言語

教育委員会「リンガパックス」について紹介

平成 年度受託研究員報告



し，言語教師の役割について考えた。ユネス

コ言語教育委員会「リンガパックス」とは，

「言語教育こそが世界の平和と国際理解に最

も寄与することのできる授業であることを教

師は認識するべきである」と提唱している。

授業では「人々の日常生活」を指導し，学習

者の交流，文化交流を進め，教材作成を行う

ことが重要であると述べている。

年代までの中国では，「教職は聖職であ

るという」考え方があった日本の教師のよう

に，教師が尊敬される対象ではなかった。む

しろ，地位の低い職業とみなされていた。そ

の後，大学入試の導入，経済発展の潮流に

乗って，教育を重視する社会の変化に伴い，

教師の地位も上がってきた。しかし，教師自

身の意識も同時に上がってきたといえるかど

うか疑問である。

言語教師にとっては，言語の指導は大きな

任務であるが，その深層には，言語を学ぶこ

とによって，学習者が文化理解を深め，文化

間の連帯意識を培うということを認識してお

くことが重要である。教師の「信念」は，

個々に異なるものであるが，その信念にはリ

ンガパックスの理念などが反映されることが

望ましいと考える。

論文研究

西華大では教員の研究力の向上を目指し，

毎年，論文発表を奨励しているため，劉講師

にとっても，論文作成が課題となっている。

しかし，論文作成のための素材を見出すこと

が困難な状況にあったことから，現状分析を

行うこととした。問題点を洗い出し，その問

題点を分析することによって，学習者のニー

ズなどが見えてくる。先ず，西華大学の日本

語教育について調査・分析することにした。

その成果は， 年度大学教育機構紀要「大

学教育」に「西華大学日本語教育事情報告」

として発表した。日本語での執筆は負担が大

きいため，授業報告などのレポート作成から

始め，日本語でのライティング，論文作成に

ついて学んだ。

また，中国語での論文「日本語学習者の自

主的な学習能力の養成」（江南大学学報 第

期 第 巻）を 年 月発表している。

国際センターでは，コンピュータによる日

本語能力テストを開発しているが，文字語彙

問題アイテム作成に協力し，アイテムライ

ターが作成した問題の中に中国語の語彙と同

じものが含まれていないかどうか，劉講師が

チェックを行った。西華大でのパイロットテ

ストへの協力，コーパス学会への参加を通し

て研究協力を行っている。

中国の大学視察

西華大学

平成 年 月，西華大学尹徳謨外国語学院

長を表敬訪問し，意見交換を行い，日本語教

員との懇談会に出席した。また，学院施設を

視察し，日本語専攻の授業参観および授業を

行った。

外国語学院には，メディア教室が設置され

ており，日本語，英語専攻の学生は，メディ

ア教室で授業を受けている。メディア教室の

机にはモニターが設置され，ブース形式に

なっている。中国の大学でのコンピュータ，

インターネット環境は未整備だが，言語学習

用 教室が普及している。見学した授業で

は視聴覚教材は利用しておらず，教科書をモ

ニターに映し出しているのみであった。現在，

日本語教育では， などの視聴覚教材は

豊富にあるというわけではないが，既存の教

材を活用するだけでもメディア教室を有効利

用できるのではないかと感じた。会話，文化

指導の点からも視聴覚教材は有効であること

から，今後，中国人学習者向けデジタル化教

材の研究開発が急務であると考える。

また現在，外国語学院では，英語学科に続

大学教育 第 号（ ）
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いて，日本語学科大学院の設置を目指してお

り，教員の研究力を上げるための協力を尹学

院長から要請された。日本留学のための日本

語教育の実施に向け，中国人学習者向け教科

書，教材作成など日中共同で研究開発を進め

ていく必要があり，継続して連携を図り，日

本語教育支援を行っていく必要があると考え

る。

中国の協定校視察

山口大学の協定校である北京人民大学，北

京師範大学，上海交通大学を劉講師と共に訪

問し，日本語教員らと学術交流を持ち，中国

の大学の日本語教育の最新動向の聞き取り調

査を行ったが，以下のような有意義な情報が

得られた。

北京人民大学は外務省などの政府機関への

人材育成を担っており，現在は大学院教育が

中心となりつつある。非専攻学部生の日本語

受講希望者も多いが，大学院教育に重点を置

いているため，受講者数は制限せざるを得な

いという。日本語教員研修があれば，是非取

り入れたいとのことであった。

北京師範大学は，中国の教育機関の中枢を

担っている。通常，師範大学を卒業し，教師

となる場合が 般的であるが，大学の日本語

学科を卒業して教師となる場合もある。大学

の日本語学科が，翻訳や文学専攻であるのに

対し，師範大学では，教育専攻である。

上海交通大学では，「みんなの日本語」（ス

リーエーネットワーク）を用いて，日本人教

師とのチームティーチングを行っている。中

国のほとんどの大学で日本人教員 名を 年

契約で採用し，「みんなの日本語」を使い，

会話を指導しているが，チームティーチング

はほとんど行われていないが，今後，徐々に

他機関にも広まっていくと思われる。世界的

には，小中高で 般的となりつつあるチーム

ティーチングではあるが，中国では大学から

始まっていることは興味深い。チームティー

チングを行うことによって，中国人教員の日

本語スキルアップになり，メリットは大きく，

日本留学経験者が教師となるケースが増えて

いくに従い，チームティーチングも増えてい

くものと考える。上海交通大学では，教科書

も中国国内発行の教科書は用いておらず，日

本で出版された教材を使用しているが，今後，

中国人学習者に特化した教材開発が必要との

認識を強めているという。また，日本語専攻

の学生は，英語学習にも力を注いでおり，日

本語と英語の両方ができる人材の育成を目指

している。それは，中国沿岸の経済特区にお

ける企業のニーズがあり，日本語能力だけで

は就職が難しい状況にあるからという。日本

語，英語専攻の学生が，両方の言語に精通す

ることは，就職率アップ，文化理解など多く

の利点があり，指導法を工夫することで，地

方大学の学生も，上海交通大のようなに両方

の言語のレベルにアップが可能ではないかと

考える。

研修後の研究活動

西華大での授業見学

教員研修では，研修終了後，大学に戻り，

授業を行っている教師を訪問し，現地での授

業を見学し，授業分析などを通してさらに指

導を行うが，筆者は平成 年 月，西華大を

訪問し，劉講師の授業見学を行う予定である。

研修後と研修前とでは異なる点が授業に盛り

込まれているか，それは学習上有効であるか

どうかなど劉講師と話し合い，西華大の学生

にとっての最善の指導法について検討する予

定である。また，現在，劉講師と共同で開発

中のデジタル教材を用いたモデル授業を行う

と同時に日本語教員らを対象とした教員研修

会を行う予定である。

日中共同デジタル教材開発

劉講師と日中共同開発でデジタル日本語教
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材を作成する計画を進めている。西華大のマ

ルチメディア教室で視聴覚教材として利用で

きる教材で，文化への理解が深められる教材

作成を目指している。

西華大では，中国の多くの大学で使用され

ている中国国内発刊の教科書が用いられてい

る。これらの多くの教科書は，表現が古い，

会話がない，文化紹介がほとんどないなどの

問題が指摘されてきたが，現在，これらの問

題を解消すべく，ほとんどの教科書が改訂さ

れてきている。さらに，新たな教科書も出版

されるなど，教科書の選択肢が増えつつある。

方，上海交通大学のように日本で発刊され

た教科書を使う傾向も出始め，教材選択に新

たな動向が生まれつつあると言える。学習時

間数，学習目的などを考慮し，中国の学習者

に特化した教材の開発が急務だが，教材開発

は国家あるいは大学機関レベルのプロジェク

トと捉えられている傾向があり，個々の教員

の研究として捉えられていない。ひとりひと

りの教師が，教材作りをすすめていけば，豊

富な教材が生まれてくるはずであり，個々の

研究者の研究開発が良い刺激となることを期

待する。

現在使用されている教科書は，指導要領（大

綱）が定める語彙表現に添って作成されてい

る。また，指導要領に基づいて作成される試

験（ 級試験）など卒業要件である試験に合

格するためには，それらの教科書に添って授

業を進める必要があると考えられている。た

だ，ほとんどの日本語専攻の学生の場合，日

本語能力試験 級（国際交流基金）を目指し

ており， 級試験以上の日本語能力養成を目

指している。また，非専攻の学生には，決まっ

た試験は課されていない。要は，指導要領か

ら逸脱し，個々に教科書を選択し，授業を行

うという形は中国では 般的ではないという

ことである。これは，日本の文部科学省の指

導要領を考えても容易に理解できる。上海，

北京などで行われているカリキュラム，シラ

バスが踏襲されている以上，教科書も同じも

のが使われるのは当然である。上海交通大学

などの新たな試みが認知されるようになれば，

地方大学にも新たな教科書，シラバスなどが

導入される可能性はあるだろうが，時間がか

かりすぎることが問題で，地方の大学であっ

ても，各大学の学生のニーズに即した教科書

作成を積極的に研究課題として開発していく

必要があり，日本との共同開発が良いきっか

けとなることを願っている。

教員研修における課題

受託研究員などの日本語教員研修は，すで

に第 線で活躍している教師の再教育であり，

新たに教員になる人のための教員養成とは異

なる側面を持っている。教師としての信念を

持ち，教授経験も豊富な教師が心機 転教員

研修において自らの日本語のスキルアップ，

指導法の見直しをする過程において，教師と

しての自己を否定されると感じることもあり，

心理的な葛藤が伴い，革新的な指導法を受け

入れていくことは容易ではない。再教育とし

ての研修では，授業や研究の補助など助手と

しての活動を中心に共同作業を行い，連帯意

識を強め，研究員として敬意を払い，学習の

視点に立った指導法に対しての認識を促して

いく方法が有効である。

おわりに

中国での日本語教育の発展は政治的な動向

に影響を受けてきた。 年代，日中国交回復

後，日本語が大学に導入され， 年代，改革

開放後，経済発展に伴い，日本語学習者が増

えてきた。国際交流基金の調査では， 年代，

日本語教育を行っているところは， 機関し

かなかったが， 年には， 機関，日本

語教師は約 人で，約 万人が学んでいる。

実態はもっと学びたい人がいると思われる。
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しかし，教師不足，教室不足などが原因で学

べない人が多い。北京人民大学の日本語教授

らとの懇談で，「青海省から日本語教師の派

遣要請があったが，行ける人がいない。短期

間でもグループを作って教えに行きたい」と

いう話を聞いた。中国国内に日本語を学び，

日本語学習を通して日本人や日本文化を理解

してくれる人たちがこれだけ多くいることを

日本語教育関係者は再認識し，中国との連携

を深め，教員研修，日本語指導をボランティ

アレベル，研究者レベルで展開していくこと

が急務であると考える。

英語教育では， 年代からすでに多くのボ

ランティア講師や学生が英語圏から各省に派

遣され，教員研修，英語スキルアップを行っ

ている。それは， ， などの団体が

中国とのパイプを築いているからである。中

国は，距離的に近く，教育水準の高い日本に

支援，連携を求め続けている。

今回の劉講師のように，日本で研修を受け

た教員と連携を図り，中国国内での教員研修

を開催し，中国の教員が自律し，独自に研修

を行っていくことができるように支援してい

かなければならない。このような日本語教育

支援は，日本留学を希望する中国人学生が中

国国内で日本語を学習できる機会を増やして

いくことになり，優秀な留学生の獲得にも繋

がると考える。

（国際センター 講師）

表 受託研究員研修日程

月日 行 事 場 所 内容・備考

月 日 来日 山口大学

月 日 手続き
日程調整

国際課

月 日 日 シェフィールド大学大学
院通信課程セミナー

広島 補助
日本語教授との懇談

月 月 日本語教育研究 山口大学 先行論文，日本語教育図
書

月 日 企業見学会 中国通産局

月 日 日本語教室開始 山口国際交流会館 山口県国際交流協会

月 日 プレースメント
テスト

メディア基盤センター
共通教育

国際センター

月 日 日本語授業開始

月 日 りんご狩り 徳佐 山口留学生交流会

月 日 日 新留学生研修会 徳地少年自然の家 国際センター

月 日 大学交流 山口大学 公州大学 山東大学 山口
大学学生交流 通訳ほか

研究室交流 教育学部 吉村研究室ゼミ出席

文化研修 京都・奈良・東京 自主研修

月 日
日

日本文化体験開始書道・
華道

国際センター
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ト
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スピーチ指導補助

西華大学訪問団 山口大学 通訳

月 研究補助
受託研究員交流

島根大学 島根大学日本語教育視察
受託研究員（寧夏大学日
本語教員）との交流

留学生懇談会 山口大学 スピーチ指導助手

平成 年
月 月

時帰国 西華大学 日本語教育事情調査研究

月 中国の日本語教育調査研
究

中国協定校
（赤木・劉）

西華大学・北京師範大
学・北京人民大学

文字語彙班会議 国際センター宇部室 文字語彙アイテム中国語
チェック

コーパス報告会 東京
東京大学

コーパス
ロシア人研究員と懇談

月 プレースメント
テスト

メディア基盤センター 国際センター

日本語授業開始 共通教育 国際センター

日本文化体験・茶道 国際センター

月 授業実践 国際センター

論文発表 中国学会誌

月 ホームステイ 山口市
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プレテスト協力

西華大学 自律研究
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査
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．なぜ『自習課題』なのか

世の中揃って口にするのは，「英会話がで

きるようになりたい」と言う台詞である。し

かし，これには完全な見落としがある。まず，

第 に反対に尋ねたくなるのは，「どうし

て？」である。その次にすぐ，「喋れるよう

になるだけですか？」である。この つの疑

問文の答えには根底に共通したものがある。

それは，英語で話すことがそれほど魅力的な

のか？ それより，何か話すこと伝えたいこ

とがあるのか？ そうしたことを人に分かっ

てもらいたい気持ちがあるのか？ はたまた，

あるとすればなぜ？ 疑問が次々に浮かんで

くる。つまり，コミュニケーションをしたい

のか？ それをするのであればキャッチボー

ルをしている姿が思い浮かぶか？である。

「喋る」こと自体はボールを相手に投げれば

済むことである。相手がそれを受けて投げ返

したときに受けてそしてまた投げ返すことが

できるか？である。もっと，疑問符を付けて

みる。相手が投げたボールを受けることはで

きるのか？ 受けなければボールは後ろへ転

がり流れて行く。コミュニケーションは

キャッチボールに喩えられる。

前置きはこれぐらいにして， ）話す内容

がありそれを伝えたい気持ちがあること，つ

まり，コミュニケーション意欲があることで

ある。 ）相手が返答したり，問いかけて来

たりする内容が理解できることでもある。こ

の つが揃わなければ英会話は成り立たない。

自分だけが喋り，相手のことは恬として理解

しなければ 方通行である。話したくても，

話題にするものがなければ相手は乗ってくれ

ずに 方通行である。 方通行はコミュニ

ケーションではない。したがって会話でもな

い。

では，英語で会話をしたければ，まず，英

語を話せることも大切だが，相手の言うこと

を理解できることがもっと大切である。この

聞き取りの力が必要なことが「英会話ができ

るようになりたい」という言葉には欠落して

いることが多々ある。コミュニケーション意

欲はここでは考えず，相手を英語で理解する

力だけを考えるだけでよい。そのとき，聞き

取る能力がもっとも大切な基礎体力である。

環境の充実

テストを射程に入れた英語コミュニケーション教育における

リスニング訓練の自主教材：オンライン『自習課題ノート』

宮 崎 充 保
岡 田 耕

太字の部分は，話を切り出した相手の言葉

を繰り返しているだけだが，これでコミュニ

ケーションは 分成り立っている。お互いに

映画の趣味とどんな映画が好きかで 致して

いる点で情報のキャッチボールが成り立って

いるのである。オーム返しですら相手の言う

ことが聞き取れれば大丈夫だと言える。相手

に喋らせておけば，相手の言葉を次々に借り

たとしても相手をこの手の話題であれば傷つ



けることはない。「聞き取る」能力が，いか

に重要かがわかる。

では，この「聞き取り」の

能力を測るリスニングテストから始まり，息

もつかずにそれが 問（問題数の半分）

気に 分前後で終わる。“ 気に”と言った

が，聞き取りの力がなければ，この 分は地

獄の長さに変わる。途中でテスト自体をあき

らめたくもなる。あきらめ切れない受験者は

さっさとリーディングテストに逃げるかも知

れない。しかし，インプットがない腰弱の基

礎体力では，リーディングテストにもうまく

入れないだろう。高い受験料のことなど気に

しない勇気ある人間はここで昼寝の時間にな

る。

では，最初の 分で真剣勝

負をしなければならない。経つのが早かった

分でも遅かった 分でもこの儀式を通過し

たら，次の 分のリーディングテストに立ち

向かう元気がまた蘇ってくる必要がある。

で， 分を生き延びること

は初心者にとっては最大の力である。自然な

スピード（ 分間に 語）に曲がりな

りにも，嘘でもいいから，付き合えるからで

ある。であれば，本学のクオーターの 回授

業で終わる「 準備」は聞き取る訓練

をするのがいちばん効果的であろう。週 回

の授業だけではとてもそうした訓練などでき

ない。毎日の積み重ねの“素振り”をして，

分からなくてもまず退屈な素振りを繰り返す。

そして，知らないうちに勉強を毎日積み重ね

て習慣化を狙う。

これが，聞き取り訓練と自学自習の習慣化

を狙った『自習課題ノート』の基本的な発想

であり，その教材を制作しながら，同時に，

聞き取り訓練と自学自習の習慣化が目的と

なっていった。そして，さらに，それが期待

される学習効果と考えるようになった。

このことについては，「 準備」のパ

イロット授業報告書として，『コミュニケー

ションツールとしての の授業導入

パイロット授業「 準備・指導」』

（ （セン

ターだより），山口大学共通教育センター，

年）に詳述している。

．『自習課題』の企画と内容

． ．理念 企画と内容

前節でも述べたように，『自習課題』の発

想・目的・期待される効果は，“聞き取り訓

練と自学自習の習慣化”である。後年，経験

によってわかったが，毎日こつこつ積み上げ

る訓練と習慣は テストに確実に反映

される。が， 方では最近になってこの自習

課題に批判が出るようになった。理由は以下

の通りである。

． テストにはライティングがな

いのに課題の作業はライティングなので，

無駄なことをしている。

．課題の内容がむずかしすぎて，これも

学習効果を上げるには不適切である。

果たしてそうであろうか？ 上の つの理

由に対してはいくらも反駁できる。それぞれ

に対する反駁を上げる。ただし，本学が定め

る「卒業要件」の スコアが ， ，

， ， である（学部や学科によって

異なるが，共通教育では を基本設計とし

ながら が基本）以上，これらのスコアを

学生に達成してもらうために，スコア重視へ

傾くことも致し方ないと言える。とは言え，

スコア主義は本学の英語教育が掲げる「コ

ミュニケーション重視」の理念からは乖離す

る。コミュニケーションは実践であり，実践

力はコミュニケーション現場で測られるもの

であり， スコアで測られるべきもの

ではない。

．コミュニケーションスキルの［聞く・

読む］（インプット部門）・［話す・書
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く］（アウトプット部門）の 要素は独

立したものではなく相互に影響し合うも

のである。聞き取れるならば書き取れる

のは当たり前である。自習課題として聞

き取った作業のエヴィデンスは書かれた

もので評価するしかない。

．“学習効果”は“ スコア上昇”

に置き換えられる。しかし， ス

コアの提示するものは，コミュニケー

ション実践の場における“ ”と

いう可能性の世界の提示でしかない。ス

コアが実践力にお墨付きを与えるのでは

ない。内容がむずかしいのは当然である。

テスト自体がそうであって，そ

のレベルでの訓練を初手から企図してい

る。泳げない者も 度は水に入って少な

くとも 度は水を呑む羽目を経験しなけ

れば泳げるようにはならない。水の中で

は生命の危険にさらされる可能性がある

が，言語訓練では生命の危険はない。ス

トレスを解消するのが勉強であり，スト

レスを解消しないままでいるとトラウマ

になる。

こうしたことを前提に自習課題の企画と内

容を説明する。この企画は教科書と抱き合わ

せのものであり， 年 月に自家版を制作

するために商業出版社に持ち込んだ企画書か

ら転載する。（商業出版社とは協議の結果こ

環境の充実

． 教科書に記載する自習課題
自習課題は「 準備」ではリスニングに重点を置いたがよい
） は初めの 分間がリスニングなので， 分の緊張・集中を持続させること（
地獄の長さ）が第 であり，そのために「 日 時間の集中，それを週 日」の訓練
が必要である。また，少しでも，「アメリカ英語」の 音に慣れれば，問題に真正面
から取り組める
）大半の学生がリスニングの訓練は受けていないに等しい
）カタカナ英語に慣れている学生がほとんどである
） 分 語という速度に慣れていない。地獄の速さに聞こえる
）まず，リスニングが出来れば でいくらかでも点が取れたという意識に
なって に取り組める。反対に， 分の前半のセッションについて行けない
学生は，リスニングの途中からあるいは後半 分のセッション（ ）でテスト放棄・
睡魔に襲われるという事態に見舞われることがある

． リスニングに関する課題の内容
・ と を両方取り扱う
・ 日に， 文（ 語程度の長さ）と つ（ 語程度，聴く時間が
分を上回らない）。 週間行うことが出来るとして

文× 日× 週間 文
つ× 日× 週間 文章

・教科書の中で学習範囲を指定する。また， にある文法事項を指定範
囲した課に （仮題）として ページくらい割いて載せる。（あるいは ）

・ に関しての課題は，
文を聴いて真似する。また分かるまで聴いて書き取る書き取れない言葉

は，カタカナないしはそれに近い綴りで表記してよい
つ，は聴いて，何の話題か，そしてその話題に関してどんなことが言われてい

るかを訳ではなく，大まかに箇条書きで情報収集する
この 項についてレポートを翌週の授業の始めに提出してもらう。それは，同時に出席をとる
ことにもなる
・これらの と和訳は翌週配布して，それが，教科書にうまく綴じ込められるよう
に工夫する（付録にファイルを付ける）。 には簡単な語彙やイデオムの解説を書
き加える。（ あるいは，） はここに載せてもよい。

・ による と の朗読の を教科書に付ける。
（学生によってはどんどん先に進んでもよい）



の企画は実施されることになった。）

これが事の始まりである。

． ．コンテンツ制作

コンテンツには材料が必要であるが，上記

の出版社との協議で出版社から材料は提供し

てもらうことになった。

■ を制作するために，

中学校の教科書と高校のオーラルコ

ミュニケーションの教科書を揃えられ

るだけ揃えてもらう。

■ （現在は

と呼んでいる）には，出版

社からの出版物の中から テス

ト風の 語から 語程度のひとまと

まりの会話文と文章を提供してもらう。

（以後 ） 文を選ぶた

めに上記の教科書に印をつけながらすべてに

目を通し，その中から難癖をつけながら

文を選んだ。面白かったのは多くの教科書に

似通った言い回しが多いことである。 文

をカードに 文ずつ転写してさらにふるいに

かけた。コンテクスト抜きで 分に通じるも

のを主眼に置いた。結果，文例は

なものと なものとの比がほとんど

： になった。これは神がかりというべきも

のか，無意識の意識の操作でそうなったのか，

材料分類というのは不思議な誘導的性質を持

つ。

な 前後の は，さらに分類

をして行くと，“人との出会い”から始まり，

“要請や提案”，“買い物”など人間関係や日

常生活の表現が並び，最後には“病気と病気

からの回復”という人間の 日や人生のサイ

クルが見えるような並びを示唆した。その示

唆に従って配列を決めた。

な 前後の は，同じく分類

してみると，伝統的な文法の配列になった。

大きな偏りはここでも見られなかった。

な配列をもとに薄い「 文

法」冊子も出来た（ ）。

（以後 ）は出版社から送っ

て来た 冊前後の中から現代的な話題を中心

に 個選択した。 年度版の教科書に

は は話題や長さにこだわらずに無作為

に配列している。 年度版では内容を

考えながら，身の回りの日常生活からだんだ

んと社会性のある話題へ展開するような配列

に変えた。

新旧 対応の教科書の版が変わるご

とに， ， ともに材料の差し替え，

部の配列換えを行い，そのたびに出版社の

提案に基づき全体の録音のやり直しを行って

いる。

． ．ハンドアウトの制作

本学の学生が課題提出をしたら，担当者は

そのチェックをすぐにして翌日あるいは翌々

日までに返却することになっている。担当者

の作業はこの提出をもとに出席チェック（課

題は授業中に回収する）と作業内容チェック

をして「 準備」授業における評価の

基礎を作る。

「 準備」の授業は月曜・火曜に行

われるので，火曜日の午後にハンドアウトが

配付される。

ハンドアウトは そのものとその大意，

そして課題の に関しての

な を中心とした“英語こぼれ

話”）， については原文とその大意，理

解のための解説を記載して，

まで 日 版，見開き両ページに納めた

テーブル式のレイアウトにした。

．『自習課題』の変遷

． ．レポート形式

年度，本学の「 元年」，には自

習課題はレポート用紙に書いて提出すること
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にした。しかし，実際それを実践してみると，

学生により様々な様式の違いがあり，レポー

トを綴じないで提出する学生もいて，すべて

において 定しないために担当者は翌日返却

の時間制限に追われて，出席をチェックする

ことだけで精 杯であった。

学生は，自己の学習成果を保存してそこか

ら自分の作業を振り返ることがやりにくかっ

たと思われる。

初年度でもあり，相当な労力を費やして作

業した課題も担当者と学習者の両方の処理の

仕方に粗雑さが見られ，課題の学習効果もお

互いによく見えないという情況が生まれたの

である。この問題を解消するための解決案が

兆したのは，“統 ノート”を作ればよいと

いうことであった。そのアイデアが浮かぶと

他にもさまざまなアイデアがそれに伴い生ま

れてきた。そして，レポートより遥かに効果

的であると思われた。

その年の夏，教科書制作担当者はレポート

をノート化する案を作成した。ただし，これ

を出版社に教科書の付録としてただで提供さ

せるわけにはいかず，次年度の教科書全体の

価格が上昇することが明白であった。ただで

さえ，英語部会内からはクオーターの授業と

しては教科書が高すぎるという批判があった。

教科書本体＋付属 枚＋ハンドアウトの

定価が 円であった。この価格に合意す

るまでには，出版社と制作者の間に“価格闘

争”があったのも確かである。 日 と

が見開き ページになる案を以って，

出版社と交渉に交渉を重ねた挙句，出版社は

種の先行投資と見たのか，およそ ページ

の“特製ノート”の価格を 円にして，教

科書とのセット販売価格 円とした。出

版社内部では採算を度外視した破格の価格設

定だということであったが，それは将来への

投資としての経営者の決断だと言えよう。そ

の投資によって本学用自家版の教科書を将来

は汎用版へと成長させようという戦略が働い

ていたと言えよう。

． ．ノート形式

自習課題のノート形式を取ることによって

以下に挙げる利点が生まれた。

■ 様式が画 化され，学生には作業を

ノートのどこで何を行えばよいかが分

かり，担当者は同じ作業の出来具合を

チェックすることができること。

■ 冊のノートになっているので，規

格品となる。また，学生のとってもレ

ポートのようにばらばらにならずに練

習帳のようにして書き込みがページ毎

にできること。

■ 学生の質問も担当者のコメントも記

入できること。

■ 課題提出チェック，評価などを記す

欄ができたこと。

■ 毎週 ページを割いて，「授業や課

題への質問，学習のためのカウンセリ

ング」を行うページを設けたこと。

■ 個人用のノートであるために，学生

個人の アドレスなどを記載し

てもらい，メールでの双方通信，つま

り，コミュニケーションが取れるよう

になったこと。

■ 担当者の洞察力で，課題への取り組

みがおざなりか・真剣か，また，毎日

積み上げたものか・そうでないか，自

分の作業によるものか・他人のノート

の引き写しかも目を見張れば分かる。

それで教育上の指導も可能になったこ

と。

とりわけ，ゴチック体の部分にノート形式の

授業でもっとも重要視される，学生との個人

的なコミュニケーションが可能になったこと

が大きなメリットとなった。

反面，書き込み量が増えるに従い，担当者

のノート回収後の嵩の大きさが，ただでさえ，

「 準備」の授業は，教科書類，担当

環境の充実



者の裁量による自己制作のプリント， プ

レーヤーの運搬など，下手すると台車で教室

を往復することになりかねない負担が生じる

ことになった。

【 年度版】

左側のページには の聞き取りを書き込

む。聞き取りの助けとなる日本語が提示され

ていて， 原文の最初の 語がヒント

に与えられている。ただし，教科書は 年

度版をそのまま用いているので，日本文は

にも吹き込まれていた。

右側のページには， の聞き取りで聞

き取りを箇条書きにする空欄がある。ただし，

聞き取りに慣れない学習者のために「聞き取

りのポイント」を 項目足らず提示し，それ

に基づいてノートを取れるように工夫してい

る。

【 年度版】

ノート化へのアイデアはさらに展開し，基

本的には同じだが，左側ページには教科書に

出てくる単語や熟語の含まれる文のうち

文を（教科書巻末の学習のために日割りし

た から）採用し，学習すべ

き単語や熟語を入れる の様式を加

えた。

左側ページには，先行ノートと同じように，

「聞き取りのポイント」を挙げ，かつ，聞き

取り文の 部を，他は中略にして，提示しな

がら要所に言葉を入れる の形式を

採りながら，原文へ視覚的にも近づきやすい

ようにした。以上の「聞き取りのポイント」

と「 」の作業を基にして， の

内容把握が楽になり箇条書きで要点が書きや

すいように工夫した。

反面，ライティングテストは テス

トには含まれないので訓練する必要がないと

いう批判をさらに煽るようなノートに変化し

た。しかし，書き留めることは耳ではおぼつ

かない内容を視覚化し，記憶や理解へ向かわ

せて耳が捉えたものを定着させる作業である。

また，手や指を使う作業を通して記憶や理解

すべきものを身体の 部化することでもあり，

決して効率の悪い，効果のない，時間を無駄

遣いする作業だとは思われない。もちろん，

耳と口と舌の動きで身体のその部位に身体化

することもできる。むしろ，その方が確実な

定着が期待できるが，そのことを評価基準に

するには基準の取り方がむずかしくなる。自

習課題ノートの中に作業量が増えたのが，

部では学習の面倒なことが理由となり， ．

． で言及した批判の種を作ったとも言え

よう。

． ．オンライン形式

年の特色 の助成金採択は，本学の

英語教育がさらに「コミュニケーション重

視」へ向かう方法論とその準備，実践の大き

な手助けとなった。

レポート形式やノート形式でもう つ問題

があり，その解決がなされないものがあった。

■ 自習している内容の成否，つまり，

正解か不正解かが即時的に提示されな

いで，月曜・火曜の作業など長くは

週間待たなければならない。現場密着

の問題解決が望まれること。

であった。このことに対して不服を申し立て

る学生もいたが，これまでの形式ではそれは

不可能なことであった。

その解決法がオンライン形式である。いわ

ゆるウエブを用いた への『自習課

題』の転換である。それを行えば上の積年の

問題は 挙に解決する。もっとも，オンライ

ン形式が万能ではないことを認めた上で，

「レポート形式」「ノート形式」「オンライン

形式」の中から，コミュニケーション“学

習”という真の意味での学習の効率・効果の

いちばん高いものを選ぶとすれば，今のとこ

ろは「オンライン形式」を採用すべきことは

明らかである。
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． ． ．オンライン形式だけが持つメリッ

ト（転換のための必然性）

オンライン形式を採るなら，上の問題解決

だけではなく，“オンライン”でなくてはな

らない必然性を持たなければならない。その

必然性が欠如する限りにおいて無駄な投資と

なるからである。必然性は客観的にそれと認

められるものが つあれば投資の価値はある。

もし，それ以上あれば付加価値として考えれ

ばよい。そうしたものがなければ，『自習課

題』は取り止めて，これまで購入してきた市

販の 教材を利用すればその方が遥

かに上手に作られている。

この必然性を考え出すために 年企画書

を作成し，本学の共通教育英語分科会に提出

してオンライン形式への移行を議論しても

らった（【資料 】ここに考えうる学生側へ

のオンライン作業のメリットと必然性を述べ

ている。ただし，コンピュータリテラシーに

乏しいコンテンツ制作者には「仕様書」が書

けなかったので，画面のイメージ図とそれに

伴う操作の説明で済ませている）。業者すら

オンライン教材は ％の安定度が保証でき

ないとする中，安定性のリスクありとして，

年度は「 準備」授業の ％で試

行することに決まった。 ％に根拠はないが，

％は ％である。

． ． ．コンテンツの全面改訂

ノートからウエブへのメディアの転換は，

ノートにまつわるすべてのコンテンツの構造

と 部の内容を書き換える必要性を生み出し

た。ノート時代には紙面 ページに表示すれ

ば済んだコンテンツが，オンラインでは，

項目 画面の表示，さらにその項目に必要な

情報を 項目 画面表示という階層化された

多重構造を取る。そのために，紙メディアで

は項目ごとの関係性が 目で見えていたもの

の流れをすべて断ち切り，流れは画面の表示

順によって学習者が把握するようにして，

項目ずつを独立した情報として書き直さなけ

ればならなかった。

年には，第 冊目の教科書原稿が，

テストリニューアル発表のために死

産させたばかりの時期であったが，週末ライ

ターとして ヵ月の週末の時間を集中的に用

いて，ノート形式の『自習課題』（「自習課題

ノート」＋ 冊の「ウィークリーハンドアウ

ト」＋「

」）の解体と書き直しを行った。

の日本語の「聞き取りのポイント」を 画面

設問の形式に変え，それに つの英文選択

肢を付けウエブ上ではその中から正解を選択

することができるようにマルチプルチョイス

に書き換え，ノート形式の学習者の（日本

語）表現力で箇条書きにする課題形式を解除

した。 択式作問は比較的に苦労の要らない

作問だが， 択式作問になると劇的にむずか

しくなり，最後の選択肢を作るときに苦労を

要する。最後の選択肢は先行する つの選択

肢に内容が被ったり，他の つとは表現形式

がまったく異なったりして， 択のむずかし

さを初めて経験した。

方では，当時 の岡田耕 氏が【資料

】に基づいてコンテンツ搭載用のプログラ

ムを書いた。試作版は 年 月に公開され，

英語分科会によってテストランが行われた。

詳しいことは後続の岡田報告書に委ねるが，

いくつかの問題点（ ）があ

り，結果的には 年間待って， 年度から

斉使用に決定した。採用を 年遅らせたの

は，新 対応の教科書制作に連動させ

ながら，

．コンテンツの内容を 年までのも

のをさらに部分的に変更すること。

．新 は つの英語圏のアクセ

ントを使用するために，コンテンツの

ナレーションを全面的に の変更に従

いながら差し替えなければならないこ

と。
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． つの英語のアクセントのうち，ア

メリカアクセント版，カナダアクセン

ト版，イギリスアクセント版，オース

トラリアアクセント版に加えて，この

つのミックスアクセント版を搭載し，

学習者にアクセントのヴァラエティを

提供することにして，その準備をしな

ければならないこと。

が， 年の時間猶予をテクニカルグリッチの

ソリューションとともに必要としたことであ

る。

．オンライン形式の功罪

オンライン形式は学習の履歴管理ができる

ことが，指導者にとっては大きなメリットで

ある。履歴を取ってそこからどのような評価

指標を求めるかという問題も解決にはむずか

しかった。

『自習課題』制作者は，【資料 】に示す

履歴管理の案をたたき台として英語分科会に

提出して案を叩いてもらった。その結果，

■ および が毎日，毎週，延べ

週間どこまで達成されているか。

これだけを評価基準とすることになった。も

ちろんのことながら，基準は定量化されたも

のである。制作者は自習課題に費やす時間の

ことを重視した。企画書（【資料 】）には

「耳にたこができるまで，聞いて，聞いて自

然な発話に慣れ，それを理解へ結びつける」

という趣旨をオンライン形式の最大の必然性

として挙げていた。

このことは，履歴管理に非常に役立った。

クラスの 覧表（学生への 連絡がで

きる）と 人の学生の履歴を見て，

．適宜，指導者は必要に応じて

で個人的に学生の指導を行うことがで

きた。

．クラス全員に対しての連絡や，電子

媒体による教材の配付ができた。

．学生個人の自学学習時間の長さを見

ることができた。

特筆すべきことは， のメリットである。週

時間の授業に対してクオーター 単位の

授業なので，学生へ要求される自習の時間は

週 時間が必要である。反対に言えば，それ

だけの長さの自習をするだけの コマの授業

を設定しなければ，単位制に違反することに

なる。しかし，これまではそのことは謳われ

ていても実際に測られ， コマの保証をして

授業に対するアカウンタビリティを持つには

直感だけのことであり，かろうじて学生評価

に基づくしかなかった。学生評価に出てくる

時間の長さも確実とはおよそ言いがたい。し

かし，オンライン形式を採ることによって，

その挙証ができるようになったのである（後

述 ． ．参照）。

また， ．での学生とのコミュニケーショ

ンも頻繁になされるようになり，授業情報の

周知徹底が可能になり，同時に個人的な学習

相談，学習指導も行われた。

デメリットもある。これまではノート形式

でじかに学生の学習プロセスを観察できたが，

ウエブ上ではあくまでも出来高による履歴管

理であったため，プロセスはかろうじて学生

との授業や でのコミュニケーション

によってわかる場合があるだけである。教育

には教員の持つ直感を見逃すわけには行かな

い。履歴管理による評価体系は教員の直観力

をかなり排除したところがある。

ウエブ文化を利用した「オンラインノー

ト」は発足したばかりで，これでにわかに可

否を断ずるわけには行かない。試行錯誤を積

み重ねるしかない。そのためには，時間をか

けるしかない。と同時に，絶えず改良を目指

す姿勢を崩してはならない。

謝辞：当時，大学教育機構の であった現，

助教岡田先生には，コンテンツ搭載のための

プログラム製作では全面的にお世話になった。
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このプログラムは大変優れていて， 年度

の「 準備」の授業の 週間，大きな

支障はまったくなくて，全学 人以上の受

講学生がウエブ文化の恩恵を受けた。また，

プログラム製作過程でも，コンテンツに対し

て絶えずフィードバックをしていただいた。

学習者の身になってプログラムのあり方があ

らためて岡田先生から発信された。それは，

コンテンツ製作者にとっては有意義なもので

あった。ここで深くお礼を申し上げたい。ま

た，このプログラムには，ぜひ，“

”と共に，“

”を付していただきたい。

（以上，文責 宮崎充保）

． システムの構成

今回の システムは，発案者で

ある宮崎充保教授の原案（資料 ）を元に独

自のシステムを構築している。システムは

アプリの形式で構築した。フロントエン

ドとなる サーバーでは により

ページ遷移等を制御し，問題の配布と学習結

果の記録を行っている。課題の提示と解答は

インタラクティブ性が必要であったため

ブラウザ（ や 等）上の

で行った。音声の再生はページに埋め込んだ

を から制御させてい

る。主な利用環境は本学推奨ノートパソコン

（本年度のスペックは

程度）に搭載された

上の を想定して

いるが，少なくとも と

が利用できる環境であれば，例えば 等

でも動作は可能である。

サーバー側の構成はフロントエンドの

サーバー（

＋

）と，バックエンド サー

バー（ ×

）の 台に担当させた。このサーバー

は本教材の専用サーバーではなく，本学メ

ディア基盤センター提供の乗り合いサーバー

である。

なお開発環境はノートパソコン（

）上に サーバーを構築

することで，クライアントおよびサーバーが

台で完結した状態で行った。

．自習課題の概要

自習課題は，リスニング対策に主眼を置き，

なるべく英語を繰り返し聞くことで英語に耳

を慣れさせる事を狙ったものであり，宮崎充

保教授の原案を基に構築している。ここでは

概要紹介に留めるので，詳細は原案（資料 ），

及び実際の教材のマニュアル（資料 ）を参

照して頂きたい。

課題は前年度までの書籍版自習課題ノート

を基にしており，短文 問と長文 問を 日

分として週 日， 週分の計 日分を用意し

た。各問題には書籍版から細かい修正や解説

の追加等を行っている。音声に関しては

で新たになまりが導入された事に対

応するため，まったく新規に録音を行い，各

問題について混合，米，英，豪の 種類を用

意し学習者が随時選択できるようにした。

“ ”（以下 ）は短文の書

き取り問題であり，英文の音声を再生し，聞

き取った英文をその場でキーボードから入力

する。入力が間違っていると誤りであること

をリアルタイムで提示し，聞き取れない場合

や間違って書き取った場合は 回英文を

再生する事で自動的に正解を提示する。

“ ”（以下 ）

は長文の聞き取り問題であり，

確認，和訳

確認の 段階の課題で構成される。まず英文
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を再生し，ポイントとなる内容を 択の英文

で問う の課題 問程

度順番に行う。ここで誤った解答をした場合，

旦英文の再生をし直すまでは解答の入力を

拒否する。 が全問終了す

ると次に英文全体を提示し，ポイントとなる

センテンス数箇所を穴埋めする

の課題を行う。ここでも，各穴埋め箇所で

回英文を再生しても正解にたどり着けない場

合，正解を自動的に提示する。更に完成した

英文に対してポイントとなるボキャブラリー

を提示し解説を確認させ，最後に日本語訳の

提示を行い確認させる。

学習結果は各問題の解答後サーバーに送り，

学習履歴として記録する。教員はこの記録を

各問題における英文の再生回数と所要時間の

覧として閲覧可能となっている他，学生か

らの質問をメールで受け取る機能も用意した。

．実施の状況

作成した 教材は 年度入学

の第 学年の学生，約 千人を対象にとした

第 クオーターの必修科目「 準備」

において自習課題として利用された。以下で

は実施結果について詳細を示す。

． ．解答課題数と人数の分布

解答課題数と積算人数の推移の関係を図

に示す。合計 名分の利用アカウントが

あり，解答問題数 問を境に人数を集計し

てみると， 問未満が 名， 問丁度が

名， 問以上が 名であった。ただ

しこれには英語部会の教員 名と，本学アカ

ウント保持者（ 年次以外の学生および英語

部会以外の教員）若干名を含む。今回用意し

た課題数は 問であるためほぼ半数以上の

利用者が過不足なく回答しているようである。



トータルで約 回ずつ課題を行った利用者が

いたようだがそれ以上課題を行った利用者は

いなかったようである。

今回の実施では「 準備」において，

自習課題への取り組みを成績評価の ％とす

る取り決めがされている。このため履修放棄

など 部の例外を除いては課題の学習達成率

はほぼ ％に近い最終結果を得たと考えて

いる。しかし，実際に集計をしてみた結果で

は，約 ％が 問の解答に至ってないこと

が分かる。必修科目であるため ％が履修放

棄という状況は考えづらい。このうちどの程

度が履修放棄に当たるのかは，成績データと

照らし合わせてみる必要があるだろう。

． ．解答課題数と学習時間の分布

解答課題数と所要時間の関係を図 に示す。

問解答者のみを抽出し所要時間の統計を

取った結果，平均は約 時間 分，標準偏差

は約 時間 分，最短は約 時間 分，最長

は約 時間 分であった。全数について統計

を取った場合は，平均は約 時間 分，標準

偏差は約 時間 分，となっていた。課題は

週， 日分であったから 週当たりだと約

時間 分程度， 日当たりだと約 分程度

という計算になる。所要時間の概算としては

に 分弱， に 分弱といったところ

であろう。

このデータから視覚的に学習者の能力向上

を読み取る事は難しいが，解答問題数 とし

た時，所要時間を （ ） と置きパラメー

タ ， を で最小 乗推定してみる

と （ ％），

（ ％）が得られる。

＜ である事から，少なくとも演習を重ね

る事で所要時間が短縮傾向にある事は確認で

きる。

課題の開始時刻と所要時間の分布を図 ，
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図 に示す。異常に時間がかかっている例が

散見されるが，これはノート等で課題を行う

際，途中でサスペンド，レジューム等を行い

旦中断した後，再開後そのまま演習を続け

て行い解答を終了したのではないかと思われ

る。逆に長文問題に 分もかからない例も散

見されるが，これは意図的に答えを誤る等し

て，不正解時の正解提示機能により解答を放

棄しているのではないかと思われる。

所要時間の統計を取ってみると， の平

均は約 秒（ 分 秒），標準偏差は

約 秒（ 分 秒）， の平均は約

秒（ 分 秒），標準偏差は約 秒（

分）であった。標準偏差が極端に大きくなっ

ているが，これは上記の異常値を含むためで

ある。所要時間が長いものを異常値と見なし

所要時間の長いものから順にデータを切り捨

てると，約 ％（ では 秒以上，

では 秒以上）では の平均は約

秒，標準偏差は約 秒， の平均



は約 秒，標準偏差は約 秒， ％

（ は 秒以上， は 秒以上）で

は の平均は約 秒，標準偏差は約

秒， の平均は約 秒，標準偏差は約

秒となった。ここで切り捨てに用いた割合は

正規分布の ， における存在確率

％， ％を根拠にしている。

． ．課題開始回数の推移

課題開始回数の推移について 日当たり，

時間当たり， 分当たりの状況を図 ，図

，図 に示す。 ， にはアクセスが無

いが，これは耐震補強作業等に伴うネット

ワーク停止が行われたためサーバーにアクセ

スができなかったためである。

課題は週 日ずつを 週分用意してあった

が，これを見ると 週以降も課題を行ってい

ることがわかる。しかし 週以降ではほとん

ど課題を行っている形跡はなかった。これは

準備がクオーター制（全 週）の授

業であるためと考えられる。講義終了後はほ

ぼアクセスがなくなっている状況が読み取れ

る。

実施期間が短いため曜日によるアクセス数

の偏りがあるかどうかをこのデータからする

事は判断が難しいが，直感的には曜日による

偏りはあまり無かったように見える。
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． ． 日のアクセス分布と負荷

日における課題開始回数の時間分布を図

に示す。最もアクセスが少ないのは 時付

近，最もアクセスが多いのは 時付近であり

両ピークにはほぼ 時間の間隔がある。 時，

時， 時付近にもピークがあるが，これは

授業の合間の時間を利用して課題を消化して

いたものと考えられる。

グラフを見る限り，今回の運用では比較的

広い時間帯にアクセスが分散しており，学生

のアクセスが短時間に集中する傾向はそれほ

ど顕著ではなかったと言えるだろう。しかし，

本学の新入生が約 千人である事を考えると，

短時間にアクセスが集中するとサービスの提

供に問題が生じる可能性は 分にあったと言

える。今後は何らかの対策を講ずる必要があ

るだろう。

演習時のサーバーへの問い合わせの多くは

問題データや圧縮音声の取得，及び学習結果

の記録であるため，問い合わせの独立性も高

く 件当たりの負荷は比較的小さいものであ

る。実際，期間中に開発者自身がアクセスし

てみた限りにおいて，少なくとも演習に限定

する限りにおいては極端な速度低下は発生し

ていなかったように思われる。

ただし，教員用の学習状況確認機能は負荷

の見積もりを見誤った点があった。教員は受

け持ちの学生の学習状況を 覧する必要があ

るため，受け持つ数 名の学生の全学習履歴

に対してクエリをかける必要がある。しかし

この部分に用いたクエリにスケーラビリティ

が不足していたため，学習の進捗が進むに連

れこの問い合わせにかかる時間が顕著に増大

して行った。その結果，最終段階ではクエリ

を終了するのに数分程度の時間を要する状況

も生じた。待てば出てくるとは言え，これは

使い勝手の上で問題が大きい。 へのクエ

リの問題であるため サーバーへの付加

は大きくないはずであるが， へのアクセ

スが待たされる事にも繋がるため，これは次

年度には改善しなくてはならない課題である。

．実施におけるトラブル等

初期段階ではネットワークへの接続方法が

分からない学生や， をインス

トールが出来ず音声が再生出来ない学生が問

い合わせてくる事もしばしばあった。とは言



え 年次の第 クオーターという開講時期に

情報処理等の講義に先駆けて の本格利用

を行ったにしては比較的順調に滑り出しが行

えていたと言えるだろう。これは第 回目の

授業において，各クラスを担当される先生方

に 通り使い方のデモを行ってもらった事が

功を奏していたのではないかと思われる。

が導入できない事例は，多く

の場合ウイルスバスターのファイアウォール

によりインストール用のプログラムによる

ネットワークアクセスをブロックされてし

まったことが原因であった。 旦ブロックさ

れてしまうとウイルスバスターの設定を変更

しファイアウォールの例外ルールに手動で登

録しなければなかった。問題が判明した時点

で，追加マニュアルを作成し公開したが，こ

れは初心者には面倒な作業であった。

本学でこれほど多くのネットワークからの

アクセスを伴うコンピュータの利用を行うこ

とは初めての試みであり，開始初期には，学

内の情報コンセントからノートを接続する際

に のキャパシティを超えてしまい接

続不能になる状況も生じた。この問題はメ

ディア基盤センターが迅速に対応してくれた

ため早期に解決している。

これらのトラブルの多くは，本学で「パソ

コン 」の講義の 環として行われてい

るパソコン センターにて相談を受け付

け，対応を行っている。

については，非常勤教員より自宅の

で動作しないとの報告を受けている。

のバージョンに依存する問題であった

ようだが，検証するための環境が準備できな

かったため具体的な症状および対策方法は確

認できていない。

問題データは事前に 通りチェックは行っ

ていたものの， 部にミスを含む問題が残っ

ており，実施期間中に指摘を受け修正を行う

必要が生じた。

今回の実施ではアクセス数が集中する時間

帯では サーバーの の上昇

が顕著になる傾向が確認されていた。しかし

講義終了後 のアクセスが減少し

た後も，高負荷状態がたびたび発生している

ようである。このため，負荷分散や専用サー

バー化を検討しておく必要がある。

． 教材のあり方について

自習教材としての 教材は本来，

自分の能力向上のために自発的に利用される

べきものであろう。そういう意味では制作者

自らが利用したいと思える教材，システムを

作り上げる事が非常に重要であると考える。

今回の教材は必修科目の課題として位置付

けられていたため，講義の開講期間中の利用

率は非常に高いものであった。しかし，講義

終了後の利用率は，ほぼゼロといっても良い

状況である。つまり講義外の自習用教材とし

ては利用してもらえなかったという事であり，

これは素直に喜べる結果ではない。しかし，

例えばテレビゲームを例に考えた場合， 度

クリアしたゲームが繰り返し遊ばれる機会が

どれほどあるだろうか。娯楽を含め，新たに

消化すべき課題やコンテンツが増え続ける中

で 度 度と利用される事は易しくはないは

ずである。

講義外利用率の低さについては真摯に受け

止める必要があるものの，強制であったとは

言え， 割以上の利用者が少なくとも 度は

全問消化した点については， 定の成果が

あったと捉えるべきであろう。

．まとめ

今回のオンライン教材は利用率の点から見

ると当初の目的を 分に達したと言える。

ノートパソコンの有効利用という観点では必

携化に近い状態になりつつある現状，利用促

進を図るには良い題材と言えるかもしれない。

環境の充実



学習効果については解答課題数が増えるに連

れて所要時間が減少する傾向は認められるも

のの，具体的効果については検討を要する。

より効果的な問題提示方法も含めて今後研究

改良を進めていく必要があるだろう。

（経済学部観光政策学科 教授）

（大学教育センター 助教）
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【目的】

・英語の発話の原音やスピードに慣れない学

習者が，通常の発話を耳にたこができるほ

ど“繰り返し”聞いて練習する。

・ テストの現行・新バージョン双方

の の練習の基礎を形成す

る。

・同様に， への対応の基礎

力形成を促す。

・新 テストの では問題

文は印刷されているが，同時に読み上げら

れる。短い文の聞き取りで読み上げられる

問題文の聞き取りを養成する。

【効果】

・原音の発音，音のつながり，ノーマルス

ピードに慣れる。

・キーボード上で，綴り正しく書き取ること

ができる。

・ 語進行で何度も聞き取り，正答を聞き取

りながら，基本的な文法を身につける。

（聞き取りも基礎文法もできる学習者は英

語の 能力の確認となる。）

・即時的に正答まで学習できる。

・根気力を養成し，積み重ねの学習習慣を形

成する。

【学習時の使用法】

． 画面 とする。

．画面上には

・常時，「課題指定日・番号」「音声ボタ

ン」，「 ・ 」「タイマー」（所

要時間），「 アドレス」，および必

要 に 応 じ て 「 」

「 」が表示される。

（「検索」は必要？ 次の段階で考え

る。）

・聞き取る の「日本語バー

ジョン」が表示されている。

・カーソルは書き込む最初の位置（ブラッ

クボックス）にある。

・必要な （“” ）は示してお

く。最後のピリオド，クエスチョンマー

クは示さない。

．「音声ボタン」をクリックして を聞

いて書き込みを始める。

・カーソルが示すところから書き込む。

・不正解が出たら，不正解が赤で示され，

それ以上進むことはできない。

．進むことができなくなったら，「音声ボ

タン」をクリックしてもう 度聞く。

・聞いたら，不正解の場所から続けて書き

込み作業を始める。

・なおかつ正解がでなければ，もう 度

「音声ボタン」をクリックして聞きなお

す。

．正解は 度までの聞きなおしを終えた時

点で，正解を得られなければ，自動的に提

示される。

．聞き取りが済むと，

をクリックして，関連す

る情報を学習する。聞き取りが済まない限

【資料 】

『自習課題ノート』の

英語分科会 宮崎 充保

．「自習課題ノート」の （毎日 文ずつ）の
コンピュータ上の聴き取り書き取り
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り，ここをクリックしても画像は現れない。

．「 準備」授業期間中は，指定の週

までの課題を提示する。翌週以降分は提示

しない。 が終わった時点で，全

週分を提示して，以後，いつでも，どの週

からでも復習できるようにする。

【履歴管理】

．目的

・ 週間分のノルマをこなすことができた

かをチェックする。

・毎日の“積み重ね”の学習ができている

かチェックする。

・課題学習の進捗状況をチェックする。

．チェックポイント

・各 を（繰り返し）聴いた回数（最大

回数 語数（スロット数）× ）

・各 の聞き取り書き取りの所要時間

（ をクリックするまでの時間）

・週の各日の完了数（何番から初めて何番

で終わったか）

・ 回の学習所要時間（ログイン時間とロ

グアウト時間の差）

・ログインの日時

．評価

・授業担当者は，少なくとも週 回，

チェックポイントを閲覧して「目的」に

述べたことを材料にして，学期末に英語

分科会の設定する基準に従って評価する。

・評価以前の問題として，授業担当者は

チェックポイントを参照しながら，

や面談によって個別的に質問を受

け，カウンセリングを行う。

英語の発話の原音・スピードに慣れた学習者

の場合

（ 回目 をクリックして）

“ ”

“ ”

（ 回目 をクリックして）

“ ”

“ ”

（これで終わり）

まったく慣れない場合

（ 回目 をクリックして）

“ …

（ 回目 をクリックして）

“ …

（ 回目 をクリックして）

“

（ 回目 をクリックして自動的に以

下が出る）

“

（次に移って をクリックして）

大学教育 第 号（ ）
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“

“

（ 回聴いてパス）

“

（ 回目， 回目 をクリックしてわ

からない。）

（ 回目 をクリックするしかない。

すると自動的に）

“ …”

（このやり方で，？ までたどり着くには，

もう数回聴くしかない）

（ がこの文では 個あるので，最高，

× 回 回聴くことになる。ちなみに，

この 個の空白の発話は 秒なので， 秒×

秒）

少し慣れた学習者は，（ ）回で， が

に近いほど上達している。

（

．「自習課題ノート」の の
コンピュータ上の学習

【目的】

・新 テストを原則として射程に入れ

て， テストのとりわけ

に対応できるためのリスニング力

を養成する。（新 テストでは，

での会話が長くなり，問題数が

問にセットされ，問題文は読み上げられる。

でのショート・トークは変更ない

が，問題数が つのトークに対して 問に

セットされ，問題文は読み上げられる。）

・長めの会話や語りを傾聴することに慣れる。

どちらも， 分 語程度の自然なスピー

ドであるために，まずスピードに慣れる。

そして，そのスピードを作り出すには，音

声上のリエゾンやリダクション，アシミ

レーションが生起する。その生起に慣れ，

意味の認識ができるようになることを養成

する。

・文脈を把握して要求される情報を適確に選

び取る力を養成する。（実は，上記 点は

この第 点目の実践の方法論にしか過ぎな

い。）

・現行・新 テストの （現行・

新ともに， 文中の適語選択）， （現

行： 文中の誤謬訂正，新：長文中の適語

選択）， （現行：シングルテクスト，

新：シングル・ダブルテクスト）に画面上

で対応する。（ただし，画面上ではダブル

テクストは準備しない。）

【効果】

・長めの聞き取るテクストに慣れる。そのた

めに，要求されている情報を探索して選択

することができる。

・読み取るテクストに慣れる。そのために，

文脈から推察して文意をなす適切な表現を

身に付けることができる。

【教材構成】

． 部構成とする。 ）聞き取りのポイン

ト ）聞き取るテクストから読み取るテ

クストへの変換

．“聞き取りのポイント”では，日本語で

質問を出し，英語で つの選択肢から正解

を選ぶ。テクストは音声で提示する。が，

必要に応じて周辺部を含めた該当箇所を文

字テクストで提示する。

．“読み取るテクストへの変換”では，

の形式を取り，音声テクストを

聴きながら文字テクストを完成させる。音

声テクストは必要な箇所で停止できて，初

めから聞き直す。文字テクストが完成する
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と，注を別画面で付ける。その後，大意を

日本語で提示する。

【学習時の使用法】

）聞き取りのポイント

．全聞き取りのポイントを見た上で，各

ポイントをクリックしてその解答の選択

肢 つを画面に出す。

音声テクストを聞く をクリッ

クして答え合わせをする。

正解のときは 次の聞き取りポイ

ントへ自動的に移動

不正解のとき （クリックしな

ければ解答はできない，同時

に が出る）

画面には該当箇所付近の発話文章がでる

をクリック

正解のときは

不正解のときは ， を繰り返す

．不正解は 回まで，音声テクストを聴

き，該当箇所付近の発話文章を見ながら

正解を求める。しかし， 回目には正

解が赤で出る。

．画面に出る解答の選択肢 つは任意の

順番で提示される。

）読み取るテクストへの変換（ ）

． のある文字テクスト全文を画

面が出る（スクロールの必要あり）。

．音声テクストを聴きながら 角の空所

を埋める。

・聞き取れなかったら任意の箇所で音声

を でき， へ戻ることが

できる。

・また， が不正解であれば，赤

字となり，聞き直して解答する。

・ 回不正解を出すと， 回目には赤字

で正解が出る。正解が出ると， 角の

空所 は消える。

．読み取りテクストが完成したら，注の

ある箇所に下線を施した画面になる。

．下線の語ないしは表現をクリックして，

注を読む。

．注を読み終えたら，クリックすると，

日本語で大意が画面に現れる。

．大意を読んだら，終了をクリックする。

【仕様】

をつけた画面を提示する。
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【履歴管理】

．目的

・ 週間分のノルマをこなすことができた

かをチェックする。

・毎日の“積み重ね”の学習ができている

かチェックする。

・課題学習の進捗状況をチェックする。

．チェックポイント

・アクセスの日時と時間

・ ）聞き取りのポイントに要した時間

・ ）読み取りテクストへの変換の所要時

間

・全体の作業の所要時間

．評価

・授業担当者は，少なくとも週 回，

チェックポイントを閲覧して「目的」に

述べたことを材料にして，学期末に英語

分科会の設定する基準に従って評価

・評価以前の問題として，授業担当者は

チェックポイントを参照しながら，

や面談によって個別的に質問を

受け，カウンセリングを行う。
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【資料 】

は英語学習用のオンライン教材です。

従来，紙媒体と添付 で構成されていた

「 自習

課題ノート」を電子化しています。この教材

では 受験に向けた，英文聞き取り能

力の強化を目指しており，以下のような特徴

があります。

学習課題は短文 問，長文 問を 日分

として，週 日，全 週分用意されてい

ます。

英文の聞き取りと解答は ブラウザ

上行います。

聞き取る英文は，米，英，豪のなまりと，

その混合版が用意されています。（新

対応）

解答を入力すると，その場で正誤が提示

されます。（従来の紙媒体では先生に提

出したノートの返却を待つ必要がありま

した）

各問題には，聞き取り，解答のポイント

やヒントが用意されています。

定回数以上，聞き取りと解答を行って

もわからない場合は自動的に正解が提示

されます。

従来ノートで提出していた学習の進捗は，

ネットワーク経由で自動的に提出されま

す。

本教材の目的は，毎日英語に接する事で

受験に向けて聞き取り能力を向上さ

せる事です。毎日決められた課題をきちんと

消化して行く事で，英語に耳を慣らす事が

番大切です。正解率は成績評価には関係はあ

りませんから，納得がいくまで繰り返し学習

を行ってください。

本教材は以下の環境を想定しています。

以下の ブラウザのいずれか（

と が有効になっている必

要があります）

版

版 ，

は と の連携に問題

があるため現状では動作しません。

と が動く環境であれば， 応 で

も動作する事は確認しています。

での動作は未確認です。

タイトル画面

タイトル画面ではログインと，マニュアル

が選択できます。

ログイン

ログインには，山口大学のメールアカウン

トを用います。例えば，メールアドレスが

「 ＠ 」ならユー

ザ名は「 」です。

ユーザ登録

初回ログイン時には，ユーザ登録が必要で

す。利用者の氏名を登録してください。メー

ルアドレスは山口大学のメールアドレスが自

動的に入力されます。
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ユーザ登録完了

ユーザ登録完了すると以下の画面が表示さ

れます。

受講要請

学習課題（ ）に進むには，

まず受講登録を済ませておく必要があります。

大学教育 第 号（ ）

メニュー画面

ログインが完了すると，メニュー画面が開

きます。ここでは， とその

進捗具合の確認，受講登録，ユーザ情報の編

集等ができます。画面上部の帯は，システム

共通のメニューです。共通メニューではメ

ニュー画面への移動や，ログアウトが可能で

す。

授業 覧

受講登録を選択すると，授業 覧が表示さ

れます。自分が受講すべき授業を見つけて「登

録」をクリックしてください。

受講登録

受講登録には受講パスワードが必要です。

受講パスワードは，授業の際，担当の教員か

ら受け取ってください。パスワードが不要な

授業は空欄のまま「受講登録」ボタンをクリッ

クします。



受講登録完了

受講登録が成功すると以下のような画面に

なります。

学習課題は 週 日ずつの課題が全部で

週分用意されています。最初は 週分だけし

か表示されませんが毎週新しい課題が追加表

示されて行きます。

では，短文を聞き取り，全

文を書き取ります。音声は自動的に再生され

ますが，ダウンロードに若干時間がかかる場

合があります。 で埋められた部分が書

き取りの箇所です。

受講登録失敗

受講登録に失敗すると以下のような画面に

なります。

では，日々の学習課題が

選択できます。学習課題には，短文の書き取

り問題の と，長文の聞き取り

問題の がありま

す。学習済みの項目にはチェックマークが付

きます。

聞き取った結果をキーボードから正しく入

力すると の部分に文章が現れます。こ

の時，キーボードの日本語入力は にし

ておいてください。反応がない場合は

の部分をマウスでクリックする必要があるか

もしれません。

文末の 等の記号も忘れずに入力し

てください。入力が間違っていると，

が次第に赤くなって行きます。自分の意思で

もう 度聞き取りを行いたい場合は，右上の

再生ボタンをクリックします。入力間違いが

環境の充実



あった場合も音声が自動的に再生されます。

なお，同じカーソル位置で 回以上英文が再

生されると正解が 程提示されます。

では，長文の

聞き取りを行います。この課題は

， ，用法の解説，和訳の

確認を順に行います。学習課題を開くと，ま

ずはじめに が現れます。

約 問程度ありますので， 番から順に解答

していきます。

大学教育 第 号（ ）

文章が完成すると が表示

されます。文章が完成したのに

が表示されない場合は，文末の や

等の入力が残っているかもしれません。

この場合 キーを叩くと良いでしょう。

なお，あらかじめ表示されている ， ，

， ， ， 等の記号は適当なキー

を叩くと自動的にスキップされます。

最後に，学習の結果を記録するために，

ボタンをクリックして，学

習課題を終了してください。これ以外の方法

で，学習課題を抜けると，学習結果が記録さ

れませんので注意してください。

学習結果が正常に記録されると以下のよう

な画面が現れます。

の解答形式は 択問題

です。英文を聞き取り，正しいと思われる解

答を選択してください。

解答の正誤は，その場で○×で表示されま

す。選択を間違った場合， が表示され



ます。 が終了すると，

が始まります。ここでは，英文を聞き取

り，英文の穴埋めを行います。穴埋めは，入

力欄をマウスでクリックして，キーボードで

英文を入力します。

度，解答を間違えると，英文を再生し直

すまでは解答が行えません。 の部分に

注意しながら再度英文を聞き取り，正解を目

指してください。なお 回間違えると，正解

が提示されます。

正解したら ボタンで

の選択画面に戻ってください。

解答が済んだ項目にはチェックマークが付

きます。はじめはなかなか聞き取れないかも

しれませんが，がんばって全問解答してくだ

さい。

英文を入力していくと，途中まで正解して

いる場合は，入力欄が黄色になります。入力

が間違っている場合は，入力欄は赤になりま

す。入力が完成すると，入力欄は閉じられま

す（表示はブラウザによって多少異なります）。

なお 回以上再生が行われた状態で 回以上

入力を間違えると正解が提示されます。

環境の充実



が終了すると，ポイントとなる

用法の解説が現れます。青字になっている部

分をマウスでクリックすると，各用法の解説

が表示されます。

全ての用法をチェックしたら

ボタンが現れます。ク

リックして和訳の確認に進みます。

大学教育 第 号（ ）

用法をチェックしたら， で全文表示に

戻ります。

チェック済みの用法には，下線が付きます。

和訳の確認をします。英文を聞きながら，

日本語と英語の違いをチェックしてください。

最後に，学習の結果を記録するために，

ボタンをクリックして，学

習課題を終了してください。これ以外の方法

で，学習課題を抜けると，学習結果が記録さ

れませんので注意してください。学習結果が

正常に記録されると以下のような画面が現れ

ます。



学習状況の確認

学習状況は主に，聞き取りの回数と所要時

間の 覧として提供されます。複数回，同じ

学習課題を行った場合は，初回の記録を表示

します。

環境の充実





山口県の地域振興と国際協力

阿武町の国際協力…いなかに集う

辰 己 佳寿子
藤 城 雄

キーワード
いなか，地域振興，国際協力，媒体者， 本邦研修

要旨
本研究は，国際協力機構（ ）が実施している本邦研修が，山口県ひいては日本の地域振

興に影響を与える可能性があるとの仮説から，山口県阿武郡阿武町が実施している国際協力の取

組を報告するものである。阿武町の国際協力が本格的に始まったのは数年前であるが，この間，

研修に関わった人々が内面的な刺激を受けたことをきっかけに，実施の仕組み・体制の改善が進

み，むらまち交流が質的に変化していく様子が観察された。現時点の変化はわずかであり「いな

かに集う」という段階であるが，将来，「いなかと語る」という段階を経て，「いなかが動く」「い

なかが変わる」という地域住民が主体となった内発的発展につながる可能性は高いと考えられる。

．はじめに

．発せられた第 声

年 月 日，第 回国際開発学会

（ ）春季大会前夜，山口県阿武郡阿武

町から 通のメールが届いた。「海外からの

研修員の受入について我々の抱えている問題

や不満を公の場で発表すると，今後，うちに

は来てもらえなくなるのでしょうね」という

ものであった。なぜなら，翌日の学会では 国

内フィールドを大切にしよう という企画

セッションにて，独立行政法人国際協力機構

（以降「 」という）の本邦研修事業（第

章参照）をより良いものにしていくために，

海外からの研修員を引き受けている阿武町の

人々の声を通じて検討課題を呈するのが筆者

（山口大学辰己）の役目であったからである。

即座に，「誰かが第 声をあげないと何も

変わりません。学会という場ですから利害的

な影響を受けることはありません。ご安心く

ださい」と答えたが，私の心中にも 抹の不

安がなかったわけではない。その夜はほとん

ど眠れず，もし阿武町に迷惑をかけるような

ことが生じれば，責任をとって学会を退会す

る覚悟を決め，朝を迎えた。

当日のセッションで辰己は， このままで

は誰も海外からの研修を受入れてくれなくな

る （佐藤寛）という問題提起の後， むら

まち交流における見えない摩擦 として阿武

町の事例を報告した（ ）。セッ

ション会場では，本邦研修の関係者や関心を

もつ学会員が集まり，前向きな議論が展開さ

れ，胸をなで下ろした次第である（第 章参

照）。時間の制約があったため発言者は限ら

れていたが，会場にいた会員の胸のうちには，

賛否両論の考えがあったものと思われる。

セッション終了後，傍聴者のひとりが歩み

寄り，「我々側（ 研修依頼側）も問題意識



を持っていない訳ではないのですが…」と述

べた。もうひとりの筆者である本邦研修事業

の担当者の 藤城であった。ここで，媒

体者（辰己）と依頼側の 担当者（藤城）

が出逢ったことを機に，その年の 月，阿武

町における双方向の本邦研修の企画が生まれ

たのである（第 章参照）。

阿武町の女性起業家の中野逸子さんが「発

言するからには責任が伴うし，実際に行動で

示さなければならない。」（松井・辰己 ）

といった言葉のように，重要なのは，発せら

れた問題をいかに解決していくかである。ひ

とりの力は小さいけれども，立場の異なるア

クターが出逢い，議論し行動を起こすことに

より，様々なことが動き始める可能性を有し

ているのである。

．本研究の目的と構成

本稿は，研修依頼側と，研修受入側との媒

体者である筆者らが，本邦研修において，阿

武町に関わってきた経過をまとめたものであ

る。本稿の目的は，研修に関わった個々人

（阿武町民，行政，大学， ほか）が内

面的な刺激を受けたことをきっかけに，実施

の仕組み・体制の改善が進み，むらまち交流

が質的に変化していく過程を考察することで

ある。ここで紹介する変化はわずかであり，

現在進行形であるが， 年度に生じたこの

小さな変化の意義を検討し，将来へつなげて

いく足がかりをつくりたい。

なお，本稿では，本邦研修を実施する際，

各アクターの間に入ってつなげる架け橋の役

割を担う人を「媒体者」と捉えている。あい

だをとりもつという意味では，「媒介者」と

もいえるが，単に介するだけではなく，あい

だの人間も実体をもつ 個人であり，影響を

受けて変化をすると同時に周囲に影響を与え

ていくアクターであるため「媒体者」と呼ぶ

こととする。

また，国際化の進展によって国際協力や国

際交流という言葉を良く耳にするようになっ

たが，広辞苑によると「協力とは，ある目的

のために心をあわせて努力すること」，「交流

とは，ちがった系統のものが互いに入りまじ

ること」とされている。よって，本稿では

「国際協力」とは，国を越えた人々および地

域が双方向の関係をもち，共に影響を受けあ

い，変化していくことを意味しており， 時

的な交流より，持続的で協力的な関係を意味

している。

本稿の構成は以下のとおりである。第 章

は， における本邦研修の変遷を整理す

る。第 章と 章では，山口県の課題と阿武

町の概要を紹介し，阿武町が国際協力事業に

関わりはじめた契機を時系列で追い，問題点

と課題を明確にする。第 章では，これらの

課題を踏まえた上で改善された本邦研修

（ ）の実施過程とそこで関わった人々の

変化を考察する。最終章では，日本の地域振

興と国際協力に関する可能性について検討す

る 。

．国際協力と日本の地域振興

． 本邦研修における研修改革

開発途上国の社会・経済の開発を支援する

ため，政府をはじめ，国際機関， ，民

間企業などさまざまな組織や団体が経済協力

を行っている。これらの経済協力のうち，政

府が開発途上国に行う資金や技術の協力を政

府開発援助（ ：

）といい， は における

技術協力と無償資金協力の 部の事業を実施

している。

本邦研修事業は， 年に開始され

て以来，約 万人の研修員を開発途上国から

受入れてきた歴史をもち， 協力のなか

でも基本的な事業のひとつとして位置付けら

れてきた。 は，途上国の中核的な役割

を担う行政官や技術者，研究者などを「研修
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員」として日本に招き，それぞれの国で必要

とされている知識や技術を習得する機会を本

邦研修として提供してきた。これらの本邦研

修は，開発途上国が共通に抱える問題をテー

マとした集団研修，それぞれの地域が抱える

特有の課題をテーマとした地域別研修，各国

の要望に応じて設けるオーダーメードの国別

研修などから構成される。 年度には

名を技術研修員として日本へ受入れ，

その内訳は，アジア地域 名，中東地域

名，アフリカ地域 名，北米・中南米

地域 名，その他 名という構成だった

（ ）。

年 月に緒方貞子理事長より発表され

た 改革プラン第 弾では，本邦研修事

業が開発途上国の課題解決に，より直接的な

効果をもたらすように研修内容や実施方法の

大幅な見直しが言及された（ ）。具

体的には，開発途上国が求めるニーズにより

合致した研修内容の策定，開発途上国への示

唆に富む日本の経験の精査と提供，来日前の

事前プログラム及び帰国後の事後プログラム

の充実などを通じて帰国後の効果発現を目指

すものだった。

特に，研修プログラムの改善については，

研修改革前は来日から帰国までを研修の対象

とし，その期間内にどれだけの事項を習得す

るか，または帰国後に有効な活動計画を策定

できるかが評価の対象となっていた。例外的

には，インドネシア帰国研修員が日本で学ん

だ母子手帳に強い感銘を受け，帰国後にイン

ドネシアで母子手帳の普及を試みたことを発

端に国全体へ波及したというケース もあっ

たが，研修事業としてこれらの取組をサポー

トするような仕組みはなかった。

研修改革の取組により研修プログラムは，

到達すべき研修目標の設定に応じて， ．

本邦プログラム のみでなく， ．事前プ

ログラム ， ．事後プログラム なども

追加されるようになった。特に， 年以降

はこのような具体的な改善が進行しつつある

（図 ）。

．事前プログラム は，来日前の準備

作業として自己学習や遠隔セミナーから自国

の対象地域に関する現状把握・問題分析を行

い，レポートとして取り纏める。 ．事後

プログラム は，帰国後に策定した活動計画

案を所属組織内における承認を得たり，実際

に活動計画を実践したり，実践結果を遠隔セ

ミナーで他国の参加者や日本の研修関係者と

共有したりしており，当該研修の評価はこの

事後プログラムが終了した段階での到達レベ

ルで判断するように変化してきている。

様々な制約要因により，全ての研修コース

が事前・事後プログラムを導入しているわけ

ではないが，徐々にこれらの取組を行ってい

るコース数は増加しつつある。この事後プロ

グラムの導入は，帰国後の成果発現を推進す

るという意義以外に， 本邦研修関係者

と帰国研修員との関係性に変化をもたらし始

めている 面もある。事後プログラムは，日

本から帰国後も半年から 年程度の取組を求

めるため，帰国研修員と 本邦研修関係

者は定期的に ，電話，遠隔セミナーな

どを通じてコミュニケーションを図ることに

なる。つまり以前は帰国の時点で完結してい

た関係性から，当該分野に関する情報交換，

意見交換を継続的に行うプロフェッショナル

なパートナーへと変化しつつある。今後は，

外務省独立行政法人評価委員会（ ）にお

いても，更なる研修効果の発現の取組の促進

が言及されおり、帰国研修員及びその所属組

織とのパートナーシップの強化及び共同事業

の実施などが期待される。

． 本邦研修（農業・農村開発分

野）が抱える課題 地域振興との関係性

開発途上国において農業・農村開発分野は，

農業分野に従事する人口が総人口の過半数を

占め，また農村人口の多くが貧困層に属して

山口県の地域振興と国際協力
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いるため重要な役割を担っている。さらに，

農業セクターは開発途上国の国家経済の中核

を占めていることから，農業・農村開発に関

わる協力は，対象国の食糧安全保障，貧困削

減，経済開発といった主要な開発課題に取り

組む上で重要なものとなっている（ ，

）。このような農業 農村開発分野

についても，研修改革の取組は推進されてき

た（表 ）。

研修テーマについても以前は農業生産及び

食糧供給などが中心だったが，現在の開発途

上国のニーズに応じて活力のある農村の振興

に関する研修テーマ，いわゆるソフト系研修

テーマの取組を増加させてきた。具体的には，

村落共同体活動の推進，生活改善の推進，農

村環境の保全，農産品加工業の振興などの

テーマについて，日本の経験に基づいた研修

内容に改善されつつある。特に日本独自の経

験としては，地域資源の有効活用「ないもの

探しからあるもの探しへ」という視点の重要

性が再認識され，戦後の農村復興に大きな役

割を担った生活改善の経験，大分県の 村

品運動，熊本県水俣の地元学，滋賀県甲良町

の住民参加の町づくり，徳島県上勝町のいろ

どり事業などの研修ニーズが高まってきてい

る。

開発途上国からの研修員，特にアクセス条

件が悪く，貧困問題を抱える農村部で従事し

ている農業農村開発分野の研修員は，来日時

に自国との大きなギャップに少なからず

ショックを受ける。彼らは「電気がなく，未

舗装道路によりアクセスが困難な地域が農村

だ」と認識している。つまり，国土の隅々ま

でが電化され道路がアスファルト舗装されて

いる日本には農村はないと考えてしまい，あ

まりの自国との違いから，日本で学べること

で自国に役立つものはない，または日本の成

功体験を追随するためには多額の外部資金が

不可欠であると考えてしまう傾向があった。

特に潤沢な予算を活用した日本の成功事例

を中心とした場合にはこの傾向が強く，日本

の経験についても“最新技術”や“外部資金”

に研修員の注目が集まることで活用可能性の

低下を招く研修となっていた。上述のような

地域資源の有効活用「ないもの探しからある

もの探しへ」という研修内容の場合は，日本

の事例に触れることで研修員が農村開発・地

域振興に対する意識を変えることが帰国後の

取組を推進する上で必要不可欠となる。その

ためには制度や政策に関する知識を講義から

習得することは必要であるが，それ以上に研

修員の認識を変え，感情を動かす機会を提供

するための研修旅行は非常に重要な役割を担

うことになる。

図 研修改革前後における研修プログラムの比較



このような意味からソフト系のコースでは，

研修旅行の改善にも取組んできた（図 ）。

以前は県庁，市町村などの公的機関における

事業や地域に関する概要の ．講義 が

あった後，いくつかの事例の ．見学 を

行い研修旅行が完結することが多かった。開

発途上国の研修員は日本人間が共有している

社会的背景・制度に関する知識を有していな

いため， 般的には事例の理解にはより多く

の情報，時間を有する。また地域住民の生の

声，想いを聞く機会も見学時間中に限定され

ていたこともあり，研修員が事例を通じて意

識を変えるか否かは研修員次第というケース

が多かった。

改善後の研修旅行では， ．講義 の後

には， ．見学 だけでなく，対象地域の

実情を体感する環境点検マップ演習や農産物

加工実習を通じて体を動かしながら地域につ

いて学び住民とコミュニケーションを図る

．演習・実習 ，住民とテーマを設定し

て意見交換を行う ．討議 ，更には研修

旅行期間中の学びを取り纏めた結果を発表し，

地域住民や窓口機関からのフィードバックの

コメントを得る ．発表 までを行う。

これらの改善された濃密な研修旅行を実現

するには，地域住民や窓口機関の協力が必要

不可欠になる。上述の ．発表 の取組は，

地域住民及び窓口機関にとっても，どのよう

な研修旅行内容が開発途上国の研修員に有益

なのか，どのように帰国後の活動に役立つ可

能性があるのかを知る機会も提供できる面は

あるが，受入にあたる負担は確実に増加して

いる。したがって，地域住民や窓口機関が研

修旅行受入に関して何らかのメリットや目的

意識を有していない場合は，研修旅行を受入

れるだけ負担感が増加し，研修リソースとし

て疲弊してしまうおそれがあった。

このような状況に加え， 研修には多

くの関係機関が携わり「顔が見えるコミュニ

ケーション」が難しいこと，受入側と研修実

施側を繋ぎ研修目的の共有やコミュニケー

ションの円滑化をサポートする媒体者の不在

も拍車をかけ，研修旅行受入フィールドの問

題は見過ごすことが出来ない状況に陥ってい

た。このような状況に危機感を抱いた佐藤ら

により， 年の第 回国際開発学会企画

セッション 国内フィールドを大切にしよ

う ではこれらの問題意識についての第 声

が発せられた（ 章 節参照）。研修旅行に

関わるアクターについて，研修目的の共有化

とコミュニケーションの円滑化を図る上で重

要な役割を担っている媒体者を中心に整理す

ると図 のとおりとなる。

持続性の高い研修旅行を実現させるために

は，媒体者の役割に注視しながら研修受入側

と依頼側との関係性を構築すること，受入側

（域住民及び窓口機関）が主体として取り組

めるような仕組みづくりと，受入側にどのよ

うなメリットがあるかを検討する必要がある。

つまり，持続した関係性構築の為には，開発

途上国研修員にとって効果の高い研修旅行を

実施するという視点のみでなく，受入地域が

山口県の地域振興と国際協力

表 農村開発分野における本邦研修改革の取組前後の比較

取 組 前 取 組 後

研修目的 日本の農村開発を理解する 日本の農村開発の経験を活用した活動を実践する

教材 日本の農村開発の事実を伝
える

開発途上国との社会的背景・制度の違いを念頭に置
いた上で，日本の経験の理解を促進する

研修旅行 講義及び見学中心 意見交換中心

研修プログ
ラム

本邦プログラムのみで完結 事前プログラム，本邦プログラム，現地プログラム，
事後プログラムの構成から成果発現を促進する



大学教育 第 号（ ）

取り組んでいる地域振興にどのような貢献が

出来るか，メリットをもたらすことが出来る

かという視点にも 分に留意する必要がある。

したがって受入側の視点に基づいた新たな研

修旅行の実施方法の模索が急務であるといえ

る。

以上のことを踏まえ，次章からは，山口県

阿武町における本邦研修の事例を取り上げて

いくこととする。

．山口県阿武町における国際協力事業

のはじまり

国境を越えたむらまち交流─

．山口県の課題と取組

国土交通省は，日本の過疎地域は人口減少

や高齢化の進行によって，全国の約 万 千

の集落のうち， ％の集落が 年以内に消

滅し， ％の集落がいずれ消滅する可能性

があり，その確率は中 国地方が最も高いと

いう調査結果を発表した（国土交通省 ）。

年国勢調査の高齢化率の順位によると，

第 位が島根県であり，第 位高知県，第

位山口県，第 位徳島県，第 位鳥取県と，

図 研修旅行の改善

図 研修旅行に関わるアクター：媒体者を中心として



ベスト に中 国地方が 県も入っている。

本州最西端に位置する山口県は，県土の約

割が中山間地域で，生産・生活において条

件不利地域が多く，主要な産業である農林業

の低迷に加え，過疎化・高齢化の進行により，

集落の減少や集落機能の低下が顕著となって

いる。 年から人口減少が始まっており，

年の国勢調査によると山口県の人口は約

万人で， 年から 年の減少率は

％であった。高齢化率は ％となり，

全国（高齢化率平均 ％）に比べ約 年早い

スピードで高齢化が進んでいる。人口は分散

しており，平成の広域合併後，県庁所在地の

山口市は約 万人であり，最も人口の多い都

市でも下関市の約 万人規模である。

山口県は， 年に，生産者と消費者の交

流の場として，また，山口県内の体験・滞在

や研修に関する窓口として，ルーラルウェル

カムセンターを設置した。 年には，「や

まぐち食と緑のプラン 」を策定し，魅力あ

る農山漁村づくりのために「交流人口の拡

大」を掲げた。交流人口の拡大の方向性とし

て， 交流を推進する体制・施設の整備，

交流の場の充実・強化， 交流のネットワー

ク化が打ち出され，体験や滞在型のグリー

ン・ツーリズムの推進，道の駅交流，農林産

物直売交流を各地で実施している。 年に

は，「やまぐちグリーン・ツーリズム推進計

画」を策定し，モデル地域として，長門地域，

阿武地域，周防大島地域を選出した。モデル

地域では，農林漁家民宿や農林漁家レストラ

ン等を核とした，地域経営によるグリーン・

ツーリズムの郷づくりを目指した推進手法の

開発と実証を行っている。

山口県の取組は，過疎化対策，少子高齢化

対策に重点がおかれ，国際協力は中心的な位

置を占めているとはいえないが，国際的な活

動については，韓国慶尚南道，中国山東省等

との友好協定・姉妹提携相互交流の国際交流

を行っている。また，従来から山口県は，ブ

ラジル，ペルー，ハワイ移民との関係が強く，

昨今は，移民の世代交代による山口県人意識

の低下と県人会の維持が課題となっている

（ 年 月 日山口県知事記者見録）。そ

の他，山口県国際交流協会が，国際活動情報

交流拠点として，情報提供機能やコーディ

ネート機能などを充実 強化するとともに，

ネットワークやパートナーシップの形成をは

かり，山口県民の国際活動を支援している。

．阿武町の国際協力事業のはじまり

いなかで学ぶ参加型開発手法

グリーン・ツーリズムのモデル地域のひと

つである阿武地域は，山口県北部の阿武郡に

位置し，萩市と阿武町を指す（図 ）。阿武

地域の 市町村で合併協議が進められ， 市

町村の合併により新しい萩市が誕生し，阿武

町だけは単独町政を選択した。

阿武町の人口は， 年の国勢調査による

と， 人，高齢化率は ％であり，

年と 年の人口を比較すると人口減少

率は ％である。山口県内でも格段に早く

過疎化と少子高齢化が進む阿武町では，

年に「阿武町基本構想」を策定し，この策定

に基づき， 年ごとに「阿武町基本計画」を

策定（改訂）しながら，地域づくりに取り組

んでいる。重点プロジェクトは，住民定住，

コミュニティ活性化，交流推進，自然環境保

全，交通整備，産業再生の 部門である。

交流推進において，阿武町は，「都市・農

村交流」ではなく「むら」に軸をおいた「む

らまち交流」の実績を 年近く有しており，

交流推進においては， 年の人口目標を，

町民 人に加えて，外部から支援するサ

ポート町民 人を含めた 人と掲げてい

る。通称，「 プラン」と呼ばれるこのプ

ランは，役場の若手職員が考案するという，

阿武町では新しい試みから生まれたものであ

る（図 ）。

阿武町の「道の駅」は， 年に全国で最

山口県の地域振興と国際協力



最近のことである。

阿武町においては，個人レベルでの外国人

受入は，それまでも行われていたが，国際協

力事業として正式に開始されたのは， 年

月の国際開発コンサルティング企業の農村

地域開発実習であった。 月 日 日の間，

国際協力や開発援助に関心や経験をもつ日本

人 名程度が全国から阿武町に集まった。ネ

パール人講師から国際協力の分野で重視され

始めた参加型開発手法である （参加型

農村調査手法：

）や （主体的参加による学習と行動

： ）を学び，

さらには，阿武町の住民と 緒に参加型ワー

クショップを行うものであった。日本の現場

でスキルを学び，国際協力の現場で使えるプ

ロフェッショナルな力を高めていくプログラ

ムである。
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図 山口県の市町村

初に認定された駅であり，

道の駅発祥交流館がある。

また， 年の農事組合法

人「うもれ木の郷」の発足

（ 年には農林水産大臣

賞を受賞）， 年の農家

民宿「樵屋」の開業は，山

口県内で最も早い取組で

あった。少子高齢化の危機

感をいち早く感じていた阿

武町の取組は，山口県内の

中では先進的な地域として

位置づけられるが，国際協

力事業が始まったのはつい

図 阿武町 プラン（資料提供：阿武町）

「阿武町彩生の樹」
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阿武町がこのような国際協力事業を実施で

きたのは，大きくふたつの理由がある。まず，

開発コンサルタントとして従事しながら農業

を営み阿武町に定住していた新規就農者が，

地元の人々との 年近くに及ぶ信頼関係を築

き，媒体者としての役割を果たしていたから

である。次に，むらまち交流を長い間行って

きた阿武町にはイベントを実施できる人材と

ノウハウが存在していたからである。ゆえに，

阿武町の場合，この農村地域開発実習を国際

協力事業として引き受けたというよりも，「交

流 滞在 定住」へというむらまち交流の取

組の中で，定住した新しい住民との縁によっ

て実施した事業が，たまたま国際協力事業で

あったと捉える方が的確である。

この取組を通して，阿武町では，暮らしの

なにげないこと，当たり前の知識や考え方が

途上国の農村開発にとっては重要なキーワー

ドとなることを知り，「自分たちの取組に自

信がもてた」「こちらが出て行かなくても様々

な専門を持った人が全国各地から集まって情

報を持ってきてくれる」「忘れられない想い

出をつくってくれた」という声が聞かれた。

ここでの出逢いは， 期 会で終わったので

はなく，現在でも，個人的な付き合いやメー

リングリストを通じた交流が続いている。

．試行錯誤の阿武町の国際協力

．第 回国際開発学会春季大会

いなかと出逢う

先述した 年の国際協力事業の実績や長

年のむらまち交流の実績等から，阿武町では，

年 月に，山口大学が主催校となった第

回国際開発学会春季大会のエクスカーショ

ンが実施された。

国際開発学会は，国際開発研究の発展と普

及を図ると共に開発教育を推進し，開発協力

に関する国民の理解の増進を図ることを目的

とする学会であり，主に途上国における開発

研究者（経済学，法学，政治学，農学，人類

学，社会学等）及び開発実践者によって組織

されている。

国際開発学会の全国大会は，それまで人口

万人以上の都市で開催されてきたが，

年の春季大会は，人口 万人規模の山口市に

ある山口大学で開催することになったため，

大会実行委員会は，いわゆる「いなか」で初

めて開催することの意義を見出したいという

問題意識をもっていた 。すなわち，国内に

おける地域おこしのフィールドでむらの人々

（山口県）とまちの人々（学会員）が出逢い，

その出逢いを通じて，互いに影響し合い，交

流・連携を通じて自らのあり方についての学

びを深める機会を提供することができないか。

また，日本と海外では事情が違うという見方

もあるが，国際開発の現場では，先進国の論

理と途上国の論理の軋轢がみられることもし

ばしばあり，このような構造は，日本におけ

る「都市」と「地方」の間にも類似してみら

れることではないか。だからこれらを伝える

ことはできないだろうか。様々な思案を巡ら

せた後に，エクスカーションを実施する計画

がもちあがった。そして，それが実現可能な

地域は阿武町しかないという結論に至った。

否，山口県に阿武町があったからこそ，上記

のような問題意識をもつことができたといっ

ても過言ではない。

年 月 日の春季大会は，山口市の山

口大学において，個別研究報告の後，「農村

開発と地域おこし」シンポジウムが開催され

た。シンポジウムでは，山口県の地域おこし

や生活改善実行グループの事例を通して，途

上国の「農村開発」と日本の「地域おこし」

をつなげる試みが行われた。

翌日の 月 日には，軸を逆転し「地域お

こしと農村開発」と称し，阿武町に学会員を

引き込むというエクスカーションが実施され

た。学会員には「スーツを脱いで，むらへ行

こう！」と呼びかけ，総勢 名が参加， 方，
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阿武町内では，「この際，まちのもんに言う

ちゃろう！」と呼びかけ，阿武町および近郊

から 名が参加した。間接的な協力者を含め

ると地元からの参加者はもう少し増えること

になる。具体的な内容は，表 のとおりであ

る。まず，各コース 人で つのコース

に分かれて各活動の体験・見学を行った後，

少人数での質疑応答が行われた。その後，

同に介し，各コースの報告，意見交換が行わ

れた。

エクスカーションの実施に際しての媒体者

は，山口大学の辰己であった。企画は約 年

前に打ち出されていたが，当初は「やろう」

という気運と漠然としたイメージのみであっ

た。開催間近になると，ちょうど農繁期と重

なったこともあって，窓口の混乱，情報の行

き違いやタイムラグ，阿武町における開催意

義の不明確さ等により，気運の低下がみられ

た。そこで，開催直前に，各コースの代表と

媒体者が夕方から夜にかけて集まり，議論の

場をもつこととなった。その場で出された意

見は，「 日限りの行事では何もわかっても

らえないのではないか」「イベントは慣れて

いるから実現可能ではあるが，それを繰り返

しても地域全体のボトムアップにはつながら

ない」「住民もひとくくりではなく温度差が

ある，受け身的な住民の参加をどのように促

すのか」というものであった。ひととおり，

それぞれが正直な意見を出し，互いの姿勢と

問題意識が明確になった後，それぞれの役割

分担が明確になり，本格的な準備が始まり，

当日を迎えたのである。

エクスカーションを実施したことで，阿武

町からは，「立地条件が悪くても，それでも

阿武町まで足を運んでくれた人は本物であり，

本気でつきあってくれる人と真剣に話すこと

は素晴らしい機会であった」「様々な専門を

もつ人々から普段聞けない意見を聞くことが

できた」「名目上は，学会員と地元との懇親

会であったが，地元同志でもあまり交流がな

い人と久しぶりに話すことができた」という

感想が出された。 方，学会員も様々な感動

と気づきを感じ，それらは 冊の本にまとめ

られている［松井・辰己 ］。

この事業は公には成功したが，直前の集ま

りで出された上記の課題はほとんど解決され

ていない。当初は，阿武町住民が今後の交流

や地域おこしのヒントを得たり，新しいネッ

トワークを作る契機となることを意図したが，

回きりの打ち上げ花火的な企画では，それ

：
：

農業経営 農
村社会コース

田んぼとむらをまもるために 年に誕生した農事組合法人 うもれ木の郷 の取
組を通して、過疎地域における農業及び農村社会のあり方について共に考えます。

山の資源管理
コース

林業振興会の活動では、森林の活用と併せて、 年間むらまち交流を続けてきまし
た。その模索の中から、改めて自分達の生活用具を自分達で作るというスタンスや
村普請のような相互扶助の大切さを感じています。昔ながらの日本の豊かな生活や
心を共にみつめましょう。

環境（海のゴ
ミ問題）コース

阿武町には海外からゴミが漂流してきます。浜のゴミ問題はグローバルな問題です。
そんな状況下で鳴き砂を復活させた活動を通して、環境問題について共に考えます。

生活改善コー
ス

海からの贈り物” わたしの自分おこし、まちおこし。戦後の生活改善普及員さん
の奮闘の歴史や、今の阿武町を生きる女性たちの生の声をきき、女性の目からみた
まちおこしについて考えるワークショップを行います。

：
： シンポジウム 地域おこしと農村開発 各コース報告、ディスカッション

： 懇親会 地元産品と飲み物を片手にむらとまちという境界を越えて素の姿で語り合う。
希望者は民泊。

表 国際開発学会第 回春季大会エクスカーションの内容
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らは課題として残されたままであった。つま

り，学会員はいなかと出逢い多くのものを得

たが，地元にはあまり大きな変化はなかった

のである。これらは，即座に解決できる課題

ではなく，時間をかけて解決の糸口を見つけ

出す持続的な取組が必要となる。

． 本邦研修

農村女性能力向上コース

これまでに紹介した事例は，国際協力や開

発援助に関わる日本人の研修であったが，次

に阿武町で実施されたのは，外国人研修員の

受入であった。前節の第 回春季大会終了後

の翌週， 年 月 日 日に，阿武町は

による集団研修「農村女性能力向上」

コースを受入れた。外国人の受入ははじめて

ではなかったが， からの依頼を受ける

のははじめてであった。

年の最初の依頼は，山口県のルーラル

ウェルカムセンターを経由してのものだった。

山口県庁による紹介後は， 関係者と民

宿経営者での直接のやりとりとなった。阿武

町側では， という大きな看板を掲げた

無機質な組織及び複数の関係団体とのコミュ

ニケーション方法に対して，とまどいがみら

れた。「窓口がいくつもあって誰が責任者な

のかわからないから，どこに問い合わせれば

よいのかわからない」「どこの国から何人く

るのか，何が食べられて何が食べられないの

か，言葉の壁はどうすればよいのか，移動手

段はどうするのか，我々はどこまで協力すれ

ばよいのかわからない」「よりよい研修にす

るためなのでしょうが，様々な要求をいわれ

ても，お応えできないこともある」などとの

思いを巡らせ，民宿経営者は大きな不安を抱

いていた。しかし，直前になり，「わからな

いことだらけでも，どうにでもなる，くよく

よ悩むより楽しもう！」と開き直り，考え方

を反転させた。実際に研修員を受け入れてみ

ると，歌って踊るなど，研修員との想い出に

残る触れ合いができたという。その後，

年 月 日 日にも同様の研修を受入れて

いる。

上記の課題を地元側に視点をおいて整理す

ると以下のとおりとなる。 単発的な実施で

終わっており，その後の展開が乏しい。 地

元への還元やコストベネフィットが正確に測

定されていない。時間的なコスト，労働力，

生産物，道具，機材等の自前の持ち出しを含

めるとマイナスの場合が多い。 受入側が腑

に落ちない点があっても「良い経験をしたと

思おう」「とにかく楽しもう」という精神論

で精算してしまう傾向が強い。 依頼側や媒

体者の作法ひとつで関係性がマイナスになる

場合がある。信頼関係を構築するには時間が

かかるが崩れるのは早い。 これらが何度も

続いた場合には，むらが疲弊する可能性が高

い。

もちろん，阿武町側にも問題がないわけで

はない。それまでは研修終了後は，安堵感と

次のイベントの準備で忙しく，振り返る機会

をもたず，やりっ放しで終わっているところ

があった 。ゆえに，地元への浸透という最

大の課題が解決されていない。「我々がいろ

んな国に行くのは限界があるが，いろんな国

の人が 度にたくさん来てくれる，こんな素

晴らしい機会はない」「言葉を超えて心が触

れ合え，涙を流せる仲になれる，こんなに楽

しいことを，どうやったら，もっと多くの地

元の人々にわかってもらえるだろうか」とい

う願いはあるが，その具体的な展開策は乏し

い。

研修を受入ることで，地元も学ぶ，地元も

変わるという地元効果をどうもたらすか。

研修員のご 行 と 地元の 部の人々

という関係ではなく，ひとりひとりの人間と

しての研修員と地元の触れ合いを通して得ら

れる何かを，いかに地元で共有できるかが問

われている。
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．第 回国際開発学会春季大会

研修依頼側と媒体者が出逢う

第 回国際開発学会春季大会阿武町エクス

カーション終了後の 年 月 日，「阿武

町の母，生活改善の生き字引である本間明子

（享年 歳）さんが他界された」という訃報

が飛び込んできた。エクスカーション実施後

に山口大学の辰己は，残された課題が多いこ

と，媒体者自身にも問題があったことなどか

ら，「花火を打ち上げた，しかし，それだけ

で良いのだろうか，阿武町をかき乱しただけ

ではないか」という自問自答をしていた。そ

して，国際協力だけでなく，阿武町の地域振

興に継続的に関わっていきたいと考えるがゆ

えに，生活改良普及員として阿武町の近代化

を推し進めてきた本間さんと「過去の近代化

の光と影を客観的に捉えて，後世にそれを語

り継ぐお仕事を 緒にやりましょう」と約束

した矢先の出来事であった。

それから約 年後の 年 月 日，第

回国際開発学会春季大会の企画セッション

国内フィールドを大切にしよう では，

年の阿武町のエクスカーションや

本邦研修について，阿武町だけの問題として

捉えるのではなく，他地域にも共通する課題

であると考え，国際協力事業を行う際の依頼

側と受入側との摩擦について報告を行った。

そして，「媒体者」の役割が重要であること

を強調した（「はじめに」参照）。

この企画セッションの狙いは，国際協力の

関心が社会開発へ移行するに伴って，

の本邦研修など，途上国からの研修員が農村

コミュニティを訪問する機会が増加している

が，研修先への不 分な説明，無責任な丸投

げ，引率者・通訳者の技量，集中豪雨的訪問

など問題が発生しており，このままでは誰も

海外からの研修を受入れてくれなくなるとい

う警笛を鳴らすことであった（アジア経済研

究所 佐藤寛）。そして，矢島亮 （ 自

然塾寺子屋）が，日本国内の地域開発と国際

協力をつなげる での活動経験を踏まえ

て，今後の情報共有，情報伝達ルートの整備

などの課題を指摘し，於勢泰子（かいはつマ

ネジメントコンサルティング）が，コースリー

ダーとしての研修経験をもとに，研修に関係

した全ての参加者の間のエンパワーメントの

輪を途絶えさせないための注意点を指摘した。

これらを踏まえて，研修事業は社会開発分野

の増加に伴って，伝えるべきものが形式知か

ら暗黙知へのシフトが求められており

（ 加藤宏），改善のためには，途上国

にて協力を行う場合でも媒体者や研修の政策

担当者の「育成」が重要であるとのコメント

があった（国際協力銀行 庄司仁）。

さらに，会場からは， の本邦研修に

ついては， 内の問題で改善を進めてい

く必要があるが，そこだけをみるのではなく，

日本の地域を軸に据え，地域からみた国際協

力の位置づけの戦略化が重要なのではないか。

の本邦国内研修を地域振興の手段とし

て活用してもらう，それが国内での国際協力

のあり方なのではないかという意見もだされ

た（ 木全洋 郎）。この指摘はそれま

での議論とは軸を受入側に逆転させた意見で

あり，地元の人々が最も課題としている点で

あった。

徳野（ ）が，華やかな交流人口事業は，

過疎化や少子高齢化とった厳しい現実課題か

ら目をそらせ，都市の人口規模に“夢”を託

してしまう危険性や，農山漁村が都市住民の

安価な田園レクリエーションの場にされると

いう問題点を含んでいると指摘するように，

「国際協力が地域の喫緊の課題にどれほどの

効果があるのか」「危機的な状況におかれて

いる中山間地域では，もっと対峙しなければ

ならない課題があるのではないか」という指

摘は阿武町内にも存在する。国際協力民の主

体による地域振興事業として活用されるか否

か，今後の展開が問われることとなった。

時間あまりのセッションであったが，参
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加者した約 名の中は， 本邦研修の関

係者，また，研修に直接かかわりがなくとも，

途上国のプロジェクト等で媒体者としての経

験をもつ人々などが含まれており，様々な考

えや想いが巡らされたと思われる。このセッ

ションを通じて，研修依頼側の 藤城と，

研修受入側の阿武町側との媒体者である山口

大学辰己が出逢い，阿武町における双方向の

本邦研修の企画の検討が開始された（「はじ

めに」参照）。次章では，依頼側の立場から，

その研修の実施に至る経緯と結果を報告する。

． 本邦研修

持続的農村開発コース：いなかに集う

．企画の立案 困難な立ち上がり

年の第 回国際開発学会企画セッショ

ン 国内フィールドを大切にしよう は，研

修旅行受入側，つまり国内フィールドとの新

たな関係性を模索し始めるきっかけとなった。

従来までは，限られた期間の研修旅行であり

分に地域を知らない研修員は学ぶことに徹

する 方向の学びに留まっていた。しかしな

がら，研修員は自国で農村開発・地域振興に

取組むプロフェッショナルでありパートナー

であるという認識から，研修員が受入地域の

町づくりに提案・提言を行うことを研修旅行

のアウトプットと設定したいと考えた。つま

り，日本人の着眼点，発想とは異なる当該分

野のプロフェッショナルである研修員のアイ

デアが，様々な課題を抱えながらも町づくり

に取組んでいる受入地域に対し何らかのきっ

かけ，ヒントとなり得る可能性を模索するこ

ととした。

まず受入地域を選定にするにあたっては，

表 の観点から道の駅発祥の地であり，

研修旅行を農家滞在も含めたプログラ

ムで受け入れた経験があり，日本海に面しア

クセス条件が厳しく，図 の媒体者（山口大

学辰己）が存在する山口県阿武町を候補とし

て，実施可能性について検討を行うこととし

た。また，対象研修コースは，農村開発・地

域振興という視点を有した研修プログラムで

あり，単年度ではなく複数年度の企画実施が

可能である集団研修「持続的農村開発」コー

スを選定し，研修員のスケジュールが可能な

月下旬の時期での実施を検討することとし

た。

上述のような趣旨を踏まえ企画書を作成し，

媒体者を通じて阿武町関係者に打診を行った

上で，電話にて依頼を行った。最初の回答は，

「別の事業を受入れる可能性があるため即答

できない」ということだったが，結果として

別の事業がキャンセルになったため本企画を

実施の方向で検討するという内諾を得ること

が出来た。それは，開催まで ヶ月もない

月の中旬のことであった。

．準備段階 阿武町の人々との出逢い

内諾を得た後，研修依頼側（ 藤城）

は他の研修コースの研修旅行に同行する形で

年 月 日， 日に阿武町を初めて訪問

した。そこでは本企画の問題意識とは乖離し

た実情を目の当たりにした。更に 泊 日と

いう短い訪問ではあったが，阿武町の魅力あ

る人々の片鱗を垣間見ることで，本企画の実

施地としての阿武町に確信めいたものを感じ，

さらに， 月 日， 日の週末を利用した自

費での打合せのための訪問に至った。 回目

の訪問までに，阿武町側にて作成された日程

案について と電話により検討したこ

とで，ほぼ日程案が確定した段階で 月 日，

日を迎えることができた。

この打合せでは，より詳細な研修内容，教

材，移動手段などについての調整が図られる

だけでなく，普段着で個人としてお互いの考

えをぶつけることができたため，お互いの顔

が見える関係の下地は築くことができたと感

じた。研修日程はかなりタイトなものとなっ

たが，阿武町側の「阿武町の老若男女の人々
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と出逢って欲しい」という想いを大切にしな

がら，地域住民との意見交換・討議を盛り込

んだ内容とした。

この企画を実施するにあたっては，図 に

示すとおり，様々なアクターたちが関わっ

た 。当初は媒体者がつないだが，その後の

連絡体制は，阿武町役場およびグリーン・

ツーリズム推進協議会が中心となり準備が進

められた。 通りの準備を終えた段階では，

今回の企画を通じて阿武町の役に立つような

提案が研修員からなされるかという大きな不

安と同時に，何かが起こるかもしれないとい

う期待感を持ち，当日を迎えた。

．実施段階

阿武町の人々と研修員の語り合い

日目 月 日

月 日から 月 日の 泊 日で今回の

企画は実施された。そのスタートである阿武

町のうそんセンターの到着時に，研修員はい

きなりのサプライズを味わうことになる。バ

スの降車時には，車椅子の白松さんと萩ケー

ブルネットワーク山根さんによるカメラのお

出迎えを受け，注目されている，見られてい

るという意識を持ってプログラムがスタート

した。到着後は町役場職員から阿武町の概要

についての説明があり，研修員は阿武町のイ

メージを持つだけでなく，阿武町 プラン

を知るに至り，エントリーポイントとしての

重要な役割を果たした。また，その後の福賀

中学校における中学生との交流では，地域の

伝統文化である神楽に触れるだけでなく，中

学生と直接英語でコミュニケーションを図る

ことや研修員がタイの踊りと歌を披露するこ

とからリラックスムードでプログラムを開始

することが出来た。その様子は阿武町の

年 月号の広報誌の表紙を飾るインパクトあ

るものとなった 。

月 日には全員が宿泊した農家民宿「樵

屋」では，研修員にとって初めての農家滞在

だったこともあり，風呂や布団などの生活面

で戸惑うこともあった。農家滞在については，

単なる宿泊客で終わらないように，特に樵屋

の女性陣が炊事，片付けに忙殺されるのでは

なく，研修員と語り合いことができるように

研修員を促した。

日目 月 日

日目の午前は 班に別れ， 班はちづる

のパン工房 でのパン作り実習， 班は道の

駅の見学と鳴き砂復活隊 の体験を行った。

それぞれのプログラムで研修員は阿武町の実

態を垣間見ることができたが，タイトなスケ

表 本企画における受入地域の選定基準

選定基準 理 由

独自の町づくりに取
組んできた経験を有
すること

・現在までの町づくりの経験から問題意識を有している方が研修員の提案・提言が
役立つ可能性があるため
・新たに町づくりに取組む場合は，研修員との議論が具体的になりにくいため

研修旅行の受
入経験を有すること

・今回の企画と従前の研修旅行の違いを明示的に比較可能にするため

農家滞在が実施可能
であること

・生活の視点に基づいて受入地域の農村開発・地域振興を考え易いため
・地域住民と研修員がより多くの時間を共有し，密接なコミュニケーションを図れ
るため

大都市近郊ではない
中山間地であること

・近郊に大きな消費地を有していない地域の方が，地域資源の有効活用を図った農
村開発・地域振興に特徴が出易いため

媒体者が存在するこ
と

・今回は新たな試みであるため，受入側と依頼側との目的意識の共有が重要である
ため
・研修員が受入地域へ提案を行うという 歩踏み込んだ趣旨であり，受入側と依頼
側との円滑なコミュニケーションが不可欠であるため
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ジュールだったこともありタイムマネージメ

ントは上手くいかなかった。

午後は阿武町の老人ホーム（恵寿苑，清光

苑，清ヶ浜デイサービスセンター）を訪問し，

高齢社会の実態を体験した。ここでは町役場

及び施設関係者からの説明の後，直接高齢者

との触れ合いを持ち，研修員によるダンスや

記念写真を行った。その中では，認知症の老

人が苑のスタッフへ「お客さんへお茶を出し

て」と発言したり，立ち上がって握手を求め

たりという予想外の展開があった。藤山千佳

子苑長は，「初めての試みで，最初は緊張し

ていましたが，私たちよりも高齢者の方々の

ほうが先に打ち解けて話してくださいまし

た」と安堵の表情をみせた。

その日の夜は，阿武町内の農家民宿の「樵

屋」，漁家民宿の「浜の小屋」だけでなく，

隣町の萩市須佐の漁家民宿「いかり」の 軒

に分宿した 。研修員はそれぞれに特徴のあ

る語りと料理を楽しむことができたが，特に

「浜の小屋」では主人と研修員との本音での

語りが展開され，最終日の提案へ多くのヒン

トを得ることが出来た。

漁家民宿「浜の小屋」の夕食は，スズキの

刺身で始まった。研修員は刺身が食べられな

いと聞いていたが，女将の茂刈千鶴子さんは

「食べないかもしれないけど漁師の家のいつ

もの味を提供するのが我々のスタイル」と，

テーブルに獲りたての刺身を並べた。研修員

人のうち，マラウイからの研修員 だけが

挑戦し，初めての味に，美味しいと何度も何

度も箸を運んだ。夜もふけて，お酒を飲みな

がらの語りになると，研修員が感覚的に感じ

ていた想いが，ぽつりぽつり出てくるように

なった。「今からインフラを整備して貧困を

削減しようとしているわが国の問題と，お年

寄りが施設に入り，立派な学校があるのにあ

れだけの生徒しかいない，少子高齢化の問題

とはそもそも問題が異なる」「いや，条件が

違うけど，何か共通する部分がある。人間の

誇りというような部分かもしれない」という

意見がだされた。

研修員 は，「失礼かもしれないけど，そ

ういう意味で心配なのは，阿武町の老人や子

図 様々なアクターたち
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供たちは，施設やシステムが充実していて，

元気で笑顔で生き生きとしているようにみえ

るが，目を見ると，何か違うような気がする」

という直感的なフィーリングを語った。それ

に対して，漁師の茂刈達美さんは，「う ん，

鋭い感性だ…」と返した。

少し話の先どりになるが，その翌日，鋭い

指摘をした研修員 は，「昨夜，眠れなかっ

たんだ。調子に乗って言い過ぎてしまった。

大変失礼なことを言って後悔している」と頭

を抱えていた。 日置いて，最終日の 月

日朝，阿武町の町づくりへの研修員からの発

表・意見交換の会場に，茂刈さんがやってき

た。研修員 は，すぐに茂刈さんに歩み寄り

謝ろうとした。「失礼なんかじゃない。表面

的な指摘をして帰って行く人は多いが，君は

違う。それは君が自国の農村開発を推進しよ

うと レベルで格闘しているから，そう

いう指摘ができたんだ。君と本音で語れたこ

とがうれしいんだよ」と茂刈さんは，顔をほ

ころばせたのである。

日目 月 日

日目の午前のプログラムも 班に別れ，

班は農事組合法人「うもれ木の郷」の皆さ

んへ自国の取組を紹介すると共に，法人組織

の仕組み，取組事業について意見交換を行っ

た。 方， 班は婦人会の皆さんへ自国の取

組を紹介すると共に婦人会の取組についての

意見交換を行った。午前中は，議論の設定及

び時間的な制約からまとまった成果を得るま

でには至らなかった。

お昼の時間には福賀小学校を訪問し，小学

生と 緒に給食を共にしながら交流し，小学

生から太鼓及びカントリーロードの歌の披露

があった。この福賀小学校におけるプログラ

ムは，研修員が阿武町の未来を背負う世代と

顔の見える交流を行えた。これ以降，研修員

は何とかして阿武町の未来へお役に立てるよ

うな提案をしたいという意識が芽生えたこと

が観察出来た。

表 研修員との町おこし企画 阿武町のプログラム

日 付 研修内容

月 日

・阿武町概要説明

・福賀中学校における中学生との交流

・樵屋における農家滞在

月 日

・ 班：ちづるのパン工房におけるパン作り実習と意見交換 班：道

の駅見学，鳴き砂復活隊の体験

・老人ホーム（恵寿苑，清光苑，清ヶ浜デイサービスセンター）の訪

問と意見交換

・ 軒（樵屋，浜の小屋，萩市須佐いかり）への分宿

月 日

・ 班：農事組合法人 うもれ木の郷 の皆さんとの意見交換

班：婦人会の皆さんとの意見交換

・福賀小学校の小学生との給食，交流

・あったか村における白松さんとの意見交換

・阿武町の町づくりへの提案作り

月 日
・阿武町の町づくりへの提案作り

・阿武町の町づくりへの研修員からの発表，意見交換
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午後は，都市住民と地元が協力して人・地

域・地球の健康をめざしてつくられた里山の

村である「あったか村」を訪問し，白松さん

というカリスマリーダーが車椅子生活に至る

までの人生，それまでの生活が 度ひっく

り返った生活を通してたどり着いたネバーギ

ブアップ精神に触れ，阿武町の町づくりへの

情熱に触れることができた。

夕刻以降は，翌日の発表準備として研修員

は 班に分かれ，阿武町の町づくりへの提案

作りに取組んだ。しかしながら多くの研修員

から，「 生懸命町づくりに取組んでいる阿

武町の皆さんに失礼になる」「我々は阿武町

の限られた部分しか知っていないのに提案す

るなんて無理だ」という気遣いの意見が出さ

れたが，再度今回の企画の趣旨を説明し直し，

自由な発想での提案を促した。

また夕食時には踊りあり，歌あり，語りあ

り，涙ありで，研修員と阿武町の皆さんとの

交流は 歩踏み込んだものとなった。農家民

宿樵屋の白松紀志子さんは，「お料理は美味

しくなかったかもしれんけど，みんな喜んで

食べてくれて本当にうれしかった。これまで

と違って，今回は， 人 人の方とお話でき

たし，みんなで踊って，語って，その中に私

も参加させてもらえたこと，それが 番楽し

かった。大半は飯炊きおばさんと化してしま

い，終盤は疲れきってしまうのだけど，今回

は，本当に楽しかったよ」と述べた。

日目 月 日

最終日の朝は時間との競争となった。最後

まで発表内容の修正を何度も何度も行い，予

定時間を過ぎた後に，研修員からの阿武町の

町づくりに対する提案発表がスタートした。

発表へは，町づくりに取組むリーダー，役

場職員という限られた人数の参加だったが，

中学生 名が参加したのは 年目以降の企画

の展開を考える上で大きな意義を持っていた

と考える。研修員からのやや遠慮がちながら

ストレートな提案は，プログラム期間中に共

有した濃密な時間も手伝い，阿武町の皆さん

の気持ちへ届いたと思われる。 班は阿武町

プランが 分に町民に伝わっていない現

状を分析し， 班は更に道の駅の再活性化を

提案した（表 ）。

研修員からの発表内容に対し，阿武町の皆

さんからは「鋭い提案だ」「痛いところをつ

かれた」「参考にして町議会へ提案したい」

などのコメントがあったが，何よりも中学生

の参加者から「町づくりは大人だけの問題で

表 研修員の発表内容の概要

班

提案名 元気阿武町 プランの普及計画

問題意識
・阿武町の基本計画である 元気阿武町 プラン が住民の間で知られていない，定着して
いない。

提案要旨
地域内のステークホルダーによるプランの再検討が行われると共に，町民間でプランについて
の共有が推進されるようになる。

班

提案名 阿武町道の駅 プロジェクト

問題意識
・阿武町の基本計画である 元気阿武町 プラン が住民の間で知られていない，定着して
いない。
・道の駅の運営に関する調整・連携が 分になされていない。

提案要旨
道の駅が阿武町におけるグリーン・ツーリズムに関する情報発信のハブとして機能するように
なる。
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はなく，自分たちも真剣に考えなくてはいけ

ない」という意見が出されたのは大きな成果

と評価できる。また，中学生の「こうしてい

こうと思うだけでは，何も変わらないと思う。

実行に移さなければ…」というコメントは，

自身への学びだったが，実は，阿武町の大人

たち，研修員，媒体者，そこにいた全ての者

が自己を振り返るメッセージとなった。

今回の研修には，間接的な関係者を含める

とかなり多くの人々の関与があった。例えば，

連の研修に密着取材をした萩ケーブルネッ

トワークの山根江理さんもそのひとりであっ

た。現在はマスコミ関係者であるが，学生時

代からボランティアで阿武町の地域おこしに

関わってきたひとりである。「明日，また，

阿武町に来たら，またみなさんに会えるよう

な気がします。個人的なことですが，実は，

研修員の さんは，私の死んだ父にそっくり

なのです。父が亡くなってから，夢でいいか

ら父に会いたいと思いましたが， 度もみた

ことがありませんでした。でも，昨夜，はじ

めて，父の夢をみることができました。こう

いうきっかけを作ってくれた皆さんを絶対に

忘れません！」と涙の挨拶をし，その後，研

修内容を放送し地元への還元に 役を担った。

発表が終了し安堵した研修員には最後のサ

プライズが待っていた。阿武町からのプレゼ

ントと称した 日間の振返りのスライド

ショーが流された。涙と笑顔が織り交ざった

別れを惜しみながら研修員は阿武町を出発し，

年目のプログラムは終了した。

．振返り

出逢い，語り合いから得たもの

研修員が去った後，受入側，媒体者，依頼

側で即座に振返りのための反省会を行った。

そこでは，自国で農村開発に従事している研

修員はプロフェッショナルであり発表は期待

を満たすレベルであったこと，発表準備には

より多くの時間が必要なこと，プログラムは

焦点の明確化と語り合う時間の更なる確保が

必要なこと，阿武町のより多くの人たちが参

加できるような工夫が必要であることなどが

確認された。特に，阿武町の人々と 研

修員が複数回逢い，複数回語り合う重要性が

確認され， 年目以降のプログラムでは 回

研修員が阿武町を訪問するよう変更し，

回目は事前調査， 回目は本格調査として

より踏み込んだ提案内容となるための改善を

図ることとなった。

第 回目の企画が終了した今の段階では，

当然のことながら目に見えるような成果を得

たとは言い難いが，阿武町という地域及び集

団研修「持続的農村開発」コースの選定・組

み合わせが有効だったことを関係者間で確認

することができた。今回の経験を通じて，地

域振興への 研修旅行の貢献可能性を検

討するための本企画を実施するための準備が

整った，つまりやっとスタート地点に立った

と評価できるのではないだろうか。

．おわりに 広がる波紋

年 月 日の第 回国際開発学会春季

大会での企画セッション終了後に，もうひと

つの動きが起こった。セッション会場の参加

者を中心として，国際開発学会内で「日本の

地域振興と国際協力」研究部会が発足したの

である 。この研究部会の目的は，日本の国

内フィールドが国際開発に対して持続的なリ

ソースとなるために，まず，日本の地域（お

よびその住民）にとって，自身の地域振興の

観点から，国際協力事業に参加することの意

義・効果を明確することである。そして，こ

れらの意義・効果と国際協力の成果の双方を

満たすための日本の地域への媒体方策を日本

の地域の内部者，開発協力実施機関関係者，

そしてその間をつなぐ媒体者といった多様な

視点から検討することである。つまり，日本

国内には，すでに長年，国際協力事業に取り
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組んでいる地域があり，いなかといなかが出

逢う，語り合う，繋がるという地元側の視点

が含まれていることが，この研究部会の大き

な意義といえる。

本稿でみてきたように，山口県阿武町の国

際協力事業は，ようやく動き始めたところで

ある。しかし，集団研修「持続的農村開発」

コースは， ヵ年のものであり， で言及

した 単発的な実施で終わっているという問

題点は，コースの名のとおり，持続的な取組

に変わる可能性を示唆することができた。そ

の後の展開はこれからの取組で問われる。

地元への還元やコストベネフィットが正

確に測定されておらず， 精神論で精算して

しまう傾向は残された課題である。第 者に

よる客観的な測定は重要であるが，地元の人

びとにとっては，研修の成功の指標は，リー

ダー層の「よかった」よりも，影で支えてい

る女性の「楽しかった」という言葉であるの

かもしれない。リーダー層のみ， 部の人々

で終わるのではなく，地元のコミュニティの

ふところに入り込むような工夫をどのように

進めていくか，双方へのメリットをもたらせ

るか，今回の企画の持続性に関わる課題であ

る。

依頼側や媒体者の作法は媒体者の当事者

性の問題と関わってくる。媒体者の関わり方

の変化（問題意識の共有），信頼関係の構築，

地域住民との計画立案や根回し（取組の共有），

役割分担，実践（各役割の遂行），振返り（失

敗点の共有と次企画案の共有）というプロセ

スを 年間繰り返すことで，時間をかけて信

頼関係を築くことができるであろう。

本稿の検討を通じて， 年目の取組は，そ

れぞれのアクターのお互いの顔が見える状態

になり，共通の問題意識をもって集まった「い

なかに集う」という段階であるといえる。ま

た，今後の発展的な取組のための主な検討事

項は以下のとおりと考える。

受入側（阿武町の地域住民，窓口機関）

内部での関係性の強化，受入態勢の構築，

地域リーダーのみではなく多くの地域住

民が参加できるような機会作り，受入側

にとってのメリット，ベネフィットの明

確化

受入側が主体的取組を行えるようなそれ

ぞれのアクター（受入側，媒体者，依頼

側）間の関係性の更なる変化

依頼側の担当者が変更しても本企画の実

施を継続できるような体制作り

日本の地域振興への 本邦研修事業の

貢献の可能性について検討する今回の企画は，

第 回目の結果を受けて， カ年にわたって

実施されることとなった。この試みが「いな

かに集う」で終わるのか，今後，「いなかと

語る」という段階を経て，「いなかが変わる」

「いなかが動く」という地域住民が主体となっ

た内発的発展までに至るには，まだまだ多く

のプロセスを踏む必要があろう。

【付記】本研究は，阿武町グリーン・ツーリ

ズム推進協議会の木村誠会長，阿武町役場の

高橋仁志さん，羽鳥純香さん，藤村綾子さん，

樵屋の白松博之さん，浜の小屋の茂刈達美さ

ん，萩農林事務所の池田浩明さん，萩ケーブ

ルネットワークの山根江理さん，阿武町教育

委員会，社会福祉協議会，婦人会，農業組合

法人の「うもれ木の郷」および「福の里」，

小菊の館など，阿武地域の方々の暖かいご協

力の上に成り立つものです。また， 筑

波の根崎俊さん， 筑波支所の秋山幸代

さん，中野真紀子さん， 年度の研修員，

国際開発学会「日本の地域振興と国際協力」

研究部会，多くの方々のご協力を得ました。

全ての方の名前を挙げることができず恐縮で

すが，この場を借りて改めて御礼申し上げま

す。

（エクステンションセンター 准教授）

（独立行政法人国際協力機構

筑波国際センター 主任）
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業改良普及双書 ），全国林業改良普及協会。

山口県阿武町， ，『元気！あぶ町！ プラン

（阿武町基本計画）』。

山口県農林部， ，『やまぐち食と緑のプラン 』。

主に，第 章，第 章は藤城が担当し，第 章，

第 章は辰己が担当した。全体の責任は辰己に

ある。本稿の内容は，あくまでも筆者ら個人の

意見であり，所属する機関の見解を代表するも

のではない。

「田舎」は，「いなか」とも「デンシャ」とも

読み，耕地と住まい，都会から離れた農村地帯

を意味する（漢字源）が，日本では農村も都市

化され，農村地帯と断定できる地域が少なくなっ

てきた。また，「ふるさと」の意味もあるが，近

年，出身地ではない地域を指す場合もある。本

稿では，平仮名の「いなか」を使用することで，

従来の意味だけでなく，人間としての息吹を吹

き込む癒しの場所としての「いなか」を再発見

する願いを込めている。

年 月の研修後には反省会を行い，以下

のような課題があがった。「研修内容と順序，時

間配分等について議論が必要である」「研修員の

ねらいと地元側の対応範囲を摺り合わせる必要

がある」「役割分担ができておらず， 部の人へ

の負担が大きかった」「山口県本庁，農林事務所，

役場，町内協議会組織，研修受入担当者の連携

体制を固める必要である」。

（財団法人 本国際協力センター）とは，

わが国の国際協力の推進に貢献することを目的

に， 年に設立された公益法人。 本邦

研修においては，運営業務や通訳業務を行って

いる。本企画においては， スタッフもひと

りの人間として阿武町の方々と顔の見える関係

を構築した。

この工房は，地元農家・西村千鶴さんが

年 月に開設。工房内には講習室と交流サロン

があり，毎週 回町内の仲間と 緒に技術開発

を兼ねたパン作り行っている。西村さんは「こ

の町に来られた方々には，パン作りという楽し

い共同作業の中で阿武町の魅力も伝えてゆきた

い」と，話している。

【参考文献】

外務省独立行政法人評価委員会 『独立行

政法人国際協力機構の平成 年度の業務実績に

関する項目別評価シート』

（

）

木全洋 郎， ，「開発協力への日本の自治体リ

ソースマネージメント その成果と『しかけ』」

『国際開発研究』第 巻第 号， 。
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山口県の地域振興と国際協力

阿武町の清ヶ浜は，その名のとおり美しく，

砂が鳴いていたが，ゴミの漂着等によって，

時期，鳴かない状態に陥っていた。 年，鳴

き砂を復活させるために，「鳴き砂復活隊」と称

するボランティア団体が結成された。毎月 度

の定期的な清掃活動を実施している。

年 月に開業。経営者は萩市須佐地域の

川口さん夫妻である。 本邦研修は阿武町

だけで完結するのではなく，阿武町の周辺にも

広げ，地域連携を強化する効果も期待できると

して，萩農林事務所のイニシアチブにより協力

をお願いした。

年 月の第 回国際開発学会全国大会の

総会にて部会の発足が正式に承認された。





．はじめに

筆者は，山口大学エクステンションセン

ターと防府市教育委員会との連携協働に関す

る協定書（平成 年 月締結）に基づき，防

府市教育委員会から「防府市生涯学習アドバ

イザー」の委嘱を受け，防府市独自の生涯学

習に係る総合的体系的な構想である「ロン

グ・フィールド・ミッション」 ）を策定し，

防府市における住民を主体とした地域生涯学

習システムの構築を目指した実証的な調査研

究活動を展開している。

この「ロング・フィールド・ミッション」

に基づく 連の施策（市内全小中学校への生

涯学習担当教員の配置，生涯学習担当教員・

公民館職員・ ・生涯学習まちづくり推

進協議会の 者による合同会議の開催，教育

委員会職員・市長部局職員を対象とした研修

事業の実施，市長部局，市民活動支援セン

ター，社会福祉協議会と連携した活動の推進

など）を実施するとともに，研究初年度の平

成 年 月中旬から 月初旬にかけて防府市

民を対象とした生涯学習に関する意識調査を

実施し，生涯学習を推進するための方策につ

いて，学習情報の提供，学習内容のニーズ，

学習活動の条件整備等の視点から分析し，得

られた知見を防府市教育委員会に資料として

作成し提供した。また，その分析結果から学

習ニーズの高い項目を明らかにし，防府市の

実施する出前講座事業の実施プログラムを策

定して翌年 月に講座事業を実施することで，

調査研究成果の 部を還元した。

本稿では，防府市民を対象として実施した

「生涯学習に関する市民意識調査」について

生涯学習機会，学習課題の重要度，学習成果

の評価を中心として分析し，その特徴を明ら

かにする。

．調査の概要

調査目的

防府市民を対象とした「生涯学習に関する

市民意識調査」は，防府市民の生涯学習に関

する意識と行動，学習ニーズ及び防府市の取

り組みに関する関心と課題を調査，分析し，

今後の防府市における「生涯学習のまちづく

住民を主体とした地域生涯学習システムの

構築に関する研究

生涯学習に関する防府市民意識調査の分析

長 畑 実

要旨
筆者は防府市における地域生涯学習システムの構築に関する調査研究の基礎資料として平成

年 月に「生涯学習に関する防府市民意識調査」を実施した。本研究では，生涯学習機会，学習

課題の重要度，学習成果の評価を中心として分析し，その特徴と課題を明らかにする。

キーワード
生涯学習 意識調査 学習課題の重要度 学習成果の評価 地域生涯学習システム



り」に係る各種事業推進のための基礎資料を

得ることを目的として実施した。

調査期間

平成 年 月 日 月 日

調査対象

防府市内在住の 歳以上の男女個人につい

て，住民基本台帳から地区別に人口比，男女

比に応じて配分した人数を等間隔に抽出（層

化無作為抽出）した 名を対象とした。

調査方法

郵送調査法

回収結果並びに回答者の属性

有効な回答を得られたのは 人，有効回

収率は ％であった。

男性 人（構成比 ％）

女性 人（ 同 ％）

不明 人（ 同 ％）

・年代別回答率

・地区別回答数
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全体％ 男 性 女 性 不 明
歳代
歳代
歳代
歳代
歳代
歳代
不 明
総 計

・職業別回答率

回答数 全体％
農・林・漁業
商・工・サービス業の自営
自由業
農・林・漁業の家族従業者
商・工・サービス業の家族従業者
自由業の家族従業者
公務員
教員
団体職員
営業・生産・運輸・建設等に従事する職員
パートタイム・アルバイト・嘱託など
専業主婦
学生
その他・無職
不明

総 計

．調査の結果と分析

「生涯学習」という言葉の認知度

本調査では，「生涯学習」という言葉を「聞

いたことがある」と回答したのは ％で，

「県民の生涯学習に関する意識調査」 ）と

同様，高い数値が得られた。

生涯学習のイメージ

「生涯学習」という言葉を聞いたことがあ

ると回答した人に，生涯学習のイメージとし

てもっとも近いものを つだけ聞いたところ

図 で示すような回答を得た。生涯学習とい

う用語は，法的または学術的にはっきりと定

義されているものでないこともあって多様な

イメージで捉えられている。

この結果を「県民の生涯学習に関する意識

・居住年数別回答数

地 区 合 計
性 別

男 性 女 性
牟 礼
松 崎
佐 波
勝 間
華 浦
新 田
野 島
向 島
中 関
華 城
西 浦
右 田
富 海
小 野
大 道
不 明
総 計

合計
性 別

男性 女性
年未満
年未満

年 年未満
年 年未満
年以上

不 明
総 計



調査」と比較すると，「幼児期から高齢期まで，

生涯を通じて学ぶこと」（県調査結果 ％）

がもっとも多く，「趣味・教養を高めたり，

スポーツを楽しむために行うもの」（県調査

結果 ％），「高齢者向けのもの」（県調査

結果 ％）の順となっており，防府市にお

住民を主体とした地域生涯学習システムの構築に関する研究

図 生涯学習のイメージ

ける捉え方に積極的な傾向が見受けられる。

生涯学習の活動内容

この設問では ％の人が「特にしていな

い」と回答しており，「県民の生涯学習に関

する意識調査」の結果（「特にしていない」

％）と比較すると高い回答となっている。

次に，生涯学習を行っている人の学習内容で

は，「趣味的なもの」がもっとも多く，以下「健

康・スポーツ」，「家庭生活に役立つ知識・技

能」，「職業上必要な知識・技能」，「ボランティ

ア活動」，「パソコン・インターネットに関す

ること」，「教養的なもの」と続いている。「趣

味的なもの」，「健康・スポーツ」以外のいず

れも 割から 割程度にとどまっており，市

民の学習内容が多様化していることが理解さ

れる。

年代別（図 ）では， 歳代で「特にして

いない」と回答する割合がもっとも高くなっ

ている。生涯学習を行っている人の学習内容

では， 歳代， 歳代， 歳代で「職業上必

要な知識・技能」の割合が高くなっており，

キャリア形成，スキルアップへの志向の強い

ことが理解される。また， 歳代以上では「ボ

ランティア活動」，「パソコン・インターネッ

トに関すること」の割合が高く回答されてお

り，中高年が 技術を身につけ，地域・社

会との関わりを積極的に行おうとしている姿

勢が認められる。

生涯学習の希望分野（学習ニーズ）

全員に今後の学習内容の希望を尋ねた結果

は，図 に示すように「趣味的なもの」，「健

康・スポーツ」がもっとも多く回答されてい

る。回答は以下，「家庭生活に役立つ知識・

技能」，「パソコン・インターネットに関する

こと」，「教養的なもの」と続いているが，「ボ

ランティア活動」，「社会問題」，「職業上必要



な知識・技能」，「自然体験活動」，「語学」，「育

児・教育」，「地域の歴史・伝統・文化」，「地

域づくり」のいずれも 割から 割程度希望

されており，学習ニーズの多様化と地域課

題・社会的課題への関心の高まりを示唆する

ものと理解される。

年代別にみると，図 に示すように「趣味

的なもの」，「健康・スポーツ」，「家庭生活に

役立つ知識・技能」以外では， 歳代， 歳

代で「育児・教育」，「職業上必要な知識・技

能」の割合が比較的高くなっている。 歳代，

歳代， 歳代では「パソコン・インター

ネットに関すること」の割合が比較的高く

なっている。また， 歳代では「ボランティ

ア活動」の割合が比較的高くなっている。

ボランティア活動の意向

生涯学習の希望内容に関連して，ボラン
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図 生涯学習の活動内容

図 生涯学習の活動内容 年代別



ティア活動の意向・希望内容について尋ねた

結果は図 に示すように，約 割の人が参加

の意向があると回答し，「防犯」，「自然保

護・環境保全」がもっとも多く回答されてい

る。回答は以下，「保健・医療・福祉」，「ま

ちづくり」，「学校教育支援」，「青少年健全育

成」，「交通安全」，「防災・災害救援」，「公共

施設での活動」と続いているが，そのいずれ

も 割から 割程度希望されており，地域課

題・社会的課題への参加意識の高さを示唆す

住民を主体とした地域生涯学習システムの構築に関する研究

図 生涯学習の希望分野

図 生涯学習の希望分野 年代別



るものと思われる。

学習内容の重要度

全員にどのような学習課題が大切かを尋ね

た結果は図 に示すように，「環境問題・自

然保護に関すること」，「高齢者の生きがい活

動に関すること」，「子育て支援や家庭教育の

向上に関すること」，「健康の維持・増進に関

すること」の 項目がもっとも多く回答され

ている。

次いで，「犯罪対策や安全・安心のまちづく

り，消費者問題に関すること」，「地域の活性

化やまちづくりに関すること」，「学校教育や

子どもの教育に関すること」，「若者や中高年，

高齢者，女性の就職対策や職業能力向上に関

すること」が 割 割の重要度に回答され

ている。以下，「文化・芸術の発展や伝統文

化の継承に関すること」，「地域の教育力の向

上に関すること」，「スポーツ活動の振興に関

すること」，「 やボランティア活動の促

進に関すること」，「農林水産業の振興に関す

ること」，「人権問題に関すること」が 割

割程度回答されている。これらの結果から，

「環境」，「高齢者」，「子育て」，「学校教育」，

「安全・安心」，「地域の活性化」といった地

域課題，社会課題についての市民意識の高ま

りが理解される。

学習成果の評価

「生涯学習を通して身につけた知識や技術

などを社会的に評価する際に，どのような形

で行うことが良いと思いますか」という設問

に対しては，図 で示すように，半数近い市

民が「社会的にあえて評価しなくてもよい」

と回答しておりもっとも多くなっている。

その 方で，「特に優れた人を，地域の生

涯学習の指導者，講師として活用する」，「資

格制度を充実させる」，「生涯学習の成果を発

表する機会（発表会，作品展示会など）を増

やす」，「学習した経歴や経験を公的な機関が

認証して，どの地域でも通用するようにす

る」という 項目が 割の高さで回答さ

れており，学習の達成状況を客観的に評価し

て認定・認証する仕組みや学習成果を活用す

る仕組みを整備することが強く期待されてい

ることが理解される。

行政・教育機関への要望

「今後，人々の生涯学習活動をもっと盛ん

大学教育 第 号（ ）

図 ボランティア活動の意向



にしていくために，行政や教育機関がどのよ

うなことに力を入れるべきだと思いますか」

という設問に対しては，図 で示すように，

半数を超す市民が「図書館，博物館，公民館

など公立の社会教育・文化・スポーツ施設に

おけるサービスを充実する（講座の充実，開

住民を主体とした地域生涯学習システムの構築に関する研究

図 学習内容の重要度

図 学習成果の評価



館時間の拡大，情報提供や相談窓口の充実な

ど）」と回答しており，もっとも多くなって

いる。

次いで， 割の市民が「子育て中の親や障

害者も学習に参加できるよう支援を充実す

る」，「地域の小中学校と公民館など地域施設

が連携し，色々な世代の人が交流して学習で

きる機会を拡充する」，「生涯学習を支援する

専門職員（社会教育主事，司書，学芸員，体

育指導者など）やボランティアを充実する」

の 項目を回答されており，行政・教育機関

が連携して学習機会の拡充，専門職員の配置，

託児サービス等の条件整備に取り組むことが

求められている。

また， 割 割の市民が「カルチャーセ

ンターやスポーツセンターなど民間教育機関

による学習機会を拡充する」，「居住地以外の

公共の施設や講座・教室が自由に利用できる

ようにする」，「小・中・高等学校などの学校

施設を地域住民にもっと開放する」，「仕事や

就職・転職に活かせるような講座や教室を拡

充する」，「自然・環境・文化・農林漁業など

に関し，体験学習の機会を充実する」，「テレ

ビ，ビデオ，インターネット等を使って学習

する機会を増やす」，「公立の生涯学習施設や

民間の学習施設，企業などが連携して学習機

会を拡充できるよう住民とともに地域ネット

ワークをつくる」，「企業の労働時間の短縮や

学習のための有給休暇制度などを普及する」，

「大学などの社会人入学や社会人対象の学習

コースを拡充する」，「学習活動の機会，指導

者などの情報提供や学習相談窓口を充実す

る」，「 活動やボランティア活動など

人々の主体的な活動が活発になるよう支援す

大学教育 第 号（ ）

図 行政・教育機関への要望
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る」，「大学，専修学校，各種学校，高等学校

などでの公開講座を拡充する」の順に多く回

答されており，多様なニーズの存在している

ことが理解される。

．分析結果のまとめ

学習ニーズと学習課題の重要度

今回の調査では，現在取り組んでいる学習

活動と希望する学習内容の上位 つは，「趣

味的なもの」，「健康・スポーツ」，「家庭生活

に役立つ知識・技能」と 致しており，個人

的な興味や関心の分野でのニーズが高くなっ

ている。

しかしその 方で，激変する現代社会の情

勢を反映して，学習ニーズ，ボランティア活

動の意向，学習課題の重要度の つの設問に

共通して抽出される課題は，「環境」，「安全・

安心のまちづくり」，「高齢者」，「子育て・教

育」の 項目であり，いずれも持続可能な地

域づくりに直結する地域課題，現代的課題で

ある。これらの回答から，地域課題，現代的

課題を自らの問題として捉え，積極的に解決

していきたいという意識，関心の高まりを理

解することができる。

ボランティア活動への参加

こうした地域課題，現代的課題を自らの問

題として捉え，積極的に解決していきたいと

いう意識，関心の高まりは，「この 年間に

自発的なボランティア活動に参加したこと」

があるかとの設問に対して， ％の市民が

「参加したことがある」と回答していること

にも示されている。また，今後のボランティ

ア活動への参加意向を尋ねた設問に対しては，

割の市民が参加したいとの意向を表明して

いることにもあらわれている。

特に，「環境」，「安全・安心のまちづくり」，「健

康・福祉（高齢者）」，「学校教育支援」，「青

少年健全育成」という参加意向の上位に回答

された 項目は，社会教育・生涯学習に係る

行政施策，住民を主体とした地域づくり施策

の今後のあり方に強い示唆を与えるものと思

われる。

学習成果の評価と活用

学習成果の社会的評価については，半数の

市民があえて評価しなくてもよいと考えてい

るが，それ以外の市民は，学習によって達成

した成果について，公的な機関による資格制

度や認定・認証する仕組みを整備することを

期待される割合が高くなっており，先の学習

内容の希望，重要度で示された上位の項目と

合わせて考えると，短期的単発の講座に満足

することなく，総合的体系的な学びを通して

持続可能な地域づくりに積極的に関わること

のできる知識，技術，技能を身につけたいと

いう意向のあることが理解される。従って，

特に地域に存在する高等教育機関が新しい総

合的体系的な社会人教育の場，仕組みを創設

することにより，地域の活性化に貢献できる

人材育成と学習ネットワークの形成に取り組

むことが必要と思われる。

行政・教育機関の役割

以上の設問への回答を総合的に評価すると，

行政と教育機関が連携して地域生涯学習シス

テムの構築を図るビジョンと戦略の確立が何

よりも必要であることが示唆される。特に，

社会教育の意義と役割を再確認し，公的サー

ビスとして地域課題，現代的課題に関する学

習機会を拡充するとともに，社会教育に精通

した常勤専門職員の配置，学習機会への参加

を保障する託児サービス等の条件整備に取り

組むことがとりわけ重要である。生涯学習・

社会教育への志向が，従来の趣味・教養の個

人的なものから社会的な課題の解決を通した

持続可能な地域づくりへと変化していること

を受け止めるならば，地方自治体と地域高等

教育機関が連携してコミュニティ政策，教育
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政策を統合した総合的な政策を確立すること

は喫緊の課題である。

．おわりに

本稿では，防府市民の生涯学習に関する意

識調査の結果の中から，生涯学習機会，学習

内容の希望，学習課題の重要度，学習成果の

評価，行政・教育機関の役割を中心として分

析，考察してきた。最後に，以上の分析，考

察をふまえ防府市における今後の生涯学習・

社会教育施策を推進していく上で留意すべき

事項をまとめ，提言としたい。

行政の責務

年（平成 ）に改正された教育基本法

では，第 条に「教育の目標」を新設し，

教育は，その目的を実現するため，学問の自

由を尊重しつつ，次に掲げる目標を達成する

よう行われるものとする。

幅広い知識と教養を身に付け，真理を求

める態度を養い，豊かな情操と道徳心を培

うとともに，健やかな身体を養うこと。

個人の価値を尊重して，その能力を伸ば

し，創造性を培い，自主及び自律の精神を

養うとともに，職業及び生活との関連を重

視し，勤労を重んずる態度を養うこと。

正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と

協力を重んずるとともに，公共の精神に基

づき，主体的に社会の形成に参画し，その

発展に寄与する態度を養うこと。

生命を尊び，自然を大切にし，環境の保

全に寄与する態度を養うこと。

伝統と文化を尊重し，それらをはぐくん

できた我が国と郷土を愛するとともに，他

国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与

する態度を養うこと。教育は，その目的を

実現

として，幅広い知識と教養，自主自律，創造

性，社会形成への主体的参画等を規定してい

る。

また，第 条に社会教育が位置づけられ，

個人の要望や社会の要請にこたえ，社会にお

いて行われる教育は，国及び地方公共団体に

よって奨励されなければならない。

国及び地方公共団体は，図書館，博物館，

公民館その他の社会教育施設の設置，学校

の施設の利用，学習の機会及び情報の提供

その他の適当な方法によって社会教育の振

興に努めなければならない。

として，国及び地方公共団体による社会教育

の振興責務を明記している。

次いで，この国及び地方公共団体による社

会教育の振興責務の具体化を図るために，第

条を新設し，

政府は，教育の振興に関する施策の総合的か

つ計画的な推進を図るため，教育の振興に関

する施策についての基本的な方針及び構ずべ

き施策その他必要な事項について，基本的な

計画を定め，これを国会に報告するとともに，

公表しなければならない。

地方公共団体は，前項の計画を参酌し，

その地域の実情に応じ，当該地方公共団体

における教育の振興のための施策に関する

基本的な計画を定めるよう努めなければな

らない。

として，国・地方公共団体が総合的かつ計画

的に教育施策を推進するための「教育振興基

本計画」を策定することを義務づけている。

今日，行財政改革の名のもとで，公民館，

博物館等の社会教育施設を含む公の施設への

指定管理者制度の導入，予算，職員の削減，

生涯学習担当部門の首長部局への移管等が進

められるなど社会教育行政の危機が進行して

おり，行政においては改めて改正教育基本法
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で規定された社会教育の意義と役割を再認識

し，住民を主体とした地域自治の確立と持続

可能な地域づくりの拠点として公民館等社会

教育施設を位置づけることが必要である。

特に，教育委員会と社会教育委員は自らの

使命を再確認するとともに，首長及び首長部

局との意思疎通を緊密に行い，社会教育ミッ

ションの理解と共有を図り，総合行政として

社会教育施策，コミュニティ施策の融合，推

進に積極的に取り組むことが求められる。

多様化するニーズへの対応

今回の調査では，「生涯学習」という言葉

は広く周知されているが，依然として個人的

な興味や関心の分野に理解の範囲がとどまっ

ている傾向が明らかとなった。このことは本

来の社会教育の意義・役割を明確にすること

なく，「生涯学習」という言葉の普及が先行し，

学習内容，学習ニーズの個人化多様化の中で

社会教育として明確に位置づけた取り組みが

行政において行われてこなかったことに大き

な原因があると思われる。生涯学習社会を目

指そうとする考え方や理念は理解できるが，

社会教育の本質的な理解を欠いたところで発

生した生涯学習と社会教育の混同が，住民に

与えた影響ははかり知れないものがある。

今後，行政においては先述したように社会

教育の使命を深く認識し，本調査で示された

「環境」，「安全・安心のまちづくり」，「高齢

者」，「子育て・教育」という現代的課題，地

域課題への関心の高まりを好機と捉え，持続

可能な地域づくりを目標とした産学官民の連

携による総合的体系的な学習機会の提供を積

極的に行うべきである。とりわけ，地域に住

民を主体とした知の拠点を開設し，学習ネッ

トワークの構築を支援することは重要な行政

の役割である。

地域生涯学習システムの構築

社会教育の使命が，現代的課題，地域課題

の解決をめざす学習機会の提供と住民自治を

担う住民力の育成を核とした持続可能な地域

づくりであると捉えるならば，行政の果たす

役割は限りなく大きいことを指摘した。とり

わけ地域における学習とまちづくり活動の循

環を実現する仕組みづくりはその最大の課題

である。

筆者が防府市において取り組んでいる地域

生涯学習システム構築に関する実証的調査研

究においては，連携協定 ）に基づく 年間

の目標を定めた施策「ロング・フィールド・

ミッション」 ）を策定し，この施策に基づ

き，市内全小中学校に生涯学習担当教員（

校 名）を配置した。また， 者（小中学校

生涯学習担当教員，公民館職員， ，地

域生涯学習まちづくり推進協議会）による合

同会議の開催，教育委員会職員，市長部局職

員を対象とした研修事業の実施，市長部局（企

画政策課，市民活動推進課），市民活動支援

センター，社会福祉協議会と連携した活動を

推進するなど，参加主体の意識改革と地域の

仕組みづくりに向けた取り組みを展開してい

る。

現在までの取り組みを通じて，学校支援を

含めた協働のまちづくりの仕組みを確立した

地区が数地区で実現したこと，学校に生涯学

習担当教員を配置し，学校がまず地域と連携

するテーマを明確にし，地域と協議する姿勢

の重要性が明らかになったこと，市長部局，

社会教育委員会，他団体との連携体制，事業

が拡大したことなど，学社融合のまちづくり

基盤が着実に形成されつつある。また，こう

した取り組みを推進する教育委員会職員の

コーディネート機能の重要性も改めて確認す

ることができた。

中でも，地域コミュニティ，自治組織の確

立と現代的課題，地域課題の解決をめざす学

習ネットワークを形成する上で，社会教育へ

の深い理解，知識と技能を有する専門職員を

地域に配置することは地域生涯学習システム
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を構築する上で最大の人的保障になるものと

考える。

今後，急激な人口減少，高齢化，地方自治

体の財政危機など社会経済環境が激変する中，

大規模な人口を持たない地方自治体は地域社

会崩壊の危機に直面することが懸念されてい

る。従って，持続可能な地域づくりのビジョ

ンと戦略を確立し，住民を主体とした地域コ

ミュニティを再創造する連携と協働の仕組み

づくりを構築することが早急に求められてお

り，その中核に学校と社会教育施設を拠点と

した地域生涯学習システムを位置づけていく

ことが必要である。これからの 年から 年

の間にこうした政策的取り組みを行政と地域

住民が 体となり，総力をあげて実践できる

かどうかが新たな自治体づくりの鍵になると

考える。

謝辞：本調査研究にあたりご協力いただいた

防府市教育委員会生涯学習課職員，防府市役

所職員の皆様に感謝の意を表します。

【付記】本研究は，平成 年度科学研究費補

助金：基盤研究（ ）研究課題「分権時代に

おける住民を主体とした地域生涯学習システ

ムに関する調査研究」（課題番号 研

究代表者 長畑実）の成果の 部である。

（エクステンションセンター 教授）

涯学習に係る総合的体系的な方策を推進してい

くにあたり つの事業を単発的な事業に終わら

せるのではなく， というチェック機能に

よって，生涯学習推進基本計画「学ぼうやプラン」

に沿った長期の視点に立って，それぞれの事業

を連携させて，生涯学習の理念を広く市民に啓

発していこうという幅広い構想をいう。生涯学

習の種をまき，耕し，育て，長期にわたって市

民に生涯学習の理念を根付かせていこうという

防府市独自の構想のことである」（防府市教育委

員会生涯学習課文書より）。

山口県ひとづくり財団からの受託研究として

筆者の所属するエクステンションセンターが調

査研究の結果をまとめた報告書「県民の生涯学

習に関する意識調査報告」。筆者が研究代表者と

なり，平成 年に 名を対象として郵送法に

より実施した「県民の生涯学習に関する意識調

査」の報告書。

平成 年 月に調印された連携協働に関する

協定書の原文は次の通りである。

【注】

「ロング・フィールド・ミッション」とは，「生

注 。



．はじめに

筆者は，本研究紀要「住民を主体とした地

域生涯学習システムの構築に関する研究 ：

生涯学習に関する防府市民意識調査の分析」

において，生涯学習に関する防府市民意識調

査の結果をもとに，生涯学習機会，学習課題

の重要度，学習成果の評価を中心として分析，

考察し，今後の地域生涯学習システムの構築

に果たす行政の役割について提言を行った。

また，平成 年 月以降の地域生涯学習シ

ステムの構築に関する実証的な調査研究活動

を通して達成された取り組みの成果と課題に

ついても明らかにした。

防府市との連携協定に基づく 年度の調査

研究活動においては，地域生涯学習システム

の構築に関わる各主体（生涯学習まちづくり

推進協議会役員 ），行政職員，公民館職員，

小中学校教員等）の中から代表的な事例を抽

出してヒアリング調査を進めており，本稿で

はその中から学校長のヒアリング調査を事例

として取り上げ，学社連携・学社融合の視点

から地域生涯学習システム構築に果たす学校

の役割，コミュニティ・スクール ）の意義

と可能性について考察する。

．ヒアリング調査の概要

調査目的

地域生涯学習システムにおいて公民館と並

ぶ拠点として位置づけられる学校現場の経験

から，学校の果たす役割，今後の課題を明ら

かにすることを目的として実施した。

調査期間

平成 年 月 日

調査対象

中学校長

．ヒアリング調査結果の概要

学校経営の基本姿勢

中 国初のコミュニティ・スクールの中学

校で 年間を過ごし， 年度に 中学校に

戻ってきた。開かれた学校づくりには色々な

住民を主体とした地域生涯学習システムの

構築に関する研究

防府市における生涯学習に関するヒアリング調査の分析から

長 畑 実

要旨
筆者は，防府市における住民を主体とした地域生涯学習システムの構築に関する調査研究の

部として，平成 年 月以降，地域生涯学習システム構築に関わる各主体を対象としたヒアリン

グ調査を実施している。本研究では，学社連携・学社融合の視点からヒアリング調査の事例を分

析し，地域生涯学習システム構築の課題を明らかにする。

キーワード
生涯学習 学社融合 ヒアリング調査 コミュニティ・スクール 地域生涯学習システム



取り組みはあるが，コミュニティ・スクール

の発想で学校経営を考えている。例えば，学

年便りと学級通信の両方を出すことに努めて

いる。「今，学校はこうなっています」とい

うことと「家庭でこういう指導をしてくださ

い」，「学校にはこういう行事がありますので

協力をお願いします」という依頼もする。開

かれた学校というのは，本来なら学校が楽に

なる取り組みだ。しかし，開かれた学校にす

るには勇気がいる。今，学校は，勇気を持っ

て開こうとする姿勢が大事だと思う。

コミュニティ・スクールについて

私は工業高校の機械科卒。自由に考えてく

れと言われて学校の製図を任せるというので，

何通り描いた。教育委員会がコミュニ

ティ・スクールに指定して，学校運営協議会

規則も 緒に作った。地域開放型の施設とし

てセキュリティーを完全に分け，図書館等の

開放や地域研修室などで大人と子供が交流し

ている。今，本当に 生懸命やっている先生

は多いと思うが，それを地域に公開していな

い。良い取り組みをどんどん情報公開してい

く必要がある。

コミュニティ・スクールは新しい学校観。

地域に開かれた学校づくりへの意識改革が必

要だ。意識改革のキーワードとして「学校は

生徒と先生だけのものではない」，「学校の先

生だけが先生ではない」という発想で，地域

の人，ふるさとの知恵を学びとる場を強調し

た。地域に信頼される開かれた学校づくりと

いう点で，町に図書館がないので学校内に図

書館を作ろうという地域の要望，熱意もあり，

図書館だけでなく使っていない教室も自由に

使ってもらおうということもでてきた。こう

して，学校が地域の学習拠点というような考

え方が自然に出来てきた。だから，コミュニ

ティ・スクールというのは，ものすごく簡単

に入ることができた。

学校を開放する場合，開く意味をきちんと
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説明しないと理解されない。社会性は，教員

と生徒だけでは身につかないとか，そういう

ことを説明していくと公民館でなく学校を使

おうということになる。学校を多くの地域住

民，子供が集う場にしていこう，交流の場に

していくということを学校が受け入れるかど

うかが問題だ。教師以外の地域住民との触れ

合いで社会性が伸びる。もちろん，警察署の

署長も不審者対応はどうするのか最初は不安

がったので，すぐにタイアップして緊急通報

ボタンを設置した。これを押したら， ，

分ぐらいで警察官が来る。

また，子どもたちが休み時間に高齢者が生

涯学習しているところを直に見に行くことで，

学ぶ姿勢，生涯学び続けることの大切さを身

をもって知ることができる。教員にとっても，

日常的に地域の教育力に触れることは良いこ

とだ。私は参観日はやめて， 週間いつでも

どうぞという参観週間にしている。

学校運営協議会 ）

このコミュニティ・スクールは将来的にど

の学校もなっていくと思う。学校評議員制度

がこれに変わると思う。学校運営協議会は，

校長の学校運営の基本方針を承認してもらわ

なければいけない。保護者，地域の皆さんか

ら意見を受け，そして説明もする。校長は学

校運営評議会の 員である。保護者，地域の

方と校長を含めて， 体となって責任を共有

しながら責任を負い合う関係にしていくこと

が目的。地域に開かれ，信頼される学校づく

り，特色ある学校づくりは，どこの学校でも

やっているはずだが，ただ，組織ができてい

るかいないかだけの差だと思う。校長がそれ

を受け入れるかどうかだ。

学校運営協議会の委員は，特別職の地方公

務員の身分を有することになり守秘義務があ

る。それなりの責任があることを説明してお

くと，自分の責任において意見を言えるよう

になっていった。学校の運営方針の承認を得



るわけだから， 月に生活面や学習面で身に

つけてほしいこととかについてアンケートを

とり，委員の皆さんの意見を取り入れて重点

的な取り組みをまとめていった。教職員にも

共通理解をしてもらうことが重要だ。

学校運営協議会に教育広報と地域連携の

つの部会を立ち上げた。教育広報の部は，実

態調査と便りを出すこと，特に講演会や懇話

会等をやることで，この組織の存在を明らか

にしていこうとした。学校の活性化を図って

カ月に 回，学校生活と家庭生活と地域社

会と 部会に分かれて会合を開いた。隣の小

学校の校長先生にも参加していただいたり，

またこの部会で新聞をつくって地域社会に発

信した。

地域住民を対象とした教員の授業

現在の学校での取り組みとして，地域住民

を対象とした教員の授業を行っている。その

ねらいは，学校にはどんな先生がいて，どの

ような工夫をして授業をしているのかを体験

を通して地域の方に知っていただくこと。学

校の先生は頑張っているところを見てもらっ

て，子どもとの関わりを考えて頂く。地域の

初めて出会う人に 時間，先生の得意なとこ

ろを授業してもらう。子供に堂々と教えられ

て，大人には教えられないはずはないのだか

ら。

敷居の低い学校と言われるのは確かだが，

案外生徒は変わってないのではないかという

意見もあり，課題として生徒の反応，地域諸

団体との連携を強く意識した。全保護者から

記述式のアンケートをとり，荒れた状態のこ

と，先生と生徒の関係，学校で何が起こって

いるのかわからない，地域として協力したい

が何をしたらいいのか学校から何も声がな

かった等の声が聞かれた。そこで前任校の経

験から，自信と誇りの回復，豊かな心がはぐ

くまれていないと確かな学力も身につかない。

そういった学校改革のテーマとして「ミッ

ション，パッション，アクション」として実

践している。

新たな学校改革の取り組み

年の補習として地域学習ボランティア短

期学習会をやった。これには地域からのサ

ポートということで，塾の先生，元校長先生，

高校生もやってきて教えてもらった。教師よ

りも地域のサポートに感謝する感想が多かっ

た。また，参観週間と夜の臨時保護者会を開

催して，子どもたちの様子と変化の取り組み

を見てもらい，臨時保護者会で確認していく

取り組みを積み重ねていった。

ここから学校・家庭・地域の連携による机

の大変な落書きを天板交換作業として実施す

ることにつなげていった。天板が全て新しく

なった後で，学習の落ち着きがどうなったか

とありのままを見せた。ところが，先生方の

約半分から校長先生やらない方が良いという

声が上がった。しかし，やってみると

は協力していただく雰囲気が出てきた。子ど

もたちは地域，家庭で学校と全然違う顔を見

せている。だから，今度ボランティアがある

から寄ってくださいと，地域，家庭に先生が

ひょっこり顔を出すようになる。学校と家庭

がきちっとすれば，地域にも及んでいく，こ

の 者連携が大事だ。良い学校というのは，

何も問題がない学校ではない。問題が起こっ

たときに，全教員が保護者，地域に対して課

題を解決している学校が良い学校だと言われ

る。そういう風に教職員の意識が変わったら，

やっぱり子どもたちに直接伝わっていく，

徐々によくなっていく。

のあり方

現在の は学校行事のときにお手伝い

をする団体というようにお客様のような感覚

で捉えられている。この 組織を例えば

学校評価委員会のような形に変えたい。外部

評価が重視されているので， の本来の

住民を主体とした地域生涯学習システムの構築に関する研究



機能に着目して学校経営に参画するぐらいに

しないといけないと思っている。 にも

どんな授業が良い授業かというのを研修して

評価してもらわないと，本当の外部評価には

ならないと思う。ただ自分の子供の様子だけ

見て，あるいは好き嫌いのある教師の評価は

すごく悪い。それは正しい学校評価ではない

と考えている。 という名前を変えたら

どうかとも思う。子供たちだけが学んでいる

学校ではなくて，色んな学校づくりをしてい

るから大人も学校に来てみようというものに

したい。しかし， 気にはいかない。まず，

教員の意識改革に時間がかかる。 番かかる

のは，何でそんなことしなければならないの

かという意識の改革が必要だ。

．ヒアリング調査結果の分析

今回のヒアリング調査では，地域運営学校

という理念を持つコミュニティ・スクールで

の実践経験を持たれている学校長を対象とし

て，コミュニティ・スクールとしての教育実

践の成果と課題，多くの困難に直面する地域

において学校の果たす役割，学校と地域の連

携，融合を実現するための方策，地域生涯学

習システム構築の方向性について示唆を得る

ことを目的とした。

調査の前提となる現状把握

本調査に先立ち，防府市内のすべての小中

学校，公民館に対して「学校支援ボランティ

アに関する調査」を実施した ）。その結果，

学校に対する調査のうち学習支援ボランティ

アについては図 で示すように，導入してい

るのは 校のみで， 校が導入していないこ

とが明らかとなった。また，今後の意向につ

いては， 校が自校で判断する， 校が地域

に依頼したい， 校が不要であると回答して

いる。

次に，環境支援ボランティアについては図

で示すように，導入しているのは 校のみ

で， 校が導入していないことが明らかと

なった。また，今後の意向については， 校

が自校で判断する， 校が地域に依頼したい，

校が不要であると回答している。
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図 学習支援ボランティア導入の有無と今
後の意向

図 環境支援ボランティア導入の有無と今
後の意向

方，地域学習支援ボランティア（総合的

な学習の時間等で地域学習の講師を住民が担

当する事業）については図 で示すように，

導入しているのは 校で， 校が導入してい

ない。また，今後の意向については， 校が

自校で判断する， 校が地域に依頼したい，

校が不要であると回答している。



以上のような結果から，地域との関わりは

学校の都合が優先された上で行われているこ

とが示唆される。

公民館に対しては，学校や社会教育施設等

との情報交換の会議の有無について質問した。

その結果は図 で示すように，市内 地区の

公民館のうちほぼ半数の 館において情報交

換，意見交換の会議が行われていることが回

答された。内容，回数については，「地区内

小・中学校，地区懇談会，青少協議会，行事

予定表の交換等」，「小学校，小学校 と

年 回。中学校と年 回行ってい

る」，「公民館運営審議会や生涯学習のまちづ

くり協議会において話し合いを持っている」

と回答されている。

これに対して，情報交換の会議を持ってい

ない公民館からは，「地域の環境の変化等を

考えると，情報交換の機会を増やしていく必

要がある」，「公民館の性格について，教職員

及び児童に理解してほしい」という意見があ

る 方で，「必要に応じ会議を持てばよい」，

「将来的には必要かもしれないが，現状では

必要と思わない」等という否定的な意見も見

受けられた。

特に，学校に対する要望についての自由記

述では，

・学校によって公民館の利用に差を感じてい

るので，もう少し公民館の利用について目

を向けてもらいたい。 等の活動の

部でも公民館でしてもらうことによって，

地域の活動の情報が良く伝わるのではない

か。公民館の利用については，学校により

少し温度差があるように感じる。

・夜間の会合等で参加者が校長となり，なか

なかまちづくり，生涯学習のまちづくりに

は目が向きにくい。

・ 連携から融合といっても担当者同士の交

流がなければ実際問題として活動は難しい。

その点，合同会議はそのきっかけづくりと

なるのではないか。（連携） 緒にやって

いるようだが主導権は 方にある。（融

合）両サイドとも自分の事業として実施。

学校と公民館が 体となって取組めるよ

うな事業を開発できるとベスト。※本地区

では，家庭教育学級を小学校とタイアップ

して実施している。これも 種の融合。効

果をあげるためにも担任の先生の理解が必

要。

・開かれた学校づくり 地域の充実のための

学校としての構え，協力体制づくり 地域

へ出かけて人や物とのふれあい 学校とし

てできることを明確にして取り組む。

・相互の連携，理解，協力が必要と思われる

（概念と内容をお互いに協議してきちんと

構築する必要がある）。

といった記述が見られ，学校側の理解の不足，

学校と地域の連携体制の未整備等の問題点が

指摘され，学校と社会教育施設両者の間で学

社連携，学社融合に関する理解に乖離のある

住民を主体とした地域生涯学習システムの構築に関する研究

図 地域学習支援ボランティア導入の有無
と今後の意向

図 学校等との情報交換会議の有無



ことが明らかとなった。

防府市においては，平成 年度から全小中

学校に生涯学習担当教員が配置されているが，

社会教育主事有資格者は限られており，学社

連携，学社融合の意義，役割が 分学校構成

員に理解されているとは言い難いこと，公民

館の側でも職員の嘱託化が進められ，地域の

実状に精通した社会教育専門職員が配置され

ないために学社連携，学社融合の意義，役割

が 分理解されていないことが大きな問題点

であると考える。

地域生涯学習システム構築に果たす学校，

公民館の役割

こうした学校と公民館の学社連携，学社融

合に関する現状と今回のヒアリング調査から，

地域生涯学習システム構築に果たす学校，公

民館の今後のあり方，役割について，次のよ

うな課題が明らかとなった。

・学校長となる教員には，社会教育，学社連

携，学社融合の意義，役割についての理解，

知識が求められる。

・学校長には，学校経営の基本理念として地

域協働運営学校という発想が求められ，保

護者，地域諸団体，住民との積極的なコ

ミュニケーション，連携活動推進の姿勢が

必要である。

・学校教職員，地域住民の意識改革を進める

ためには，地域担当者として社会教育主事

有資格者を配置すること，コミュニティ・

スクール（学校運営協議会制度）を導入す

ることなど制度的条件整備が必要である。

・学校の側から地域へ協力を依頼する内容を

教育課程に位置づけたものとして具体化し，

学校側が積極的に地域に出て行く機会を作

ることが必要である。

・地域住民に対する学校の情報公開を積極的

に進めることが求められる。

・公民館を社会教育機関として明確に位置づ

け，社会教育に関する専門的知識，技能を

持った社会教育主事有資格者を職員として

配置することが必要である。

コミュニティ・スクールの意義と可能性

それでは，地域生涯学習システム構築にお

ける制度的保障としてのコミュニティ・ス

クールの意義と可能性とはどのようなもので

あろうか。今日，地域社会や家庭の崩壊，地

域の教育力低下が指摘される中，今回のヒア

リング調査でも明らかになったように，小中

学校は地域コミュニティの核としての存在意

義を有しており，地域コミュニティ再生，活

性化の拠点としての役割が重要となっている。

子どもたちが生活する地域社会への責任があ

るからこそ，学校は積極的に地域と関わって

いかなければならない。コミュニティ・ス

クールはこの課題にコミットできる大きな鍵

なのである。学校が地域再生の総力戦の 拠

点となることで，地域に信頼され，地域とと

もに地域資源を活用して進める共創の学校づ

くりが可能となる。

ここで改めてコミュニティ・スクールの意

義と可能性をまとめれば，

・子どもたちにとって：地域住民をはじめ多

彩な市民との出会い・交流・学び・体験を

通して豊かな育ちの機会を拡大することが

できる。

・学校にとって：地域住民をはじめ多彩な市

民の持つ専門性，知識，技能・技術を取り

込むことを通して学習活動の幅と深さが拡

大し，学校機能の拡充，地域理解の深化を

図ることができる。

・地域にとって：学校と 体となった取り組

みにより，地域資源の再発見（再学習），

地域住民の学習意欲の拡大を図ることで，

地域の教育力の強化と地域の活性化を実現

することができる。

の 点となり，学校と地域が 体となって取

り組むことを通して，地域の活性化を達成す

ることが可能になると考える。

大学教育 第 号（ ）



また，これまでの全国のコミュニティ・ス

クールの先行事例からは，地域の側から学校

支援ボランティアを組織化し学校支援に参画

する事例，学校運営協議会を理事会として特

色あるカリキュラム，教育活動を展開する事

例，校長の公募により開設時から教育内容，

人事等地域の求める学校づくりをめざす事例

などがあり，これからは地域の特色，地域課

題にあわせて，独自のコミュニティ・スクー

ルのモデルを創造していくことが求められる。

．おわりに

本稿では，地域生涯学習システムの構築に

関わる各主体に対するヒアリング調査の中か

らコミュニティ・スクールの運営経験を持つ

学校長に対するヒアリング調査を事例として

取り上げ，学社連携・学社融合の視点から地

域生涯学習システム構築に果たす学校の役割，

コミュニティ・スクールの意義と可能性につ

いて考察した。最後に，以上の考察をふまえ

防府市における今後の学社連携・学社融合に

取り組む上で留意すべき事項をまとめ，提言

としたい。

意識改革の取り組み

今日の不登校，中途退学，校内暴力，いじ

め，学力問題等学校と子どもたちをめぐる厳

しい実態からは，学校，家庭，地域が 体と

なった地域ぐるみの総合的組織的取り組みが

必要であり，その組織的保障としてコミュニ

ティ・スクールの意義，有効性が明らかと

なった。中でも，コミュニティ・スクール導

入にあたって重要なことは，コミュニティ・

スクールを新しい学校観として捉え，学校と

地域の知の融合の中で子どもも大人もともに

育ちあう「共育」の仕組みであり，多様な学

校と地域の交流を通して地域の活性化に貢献

する仕組みであることを，教職員・保護者・

地域住民の共通理解として深める取り組みが

必要である。こうした関係者の意識改革を推

進する主体は拠点である学校であり，とりわ

け学校経営の最高責任者である学校長のリー

ダーシップ，マネジメント能力の発揮が求め

られている。

社会教育主事有資格者の活用

防府市においては，平成 年度から社会教

育主事資格を有する教員によって社会教育に

関するプロジェクトチームが編成され，社会

教育主事有資格者の役割，活動のあり方につ

いて調査研究活動を開始した。この中では，

管理職の学社連携・学社融合についての理解

不足の問題，学社連携・学社融合に関する学

校間の情報交換，交流が行われていない問題

等の課題が指摘され，行政職員の中で社会教

育主事資格を有する職員をも含めた合同研修

会の開催，学校と地域連携のコーディネート

機能を発揮する社会教育主事有資格者の活用

方策の検討等の取り組みが進められている。

この検討の中から抽出される今後の方策と

して，学校における社会教育主事有資格者の

役割，位置づけを制度的に明確にするため，

主任制度や地域連携・生涯学習担当としての

専任配置（加配）を導入することが必要であ

ると考える。また，行政職員の中から社会教

育主事有資格者を積極的に学社連携・学社融

合の担当部署に配置することが，学校，行政，

地域との連携，全市的な学社連携・学社融合

の取り組みを推進するものとして有効である

と思われる。

コミュニティ・スクール（学校運営協議

会制度）導入の促進

コミュニティ・スクールの意義と可能性に

ついては先述した。この点について，中央教

育審議会は「今後の学校の管理運営の在り方

について（答申）」 ）において，「都市化の

進行等に伴い，多くの地域でかつての地縁に

基づく地域社会が変容し，「地域の学校」と

住民を主体とした地域生涯学習システムの構築に関する研究



いう考え方が次第に失われてきた。しかし，

その 方で，保護者や地域住民の側に，自ら

が学校の運営に積極的に参画することによっ

て，自分たちの力で学校をより良いものにし

ていこうとする意識が生まれつつある。こう

した意識の高まりを的確に受け止め，学校と

保護者や地域住民が力を合わせて学校の運営

に取り組むことが可能となるような仕組みを

構築していくことが求められている」として，

「学校の運営に保護者や地域住民が参画する

ことを通じて，学校の教育方針の決定や教育

活動の実践に，地域のニーズを的確かつ機動

的に反映させるとともに，地域ならではの創

意や工夫を生かした特色ある学校づくりが進

むことが期待される。学校においては，保護

者や地域住民に対する説明責任の意識が高ま

り，また，保護者や地域住民においては，学

校教育の成果について自分たち 人 人も責

任を負っているという自覚と意識が高まるな

どの効果も期待される。さらには，相互のコ

ミュニケーションの活発化を通じた学校と地

域との連携・協力の促進により，学校を核と

した新しい地域社会づくりが広がっていくこ

とも期待される」と述べ，コミュニティ・ス

クールの意義を強調している。このように，

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制

度）導入を契機として，学校教職員，保護者，

地域住民の意識改革，地域ニーズを反映した

特色ある学校づくり，学校を拠点とした新し

い地域づくりへの展開の可能性が期待されて

いる。

コミュニティ・スクールの指定状況は

校（平成 年 月現在）となっており，今後

の予定を含めるとますます増加していくこと

は確実である。すでに，京都府京都市 ），

東京都 鷹市 ），島根県出雲市 ）の 自

治体は全小中学校をコミュニティ・スクール

にすることを決定し，具体的な取り組みを進

めている。文部科学省においても平成 年度

から「コミュニティ・スクール推進フォーラ

ム」を毎年全国 地域で開催しており，コ

ミュニティ・スクールに関する情報は詳細に

提供されている。今後は，教育委員会，学校

長，地域住民が 体となって学校教育の活性

化，地域の活性化に向け，地域の特性に応じ

た特色あるコミュニティ・スクール（学校運

営協議会制度）のモデル構築と導入に早急に

取り組むことが求められている。

謝辞：本調査研究にあたりご協力いただいた

学校長，教職員，公民館職員，生涯学習課職

員の皆様に感謝の意を表します。

【付記】本研究は，平成 年度科学研究費補

助金：基盤研究（ ）研究課題「分権時代に

おける住民を主体とした地域生涯学習システ

ムに関する調査研究」（課題番号 研

究代表者 長畑実）の成果の 部である。

（エクステンションセンター 教授）
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【注】

防府市教育委員会生涯学習課の提起により，

防府市内全 地区に「生涯学習まちづくり推進

協議会」が設置された。名称は「コミュニティ

会議」，「生涯学習推進協議会」，「地域連絡協議会」，

「まちづくり推進協議会」等となっており，ま

ちづくり組織と 体化している地区もある。

コミュニティ・スクールとは学校運営協議会

制度をあらわしており，「地方教育行政の組織及

び運営に関する法律」（平成 年）の第 条に下

記のように定められている。

教育委員会は，教育委員会規則で定めると

ころにより，その所管に属する学校のうちそ

の指定する学校（以下この条において「指定

学校」という。）の運営に関して協議する機関

として，当該指定学校ごとに，学校運営協議

会を置くことができる。

学校運営協議会の委員は，当該指定学校の

所在する地域の住民，当該指定学校に在籍す

る生徒，児童又は幼児の保護者その他教育委

員会が必要と認める者について，教育委員会



住民を主体とした地域生涯学習システムの構築に関する研究

が任命する。

指定学校の校長は，当該指定学校の運営に

関して，教育課程の編成その他教育委員会規

則で定める事項について基本的な方針を作成

し，当該指定学校の学校運営協議会の承認を

得なければならない。

学校運営協議会は，当該指定学校の運営に

関する事項（次項に規定する事項を除く。）に

ついて，教育委員会又は校長に対して，意見

を述べることができる。

学校運営協議会は，当該指定学校の職員の

採用その他の任用に関する事項について，当

該職員の任命権者に対して意見を述べること

ができる。この場合において，当該職員が県

費負担教職員（第 条第 項，第

条第 項又は第 条第 項の規定により

市町村委員会がその任用に関する事務を行う

職員を除く。第 項において同じ。）であると

きは，市町村委員会を経由するものとする。

指定学校の職員の任命権者は，当該職員の

任用に当たっては，前項の規定により述べら

れた意見を尊重するものとする。

教育委員会は，学校運営協議会の運営が著

しく適正を欠くことにより，当該指定学校の

運営に現に著しい支障が生じ，又は生ずるお

それがあると認められる場合においては，そ

の指定を取り消さなければならない。

指定学校の指定及び指定の取消しの手続，

指定の期間，学校運営協議会の委員の任免の

手続及び任期，学校運営協議会の議事の手続

その他学校運営協議会の運営に関し必要な事

項については，教育委員会規則で定める。

市町村委員会は，その所管に属する学校（そ

の職員のうちに県費負担教職員である者を含

むものに限る。）について第 項の指定を行お

うとするときは，あらかじめ，都道府県委員

会に協議しなければならない。

注 。

防府市教育委員会生涯学習課は，平成 年 月，

防府市内のすべての小中学校，公民館を対象と

して「学校支援ボランティアに関する調査」を

実施した。

中央教育審議会「今後の学校の管理運営の在

り方について（答申）」平成 年 月 日。

京都市教育委員会は，「地域ぐるみ・市民ぐる

みの教育の充実に向けて」（ 年 月）と題し

て下記の内容をホームページに掲載している。

「京都方式」による学校運営協議会（コミュニ

ティ・スクール）の充実

京都市では，学校・家庭・地域が共に行動し，

子どもを育むために，学校運営協議会を積極的

に設置しています。京都市が進めている学校運

営協議会は，家庭・地域・学識経験者など，幅

広い分野の方々に，委員として学校運営につい

ての意見や承認をいただくだけでなく，多くの

方々のボランティア参画を得て，「子どもたちの

ために何ができるのか」を共に考え，行動して

います。このように，学校運営について「協議」

するだけでなく，共に「行動」する京都市の学

校運営協議会は，「京都方式」として全国から注

目されています。学校運営協議会の設置は，本

年度の「学校教育の重点」において，重点施策

にあげており，今後さらに設置校の拡大と，取

組の充実を図っていきます。

学校運営協議会の設置は，平成 年度には，

の校園となり，平成 年度中には， 校・園を

超える見込みです。

鷹市教育委員会「 鷹市教育ビジョン」平

成 年 月

出雲市教育委員会「出雲中央教育審議会第

次答申」平成 年 月





はじめに

わが国における （

）は，ここ 年間

で急速に社会に浸透しつつある。 年に政

府によって 戦略が策定されて以降，

ネットワークインフラなどの整備が進み，イ

ンターネットへの接続は従来の低速のダイア

ルアップ回線から高速な回線に移行し，情報

通信技術も飛躍的な発展を遂げつつある。ま

た，総務省では，これに続く後継の戦略とし

て 年に 戦略を掲げている。

戦略では，いつでも，どこでも，誰で

も の恩恵を享受できるユビキタスネッ

ト社会の実現を目標としている。このような

政策の下で， 年のインターネットの人口

普及率は ％となり， 戦略が策定

された 年の ％から大きく伸びた ）。

また，携帯電話や を利用したインター

ネットの利用者は ％であり，これも

年の ％から大きく伸びている。

このように，インターネットを基盤とする

情報通信網が整備され 般化した現在，高度

成長期におけるモータリゼイションの拡大や

テレビや電話の普及がなされたときと同様に，

人々の生活圏は更に大きく拡大している。例

えば，インターネットを利用した物品やサー

ビスの購入経験は，インターネット利用者の

％（ 年）にのぼる ）。また，「利

用者参加」と「オープン志向」という特色を

持つ が普及した現在では，

（ ）に参加すれば，

居住地域の地理的な制約を越えて，様々な

人々と交流し，新たな友人や知人に恵まれる

ことも少なくない。これまで既に多くの研究

がなされているように，その友人や知人の輪

地域 を用いた地域コミュニティ再構成の試み

自治体が運営する地域 を事例として

木 下 真

要旨
今日の行政課題は地方分権の推進にあるが，効果的な地方分権の成立に不可欠な地域コミュニ

ティは深刻な衰退傾向にあるところが少なくない。そのため自治体は地域コミュニティの再構成

に様々な策を講じており，その 環として地域 を導入・運営する事例がみられる。しかし，

地域 の導入と運営は他地域の成功例をそのまま用いても良い結果が得られるとは限らない。

本論文では，熊本県 代市，東京都 鷹市，岡山県岡山市の事例をもとに，地域コミュニティの

特性と地域 の導入および運営の方針との関係について論じる。

キーワード
地域 ，地域コミュニティ，地域情報化，



は集団化し，やがて地域性を有さない，いわ

ゆるバーチャルコミュニティに成長すること

もめずらしくはない ）。このように，

買い物をするにせよ，友人や知人の輪を広げ

るにせよ，インターネットの利用によって，

以前のように居住地域による制約は小さく

なったといえる。

しかし，その 方で，このように人々の生

活圏が様々な形でグローバル化するにした

がって，居住地域に対するアイデンティティ

を失い，関心が希薄な住民が増えている。そ

のため，地域住民の相互協力を欠かせない諸

問題の解決が困難である場合も少なくない。

自治体はこの点に関して深い懸念を抱いてい

る。

今日の行政課題は地方分権の推進にあるが，

地方分権が効果的に成立するには，住民の地

域に対する意識の醸成，連帯感の形成が必要

である。とりわけ，福祉，環境，防災・安全

等の諸問題においては，地域住民の連帯が欠

かせないといえる。そのため，自治体は，過

疎化と高齢化や生活圏の拡大によって深刻な

衰退傾向にある地域コミュニティの再生に力

を注いでいる。その 環として，地域の情報

化により行政サービスの向上をめざして，高

度情報化社会に対応可能な のハード面

（ネットワークや機器などの整備）のインフ

ラ整備に積極的に着手してきた。その結果，

地方によってはインフラ整備に起因するデジ

タルディバイドは未だに存在するものの，全

体としてはハード面の整備は進みつつあ

る ）。しかし，整備したインフラを地域コ

ミュニティの再構成のために具体的にどのよ

うに用いるかはこれからの課題である。

総務省は平成 年度に「 を活用した地

域社会への住民参画のあり方に関する調査研

究事業」を立ち上げ，地域の住民から会員が

構成される （以下，地域 ）を視野

に入れている。 （財団法人 地方

自治情報センター）の調査によると，現在，

全国で の自治体が地域 を導入してい

る。今後も地域 を導入する自治体は増

えると考えられる。しかし，その持続的な運

営には，他の地域の成功例に単純に倣えばよ

いというものではなく，住民の行政に対する

意識など地域コミュニティの特性を考慮する

必要があると考えられる。本論文では，全国

の自治体として始めて地域 を導入して

定の成果を上げている熊本県 代市，平成

年の導入を検討している東京都 鷹市と岡

山県岡山市の事例をもとに，地域コミュニ

ティの特性と地域 の導入および運営の

方針との関係について論じる。

地域コミュニティの現状と課題

園田恭 によると，社会学的なコミュニ

ティ概念は， 共同性， 地域性という つ

の基本的な内容を含んでいる ）。この意味

でのコミュニティを，以下では共同性のみで

成り立っているバーチャルコミュニティと区

別するために地域コミュニティと呼ぶことに

する。地域コミュニティは，地域の福祉，環

境，防災・安全等の諸問題に対処する上で欠

かせないものと言われている。例えば，福祉

においては，国や地方自治体が如何に制度を

整備しても，福祉コミュニティの形成が喧伝

されているように地域住民の互助を欠いては

分な成果をあげることはできない。まして，

ノーマライザイゼーションが福祉の究極的な

目標とされている今日である。また，環境問

題について例示すれば，資源の再利用まで射

程に入れたゴミ・廃棄物の処理において，地

域住民の協働が必須である。さらに，防災に

ついて言えば，地域の中の災害弱者（高齢者

や子供）に対する第 次的な救援は地域の住

民の協力が不可欠である。安全について言え

ば，子供の安全，虐待の防止，防犯などに地

域住民における相互協力が必要であることは

言うまでもない。
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しかし，高度成長期以降，大量の人口流出

が進んだ農山漁村では，過疎化と高齢化に

よって伝統的な地域コミュニティの維持が困

難となっている。 方で，さまざまな地域か

ら大量の人口が流入してきた大都市圏では，

都市近郊がいわゆるベットタウン化すること

によって，居住する地域コミュニティにほと

んど関心や関係を持たない人々が急増し，地

域に必要とされる合意形成が困難になってい

る。また，大都市であるか否かに限らず，

モータリゼイションの発達と郊外大型店舗の

増加，テレビや電話など通信手段の普及，物

質的な豊かさと消費水準の向上などもあい

まって，人々の生活圏は大きく拡大し，居住

地域への依存度も小さくなっている。そのた

め，都市的な個人主義が広がり，地域生活に

欠くことができない地域コミュニティは，農

山漁村においても都市においても衰退傾向に

ある。ここまでの地域コミュニティの著しい

衰退は，今日のインターネットを基盤とする

高度情報化が 般化する以前に既に進行して

いた。

これに対応するために，国は，昭和 年の

国民生活審議会の答申を受けて昭和 年から

年にかけて，地域社会再編成のために「モ

デルコミュニティ事業」を展開した ）。そ

れ以降，各地方自治体が地域コミュニティ作

りに乗り出してきた。しかし，これまでの経

過を見ると，全体的には地域コミュニティの

再編成に成功したとは言い難い。

携帯電話やインターネットが 般的になっ

た現在，それ以前と比較すると高度情報化に

よる情報通信のグローバル化および多様化が

飛躍的に進展した。インターネットが民間に

開放されて普及が始まった当時すなわち

の時代には，情報発信のひとつの手

段である ページは紙面の広告のように，

受信者に対してスタティックな情報を提供す

るサイトが主であった。その後，

（ ） や

（ ）などを用い

て，ネットショッピングを可能とする仮想店

舗を開設する企業や，掲示板などを日常的に

利用する人々も現れ始めた。そして，セキュ

リティ技術の進歩とともに，インターネット

はオンラインショッピングや企業間取引にも

盛んに利用され始めた。 方，インターネッ

トが普及しはじめた時期と同じくして，携帯

電話も急速に普及し始めた。携帯電話は，当

初は電話としての通話が主な機能であったが，

インターネットのインフラの整備にともなっ

て の送受信や 閲覧機能をもつ端

末も使われ始め，現在ではこれらの機能は携

帯電話の標準的な機能となった。携帯電話の

普及によってパソコンよりもさらに場所や時

間などに制約されずに，インターネットの利

用が可能となった。このように，インター

ネットの利用が容易になるにつれて，面識の

ある友人どうしのコミュニケーションだけで

はなく，直接面識のない人々が趣味など共通

の関心をもとにネット上で交流し，地域性を

有さないバーチャルコミュニティを形成する

ようになった。やがて，このように多様な双

方向のコミュニケーションを容易に実現する

技術を体系的にとらえて と呼ぶよう

になった ）。これを契機として や

をはじめとする様々なサービスを多くの人々

が利用し，現在では 般的になったといえる。

特に若い世代を中心として，パソコンのみな

らず携帯電話による や ， や

の利用が普及し，コミュニケーション

のスタイルはインターネットが普及する以前

と比較すると大きく変化したといえる。

地域コミュニティの衰退の原因は，高度成

長期から始まった都市への人口流出や生活圏

の拡大に加えて，現代では，インターネット

を基盤とする情報のグローバル化も大きな

因となっている。したがって，地域コミュニ

ティの再生には従来の地域振興策だけではな

く，情報通信のグローバル化および多様化に

地域 を用いた地域コミュニティ再構成の試み



よるコミュニケーションのスタイルの変化を

考慮して，地域の人々のつながりを意識した

地域情報化を模索する必要が生じている。

「地域性」と無関係に展開しうる本質を持っ

た による「共同性」を，いかに地域コ

ミュニティの再構成に取り込んでゆくことが

できるかが課題である。

地域 による地域コミュニティ

の活性化

本研究では，地域 を既に運用してい

る熊本県 代市，地域 の運用を計画し

ている東京都 鷹市と岡山県岡山市において，

地域情報化，地域 の導入と運営の方針，

地域コミュニティについて聞き取り調査を

行った。

． 既に地域 を導入した地域の事例

． ． 熊本県 代市の例

地域 構築の経緯

熊本県 代市では， 年 月より市の行

政サイトを立ち上げた。行政サイトでは，行

政から市民への情報提供を目的としている。

その後の 年 月に同市は，市が自由に利

用できる広報基盤（災害情報の通知などを含

む）づくりと地域活性化を目的とするサイト

を新たに開設し，「ごろっとやっちろ」と命

名した。開設当時は ベースのシステ

ムであり，会員どうしのコミュニケーション

は掲示板を通じて行う仕組みであった。

同市は，市報などを通じて，会員（市民や

市外の住人。主に 代市民。以降，会員）を

募った。ここで特筆すべきことは，既存のア

ソシエーション（市民団体や商工会議所など

の諸機関）に対して，会員登録を促す 切の

働きかけを行わなかった点である。その 方

で，同市のシステム運用担当者は，会員が参

加する地域のイベントに 員として参加し，

その場を通じて会員と交流を深めながら，会

員がシステムに求める機能の要望やサイト運

営に関する意見やアイディアを聞き，それら

を逐次に反映させてきたという。その後は会

員による友人や知人の勧誘や，各種のメディ

ア（ や書籍など）による情報によって

会員を獲得していった。そのため，当サイト

に関心を持ち，情報発信や他者との交流に積

極的な会員が多いという。

当初はこのような自治体が運営する

サイトのめずらしさもあって，当時の会員の

関心はパソコンやインターネットに偏る傾向

があったが，次第に様々な会員が増加し，掲

示板に書き込みをすると，知らない人がコメ

ントを書いてくれる，すると嬉しくなってま

たそれにコメントを書くといったやり取りを

通じて，会員どうしの交流が盛んになったと

いう。会員どうしの交流が盛んになるにつれ

て，既存の人間関係や生活環境にマンネリ感

や閉塞感を感じる人々が，新しい人間関係や

活動を求めて口コミをもとに会員登録をする

ようになった。このように会員が増えた背景

には，住み慣れた地域に居住する人々が会員

の多くを占めることによる親近感と，書き込

みが会員登録をした者に限定されていること

への安心感もあると考えられる。

しかし，時間の経過とともに開設当初の盛

り上がりから 転して，サイトへのアクセス

数やアクティブメンバー数（掲示板への書き

込み等何らかの情報を当サイトに書き込んだ

会員の数）が減少したという。図 は，平成

年 月から平成 年 月までの当サイトへ

のアクセス数を，図 はアクティブメンバー

数の推移を示している。これらから，当初は

アクセスの数，アクティブメンバーの数はと

もに ヶ月未満という短い期間に急激に減少

して，おおよそ半減するに至った。その後，

やや持ち直す傾向があるものの，伸び悩んで

いる。図 はリソース数の推移を表しており，

掲示板の利用も当初の カ月間で急減し，そ

の後も伸び悩んだ。
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また，当初の思惑と外れて，コミュニティ

機能（特定のテーマに関心がある人々が設置

し，集う掲示板。司会者を設けたり，参加者

に制限を設けることができる。）がほとんど

利用されなかった。

同市では，これらの原因を次のように分析

した。

アクセス数の減少および伸び悩みの原因

アクセスさせる動機となるような興味や関

心を引く情報が不足しているからではないか。

アクティブメンバーの減少および伸び悩

みの原因

掲示板にしか書き込めないため，書き込め

る場所が少ないのではないか。掲示板は，公

共の場であり，個人的な内容を気楽に書きに

くいのではないか（図 ）。

地域 を用いた地域コミュニティ再構成の試み

引用元： 代市地域ポータル ソーシャルネットワー
キングサイト ごろっとやっちろ 説明資料

図 アクセス数の推移（当初）

引用元： 代市地域ポータル ソーシャルネットワー
キングサイト ごろっとやっちろ 説明資料

図 アクティブメンバーの推移（当初）

引用元： 代市地域ポータル ソーシャルネットワー
キングサイト ごろっとやっちろ 説明資料

図 リソース数の推移（当初）

引用元： 代市地域ポータル ソーシャルネットワー
キングサイト ごろっとやっちろ 説明資料

図 場所中心のモデル

コミュニティ機能が利用されない原因

他の会員の情報は，ハンドル名（当システ

ム上で使用する会員名。ニックネーム）以外

はわからないので，どのようなパーソナリ

ティを持っているのかわからない。そのため，

会員の交流が限定的であり，コミュニティ機

能の利用につながらないのではないか。

これら について，次の改善策を模索

した。

については，会員が容易に情報を収集し

たり配信する仕組みを付加する。たとえば，

ログインすると最初に表示されるトップペー

ジでは，自分が関心のある掲示板や他の会員

の日記（この機能については後述）の要約，



新しいコメントの有無が 目瞭然でわかるよ

うにする。また，以降の で示すような，気

楽に情報発信ができる仕組みも追加する。

については，図 のように公共の場所と

しての位置づけにあるこれまでの掲示板以外

に書き込める場（日記，コミュニティ）を設

ける。日記は各会員が個人的な内容を気楽に

書き込める場であり，会員自身でアクセス制

限（友達（この機能は後述）だけにしか読め

ないようにするなど）や内容の管理を行うこ

とができる。また，会員は，特定のテーマに

ついて話をするための場であるコミュニティ

を自由に作ることができる。コミュニティも

日記と同様に作成した会員にアクセス制限や

内容の管理といった機能をもたせる。これら

によって，情報発信は，誰の目にもさらされ

る公共の場だけではなく，個人の場や友人な

どの私的な場でも可能となり，気楽な気持ち

で書き込みができるようになる（図 ）。

を付加する。

これら の機能は， の代表的な

機能である。同市は平成 年 月に全国の自

治体としてはじめて地域に根ざした い

わゆる地域 の運用を開始した。

化による改善前と改善後とでは，コ

ミュニケーションのモデルに大きな変化があ

る。改善前は公共の場である掲示板を中心と

する「場中心モデル」であった。場中心モデ

ルでは情報を書き込む場（掲示板など）を中

心として，会員が書き込みを行うモデルであ

る。前述のように，書きこんだ内容はすべて

の他の会員から読めるので，公共の場の色彩

が強く，他の会員に気を使い個人的に関心の

ある話題を気楽に書きにくい雰囲気があった

という。

方， 化による改善後は，日記やプ

ロフィールなど個別の会員が各自で情報を発

信し管理できる場が設けられた。つまり，会

員個人の場を中心として個人的な話題に基づ

くコミュニケーションが展開され，これとは

別に公共の場である掲示板で特定のテーマを

持つグループ活動等についての議論が行われ

る。このような「場所中心のモデル」から

「人間中心のモデル」への変化によって，日

記によるやり取りでお互いが日常的な話題を

もとに個人的に知りあう機会が増えて，会員

どうしの連帯感（つながり感）が生まれ，地

域のグループ活動にも結びついてゆくであろ

うという期待があった。

図 および図 は，平成 年 月から 年

月までのアクセス数およびアクティブメン

バー数の変化である。 化した後にはそ

れ以前と比べてアクセス数，アクティブメン

バー数ともに大きく増加している。また，図

のリソース数の変化をみると 化に

よって追加された日記が最も多く利用されて

いることがわかる。これは， 化以前と

比較すると会員どうしの交流が大幅に促進さ

れた結果であると考えられる。
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引用元： 代市地域ポータル ソーシャルネットワー
キングサイト ごろっとやっちろ 説明資料

図 人間中心のモデル

については，会員は自分のプロフィール

（自己紹介）を掲載し，各自で管理できるよ

うにする。プロフィールは，本人の望む範囲

（アクセス制限の設定が可能）で公開し，他

の会員はこれを見てこの会員のパーソナリ

ティを推察する 助とする。また，「友人」

機能を設け，日記へのコメントなどを通じて

気の合う仲間と明示的に友達関係を結ぶ機能



引用元： 代市地域ポータル ソーシャル

ネットワーキングサイト ごろっとやっちろ

説明資料

「ごろっとやっちろ」と地域活動との結び

つき

前項では，「ごろっとやっちろ」の立ち上

げ当初から現在までのシステムの利用状況を

示した。サイト内の会員どうしの交流が

における「場中心のモデル」から

における 化にともなう「人間中

心のモデル」に変化することによって，会員

による書き込みが増え，会員どうしの交流が

すすみ，友人関係を基盤とする様々なグルー

プも形成されるようになった。これにとも

なって，本サイトで形成された会員のグルー

プによる地域活動も盛んになってきた。

の当時はネット上のサイトにおけ

る会員のコミュニケーションは「場中心のモ

デル」であった。図 は「場中心のモデル」

地域 を用いた地域コミュニティ再構成の試み

引用元： 代市地域ポータル ソーシャルネットワー
キングサイト ごろっとやっちろ 説明資料

図 アクセス数の推移

引用元： 代市地域ポータル ソーシャルネットワー
キングサイト ごろっとやっちろ 説明資料

図 アクティブメンバーの推移

引用元： 代市地域ポータル ソーシャルネットワー
キングサイト ごろっとやっちろ 説明資料

図 リソース数の推移

引用元： 代市地域ポータル ソーシャルネットワー
キングサイト ごろっとやっちろ 説明資料

図 におけるモデル

引用元： 代市地域ポータル ソーシャルネットワー
キングサイト ごろっとやっちろ 説明資料

図 におけるモデル



のもとで，会員の活動を地域の諸活動に結び

つけるモデルを示している。会員は個人的に

互いを理解したり共感したりする場（プロ

フィールや日記）がない電子掲示板でそれぞ

れ議論を行うが，議論でもめたり，正直な意

見を書くことができなかったり，そもそも議

論に加わる会員が少ないなどが原因で，なか

なか実際の活動に結びつかなかったという。

これに対して，現在の においては，

化による「人間中心のモデル」である。

図 をみると，図 とは異なりプロフィール

や日記などを用いた会員どうしの横のつなが

りを強化することに重点が置かれている。そ

して，当初から議論の場が設けられているの

ではなく，交流によって互いを知った会員が

集団を形成し，コミュニティ機能等を用いて

自ら議論の場を設ける仕組みになっている。

その結果として，次に見るように実際の地域

の活動に結びつくことになった。

地域と結びついた活動の例

図 に示したように，地域 に参加す

る会員どうしの交流によって形成されたグ

ループによる活動が地域の活動に結びついた

例を表 に示す。
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表 地域 が地域の活動に結びついた例

活動タイトル 内 容

ライトダウン やっちろ

地球温暖化防止の実現と，豊かな 代づくり，

循環型社会の国際モデルを築くためのグループ。

学校や企業，団体等に対してボランティアも

募っている。

学晩会
何でも学んで，メンバー間で意見交換して自

分達に活かすグループ。

段ボールで生ごみを処理し隊
家庭から出る生ごみを，簡単に，失敗無く処

理してしまう方法の紹介と情報交換。

いじめを無くす 運動
いじめをなくすためどうしたらよいかを考え

る会。

やっちろ子育てママさん情報掲示板
子育てに関するさまざまな情報交換をするグ

ループ。

菜の花畑
菜の花の栽培を通じて，景観を楽しみ，食の

安全や自然環境を考える会。

「ライトダウン やっちろ 」は，地

球温暖化の防止や循環型社会に向けた市民や

企業，官公庁の意識の啓発と国際モデルを築

くことを目的として， 月 日 時 分から

同日 時までの 分間， 般家庭や企業など

に呼びかけて照明や電飾灯などの消灯を行う

市民運動である。この活動は，本サイトで出

合った会員によって発案され，今年で 回目

となる。昨年と比べて，その参加者は増加し

ている。当サイトでは，多くの会員によって

準備に関する協力や参加の申し出，激励など

さまざまな情報交換が行われた。その結果，

会員だけではなく多くの市民の活動によって

地元の企業やラジオやテレビの放送局，同市

をはじめとする各種公共団体，学校など諸団

体の協力も取り付け，大きな成功を収めた。
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実施後は，本サイトに数多くの実施報告等の

メッセージや画像が掲載された。

「学晩会」は，地域の歴史や文化，産業，

芸術，環境，農業など幅広いテーマを取り上

げて，当サイトで出会った会員を中心に勉強

会や音楽会などさまざまな活動を行っている。

この会は，会員でもある同市の職員が各課の

壁を越えて地域の情報を共有するために当サ

イトのコミュニティ機能を使用したことが

きっかけであった。その後，本サイトの会員

である市民とも情報や意見を交換すべきでは

ないかという意見が出たことから始まった。

当サイトには活動の記録やコメント，次回の

テーマの予告などが寄せられる。学晩会の講

師は，主に当サイトの会員やその知人が勤め

ている。この会を通じて，地元商店街の活性

化をはかる運動などが行われている。

「段ボールで生ごみを処理し隊」は，家庭

から出る生ゴミをダンボールを使って堆肥に

分解し，再利用することでゴミの削減を推進

している会である。当サイトでは，このゴミ

処理に関する質問やその答え，アドバイスな

どの情報交換が行われている。また，生ゴミ

の処理だけではなく，それを通じて環境問題

への関心を喚起する目的も有している。

「いじめを無くす運動」では，保護者であ

る会員を中心として，いじめ問題の解決につ

いての議論や情報交換がなされている。この

会には，いじめへの対処に関する相談に対し

て，アドバイスや励ましのコメントが書き込

まれている。

「やっちろ子育てママさん情報掲示板」で

は，子育て中の女性会員どうしの情報交換や

交流が行われている。当サイトが開設される

以前から 代市には子育て中の母親たちによ

るグループが あったが，互いにその存在を

知らないか，あるいは知っているが互いに交

流する機会がない状況であった。これらのグ

ループは当サイトを通じて互いに交流が生ま

れ，現在ではグループを超えて活発な情報交

換と交流が行われている。

「菜の花畑」は地元で農業を行っている会

員が菜の花の種蒔きへの参加を呼びかけ，実

施している。花が咲く時期には，花見や地元

の養蜂家の協力を得て蜂蜜の採取などを行い，

当サイトの会員と交流をはかりながら，食の

安全や自然環境についての意識を共有しよう

としている。

表 に取り上げた以外にも地域 上の

情報交換から実際の地域の活動に結びついた

グループがある。これらのほとんどのグルー

プでは，もともと知人である会員だけではな

く，当サイトを通じて初めて出会った会員ど

うしも大変多い。彼らは，個人的な日記やそ

れに対するコメントを書いたりすることを機

会に知り合い，やがて「友達」関係を結ぶこ

とによっても連帯感を育み，時々市内で勉強

会や呑み会などの対面的な交流を深めている。

そして，彼らがグループの核となって何らか

の実際の地域の活動を立ち上げている。対面

的な交流の場には，実世界の日常生活では交

流する機会が稀である様々な年齢層と業種か

らなる会員が参加し，その中には市の職員も

含まれている。そこでは，友人どうしが会し

た和やかな雰囲気の中，様々な話題が飛び交

い，活発な意見交換が行われている。

地域社会は家族とともに，基礎集団として，

地縁，血縁などを契機とする強い紐帯から形

成される集団と見られてきた。これに対して，

地域 によって形成されるネットワーク

は弱い紐帯から形成される。強い紐帯から形

成されたネットワークでは，相互に伝達され

る情報が冗長になりがちで，異なるネット

ワークどうしの情報伝達能力に劣る ）。

これに対して，弱い紐帯は，相互に伝達され

る情報が比較的簡潔であるため情報伝達能力

が高く，異なるネットワークどうしをつなぐ

ブリッジの役割を果たす ）。このブリッ

ジによるネットワーク間の連結は，個別化が

進行し解体化が進む地域コミュニティを再構
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成する上で今後重要な役割を果たすものと考

えられる。 代市の地域 を通じた交流は，

前述のように様々な人々から成る弱い紐帯の

ネットワーク形成を促進しており，会員は地

域コミュニティにおいてブリッジの役割を

担っていると考えられる。

これらの事実に着目すると，そこには，国

民生活審議会の答申の委員を務めた奥田道太

らの言うコミュニティを彷彿とさせる内容が

含まれている ）。答申では，コミュニティ

について，「市民としての自主性と責任を自

覚した個人および家族を構成主体として，地

域性と各種の共通目標をもった，開放的でし

かも構成員相互に信頼感のある集団を，われ

われはコミュニティと呼ぶことにしよう」（下

線は引用者）と述べている。これに照らして

言えば，ここに紹介した「ごろっとやっちろ」

の会員の地域的かつ市民的活動は，コミュニ

ティを構成する重要な要因だといえるのでは

ないだろうか。

． 地域 を導入する予定の地域の事

例

． ． 鷹市の事例

同市は昭和 年に全国の自治体で初めてコ

ミュニティ施策に着手し，現在もそれを推進

しているまちである。コミュニティ施策は，

当時の市長であった鈴木平 郎氏が旧西ドイ

ツの地域コミュニティを参考に，市民と行政

の協働によるまちづくりを目指したことから

始まった。同市は つのコミュニティ住区に

分割され，各住区にはコミュニティセンター

と住民協議会が置かれている。コミュニティ

センターの運営予算（ひとつのコミュニティ

センター当たり年間約 万）は市が負担

するが，地域住民から成る住民協議会の自主

運営に任せて基本的に口出しをしないという

姿勢を取り続けてきた。住民協議会はこの予

算をもとに 名の専従職員を雇用してコミュ

ニティセンターを運営している。現在はコ

ミュニティ住区の運営によって，住民には自

分の住区の問題は自分たちで解決するという

意識が定着し，住区の運営に携わることを通

じて行政への関心も高い。そのため，市では

基本計画の骨子の検討から市民が参加する施

策をとっている。このような長年にわたって

コミュニティ施策を貫いてきた同市では，市

民の地域コミュニティに対する意識は，全体

的に強いと考えられる。

方，情報化に関しても，同市は先進的な

自治体である。 年から 年間行われた日

本電信電話公社（現在の ）による

（ ）実験フィー

ルドに同市は選ばれ，およそ 名の市民

と行政が 体となってデジタルネットワーク

の実験に参加した経緯がある。また，平成

年には，「 鷹市地域情報化計画」を策定し，

「 みたか構想」，「あすのまち・

鷹」プロジェクトなど民学産公による地域

情報化に取り組んでいる。また，団塊の世代

の定年退職による「 年問題」に対しても

同市の取り組みは先進的である。都心へ通勤

する労働者のベットタウンとして発達した同

市は，現役時代に蓄積した多くの知識やノウ

ハウをもちながら，情報弱者であるためにそ

の能力を 分に発揮できない高齢者を多く抱

えるようになった。そのころ，パソコン等の

情報機器に詳しい市民グループが，多くの高

齢者を集めてパソコンの勉強会を開催するよ

うになった。もともと 事業の支援を

行ってきた同市は，この市民グループによる

勉強会が高齢者の「情報弱者」からの脱却と

ともに，高い能力を生かすチャンスとなると

判断し，この市民団体と共同で当時の通産省

によるシニアベンチャー支援事業の認可を受

けることに成功した。そして，その支援制度

によって付与される資金をもとに任意団体で

ある「シニア 普及サロン・ 鷹」（以

下，シニア ）を設立した。その後，シ

ニア は 法人格を取得し，ビジネ
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スとしてシニアが講師を務める市民向けのパ

ソコン講座を開講した。 シニア

への参加は 人を超え，市民だけではなく

地方自治体や企業（日本 やマイクロソ

フトなど大企業を含む）まで広く講師を受注

するようになり，年間の売り上げが 万

円に達するまでに成長している。また，今後

は， シニア は後述する同市の地

域 および学校 の運用管理を引き受

ける予定である。

このように， 鷹市ではコミュニティ行政

や様々な地域情報化施策によって，居住する

コミュニティ住区に対する市民の関心は高く，

同時に情報化についても市民と行政の協働に

よって大きな成果をあげている。

現在，同市では「いつでも，どこでも，誰

でも」利用できる を利用して，子育て

や介護，防犯など市民による身近な情報の発

信と収集を目的として の導入を平成

年度 月に予定している。同市の計画では，

地域 と学校 を立ち上げる予定であ

る。地域 は 般市民（市外住民の参加

も可）などの個人会員だけではなく，市や町

内会，自治会，住民協議会など組織単位の会

員も募る予定である。 方，学校 は生徒，

保護者，教職員，学校側が依頼した地域住民

を会員とする予定である。また，これらの

から得られる情報をナレッジ として

蓄積するなど，他のシステムとも連携したシ

ステムの構築も目指している。

． ． 岡山市の事例

同市では， を用いた地域コミュニティ

の活性化を目的に，電子町内会と呼ばれるシ

ステムを導入している。このシステムには，

市民どうしの情報交換の場として「回覧板

コーナー」「お知らせコーナー」「何でもコー

ナー」，市民が行政への意見を投稿する「

御意見会議室」，行政が市民に情報提供を行

う「 情報エリア」があり，いずれも掲示板

形式を採用している。本システムは，平成

年度から町内会と共同で構築し，平成 年度

より運用を開始した。平成 年度末には の

町内会が参加するようになった。その後，平

成 年に電子町内会相互の連携を図るために

電子町内会連絡協議会が設立された。その時

点での参加町内会は ，参加会員は 名

に達した。しかしながら，当初と比較すると

アクセス数や書き込み数は減少し，伸び悩む

傾向にある。

現在，同市は行政と市民の双方にヒアリン

グを行うことによって，地域の課題を探り，

施策への反映を試みている。行政の各課に対

して展開中の施策とその課題，ニーズを聴取

している。 方，町内会，公民館， ，

ボランティア団体に対しては，活動実態や

ニーズの調査を行っている。これらの調査か

ら，行政と市民の間のニーズのずれを把握し

ようとしている。これらの調査によって浮き

彫りになった地域の課題は以下である。以下

の から までは，「岡山市：平成 年度

地域 利活用モデル構築事業 事業企画

書」からの引用である。

安心して子ども見守り・育てる環境がな

い。

市の調査によると，小学生の子どもを持つ

親は地域社会に望む支援として，「地域全体

で子供に目を配る」（ ％）ことを最も多

く挙げている。

このように地域で安心して子どもを見守り

育てる環境づくりは未だ充分でない。現状で

は，小学校の「児童クラブ」がこうした役割

を担っているが，父兄の新たな負担を強いる

方であずかり員数に制約が課せられ， 分

な機能を果たしてない。また，児童クラブは

「自立する子どもの育成」という観点からの

取り組み（地域住民との交流活動や体験活動）

は 分でない。こうしたことから，本市が実

施した「市民意識調査」では，社会教育の場
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である公民館を活用した居場所づくり（「放

課後・夏休みフリースペース」）の拡充を望

む声が多く挙げられている。

地域の安全・安心実現に向けた効果

的・効率的な手法が確立されていない。

「安全・安心ネットワーク構築事業」は市

長の重点公約であり，小学校区を単位とする

の地域が防犯・交通安全，防災，環境，福

祉などの地域課題の解決に取り組んでいる。

方で，取り組みのモデル化・ノウハウ化が

図られておらず，ベストプラクティスの蓄積

がなされていないことから，取り組みごとの

パフォーマンスにばらつきがある。

地域課題に意識的に取り組むボラン

ティアが多いが，横断的，持続可能な仕組み

が確立されていない。岡山市は，町内会の組

織率が，約 割に達するなど，コミュニティ

活動の盛んな地域である。また，新たな形の

コミュニティ活動である特定非営利活動法人

（ ）数についても全国でも上位の上昇率

を誇っている。他方で，こうした取り組みの

多くはキーマンや熱意に左右されるなど，取

組みの体系化が図られていない。

このような課題をもとに，同市は に

関して図 に示す「見守り育みシステム」，「防

犯・防災マップ」，「ボランティアバンク」，「地

域コミュニティ 」（本稿における地域

），「地域課題ナレッジデータベース」の

開発に着手している。

地域 では，市民は公民館， ボラン

ティア， ，町内会など既存のコミュニ

ティカテゴリの他に，新たにコミュニティを

作成できるように運用する予定である。地域

の会員は，市民などの個人会員だけで

はなく行政，民間企業などの組織単位の会員

も想定し，相互交流を通じた地域の問題の把

握と解決への議論を期待している。同市は，

平成 年 月より地域 の稼働を予定し

ている。

引用元：岡山市地域 利活用モデル構築事業 事
業企画書 別紙 ：システム概念図

図 岡山市地域 のシステム概念図

まとめ

先に つの事例を示したが，最近では，地

域コミュニティの再生に地域 の導入を

検討する自治体が増えている。 は時間

や場所などさまざまな実世界の制約を超えて

見知らぬ人とも気軽なコミュニケーションが

できるため，それを利用して地域コミュニ

ティに必要な人々の交流と連帯感を培うこと

が期待されてきている。しかし，実際の地域

活動へ結びつく地域 の導入や運営方法

についてはまだ試行錯誤の状態である。本稿

では，地域 の対象とする会員の形態（個

人会員，団体等の会員）と募集方法，地域

におけるコミュニティの運営方法，実

際の地域活動への結びつきについて， つの

自治体（ 代市， 鷹市，岡山市）への聞き

取り調査を行った。その結果，各自治体によ

る地域 の導入や運営の方針について相

違がみられた。

地域 の対象とする会員は， 代市で

は市民もしくは市外の住民としている。つま

り，会員はあくまでも個人会員であり，あえ

て団体や組織としての会員は含めていない。

これは，団体や組織としての会員は地域

への参加に必ずしも積極的とは限らず，

コミュニケーションの場が…しらけて，会員

どうしの交流や会員によるグループ活動が低
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迷するのではないかという懸念を抱いたから

である。これに対して， 鷹市や岡山市では，

個人会員の他に，団体や組織としての会員も

含めるという回答であった。

次に会員の募集方法は， 代市では市報等

で会員募集を掲載した以外は既存の会員によ

る純粋な口コミのみであった。これに対して，

鷹市や岡山市は，地域 への関心が高

い個人会員のみではなく，地域の団体や組織

などにも会員登録を依頼する予定である。

地域 と実際の地域活動との結び付き

に関して， 代市は地域 において特定

の活動を会員に呼びかけなかった。あくまで

も会員どうしの横のつながりを基盤として

様々な議論が自然発生的に展開され，そして

最終的には地域の活動に結びついた。その理

由は，縦割りイメージの強い行政が作為的に

議論の場を設けても，議論が盛り上がらず，

実際の地域の活動につながらないと判断した

からである。これに対して， 鷹市や岡山市

は，市民どうしの自発的な議論から自然発生

する地域活動だけではなく，行政側が積極的

に議論のテーマを設け，意図的に地域の活動

に結びつける策を検討している。

このように，自治体によって地域 の

導入と運営の方針について違いがみられる。

これは主として，地域社会のおかれた状況が

異なることによるであろう。

先に紹介した奥田道太は，人々の行動体系

における主体化 客体化，意識体系における

普遍化 特殊化の つの軸をクロスさせて地

域社会のタイプを つに分けた（図 ） ）。

まず， 「地域共同体」は，個を没却して…

ぐるみ的なまとまりを示す伝統的なむら社会

としての地域社会を想起すればよい。 「伝

統型アノミー」はむら社会が解体化してゆく

ときに生じる地域社会である。 「個我」は

市民的な権利意識には目覚めているが，主体

的には活動しない個々人から成る大都市圏の

郊外団地のような地域社会を典型とする。

「コミュニティ」については既に述べたよう

に，自律した個人が地域的な共同に主体的に

参加するような地域社会である。これに基づ

いて，ここで取り上げた つの自治体につい

ていえば， 鷹市の場合は，住民協議会の活

動に見られるように地域 の導入を検討

する以前に既に奥田が言うコミュニティが形

成されていたと見てよい。そのことが，行政

が において主導的に議論の場を設ける

根拠となるだろう。 方， 代市の場合，行

政があえて主導性を発揮しなかったのは，

鷹市と比較してコミュニティ形成が脆弱なた

め，行政が主導すれば，住民の主体性の芽を

摘んでしまうと判断したためと考えられる。

その限りにおいては， 代市の採った方針は

賢明だったのではないだろうか。また，岡山

市の場合には，町内会を対象に電子町内会を

導入している。そのことで推察されるように，

少なくとも 鷹市と比べて，なおまだ地域共

同体的あるいは伝統型アノミーというような

地域社会のあり方が相対的に強いのではない

だろうか。もちろん，岡山市は地方中核都市

であるから，実質的には個我というべき地域

社会や市民も多く見られるであろう。おそら

引用元：リーディングス 日本の社会学 都市
（鈴木広・高橋勇悦・篠原隆弘 編）東京大学出版
（ ） 図

図 地域社会の分析枠組
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くこの点が， 代市との違いではないだろう

か。行政主導で地域 への対応を考えて

いる岡山市は，個人にせよ団体にせよ，市民

的な意識に目覚めたこの層への働きかけを考

えている。

以上のことから，地域 の導入や運営

については，地域社会の特性とそれに見合っ

た方針が必要である。地域 が地域コミュ

ニティの形成に役立つひとつの筋道は， 代

市の場合に見られるように，地域に根ざした

市民的な活動を生み出してゆくことに資する

ことができるかどうかにあるだろう。

（大学教育センター 講師）
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あらゆる文体の中で，おそらく最も「お難い」と思われる文章の編集がやっと終って，ここで

服（タバコは吸わないが）しようと思う。

その昔，大阪に住んでいたとき，「ゴトオビ」という言葉をよく耳にした。最初さっぱり分か

らなかったが，人に聞いたら，どうやら毎月の や のつく日は商売人たちが売買代金を精算す

る日だそうだ。さすが大阪，ゴトオビになると，街が混雑するほどだ。

人間って，面白いかつまらないかよく分からないが，なぜか や という数字に弱い。日本語

ではそれを「フシメ」と呼んで有り難がっているほどだ。なにかのことに「 」や「 」がつく

と，だいたい記念として大々的にお祝いするか，或いはなにか特別なことをする，少なくとも関

係者は特別ななにかを感じる。

そういえば，この「大学教育」も，もはや第 号を迎えた。「第 号」？「フシメ」ですよね。

記念するためになにか特別なことをしなくちゃ，と思いたいが，実際は何もしなかった。せめて

なにか特別の感想はと，もし聞かれたら，これもどこかの芸能人みたいに「別に」と答えるしか

ない。模範解答として世によくある「ここまで継続してこられるとは思ってもいなかった」と感

激深げに答えたいところだが，本当は「ここまで継続してこられるとは思ってもいなかった」こ

とは 度も思ったことがなかったから，仕方がないよね。

思えば 年前に創刊するとき，当時の機構長にただ「機構の紀要を作れ」と言われて，手作業

で作り始めただけなのだ。その後，編集委員会が立ち上げられ，組織的に，日常業務のように毎

年作ってきた。 年という期間は長いか短いか人によっては感じ方が違うが，だいたいのことな

ら紆余屈折があるだろう。大学教育機構でも組織の改編や業務内容の変更など様々な出来事が

あった。機構長や何人かのセンター長まで交代したが，しかし「大学教育」に関しては， 貫し

てその時々の機構長をはじめ上層部に支持され，そして機構内外の教職員に支えられてきた。特

に昨今の厳しい予算の中，「大学教育」の制作費をよくもここまで保障してくれたものだな，と

振り返ればいま思う。

今号は何も記念的な特別のことはしなかったが，しかし何も変わらなかったわけでもない。目

次をご覧になればお分かりだと思うが，まず原稿の配列順が変わった。以前はセンターの設立順

と寄稿者の肩書き順で機械的に配列したが，今号からは内容や様々な要素を考慮して配列するよ

うになった。いわば編集委員会が本来の編集責任を果たすようになったわけだ。それと関連して

いるが，原稿を「大学教育」・「言語教育」・「地域連携」という 分野に分けた。機構所属教

職員の研究分野は多岐に渡っているからだ。そしてたまたま中国の教育に関する原稿は 本も寄

せられてきたので，特集としてまとめることにした。

結局，第 号というこの「フシメ」の号に，大した特別なことはしなかった。あえてなにかを

あげるとすれば，このあってもなくてもいいような「編集絮語」を初めて付けたということだけ

かな。

因みに，「編集絮語」とは 般的に使われている「編集後記」の中国語的な言い方だ。どうし

ても正確な意味をというなら， 編集に関する蛇足 と理解していいと思う。（何）
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